
名古屋城調査研究センター

名古屋城調査研究センター

研究紀要

Published by
Nagoya Castle Research Center

Nagoya, Aichi, Japan2024 年 3 月

第 5 号

〈資料紹介〉守山の御寺　大森寺所蔵の岩井正斎作品について 7 朝日美砂子

〈研究ノート〉尾張藩下級藩士の旅行 16 種田　祐司

慶長期成立の名古屋城「四つ之御矢倉・二つ之御門・唐門」 25 今和泉　大

町づくり・城づくり、携わる人々 ──続々名古屋城築城考── 47 服部　英雄

〈資料紹介〉「堀川通絵図」 81 服部　英雄
堀内　亮介

「山下家覚書」から読み解く浅野家相続問題 100 原　　史彦

名古屋城大天守台西側の石列を巡って 135（42） 村木　　誠

〈資料紹介〉二之丸庭園余芳出土の漆喰片 139（38） 花木ゆき乃

長久手市猪鼻堰跡残石群測量調査報告 161（16） 大村　　陸
川出　康博
木村　有作
田口　一男
二橋慶太郎
高橋　圭也
服部　英雄

名古屋城跡石垣における大名丁場間の矢穴形状比較
─矢穴縦断面形状を中心に─

176（1） 二橋慶太郎

7 ASAHI MisakoPaintings by Iwai Seisai from Daishin-ji Temple Collection 
Research note “Trip of low-rank samurai of Owari Domain” 16 TANEDA Yuji

“Four turrets, Two gates, and the Kara-mon gate”in Nagoya 25 IMAIZUMI Dai

47 HATTORI Hideo

81 HATTORI Hideo
HORIUCHI Ryosuke

100 HARA Fumihiko

135（42） MURAKI Makoto

139（38） HANAKI Yukino
161（16） OMURA Riku

KAWADE Yasuhiro
KIMURA Yusaku
TAGUCHI Kazuo
NIHASHI Keitaro

TAKAHASHI Keiya
HATTORI Hideo

Castle, which were built in Keicho period.
Building towns, building castles, and the people involved
　　Third study on the construction process of Nagoya Castle
Historical materials introduction of Horikawa river map

An analysis on the succession to the headship of the Asano family, 
from the Memorandum of the Yamashita Family.
Discussion over the stone rows discovered next to the foundation 
of Oo-tenshu（the Large castle tower）
About the plaster of Yohou at Ninomaru Garden
Report on the Survey and Measurement of Remaining Stones at 
Inohana Dam Site in Nagakute City

Comparative analysis of wedge holes Daimyo building site at Nagoya 
Castle stone walls

176（1） NIHASHI Keitaro
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1 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

口絵 1　大森寺蔵　岩井正斎筆「十二ヶ月花鳥図押絵貼屏風」　　六曲一双
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口絵 2　大森寺蔵　岩井正斎筆「耕作図」

口絵 4　大森寺蔵　岩井正斎筆「十二ヶ月花鳥図押絵貼屏風」（部分）

口絵 5　落款

口絵 3　「耕作図」落款



3 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

口絵 6　蓬左文庫蔵・清須図（『尾張志付図』『尾張古地図集』、
愛知県郷土資料刊行会・1978）。左が北。下（西）に小栗街道、
そして一里石と注記、道筋はない。美濃路（黄色）とも別。

口絵 8　下中村　『尾張国町村図　名古屋市域編』
国書刊行会・1988、徳川黎明会蔵。上中村から続
く道路敷が御蔵入新田に。

口絵 9　米野村　徳川黎明会『尾張国町村図　名古屋市域編』
国書刊行会・1988、右（西）端に「一名小栗海道、古海道」、
太い道筋は柳街道

口絵 7　上中村　『尾張国町村図　名古屋市域編』国
書刊行会・1988、徳川黎明会蔵、一里塚の南から東
に旧道路敷。開田されて御蔵入新田と注記がある。
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口絵 10　「堀川通絵図」御船手役所周辺（97 頁　図 15）



5 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

口絵 11　長久手市猪鼻堰跡残石群 右岸（南東から）

口絵 12　長久手市猪鼻堰跡残石群 左岸（北西から）
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口絵 13　『御城御庭絵図』余芳周辺拡大

口絵 14　手水跡の遺構と余芳礎石（南から）

口絵 16　漆喰片内面

口絵 15　手水跡検出状況（北から）

口絵 17　漆喰片外面



7 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

〈
資
料
紹
介
〉
守
山
の
御
寺
　
大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
作
品
に
つ
い
て�

朝
日
美
砂
子

キ
ー
ワ
ー
ド

大
森
寺　

岩
井
正
斎　

御
用
絵
師　

名
古
屋
城　

障
壁
画　

一
　
大
森
寺
と
岩
井
正
斎

　

名
古
屋
市
守
山
区
の
浄
土
宗
興
舊
山
歓
喜
院
大
森
寺
は
、
尾
張
二
代
藩
主
徳
川
光

友
の
生
母
乾
の
方
（
お
尉
、
歓
喜
院
。
寛
永
十
一
年･

一
六
三
四
没
）
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、
光
友
に
よ
り
、
江
戸
小
石
川
の
伝
通
院
内
に

創
建
さ
れ
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
乾
の
方
の
出
生
地
と
さ
れ
る
今
の
地
に
移

転
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
大
森
寺
第
二
十
六
世
観
誉
伸
一
御
住
職
の
御
厚
意
に
よ
り
、
御
寺
宝

を
拝
見
す
る
機
会
を
賜
っ
た
。
二
代
藩
主
光
友
は
じ
め
尾
張
藩
ゆ
か
り
の
書
画
が
数

多
く
蔵
さ
れ
る
中
で
、
光
を
放
つ
か
の
よ
う
な
近
世
絵
画
に
遇
目
で
き
た
た
め
、
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
。

　

紹
介
す
る
作
品
は
左
記
の
二
点
で
あ
る
。

作
品
①
「
耕
作
図
」　

一
幅　
　
　
　

口
絵
1

作
品
②
「
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」　

六
曲
一
双　
　

口
絵
2

①�

耕
作
図
は
、
横
幅
の
掛
軸
で
、「
正
斎
」
の
墨
書
が
あ
り
、『
詔
』『
信
』
朱
文
連

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
連
印
の
内
上
方
の
印
の
文
字
は
判
別
し
が
た
い
が
、「
詔
」

と
読
ん
で
お
く
。

②�

「
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
は
、
金
箔
押
し
の
六
曲
屏
風
一
双
に
十
二
面

の
花
鳥
図
を
貼
り
こ
む
押
絵
貼
屏
風
で
、
二
面
に
「
正
斎
行
年
七
十
二
歳
筆
」
の

墨
書
が
あ
り
、『
正
斎
』
朱
文
円
印
と
『
詔
信
之
印
』
白
文
方
印
の
二
印
が
あ
る
。

　

二
作
品
と
も
に
箱
は
な
く
、大
森
寺
に
入
っ
た
経
緯
も
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
落
款
の
形
式
や
印
面
は
整
っ
て
お
り
、
印
の
朱
肉
も
良
質
で
、
正
斎
と
い

う
人
の
真
筆
と
し
て
疑
い
得
な
い
。

　

で
は
、
岩
井
正
斎
と
は
何
者
か
。

　

画
家
と
し
て
の
現
在
の
知
名
度
は
決
し
て
高
く
な
く
、
そ
の
作
品
が
市
場
に
出
て

売
買
さ
れ
る
こ
と
も
お
そ
ら
く
稀
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
名
古
屋
城
に
つ
い
て
い
さ

さ
か
で
も
知
ろ
う
と
す
る
者
な
ら
、そ
の
名
は
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

名
古
屋
城
に
関
す
る
基
本
的
文
献
で
あ
る
『
金
城
温
古
録
』
の
「
御
天
守
編
」
巻
末

に
、
岩
井
正
斎
の
筆
と
い
う
「
遠
見
絵
巻
」
が
写
し
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
江
戸
後
期
に
当
地
の
文
化
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
随
筆
類
に
も
、
正
斎

の
名
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
、
該
当
部
を
示
し
て
お
く
。

文
献
①
『
金
城
温
古
録
』
第
十
五
之
冊 

御
天
守
編
之
七　

圖
彙
部 

「
遠
見
繪
巻
物
寫

松
平
掃
部
頭
勝
長
卿
御
好 　

画
工　

御
附
御
茶
道　

岩
井
正
斎
筆

　

原
図
之
詞
書
に
曰
、

金
城
御
天
守
ヨ
リ　

大
君
四
方
ヲ
御
遠
覧
被
為

御
目
ノ
届
カ
セ
ラ
ル
ゝ
所
ヲ
岩
井
正
斎
ニ
命
ヲ
伝
ヘ
ラ
レ
テ

御
天
守
ヲ
中
央
ト
シ
テ
四
方
ノ
遠
景
ヲ
備
ニ
御
カ
カ
セ
ニ
ナ
リ
シ
真
圖
ナ
リ
ト
云
々

大
君
ハ　

明
公
御
弟
掃
部
頭
様
後
ニ
御
謚
号
亮
諦
院
殿
」

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
尾
張
藩
士
奥
村
得
義
が
編
ん
だ
名
古
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屋
城
百
科
と
い
う
べ
き
大
著
で
あ
る
。『
名
古
屋
叢
書
続
編（

（
（

』
に
お
け
る
翻
刻
で
は
、

山
田
秋
衛
の
言
葉
と
し
て
下
記
の
文
章
を
添
え
て
い
る
。

「
秋
衛
曰
、
勝
長
は
八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
に
し
て
、
九
代
宗
睦
の
弟
従
四
位
少
将

な
り
。
画
を
よ
く
し
、
鳳
山
と
号
す
。
又
曰
、
岩
井
正
斎
は
藩
の
御
茶
道
に
出
仕
す
、

狩
野
養
川
院
に
画
を
学
び
、
当
代
に
盛
名
あ
り
、
勝
長
の
画
師
た
り
。」

　

山
田
秋
衛
は
、
昭
和
の
名
古
屋
の
大
和
絵
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
で
、
名
古
屋
城

や
尾
張
の
文
芸
・
有
職
故
実
に
関
す
る
研
究
家
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
『
名
古
屋
叢

書
』
で
は
遠
見
絵
巻
写
本
自
体
の
写
真
掲
載
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

文
献
②　

朝
倉
正
章
編
『
袂
草
』
巻
之
四（

（
（

 

「
△
白
菊
の
衣
掛
松
（
中
略
）
稲
葉
七
蔵
御
目
付
之
節
、
掃
部
頭
様
御
絵
師
岩
井
正

斎
に
命
じ
て
、
撥
面
の
図
を
写
さ
し
め
」

　
『
袂
草
』
は
、
名
古
屋
城
下
の
人
物
・
古
物
に
関
す
る
逸
話
を
集
め
た
随
筆
集
。

文
政
二
年
頃
の
起
筆
で
、
天
保
ま
で
の
見
聞
を
事
細
か
に
記
し
て
い
る
。

文
献
③　

有
松
庵
某
編
『
芳
濁
集
』
巻
之
四（

（
（

 

「
地
の
部　

画
家

岩
井
正
斎
之
墓　
　
　
　

逞
龍
山
西
蓮
寺

　

碑
ニ
曰

　

大
音
院
覚
誉
正
斎
居
士

　

享
和
元
年
酉
三
月
二
日　

　
　
　

題
註　

正
斎　

狩
野
家
ノ
画
人
」

　
『
芳
躅
集
』（
弘
化
四
年
序
跋
）
は
、
尾
張
の
著
名
人
を
葬
ら
れ
た
寺
ご
と
に
連
ね

る
も
の
で
、
本
史
料
に
よ
り
正
斎
の
没
年
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
正
妻
の
菩
提
寺

西
蓮
寺
に
は
狩
野
派
系
町
絵
師
で
あ
っ
た
吉
川
英
信
（
文
化
八
年
没
）、
美
信
（
天

保
八
年
没
）
父
子
も
葬
ら
れ
て
お
り
、
正
斎
と
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

文
献
④
桑
山
好
之
編
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
巻
第
五
十
二（

（
（

 

「
新
道
筋

△
画
家　

狩
野
家　

岩
井
正
斎
」

　
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
は
、
名
古
屋
城
下
の
地
誌
。
新
道
筋
（
駿
河
町
と
東
門
前

町
の
境
）
の
住
人
と
し
て
正
斎
を
あ
げ
、
狩
野
派
の
画
家
と
明
記
し
て
い
る
。

　

文
献
⑤
白
井
華
陽
編
『
画
乗
要
略
』
巻
三
（
天
保
二
年
・
一
八
三
一
序
）

　
「
岩
井
正
斎　

尾
張
人
学
狩
野
氏
筆
力
健
勃
」、

　

旧
名
古
屋
市
史
編
纂
時
の
資
料
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
市
史
本
の
中
の
「
名
古
屋
人
物

資
料
」（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
）
に
は
、
以
上
の
文
献
を
ま
と
め
た
と
思

し
き
記
載
が
あ
る
。

　

な
お
明
治
期
の
画
家
の
価
格
表
で
あ
る
石
塚
猪
男
編
『
日
本
書
画
評
価
表
』（
明

治
四
十
二
年
・
一
九
〇
九
刊
）
に
は
、
五
十
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
尾
張
南
画
の

雄
で
あ
る
山
本
梅
逸
・
彭
城
百
仙
は
百
五
十
円
と
い
う
評
価
額
で
あ
り
、
正
斎
は
彼

ら
の
三
分
の
一
の
額
で
は
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
低
い
評
価
で
は
な
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
岩
井
正
斎
の
経
歴
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
七
十
二
歳
以
上
で
没
し
た
。
よ
っ
て
生
ま
れ
は
享
保

十
五
年
（
一
七
三
〇
）
以
前
と
な
る
。

②
幕
府
御
絵
師
で
あ
る
狩
野
養
川
院
（
一
七
五
三
～
一
八
〇
八
）
に
絵
を
学
ぶ
。

③
住
居
は
、
名
古
屋
城
下
の
新
道
筋
。

④�

八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
で
九
代
宗
睦
の
弟
で
あ
っ
た
松
平
掃
部
守
勝
長
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（
一
七
三
七
～
一
八
一
一
・
号
鳳
山
）
に
絵
師
と
し
て
仕
え
、ま
た
画
技
を
教
え
る
。

⑤
勝
長
の
命
に
よ
り
名
古
屋
城
天
守
か
ら
見
え
る
四
方
の
景
を
描
く
。

⑥
勝
長
の
屋
敷
の
襖
絵
を
制
作
。

⑦
茶
道
方
と
し
て
尾
張
藩
に
出
仕
。
た
だ
し
藩
士
名
寄
類
に
正
斎
の
記
載
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
待
遇
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

正
斎
が
仕
え
た
松
平
掃
部
守
勝
長
は
、
八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
で
、
九
代
宗
睦
の

弟
に
あ
た
る
。
画
技
を
好
み
鳳
山
と
号
し
、
正
斎
に
絵
を
学
ん
だ
と
諸
書
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
歴
か
ら
、
正
斎
は
、
十
八
世
紀
後
半
、
す
な
わ
ち
明
和
・

安
永
・
天
明
年
間
の
、
横
井
也
有
や
内
藤
東
甫
な
ど
個
性
豊
か
な
人
々
が
書
画
や
俳

諧
な
ど
多
様
な
文
芸
を
楽
し
ん
で
い
た
時
代
、
勝
長
と
い
う
当
代
き
っ
て
の
上
流
文

化
人
に
画
家
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
背
景
と

環
境
を
考
慮
し
つ
つ
、
実
際
に
作
品
を
見
て
い
こ
う
。

二
　
大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
の
二
作
品

作
品
①　
「
耕
作
図
」　

一
幅　

紙
本
墨
画　

　
　
　
　
　
　

本
紙
縦
五
十
四
・
九
㎝　

横
九
十
二
・
七
㎝　

　

画
面
中
央
に
、
茅
葺
き
の
質
素
な
小
屋
で
く
つ
ろ
ぐ
老
高
士
を
描
き
、
傍
ら
に
、

酒
肴
ら
し
き
小
瓶
や
手
堤
籠
を
運
ぶ
従
者
を
配
す
る
大
横
物
。
人
物
の
右
に
は
蔬
菜

籠
を
天
秤
で
か
つ
ぎ
橋
を
渡
る
農
夫
、
左
に
は
田
に
水
を
入
れ
る
竜
骨
車
と
田
植
す

る
農
夫
を
添
え
て
い
る
。
細
部
描
写
は
緻
密
と
は
言
え
ず
正
確
さ
も
欠
く
が
、
職
業

人
物
の
結
髪
や
着
衣
は
中
国
式
で
、
竜
骨
車
も
中
国
の
揚
水
機
で
あ
り
、
中
国
の
耕

作
風
景
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
耕
作
図
と
は
、
中
国
南
宋
の
画
家
梁
楷
の
作
と
さ
れ
る
「
耕
織
図
巻
」

な
ど
の
中
国
絵
画
に
端
を
発
す
る
画
題
で
、
為
政
者
に
米
作
り
の
手
順
を
知
ら
し
め

る
鑑
戒
図
の
一
種
で
あ
る
。
四
季
感
覚

が
豊
か
で
米
と
い
う
日
本
で
最
重
要
視

さ
れ
た
作
物
を
主
題
に
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
日
本
で
は
と
く
に
好
ま
れ
、
障
壁

画
、
絵
巻
、
掛
軸
、
屏
風
な
ど
様
々
な

形
態
の
作
品
が
あ
る
。
基
本
的
に
漢
画

系
の
鑑
戒
図
で
あ
る
た
め
、
現
存
作
品

の
筆
者
は
漢
画
系
の
御
用
絵
師
集
団
で

あ
っ
た
狩
野
派
系
が
大
半
を
占
め
、
狩

野
派
に
お
け
る
絵
手
本（
粉
本
）に
よ
っ

て
同
じ
よ
う
な
構
図
の
作
品
が
描
き
継

が
れ
て
き
た
。
近
世
初
頭
に
お
け
る
代

表
例
が
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
黒
木
書
院

二
之
間
の
四
周
を
飾
っ
て
い
た
「
四
季

耕
作
図
襖
」
で
あ
り
、耕
作
図
の
伝
統
的
粉
本
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
筆
「
耕
作
図
」
は
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
黒
木
書
院
の

耕
作
図
と
同
じ
よ
う
な
橋
上
人
物
や
田
植
え
の
風
景
を
描
い
て
お
り
、
大
局
的
に
は

狩
野
派
に
お
け
る
耕
作
図
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
わ
か
る
。
各
モ
チ
ー
フ
を
描
く
筆

使
い
も
、
梁
楷
様
を
意
識
し
た
屈
曲
の
多
い
筆
法
で
あ
る
。
ま
た
法
量
は
、
表
装
ま

で
入
る
と
横
幅
一
メ
ー
ト
ル
を
超
し
、
町
屋
で
は
な
く
武
家
の
屋
敷
の
大
床
に
掛
け

ら
れ
た
掛
軸
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
作
品
は
、
中
央
に
主
要
人
物
や
家
屋
を
配
し
両
脇
上
方
に
添
景
を
置

い
て
豊
か
な
奥
行
を
表
し
て
お
り
、
江
戸
後
期
に
量
産
さ
れ
た
狩
野
派
作
品
の
多
く

が
右
側
に
主
要
モ
チ
ー
フ
を
お
く
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
や
や
異
な
る
構
成
と

名古屋城本丸御殿黒木書院ニ之間襖 
「四季耕作図」【田植え】部分
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な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
士
が
酒
肴
を
差
し
出
さ
れ
る
図
も
、
本
来
の
耕
作
図
に
は

な
い
。
さ
ら
に
、
人
物
の
表
情
は
、
み
な
楽
し
げ
で
、
な
お
か
つ
野
卑
で
は
な
く
品

が
あ
る
。
狩
野
派
の
絵
手
本
や
筆
法
に
学
び
つ
つ
も
、
そ
の
規
範
か
ら
は
解
き
放
た

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
正
斎
の
個
性
を
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
品
②　

十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風　
　

紙
本
墨
画
淡
彩　

　
　
　
　
　
　

各
本
紙
縦
百
二
十
一
・
九
㎝　

横
五
十
・
五
㎝

　

六
曲
一
双
の
屏
風
の
各
扇
に
十
二
ヵ
月
各
月
の
花
鳥
・
景
物
を
描
く
図
を
貼
る
も

の
で
、
定
型
的
な
押
絵
貼
屏
風
の
形
式
を
と
る
。
裏
面
に
修
理
銘
二
通
が
貼
ら
れ
て

お
り
。
寛
政
八
年
に
仕
立
て
ら
れ
、
明
治
四
十
五
年
熊
田
喜
平
治
の
寄
進
に
よ
り
修

理
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
年
大
洋
堂
星
崎
賢
三
に
よ
っ
て
再
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
熊
田
氏
と
は
、名
古
屋
城
下
の
著
名
な
油
商
で
、風
雅
な
屋
敷
を
構
え
、代
々

文
芸
に
深
い
理
解
を
も
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
現
状
を
記
し
て
お
こ
う
。
顔
料
の
剥
落
等
に
よ
り
植
物
名
が
確
定
し
が
た
い

も
の
が
多
く
、
画
題
は
あ
く
ま
で
も
仮
で
あ
る
。

右
隻
第
一
扇
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」　

右
に
落
款
あ
り

右
隻
第
二
扇
「
三
日
月
に
鳥
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
三
扇
「
墨
竹
図
」　

落
款
な
し

右
隻
第
四
扇
「
水
鶏
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
五
扇
「
菊
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
六
扇
「
雪
椿
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
一
扇
「
薄
に
蔦
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
二
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
三
扇
「
野
分
図
（
雨
中
萩
図
）」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
四
扇
「
芦
雁
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
五
扇
「
奇
石
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
六
扇
「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」　

左
に
落
款
あ
り

　

こ
の
十
二
面
の
う
ち
、
右
隻
第
三
扇
の
墨
竹
図
は
、
落
款
が
な
く
紙
質
も
異
な
る
。

作
風
か
ら
正
斎
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
考
察
対
象
か
ら
外
し
て
お
く
。

　

押
絵
貼
屏
風
の
場
合
、
各
扇
（
面
）
の
落
款
は
、
本
来
奇
数
扇
で
は
右
側
、
偶
数

の
扇
で
は
左
側
に
あ
る
べ
き
だ
が
、
現
状
で
は
定
石
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
落
ち
着

か
な
い
。
ま
た
通
常
な
ら
雪
景
が
左
隻
左
端
（
第
六
扇
）
に
配
さ
れ
、
か
つ
署
名
が

為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
図
の
雪
景
で
あ
る
「
雪
椿
図
」
に
は
署
名
が
な
く
、

そ
の
た
め
か
右
隻
左
端
に
置
か
れ
て
お
り
、
季
節
が
う
ま
く
流
れ
な
い
。
よ
っ
て
明

治
以
降
の
修
理
時
の
錯
簡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
季
節
と
落
款
の
配
置
を
考
慮
し
た

復
元
案
を
次
に
示
す
。

右
隻
第
一
扇
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」　

右
に
落
款　

現
右
一

右
隻
第
二
扇
「
雪
椿
図
」　

左
に
印　

現
右
六

右
隻
第
三
扇
「
奇
石
図
」　

右
に
印　

現
左
五

右
隻
第
四
扇
「
墨
竹
図
」　

現
右
三

右
隻
第
五
扇
「
水
鶏
図
」　

右
に
印　

現
右
四

右
隻
第
六
扇
「
薄
に
蔦
図
」　

左
に
印　

現
左
一

左
隻
第
一
扇
「
野
分
図
」　

右
に
印
状
左
三

左
隻
第
二
扇
「
菊
図
」　

左
に
印　

現
状
右
五

左
隻
第
三
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」　

右
に
印　

現
左
二

左
隻
第
四
扇
「
三
日
月
に
鳥
図
」　

左
に
印　

現
右
二

左
隻
第
五
扇
「
芦
雁
図
」　

右
に
印　

現
左
四

左
隻
第
六
扇
「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」　

左
に
落
款　

現
左
六
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こ
の
復
元
案
で
は
、
右
隻
第
二
扇
に
「
雪
椿
図
」（
赤
い
花
を
椿
と
し
た
が
、
薔

薇
の
可
能
性
も
あ
る
）
が
来
る
こ
と
に
な
り
異
例
で
は
あ
る
が
、
赤
い
花
が
第
一
扇

の
花
生
図
と
呼
応
す
る
。
ま
た
左
隻
で
は
第
一
扇
「
野
分
図
」
の
萩
が
第
二
扇
「
菊

図
」
の
菊
と
呼
応
し
、
第
三
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」
の
満
月
と
第
四
扇
「
三
日
月
に

鳥
図
」
の
三
日
月
に
呼
応
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
季
節
の
流
れ
に
疑
念
が
残
る
が
、

そ
れ
は
逆
に
、
本
作
品
が
よ
く
あ
る
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
が
た
め

に
他
な
ら
な
い
。

　

通
常
の
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
と
は
、
定
家
詠
十
二
月
和
歌
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
季

語
に
な
ら
っ
て
花
と
鳥
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
梅
に
鶯
、
桜
に
雉
、
藤
、
菖
蒲
と

続
い
て
い
く
。
本
作
品
十
二
面
の
内
、
最
初
の
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」
は
御
簾
に
白

梅
を
生
け
た
花
生
と
椿
と
思
わ
れ
る
赤
い
花
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
、
珍
し
い
画

題
で
あ
る
。「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」
に
つ
い
て
も
、
鴛
鴦
は
冬
の
景
と
し
て
よ
く
描

か
れ
る
が
、
山
帰
来
と
お
ぼ
し
き
植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
は
珍
し
い
。
ま
た
身
を
寄

せ
合
う
鴛
鴦
の
夫
婦
の
描
写
に
は
、
通
常
の
景
物
画
に
は
な
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
愛

情
が
漂
っ
て
い
る
。「
月
下
松
に
梟
図
」
も
、
秋
の
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
松
と
梟
と

い
う
珍
し
い
景
物
を
描
い
て
お
り
、
梟
の
表
情
は
飄
逸
で
、
孤
高
の
楽
し
さ
を
も
同

時
に
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
芦
雁
図
」
は
、
雁
が
真
下
に
落
下
す
る
と
い
う
、
俳

画
・
狂
画
風
の
諧
謔
的
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
水
鶏
図
」・「
菊
図
」「
野
分
図
」・「
芦
雁
図
」
は
よ
く
あ
る
画
題
で
あ
る
が
、「
菊

図
」
で
は
二
種
類
の
菊
を
描
き
分
け
る
な
ど
繊
細
な
観
察
眼
を
う
か
が
わ
せ
、「
野

分
図
」
は
強
い
風
と
瞬
間
的
な
降
雨
を
線
と
点
描
と
表
し
て
お
り
、
俳
諧
に
も
通
じ

る
鋭
敏
な
感
覚
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
作
品
は
、
定
型
的
で
は
な
い
景
物
を
気
ま
ま
に
取
り
入
れ
た
感
が

あ
る
。
ま
た
筆
法
や
構
図
は
狩
野
派
を
基
本
に
し
つ
つ
も
や
や
離
れ
、
彭
城
百
川
、

丹
羽
嘉
言
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
初
期
南
画
家
の
筆
法
に
き
わ
め
て
近
い
。
さ
ら
に
、
生

き
物
の
表
情
は
愛
ら
し
く
、
お
か
し
み
が
あ
り
、
下
卑
た
表
現
は
ま
っ
た
く
な
い
。

七
十
二
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
み
て
も
、
本
作
品
は
正
斎
の
画
業
の
到
達
点
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

　

次
に
、
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
、「
遠
見
絵
巻
」
に
も
言
及
し
た
い
。

　
「
遠
見
絵
巻
」
と
は
、
松
平
勝
長
の
命
に
よ
り
正
斎
が
描
い
た
と
い
う
、
名
古
屋

城
天
守
か
ら
見
え
る
四
方
の
景
観
図
で
あ
る
。
原
本
は
所
在
不
明
で『
金
城
温
古
録
』

巻
十
五
に
収
録
さ
れ
る
写
本（

（
（

に
よ
っ
て
図
様
を
知
る
し
か
な
い
が
、
重
要
な
画
績
で

あ
る
の
で
考
察
し
て
お
く
。

　

周
知
の
ご
と
く
『
金
城
温
古
録
』
に
は
稿
本
・
献
上
本
・
校
訂
本
の
別
が
あ
り
、

当
該
の
巻
十
五
は
、
稿
本
が
公

益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
に
、
献

上
本
が
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

に
、
校
訂
本
が
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
水
墨
と
淡
彩

で
描
く
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
名
古
屋
城
大
天
守

五
層
に
は
、
天
守
を
取
り
巻
く

山
や
村
を
図
や
文
字
で
示
し
た

「
天
守
方
角
幷
図
」
と
い
う
板

絵
類
が
備
え
ら
れ
、
歴
代
藩
主

が
巡
見
と
し
て
天
守
に
登
る
と

『金城温古録』第十五之冊 御天守編之七　圖彙部
名古屋市蓬左文庫蔵
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き
の
地
名
判
定
の
補
助
と
さ
れ
て
い
た
。『
金
城
温
古
録
』巻
十
三
に
収
録
さ
れ
る「
天

守
方
角
幷
図
」
や
、
宝
暦
の
天
守
大
改
装
の
図
面
と
と
も
に
一
括
し
て
伝
世
す
る
個

人
蔵
「
御
天
守
上
見
通
絵
図
」
と
、「
遠
見
絵
巻
」
を
比
較
す
る
と
、
収
録
さ
れ
る

山
や
地
名
に
は
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、「
遠
見
絵
巻
」
が
先
行
す
る
「
天
守
方
角

幷
図
」
の
類
を
模
写
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
遠

見
絵
巻
」
で
は
、
た
と
え
ば
近
江
の
伊
吹
山
の
茫
洋
た
る
山
塊
や
、
美
濃
の
岐
阜
山

（
金
華
山
）
の
突
き
出
た
山
頂
な
ど
、
名
古
屋
か
ら
見
え
る
近
場
の
山
に
つ
い
て
は
、

特
徴
的
な
山
容
を
捉
え
て
お
り
、「
天
守
方
角
幷
図
」
類
よ
り
は
る
か
に
写
生
的
で

あ
る
。
た
だ
し
「
遠
見
絵
巻
」
は
、
猿
投
山
な
ど
の
低
山
を
直
下
か
ら
見
上
げ
る
よ

う
に
描
く
な
ど
、
視
点
が
一
定
で
は
な
い
。
一
方
で
、
加
賀
白
山
、
御
嶽
山
、
乗
鞍

岳
、
飛
騨
連
峰
（
北
ア
ル
プ
ス
）、
富
士
山
な
ど
、
遠
隔
地
の
山
々
も
数
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
遠
く
の
雪
山
と
し
て
う
っ
す
ら
と
描
く
の
み
で
、

概
念
的
描
写
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
「
遠
見
絵
巻
」
は
、
部
分
的
に
は
正
斎
の
実
写

を
も
と
に
し
、
既
存
の
絵
図
や
地
誌
、
名
所
図
会
の
類
を
広
く
参
考
に
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
収
録
さ
れ
る
「
遠
見
絵
巻
」
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、「
天
守
か
ら

勝
長
が
四
方
を
遠
覧
し
、
見
え
た
範
囲
を
正
斎
に
命
を
伝
え
、
備
え
と
し
て
四
方
の

遠
景
を
描
か
せ
た
真
図
」
と
い
う
。
こ
の
文
か
ら
は
、
正
斎
が
天
守
に
登
っ
た
の
で

は
な
く
、
天
守
か
ら
見
え
る
範
囲
を
勝
長
か
ら
聞
い
て
描
い
た
と
も
読
め
る
。
一
方

「
真
図
」
と
は
、
江
戸
期
は
「
真
景
図
」
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
、
現
在
の
写
生

図
と
ほ
ぼ
同
様
に
用
い
ら
れ
て
き
た
、
ま
た
、
藩
主
弟
た
る
勝
長
の
下
命
で
あ
れ
ば

正
斎
の
登
閣
は
内
々
に
許
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
と
も
か
く
も
正
斎
は
、
写
生

の
技
量
を
持
ち
、
ま
た
尾
張
を
中
心
と
し
た
地
誌
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
画
技
と
知
識
を
正
斎
は
い
か
に
し
て
身
に
つ
け
た
の
か
。
そ

の
考
察
の
前
に
、
正
斎
の
画
風
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

三
　
画
風
展
開

　

画
風
展
開
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
現
存
す
る
二
作
品
、
す
な
わ
ち
作
品
①
の

「
耕
作
図
」
と
作
品
②
の
「
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
作
画
時
期
を
検
討

し
よ
う
。

　

作
品
①
の
作
画
時
期
は
未
詳
だ
が
、
署
名
の
書
体
は
相
対
的
に
見
て
楷
書
風
で
あ

り
、
②
の
署
名
は
行
書
風
で
あ
る
。
画
家
の
署
名
書
体
は
一
般
的
に
、
若
い
時
期
は

謹
直
な
楷
書
風
で
、
老
い
る
に
従
い
手
慣
れ
た
行
書
あ
る
い
は
個
性
的
な
草
書
へ
変

化
す
る
こ
と
が
多
い
。
よ
っ
て
①
の
署
名
は
、
②
と
比
較
し
て
若
い
時
期
の
書
体
と

考
え
ら
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
①
が
②
に
先
行
し
、
時
期
は
幅
広
く
中
年
期
と
見
て

お
く
。
作
品
②
の
「
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
は
、
七
十
二
歳
と
い
う
年
紀

か
ら
、
最
晩
年
の
作
と
見
ら
れ
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
正
斎
の
最
終
的
な
様
式
と
考

え
ら
れ
る
。

　

作
品
①
か
ら
②
へ
の
展
開
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　

正
斎
が
狩
野
派
に
学
ん
だ
の
は
、
若
年
時
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
期
の
狩
野

派
は
絵
を
学
ぶ
者
の
入
門
編
で
あ
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
正
斎
も
お
そ
ら
く
、

狩
野
派
の
門
を
く
ぐ
り
、
い
く
ば
く
か
の
束
脩
を
渡
し
絵
手
本
を
貸
与
さ
れ
、
そ
の

模
写
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
諸
書
が
正
斎
の
師
と
し
て
伝
え
る
狩
野
惟
信

（
一
七
五
三
～
一
八
〇
八
）
は
、
木
挽
町
家
狩
野
七
代
家
当
主
で
幕
府
御
絵
師
筆
頭

で
あ
り
、
惟
信
に
直
接
学
べ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
惟
信
の
門
人
に
つ
い
た
程
度
か
も

し
れ
ず
、
ま
た
江
戸
の
狩
野
家
で
は
な
く
今
村
家
・
神
谷
家
の
よ
う
な
尾
張
藩
御
用

絵
師
、
あ
る
い
は
吉
川
家
の
よ
う
な
尾
張
の
町
狩
野
に
実
際
は
学
ん
だ
可
能
性
も
あ
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る（
（
（

。
と
も
か
く
も
何
ら
か
の
手
段
で
正
斎
は
狩
野
派
正
系
の
画
法
を
学
び
、①
の「
耕

作
図
」
は
そ
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、「
耕
作
図
」
に
す
で
に
漏
れ
出
て
い
る
よ
う
に
、
正
斎
に
は
自
由
闊
達

な
個
性
と
写
生
力
が
あ
り
、
ま
た
尾
張
藩
主
の
血
族
で
あ
る
松
平
勝
長
に
重
用
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
志
向
と
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら
、
正
斎
は
、
狩
野
派

以
外
の
流
派
も
学
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
尾
張
で
盛
行
し
つ
つ

あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
初
期
南
画
や
俳
画
で
あ
り
、
ま
た
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
地
誌
や

各
流
派
の
絵
手
本
も
手
に
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
な
る
文
献
記
録
は

な
く
、
ま
た
直
接
的
な
模
倣
作
品
も
な
い
が
、
藩
内
の
上
級
武
士
や
文
化
人
と
交
流

し
、
多
様
な
画
風
や
教
養
知
識
を
吸
収
し
た
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
正
斎
と
い
う
今
は

ほ
ぼ
無
名
の
画
家
が
、
か
か
る
豊
か
な
環
境
に
身
を
置
け
た
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀

後
半
の
名
古
屋
城
下
の
文
化
の
厚
み
と
広
が
り
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
藩
の
下
命

　

翻
っ
て
、
こ
の
豊
饒
な
文
化
は
、
名
古
屋
城
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
江
戸
後
期
の
画
壇
の
多
様
性
が
、
名
古
屋
城
内
の

御
殿
や
茶
室
の
襖
絵
や
、
そ
れ
ら
の
床
の
間
で
折
々
に
飾
ら
れ
る
絵
画
と
関
係
し
て

は
い
な
か
っ
た
か
。

　

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
障
壁
画
が
狩
野
貞
信
・
狩
野
探
幽
ら
幕
府
御
用
絵
師
で
あ
っ

た
狩
野
派
の
筆
頭
画
人
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
尾
張
藩
御
用
絵
師
の
大
半

が
狩
野
派
画
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
丸
御
殿
以
外
の
城
内
諸
建
造
物
も
狩
野
派

系
御
用
絵
師
に
よ
る
襖
絵
で
飾
ら
れ
て
い
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。筆
者
は
か
っ
て
、

南
蘋
派
と
い
う
狩
野
派
以
外
の
流
派
の
画
家
が
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
年
間
、
尾
張

藩
御
用
絵
師
に
抜
擢
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
た
が（

（
（

、
そ
れ
で
も
な
お
、
障
壁
画
揮
毫

や
下
賜
品
制
作
な
ど
の
藩
の
公
的
な
作
画
は
御
用
絵
師
に
な
っ
て
か
ら
命
じ
ら
れ
る

も
の
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
御
用
絵
師
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
藩
の
御
用
に
携
わ
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
流
派
は
多
彩
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
一
月
十
五
日
、
尾
張
藩
十
代
藩
主
斉
朝

が
国
入
り
し
た
時
、
二
之
丸
御
殿
の
諸
室
や
二
之
丸
御
庭
の
茶
室
は
、
お
び
た
だ
し

い
数
の
書
画
や
道
具
で
飾
ら
れ
、
二
之
丸
御
殿
の
中
御
座
之
間
に
は
住
吉
慶
舟
、
梅

之
間
に
は
狩
野
探
信
と
い
う
和
漢
の
幕
府
御
用
絵
師
に
よ
る
掛
軸
が
掛
け
ら
れ
た

が
、
御
張
出
に
は
、
南
画
家
で
あ
る
山
本
梅
逸
（
一
七
八
三
～
一
八
五
六
）
の
「
四

季
草
木
之
画
」
が
掛
け
ら
れ
た（
（1
（

。
梅
逸
は
、
こ
の
時
四
十
四
歳
。
京
都
で
の
画
技
修

行
か
ら
名
古
屋
に
戻
っ
た
ば
か
り
で
、
人
気
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
あ
く

ま
で
も
市
井
の
一
南
画
家
で
あ
っ
た
。
御
張
出
に
掛
け
ら
れ
た
「
四
季
草
木
之
画
」

と
は
、
お
そ
ら
く
四
季
の
花
を
ぎ
っ
し
り
と
描
き
込
む
大
幅
で
、
梅
逸
お
家
芸
の
草

花
図
と
考
え
ら
れ
、
画
風
そ
の
も
の
に
よ
り
花
好
き
の
斉
朝
の
お
気
に
召
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
同
じ
頃
、
二
之
丸
御
庭
の
茶
亭
で
あ
る
多
春
園
に
、
松
野
梅
山

（
一
七
八
三
～
一
八
五
七
）と
東
梧
斎
寛
令
と
い
う
画
家
が
襖
絵
を
描
い
た
。梅
山
は
、

岩
井
正
斎
の
門
人
と
さ
れ
る
画
家
で
、
遺
品
は
比
較
的
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
町
狩
野

と
い
わ
れ
る
市
井
の
絵
師
で
あ
る
。
東
梧
斎
寛
令
は
、
一
橋
家
近
習
番
格
で
狩
野
融

川
寛
信
に
師
事
し
た
小
栗
寛
令
（
？
～
一
八
三
七
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
二

之
丸
御
庭
の
霜
傑
茶
屋
に
は
、
東
梧
斎
寛
令
に
加
え
楠
本
雪
渓
（
？
～
一
八
五
〇
）

と
い
う
南
蘋
派
画
家
が
襖
絵
を
描
い
て
お
り
、
作
画
時
期
は
雪
渓
が
藩
御
絵
師
見
習

に
抜
擢
さ
れ
る
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
着
目
す
べ
き
は
、
二
之
丸
御
殿
自
体
に
も
梅
山
、
梅
逸
ら
に
よ
る
障
壁
画
が
多
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数
存
在
し
た
事
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
二
之
丸
御
殿
・
御
庭
の
障
壁
画
に
つ
い
て
は
別
稿

で
詳
述
し
た
い
が
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
名
古
屋
城
の
障
壁
画
は
か
く
も
多
様
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
下
賜
品
の
例
と
し
て
は
、
幕
末
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
尾
張
藩
に
多

額
の
献
金
を
し
た
豪
商
富
農
が
下
御
深
井
御
庭
で
饗
応
さ
れ
た
際
、
褒
美
と
し
て
下

賜
さ
れ
た
掛
軸
に
、
板
谷
桂
意
、
高
倉
在
考
、
勝
野
范
古
（
？
～
一
七
五
八
）、
宋

紫
石
ら
、
南
画
、
大
和
絵
、
南
蘋
派
な
ど
江
戸
・
尾
張
・
京
都
に
ま
た
が
る
諸
派
に

よ
る
新
旧
雑
多
な
軸
が
混
在
し
て
い
た（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
藩
士
名
寄
の
類
に
は
記
載
さ
れ
な
い
町
絵
師
に
よ
る
障
壁
画
や
掛

軸
が
、
尾
張
藩
主
の
周
り
を
飾
り
、
ま
た
藩
主
か
ら
の
あ
り
が
た
い
褒
美
と
し
て
町

人
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

狩
野
派
や
御
用
絵
師
と
町
絵
師
と
の
、
名
古
屋
城
内
に
お
け
る
作
画
場
面
の
区
別

や
変
遷
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
岩
井
正
斎
が
「
遠
見
絵
巻
」
を
描

き
得
た
の
は
、
大
局
的
に
は
尾
張
藩
内
で
の
絵
画
活
動
の
多
様
性
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
多
様
性
に
は
藩
主
の
意
思
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

本
小
論
の
本
題
で
あ
る
正
斎
作
品
の
伸
び
や
か
な
表
現
が
、
こ
の
多
様
性
に
直
接

結
び
付
く
訳
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
、
尾
張
の
絵
画
史
に
お
い
て
忘
れ
去
ら

れ
が
ち
な
正
斎
に
し
て
か
か
る
闊
達
な
作
品
を
描
き
得
た
の
は
、
尾
張
の
画
壇
の
層

の
厚
さ
を
物
語
る
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ま
た
名
古
屋
城
内
の
御
殿
や
茶
室
を
か
つ

て
飾
っ
て
い
た
障
壁
画
や
掛
軸
の
豊
か
さ
と
無
縁
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
に
建

て
ら
れ
た
本
丸
御
殿
の
障
壁
画
筆
者
比
定
を
狩
野
派
の
序
列
と
格
式
に
よ
り
論
じ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
図
式
を
江
戸
時
代
後
期
の
二
之
丸
御
殿

の
空
間
構
想
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
危
険
な
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
御

殿
障
壁
画
全
て
を
御
用
絵
師
や
狩
野
派
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
語
る
こ
と
は
も
と

よ
り
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
大
森
寺
所
蔵
の
正
斎
の
二
作
品
は
、
気
品
が
あ
り
、
ま
た
自
由
で
、

個
性
的
で
あ
る
。
名
古
屋
の
古
刹
の
多
く
が
明
治
維
新
や
空
襲
に
よ
り
寺
宝
を
失
っ

て
き
た
中
で
、
大
森
寺
に
お
か
れ
て
は
、
尾
張
画
壇
の
真
髄
と
も
い
え
る
作
品
を
今

ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

註（
1
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
第
十
三
巻
（
一
九
六
五
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編

集
発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。

（
2
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
二
十
三
巻
（
一
九
六
四
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集

発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。
名
古
屋
城
の
榧
に
つ
い
て
「
御
深
井
丸
之
榧　

西
御
堀
端
よ
り
見
ゆ
る
榧
の
大

樹
あ
り
。
此
所
、
元
は
名
古
屋
庄
屋
が
宅
に
て
、
庭
前
の
木
に
て
あ
り
し
と
伝
ふ
」
と
記
す
な
ど
、
多

彩
な
記
事
に
あ
ふ
れ
る
。

（
3
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
二
十
五
巻
（
一
九
六
四
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集

発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。

（
4
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
六
巻
（
一
九
五
九
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
）

に
翻
刻
掲
載
。

（
5
）�

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館（
青
木
文
庫
）。
東
京
文
化
財
研
究
所「
明
治
大
正
期
書
画
家
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
参
照
。

（
6
）�

名
古
屋
市
博
物
館
・
徳
川
美
術
館
に
も
別
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
7
）�『
金
城
温
古
録
』
に
よ
れ
ば
、
天
守
の
鍵
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
掃
除
や
風
入
れ
の
た
め
毎
月

二
回
は
鍵
奉
行
の
裁
許
の
も
と
同
心
計
十
名
が
最
上
階
ま
で
登
っ
て
い
た
。

（
8
）�

尾
張
の
狩
野
派
と
御
用
絵
師
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
展
覧
会
図
録
「
部
門
展　

尾
張
の
絵
画
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史　

狩
野
派
の
画
人
た
ち
」（
昭
和
六
十
二
年　

編
集
発
行
名
古
屋
市
博
物
館
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）�「
尾
張
藩
御
用
絵
師
と
南
蘋
派
」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
号　

一
九
九
〇
年	

（
10
）�

徳
川
林
政
正
史
研
究
所
蔵
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
九
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
11
）�

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「
張
出
留
」
お
よ
び
実
物
資
料
に
よ
る
。
ま
た
現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
の
障
壁

画
は
霜
傑
茶
屋
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
青
窓
紀
聞　

巻
四
十
四　

上
」（
水
野
正
信
編
）・
個
人
蔵
「
嘉
永
六
年
藩
侯

御
招
待
ノ
時
ノ
記
録
」
に
よ
る
。「
嘉
永
六
年
藩
侯
御
招
待
ノ
時
ノ
記
録
」
は
、
名
古
屋
城
西
の
丸
御
蔵

城
宝
館
企
画
展
「
家
康
と
ご
は
ん　

名
古
屋
城
で
い
た
だ
き
ま
す
」（
会
期
令
和
五
年
一
月
一
日
～
三
月

五
日
）
で
公
開
。

《Title》
Paintings by Iwai Seisai from Daishin-ji Temple Collection

《Keyword》
Nagoya castle, Iwai Seisai, official painter, Kano school, cultivation drawing, folding screen
Ninomaru Parace, castle tower
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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
尾
張
藩
下
級
藩
士
の
旅
行�

種
田
　
祐
司

キ
ー
ワ
ー
ド

尾
張
藩　

下
級
藩
士　

旅
行　

江
戸
出
張　

寺
社
参
詣　

身
延
山　

秋
葉
山　

善
光

寺　

伊
勢
神
宮　

武
士
の
菩
提
寺　

湯
治　

榊
原
温
泉　

知
多
郡
大
野
潮
湯
治　

家

族
の
看
病　

関
所
手
形

は
じ
め
に

　

名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
名
古
屋
城
整
備
な
ど
の
事
業
に
資
す
る
た

め
、
名
古
屋
城
や
尾
張
藩
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
調
査
・
研
究
し
て
き
た
。
な
か
で

も
『
御
小
納
戸
日
記（

（
（

』
は
、『
金
城
温
古
録（

（
（

』
と
並
ぶ
尾
張
藩
・
名
古
屋
城
の
基
本

史
料
の
一
つ
と
い
え
る
。
筆
者
は
『
御
小
納
戸
日
記
』
の
調
査
中
、
御
小
納
戸
役
所

支
配
の
奥
陸
尺
・
奥
坊
主
・
奥
医
師
・
御
風
呂
屋
之
者
・
御
露
地
之
者
・
御
庭
御
掃

除
之
者
な
ど
下
級
藩
士
の
旅
行
に
関
す
る
記
事
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
こ
こ
で
は
こ
の
史
料
を
中
心
に
下
級
藩
士
の
旅
行
事
情
に
つ
い
て
判
明
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
い
。
旅
行
の
目
的
に
よ
り
大
き
く
公
用
と
私
用
に
分
け
、
さ
ら
に
細

か
く
分
類
し
て
論
述
す
る
。
た
だ
し
江
戸
時
代
後
期
文
化
～
天
保
年
間
（
一
八
〇
四

～
四
四
）
の
期
間
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

1 

公
的
な
旅
行

　

武
士
の
旅
行
は
基
本
的
に
公
用
で
、
私
的
な
旅
行
は
目
的
が
制
限
さ
れ
、
な
お
か

つ
上
司
の
承
認
が
必
要
だ
っ
た
。
公
的
な
旅
行
の
代
表
は
参
勤
交
代
に
随
行
す
る
も

の
で
、
日
程
・
宿
泊
先
な
ど
い
っ
さ
い
自
由
が
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
自
由
な
要
素

が
あ
る
の
は
、
参
勤
交
代
以
外
で
尾
張
と
江
戸
を
行
き
来
す
る
旅
で
あ
る
。
御
小
納

戸
役
所
は
江
戸
に
も
あ
る
の
で
、
支
配
の
藩
士
は
尾
張
と
江
戸
で
か
な
り
頻
繁
に
異

動
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

一�

、
御
小
性
大
橋
浅
太
郎
儀
今
暁
爰
許
発
足
、
仍
願
東
海
道
九
日
振
旅
行
、
江
戸

表
ヱ
罷
下
候
旨
御
小
納
戸
よ
り
相
達
候
付
、
江
戸
同
役
迄
為
知
申
遣
候（

（
（

　

こ
の
よ
う
に
尾
張
・
江
戸
間
は
だ
い
た
い
九
日
間
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
史
料

は
江
戸
に
出
発
す
る
と
い
う
報
告
書
で
、
実
際
に
は
多
少
余
分
に
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
大
井
川
な
ど
の
川
止
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
木
曽

路
（
中
山
道
）
を
使
う
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
上
司
に
届
け
出
て
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
詰
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
御
風
呂
屋
之
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人

右
者
明
後
廿
九
日
発
足
、
江
戸
表
江
罷
下
候
処
、
出
水
之
程
も
難
斗
御
座
候
付
、

木
曽
路
旅
行
仕
度
、
且
面
々
痛
所
御
座
候
付
、
道
中
十
日
振
旅
行
仕
度
旁
奉
願
候

間
、
願
之
通
相
済
候
様
仕
度
御
達
申
候

　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
頭（

（
（
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木
曽
路
経
由
で
尾
張
・
江
戸
間
は
、
だ
い
た
い
十
日
間
で
あ
っ
た
。

　

藩
士
が
尾
張
を
出
発
す
る
と
、
そ
の
旨
江
戸
に
報
告
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
尾
張
と

江
戸
と
を
定
期
的
に
往
復
す
る
飛
脚
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
江
戸
に
着
く

と
そ
の
旨
江
戸
藩
邸
か
ら
尾
張
に
報
告
が
あ
っ
た
。
川
止
め
な
ど
の
正
当
な
理
由
が

な
く
、
到
着
が
遅
れ
る
の
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
か
ら

尾
張
に
赴
く
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

藩
士
の
範
囲
を
御
小
納
戸
役
所
支
配
の
下
級
藩
士
か
ら
全
尾
張
藩
士
に
広
げ
る

と
、
役
職
に
よ
り
尾
張
・
江
戸
間
以
外
の
公
的
旅
行
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
ま
ず
尾

張
藩
邸
が
あ
っ
た
の
は
江
戸
だ
け
で
な
く
京
都
・
大
坂
・
伏
見
に
も
あ
り
、
そ
の
往

復
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
の
代
官
・
奉
行
が
赴
任
し
た
り
、
管
轄
地
内
を
巡

見
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
深
津
家
の
上
松
材
木
奉
行
赴
任
・
木
曽
巡
見
の
記
録（

（
（

や
、

御
畳
奉
行
朝
日
文
左
衛
門
の
日
記
『
鸚
鵡
籠
中
記（

（
（

』
に
は
、
畳
購
入
の
た
め
京
都
に

出
張
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
こ
に
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
を
列
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
薬
園
奉
行
が
木
曽
に
薬
草
採
集
に
出
か
け
た
史
料
の
み
を
紹
介
す
る
。

・
三
村
森
軒
『
薬
草
見
分
信
州
木
曽
山
道
中
記
』
元
文
五
年　

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

　

�

種
田
祐
司
「
資
料
紹
介
「
薬
草
見
分
信
州
木
曽
山
道
中
記
」」（『
名
古
屋
市
博
物

館
研
究
紀
要
』
第
一
三
巻　

一
九
九
〇
年
）
に
翻
刻
・
解
説
あ
り
。

・�

水
谷
豊
文『
木
曽
採
薬
記
』文
化
七
年　

個
人
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』第
一
三
巻（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
編
・
刊　

一
九
六
三
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

・�

吉
田
高
憲
『
木
曽
道
中
日
記
』
天
保
十
一
年　

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

・�

大
窪
昌
章
『
濃
州
信
州
採
薬
記
』
天
保
七
年　
『
随
筆
百
花
園
』
第
四
巻
（
森
洗

三
編　

中
央
公
論
社
刊　

一
九
八
一
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

2 

私
的
な
旅
行
　
寺
社
参
詣

　

そ
も
そ
も
尾
張
藩
士
は
私
的
な
旅
行
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先

に
い
え
ば
、
お
も
に
寺
社
参
詣
、
湯
治
、
家
族
の
看
病
の
三
つ
の
理
由
で
私
的
な
旅

行
が
許
可
さ
れ
た
。

（
1
） 

身
延
山

　

身
延
山
は
甲
斐
国
南
部
に
あ
る
日
蓮
宗
の
本
山
の
一
つ
で
、
江
戸
時
代
に
は
日
蓮

宗
の
信
徒
の
み
な
ら
ず
多
く
の
参
拝
者
を
集
め
て
い
た
。

一�

、
奥
坊
主
組
頭
野
田
閑
弥
・
松
永
玄
以
義
立
帰
御
供
ニ
而
罷
下
候
処
、
去
ル

十
三
日
江
戸
表
発
足
、
兼
而
願
済
之
通
身
延
山
ヱ
致
参
詣
、
昨
夕
致
上
着
候
付

如
例
夫
々
江
申
達
候
、
委
細
達
留
ニ
記
ス（

（
（

　

身
延
山
は
東
海
道
吉
原
宿
・
蒲
原
宿
と
甲
州
道
中（

（
（

の
甲
府
宿
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
す
る
が
、
身
延
山
参
詣
の
た
め
中
山
道
・
甲
州
道
中
を
利
用
し
た
例
は
ひ
と
つ
も

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
尾
張
藩
は
藩
士
が
「
木
曽
路
（
中
山
道
）」
を
通
っ
て
参
詣
・

帰
国
す
る
際
、
次
の
よ
う
に
身
延
参
詣
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

御
側
物
頭
御
小
納
戸
頭
取
兼
長
屋
惣
十
郎
家
来
中
村
市
左
衛
門
、
江
戸
表
ヱ
呼
下

候
付
人
馬
継
立
帳
調
印
之
儀
、
御
目
付
役
所
ヱ
被
申
達
、
右
市
右
衛
門
甲
州
身
延

山
ヱ
立
寄
参
詣
之
儀
を
も
被
申
達
添
候
処
、
右
は
木
曽
路
被
下
候
輩
、
身
延
山
立

寄
参
詣
之
儀
相
願
間
敷
旨
兼
而
御
触
之
趣
有
之
候
処
、
今
般
如
何
様
之
訳
ニ
而
前

顕
之
通
被
申
達
候
哉
、委
敷
書
付
を
以
可
有
候
申
達
旨
御
申
聞
候
趣
及
吟
味
候
処
、

右
御
触
之
趣
全
心
附
不
申
、
調
印
之
儀
其
筋
ヱ
申
達
候
処
、
調
印
も
相
済
候
事
に

付
、
其
侭
発
足
為
致
候
儀
ニ
有
之
（
略
、
右
側
の
線
は
筆
者
）
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五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取（

（
（

　

こ
れ
は
身
延
山
参
詣
自
体
を
禁
止
し
た
の
で
は
な
く
、
身
延
山
に
参
詣
し
た
け
れ

ば
木
曽
路
で
は
な
く
東
海
道
を
通
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
2
） 

秋
葉
山

　

尾
張
・
江
戸
の
移
動
に
東
海
道
を
使
っ
た
場
合
、
身
延
山
以
上
に
人
気
の
参
詣
地

と
し
て
遠
江
国
の
秋
葉
山
が
あ
げ
ら
れ
る
。
秋
葉
山
は
火
除
け
の
神
と
し
て
、
尾
張

地
方
で
も
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
江
戸
方
面
か
ら
秋
葉
山
に
向
か
う
に
は
、
東
海
道
掛

川
宿
ま
た
は
袋
井
宿
で
分
か
れ
山
中
を
北
上
す
る
。
帰
り
は
天
竜
川
沿
い
に
浜
松
宿

に
下
る
か
、
御
油
宿
に
出
た（
（1
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
見
得
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
詰
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
喜
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
詰
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
岩
蔵

右
者
願
済
ニ
而
相
州
鶴
岡
八
幡
宮
・
江
之
島
弁
財
天
并
遠
州
秋
葉
江
立
寄
参
詣
、

右
ニ
付
御
定
日
数
之
外
四
日
之
御
暇
相
済
去
ル
廿
三
日
江
戸
発
足
、
東
海
道
旅
行

罷
登
候
旨（
（1
（

　

秋
葉
山
に
鶴
岡
八
幡
宮
・
江
之
島
を
加
え
、「
御
定
日
数
」
以
外
に
四
日
必
要
と

し
て
い
る
。
秋
葉
山
は
尾
張
か
ら
比
較
的
近
い
の
で
、
江
戸
・
尾
張
間
の
移
動
と
は

無
関
係
に
、
単
独
で
参
詣
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

（
3
） 

善
光
寺

　

身
延
山
・
秋
葉
山
が
東
海
道
沿
い
の
参
詣
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
信
濃
国
善
光
寺

は
中
山
道
の
派
生
ル
ー
ト
上
の
参
詣
地
で
あ
る
。
善
光
寺
は
古
来
か
ら
武
家
や
庶
民

の
信
仰
が
厚
く
、
江
戸
時
代
全
国
の
寺
社
中
、
伊
勢
神
宮
に
次
ぎ
第
二
位
の
参
詣
者

数
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
る（
（1
（

。
江
戸
方
面
か
ら
は
中
山
道
追
分
宿
で
北
国
街
道
に
入
り

善
光
寺
を
目
指
し
、
帰
り
は
中
山
道
の
洗
馬
宿
に
合
流
す
る
ル
ー
ト
が
一
般
的
で
あ

る
。一　

�

奥
坊
主
組
頭
山
田
寿
悦
儀
立
帰
御
供
ニ
而
罷
下
候
処
、
去
ル
十
四
日
発
足
、

兼
而
願
済
之
通
信
州
善
光
寺
江
立
寄
致
参
詣
、
昨
夕
致
上
着
候
付
如
例
夫
々

取
計
ハ
セ
候（
（1
（

（
4
） 

伊
勢
神
宮

　

伊
勢
神
宮
は
日
本
人
の
惣
氏
神
と
し
て
天
皇
家
を
始
め
庶
民
に
至
る
ま
で
、
古
代

か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
寺
社
の
う
ち
、
参
詣
者
数
日
本
一
を
誇
っ

て
い
た
が
、
と
く
に
御
蔭
参
り
が
流
行
し
た
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）・
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）・
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）・
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
、
え
え
じ
ゃ

な
い
か
流
行
と
重
な
る
）
は
、
非
常
に
多
く
の
庶
民
が
伊
勢
参
詣
を
お
こ
な
っ
た
。

武
士
の
場
合
は
、
庶
民
と
違
い
自
由
に
旅
行
で
き
な
い
が
、
文
政
十
三
年
以
後
伊
勢

参
詣
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
冨
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
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小
原
瀬
兵
衛

右
ハ
勢
州
参　

宮
御
暇
相
済
之
上
、
明
十
六
日
日
爰
許
発
足
可
仕
候
処
、
何
れ
も

通
所
御
座
候
付
、
里
数
多
旅
行
仕
候
儀
難
渋
ニ
御
座
候
間
、
往
来
日
数
七
日
振
旅

行
仕
度
候
間
、
願
之
通
相
済
候
様
仕
度
御
奉
申
上
候

　

二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
預（
（1
（

　

尾
張
か
ら
伊
勢
神
宮
は
比
較
的
近
い
が
、江
戸
参
府
の
ル
ー
ト
と
は
外
れ
る
。よ
っ

て
伊
勢
参
詣
の
み
を
理
由
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
が
許
可
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
日
数
は
七
日
間
ほ
ど（
（1
（

で
あ
る
。

（
5
）
菩
提
寺

　

次
の
例
は
や
や
特
殊
で
、
出
典
も
『
御
小
納
戸
日
記
』
で
は
な
い
。
旅
行
者
も
中

級
尾
張
藩
士
の
深
津
理
兵
衛
で
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
菩
提
所
の
三
河
国
碧

海
郡
渡
刈
村
大
通
院
に
参
詣
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
尾
張
藩
士
の
菩
提
寺
は
名
古

屋
周
辺
に
あ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
お
そ
ら
く
理
兵
衛
は
戦
国
時
代
ま
で
由
緒
を

遡
っ
て
、
大
通
院
が
先
祖
の
菩
提
寺
で
あ
る
こ
と
を
調
べ
、
先
祖
の
供
養
を
し
た
い

と
願
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

私
儀
先
祖
之
菩
提
所
三
州
碧
海
郡
渡
刈
村
大
通
院
江
参
詣
仕
度
、
往
来
共
三
日
之

御
暇
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
候
、
以
上

　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
細
工
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
津
理
兵
衛（
（1
（

　

ま
ず
こ
の
申
請
が
上
司
（
城
代
・
御
側
用
人
か
）
に
出
さ
れ
許
可
が
お
り
た
。
次

に
大
通
院
に
出
発
す
る
前
日
に
出
発
の
報
告
を
し
、
帰
宅
の
翌
日
そ
の
旨
報
告
し
て

い
る
。
な
お
日
程
を
三
日
と
し
て
い
る
が
、
名
古
屋
・
大
通
院
間
は
約
三
二
㎞
な
の

で
初
日
の
早
朝
名
古
屋
を
発
ち
、
大
通
院
か
そ
の
周
辺
に
宿
泊
し
、
二
日
目
に
大
通

院
で
先
祖
の
供
養
を
行
い
、
三
日
目
の
早
朝
帰
路
に
着
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3 

私
的
な
旅
行
　
湯
治

（
1
） 

榊
原
温
泉

　

藩
士
の
旅
行
の
目
的
で
寺
社
参
詣
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
が
、
温
泉
で
の
湯
治
で

あ
る
。『
御
小
納
戸
日
記
』
に
は
、
飛
騨
国
下
呂
・
摂
津
国
有
馬
・
但
馬
国
城
崎
な

ど
の
温
泉
名
も
散
見
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
記
事
は
伊
勢
国
榊
原
温
泉（
（1
（

で
あ
っ
た
。

名
古
屋
か
ら
一
番
近
い
温
泉
で
も
あ
る
。

一　

�

左
之
願
書
役
懸
を
以
指
出
候
付
、
御
側
御
用
人
方
江
差
出
候
私
儀
持
病
ニ
疝

積
御
座
候
付
、
薬
服
用
追
々
養
生
仕
候
得
共
、
兎
角
不
相
勝
難
渋
仕
候
、
就

夫
勢
州
榊
原
温
泉
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
奥
御
医
師
勝
田
三
香
・
町
医
師
辻

林
幸
庵
申
聞
、
於
私
も
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
二
廻
り
之
御

暇
被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主

　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
伴
寿（
（1
（

こ
の
申
請
書
の
記
載
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　

① 

病
気
治
療
の
た
め
薬
を
飲
み
続
け
て
い
る
が
、
よ
く
な
ら
な
い
。

　

② 
医
師
が
湯
治
を
勧
め
、
自
分
も
同
意
見
で
あ
る
。

　

③ 
何
廻
り（
（1
（

か
の
回
数
を
示
し
、
往
復
日
数
を
加
え
た
暇
の
許
可
を
願
う
。
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（
2
）
知
多
郡
大
野

　
『
御
小
納
戸
日
記
』
に
よ
る
と
、
榊
原
温
泉
と
同
じ
く
ら
い
治
療
に
使
わ
れ
た
の

が
知
多
郡
大
野
の
潮
湯
治
で
あ
る
。
大
野
は
伊
勢
湾
岸
の
北
部
に
あ
り
名
古
屋
か
ら

近
く
、
年
寄
の
成
瀬
家
当
主
も
江
戸
時
代
初
め
か
ら
大
野
で
潮
湯
治
を
お
こ
な
っ
て

い
た（
（2
（

。
私
儀
持
病
積
気
御
座
候
付
、
薬
服
用
追
々
養
生
仕
候
得
共
、
兎
角
不
相
勝
迷
惑
仕

候
、
就
夫
知
多
郡
大
野
村
潮
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
町
医
師
岩
井
枡
貞
申
聞
候
、

於
私
も
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
三
廻
り
之
御
晦
被
下
置
候
様
仕
度

奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主
組
頭

　
　
　
　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
玄
以（
（1
（

　

こ
の
申
請
の
記
載
事
項
は
、「
榊
原
温
泉
」
で
示
し
た
①
～
③
の
要
素
す
べ
て
を

含
ん
で
い
る
。

　

な
お
松
永
玄
以
が
大
野
の
潮
湯
の
許
可
を
求
め
た
際
、
御
小
納
戸
役
所
で
は
湯
治

の
近
例
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ
し
て
次
の
よ
う
に
明
和
八
年（
一
七
八
八
）、三

浦
常
八
な
る
者
が
飛
騨
国
下
呂
温
泉
に
湯
治
に
行
っ
た
記
録
を
見
つ
け
、
許
可
を
与

え
て
い
る
。

一　

左
之
通
願
書
役
懸
り
を
以
差
出
候
付
、
先
例
及
吟
味
候
処
近
例
不
相
見
、
明

和
八
卯
年
三
浦
泉
悦
伜
同
姓
常
八
「
御
（
割
注
）小
納
戸
詰
見
習
」
飛
州
下
呂
江
相
越
候
例

ニ
唯
願
之
趣
承
届
候
、
尤
御
側
御
用
人
方
ヱ
ハ
為
承
知
咄
置
候

私
伜
同
姓
玄
弥
儀
持
病
積
気
御
座
候
付
、
薬
服
用
為
仕
追
々
養
生
仕
候
得
共
兎
角

不
相
勝
難
渋
仕
候
、
付
而
ハ
知
多
郡
大
野
村
潮
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
町
医
師
岩

井
升
貞
申
聞
候
、
於
私
茂
同
様
奉
存
候
間
、
何
卒
往
来
日
数
之
外
三
廻
り
之
御
暇

被
下
置
候
様
仕
度
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
坊
主
組
頭

　
　

六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
玄
以（
（2
（

4 

私
的
な
旅
行
　
家
族
の
看
病

　

御
小
納
戸
役
所
支
配
の
下
級
藩
士
に
限
ら
ず
、
藩
士
は
江
戸
詰
に
な
る
と
原
則
と

し
て
家
族
を
名
古
屋
に
残
し
単
身
赴
任
と
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、家
族
（
と
く
に
親
）

が
病
気
に
な
っ
て
も
看
病
で
き
な
い
の
で
、
次
の
よ
う
に
暇
を
も
ら
っ
て
尾
張
に
帰

国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
詰
奥
陸
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

右
者
親
看
病
御
暇
奉
願
、
去
ル
八
日
江
戸
発
足
、
東
海
道
罷
登
候
処
、
昨
夜
上

着
仕
候
、
仍
之
御
達
申
上
候

　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
庭
預（
（2
（

5 

女
性
の
関
所
手
形

　

東
海
道
や
中
山
道
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
切
（
新
居
）・
箱
根
の
関
所
、
福
島
・
碓

氷
関
所
が
あ
り
、
庶
民
が
通
行
す
る
に
は
原
則
関
所
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
女
性
を
除
き
、
道
中
手
形
で
代
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。「
御
小
納
戸
日
記
」
中
、
藩
士
が
尾
張
・
江
戸
を
行
き
来
す
る
際
、
関
所
手

形
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
記
事
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
関
所
手
形
の
記
事
が
あ
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る
の
は
、
藩
士
の
女
性
の
家
族
・
奉
公
人
が
旅
行
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る（
（2
（

。
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
三
月
、
奥
坊
主
の
鳥
居
分
弥
が
江
戸
詰
と
な
り
、
本
人
・
妻
・
養

子
・
娘
・
下
女
二
名
の
計
六
名
で
江
戸
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
女
性
四
名

に
つ
い
て
今
切
の
関
所
手
形
を
申
請
し
た
。

女
上
下
四
人
内
鉄
漿
不
附
小
女
弐
人
、
乗
物
壱
挺
従
当
御
地
江
戸
江
罷
下
候
間
、

今
切
御
関
所
無
相
違
罷
通
候
様
御
手
形
申
請
候
、
右
は
奥
御
同
朋
格
・
奥
坊
主
組

頭
・
御
用
部
屋
懸
鳥
居
分
弥
、
妻
・
同
人
養
子
同
姓
専
弥
・
娘
并
小
女
共
に
而
、

今
度
江
戸
江
引
越
申
候
、
以
来
此
女
共
ニ
付
出
入
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
、
私
江
可
被

仰
聞
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　

文
政
十
丁
亥
年
三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

梶
五
郎
三
郎
㊞
書
判

　
　
　
　
　

高
橋
司
書
殿

　
　
　
　
　

広
瀬
七
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

佐
藤
源
左
衛
門
殿

（
欄
外
）

「
料
紙
美
濃
紙
半
切
」

　
　

覚　
　

 

女
手
形　

梶
五
郎
三
郎 

一　

女
上
下
四
人

　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
分
弥
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
壱
人

　
　
　
　
　
　

右
は
面
体
ニ
疱
瘡
之
跡
御
座
候

一　

右
耳
之
脇
腫
物
跡
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
養
子
専
弥
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
女
壱
人

　
　

右
は
鉄
漿
不
附
白
歯
ニ
而
振
袖
着
用
罷
在
申
候

一　

面
体
贅
三
ツ
御
座
候

一　

前
髪
之
先
切
居
様
ヱ
届
申
候

一　

前
髪
之
内
刺
居
申
候

一　

髪
之
内
中
刺
御
座
候

（
下
女
略
）

一　

乗
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　
　
　

但
引
戸
蓙
色
ニ
御
座
候

一　

打
揚
駕
籠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
挺

一　

三
月
廿
九
日
爰
許
発
足
罷
下
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
側
物
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取
兼

　

三
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
五
郎
三
郎（
（2
（

　

武
士
の
家
族
と
い
え
ど
も
女
性
は
、
庶
民
と
同
じ
く
疱
瘡
・
腫
物
跡
な
ど
に
つ
い

て
厳
し
い
改
め
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
注
意
書
が
出
さ
れ
た
。

一　

�

於
道
中
乍
勿
論
猥
成
儀
一
切
無
之
、
口
論
等
不
致
穏
和
ニ
附
添
、
旅
行
セ
し

め
候
様
精
々
可
有
御
申
渡
候
、
尤
右
雲
平
義
御
目
付
方
お
ゐ
て
誓
詞
有
之
筈

候
間
、
呼
出
之
儀
可
相
達
候

（
欄
外
）

「
本
文
之
誓
詞
之
義
申
達
候
趣
も
有
之
候
間
、
追
而
解
申
談
有
之
候
」
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一　
�

道
中
往
来
繁
キ
所
ニ
而
は
万
事
心
を
附
片
寄
通
候
様
相
心
得
、
宿
々
に
お
ゐ

て
も
強
気
威
勝
成
儀
無
之
様
可
有
御
申
渡
候

一　

�
泊
り
宿
之
儀
〆
り
宜
敷
、
若
出
火
之
節
退
キ
場
模
通
能
、
家
居
見
計
泊
り
候

様
可
致
申
含
候

一　

�

右
下
女
若
相
煩
候
ハ
ヽ
其
所
之
医
師
相
願
療
治
為
致
、
旅
行
難
成
病
躰
ニ
候

ハ
ヽ
令
逗
留
、少
に
て
も
快
候
ハ
ヽ
早
速
可
令
旅
行
候
、万
一
致
病
死
候
ハ
ヽ

其
所
ニ
而
取
置
、
早
速
罷
登
候
様
可
有
御
申
渡
候

　
　
　
　

�

但
両
関
所
を
も
越
候
上
病
死
等
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
江
戸
表
ヱ
罷
下
右
之

趣
御
広
敷
御
用
人
ヱ
相
達
、
発
足
方
之
義
も
相
伺
候
上
罷
登
候
様
、
是

亦
可
有
御
申
渡
候

　
　
　
　
（
略
）

　

七
月
十
六
日（
（2
（

　

一
般
的
な
旅
行
中
の
注
意
に
加
え
、
下
女
が
病
気
に
な
っ
た
際
の
処
置
に
つ
い
て

指
示
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
所
の
医
師
に
治
療
を
依
頼
し
、
治
癒
次
第
江
戸

に
向
か
わ
せ
る
こ
と
、
万
一
死
亡
し
た
場
合
遺
体
を
処
置
し
、
江
戸
の
御
広
敷
御
用

人
に
届
け
る
こ
と
、
と
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
記
事
は
今
切
関
所
手
形
申
請
の
記
事
で
あ
る
が
、
東
海
道
を
尾
張
か

ら
江
戸
に
向
か
う
場
合
、
箱
根
関
所
も
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
関
所
手
形
は

ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
御
小
納
戸
日
記
』
中
で
、
女
性
の
関
所
手
形
に
関
す

る
記
事
は
十
例
以
上
あ
っ
た
が
、
約
半
分
が
東
海
道
通
行
で
今
切
関
所
の
み
、
残
り

は
中
山
道
で
福
島
関
所
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
箱
根
・
碓
氷
の
両
関
所
の
手
形
に

つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
今
切
・
福
島
の
関
所
に
お

い
て
、
次
の
箱
根
・
碓
氷
関
所
の
手
形
を
発
給
す
る
か
、
あ
る
い
は
通
過
し
た
こ
と

を
手
形
に
裏
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
検
討
し
た
い
。

　

次
に
時
代
を
百
数
十
年
遡
っ
た
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）、
沢
井
三
左
衛
門
の
同

心
服
部
四
郎
右
衛
門
の
娘
と
女
中
二
名
が
江
戸
に
赴
く
際
の
関
所
手
形
に
関
す
る
史

料
を
紹
介
す
る
。
や
は
り
今
切
関
所
の
手
形
の
こ
と
し
か
で
て
こ
な
い
。

服
部
四
郎
右
衛
門
・
娘
・
召
仕
之
女
、
以
上
三
人
之
内
小
女
壱
人
・
乗
物
壱
丁
、

尾
州
よ
り
江
戸
へ
指
下
申
候
ニ
付
、
今
切
関
所
御
手
形
申
請
罷
下
候
、
右
之
女
ニ

付
以
来
申
分
御
座
候
ハ
ヽ
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
判

　
　
　

寛
文
七
年
未
閏
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

玉
置
五
郎
右
衛
門
書
判

　
　
　
　

成
瀬
豊
前
守
殿

　
　
　
　

寺
尾
土
佐
殿

　
　
　
　

成
瀬
主
計
殿（
（2
（

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
尾
張
藩
下
級
藩
士
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
旅
行
事
例
を
論
じ
た

が
、
表
面
的
な
紹
介
に
終
始
し
た
感
が
強
い
。
今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
、

本
稿
を
終
え
る
。

一
、
上
級
藩
士
と
下
級
藩
士
と
で
手
続
き
、
許
可
条
件
等
の
違
い
は
あ
る
か
。

二�
、
身
延
山
・
秋
葉
山
・
善
光
寺
・
伊
勢
神
宮
以
外
、
た
と
え
ば
京
都
・
奈
良
の
寺

社
参
詣
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

三
、
他
藩
の
藩
士
も
同
様
に
私
的
な
旅
行
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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註（
1
）�

徳
川
宗
勝
が
八
代
尾
張
藩
主
に
な
っ
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
か
ら
始
ま
り
、
ほ
ぼ
毎
年
分
が
揃
う
。

こ
の
う
ち
、
藩
主
が
尾
張
に
在
国
中
に
記
録
さ
れ
た
も
の
は
『
尾
州
御
小
納
戸
日
記
』、
江
戸
参
府
中
に

名
古
屋
で
記
録
さ
れ
た
の
が
『
尾
州
御
留
守
日
記
』、
江
戸
参
府
中
に
江
戸
の
御
小
納
戸
役
所
で
記
録
さ

れ
た
の
が
『
江
戸
御
留
守
日
記
』
と
い
う
。
原
本
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
。

（
2
）�

奥
村
得
義
編
。『
名
古
屋
叢
書
続
編
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
刊
）
所
収

（
3
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

2
）
文
化
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
条

（
4
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

52

─

1
）
文
化
九
年
五
月
二
十
七
日
条

（
5
）�

名
古
屋
市
博
物
館
蔵
深
津
家
資
料
Ⅰ

─

一
二
五
。『
新
修
名
古
屋
市
史
』
資
料
編
近
世
2
所
収

（
6
）�（
2
）
に
同
じ
。

（
7
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

65

─

2
）
文
政
十
三
年
五
月
七
日
条

（
8
）�

身
延
山
を
経
由
し
な
い
場
合
で
も
江
戸
・
尾
張
間
に
甲
州
道
中
を
利
用
し
た
例
は
な
い
。

（
9
）�（
7
）
に
同
じ

（
10
）�

御
油
宿
に
出
る
コ
ー
ス
は
途
中
鳳
来
寺
が
あ
り
、東
国
の
庶
民
が
伊
勢
参
詣
に
向
か
う
際
、秋
葉
山
と
セ
ッ

ト
で
参
詣
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
『
御
小
納
戸
日
記
』
に
は
、
秋
葉
山
に
参
詣
す
る
藩
士
が
鳳
来

寺
に
も
参
詣
し
た
と
い
う
記
事
は
な
か
っ
た
。

（
11
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

62

─
2
）
文
政
八
年
三
月
晦
日
条

（
12
）�

名
古
屋
か
ら
大
曽
根
・
勝
川
・
内
津
・
土
岐
を
経
て
中
山
道
に
合
流
す
る
下
街
道
は
善
光
寺
街
道
と
も

い
わ
れ
、
尾
張
地
方
の
庶
民
の
善
光
寺
参
詣
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
尾
張
藩
士
が
公
用
で
中
山

道
を
通
る
場
合
は
上
街
道
（
木
曽
街
道
）
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
13
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

1
）
文
化
十
三
年
三
月
二
十
五
日
条

（
14
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

69

─

1
）
天
保
五
年
二
月
十
五
日
条

（
15
）�

名
古
屋
城
下
か
ら
伊
勢
神
宮
（
内
宮
）
ま
で
は
一
一
五
㎞
ほ
ど
な
の
で
、
片
道
三
日
は
必
要
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

（
16
）�（
5
）
に
同
じ
。

（
17
）�

女
性
の
関
所
手
形
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
が
詳
し
い
。	

�

朝
倉
有
子
「
近
世
に
お
け
る
女
手
形
の
発
行
と
高
田
藩
─
関
川
関
所
を
中
心
に
─
」（『
上
越
教
育
大
学

研
究
紀
要
』
第
二
三
巻
第
一
号　

二
〇
〇
三
年
刊
）
所
収

（
18
）�

こ
の
温
泉
は
、「
枕
草
子
」
に
「
湯
は
な
な
く
り
の
湯
、
有
馬
の
湯
、
玉
造
の
湯
」
と
あ
り
、
こ
の
「
な

な
く
り
の
湯
」
が
榊
原
温
泉
と
さ
れ
、「
三
名
泉
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
湯
治
に
関
す
る
研

究
は
多
い
が
、
一
つ
あ
げ
る
。	

�

内
田
彩
「
温
泉
情
報
の
流
通
か
ら
み
る
江
戸
後
期
の
「
湯
治
」
の
変
容
に
関
す
る
研
究
」（『
観
光
研
究
』

二
三
号　

二
〇
一
一
年
刊
）
所
収

（
19
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

55

─

1
）
文
化
八
年
六
月
十
三
日
条

（
20
）�

湯
治
は
中
世
か
ら
七
日
を
一
回
り
と
し
、
三
回
り
す
る
の
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。（
出
典
：
国
立
国

会
図
書
館
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡　

第
二
三
回　

本
か
ら
広
が
る
温
泉
の
世
界
」）

（
21
）�

二
代
藩
主
光
友
も
大
野
の
北
に
あ
る
横
須
賀
に
御
殿
を
所
持
し
、
潮
湯
を
行
っ
た
。

（
22
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

54

─

1
）
文
化
十
三
年
五
月
二
十
二
日
条

（
23
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

53

─

1
）
文
化
八
年
六
月
十
三
日
条

（
24
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

51

─

1
）
文
化
八
年
二
月
十
七
日
条

（
25
）�『
尾
州
御
留
守
日
記
』（
尾
2

─

55

─

2
）
文
化
十
年
三
月
二
十
六
日
条

（
26
）�（
25
）
に
同
じ

（
27
）�

名
古
屋
大
学
博
物
館
蔵
尾
張
藩
大
道
寺
家
資
料
三
六
〇
。『
新
修
名
古
屋
市
史
』
資
料
編
近
世
2
所
収
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慶
長
期
成
立
の
名
古
屋
城
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」�

今
和
泉
　
大

キ
ー
ワ
ー
ド

櫓　

門　

唐
門　

中
井
正
清　

徳
川
家
康　

平
岩
親
吉　

主
計
屋
敷　

孔
雀
御
門　

二
之
丸

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、霜
月
七
日
付
中
井
正
清
宛
藤
田
安
重
書
状
中
に
あ
る
「
四
つ
之
御
矢
倉
・

二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
検
討
を
通
じ
て
、
慶
長
期
の
名
古
屋
城
作
事
過
程
に
関
す

る
基
礎
的
事
実
を
整
理
し
、
ま
た
初
期
名
古
屋
城
の
空
間
的
特
質
に
つ
い
て
論
及
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
築
城
が
開
始
さ
れ
た
名
古
屋
城
は
、
同
十
七
年
に

本
丸
天
守
が
完
成
し
、
少
な
く
と
も
同
十
九
年
末
に
は
本
丸
御
殿
も
竣
工
し
た
と
さ

れ
、
同
二
十
年
四
月
、
城
主
徳
川
義
直
と
春
姫
（
浅
野
幸
長
の
娘
）
の
婚
儀
が
本
丸

御
殿
で
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
築
城
期
に
あ
た
る
こ
の
間
の
普
請
過
程
に

関
し
て
は
、
石
垣
普
請
に
つ
い
て
、
主
に
公
儀
普
請
の
観
点
か
ら
研
究
が
蓄
積
さ
れ

て
き
て
お
り
、
近
年
は
普
請
時
の
丁
場
割
図
や
普
請
に
動
員
さ
れ
た
大
名
家
の
動
向

の
分
析
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
成
果
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る（

（
（

。

　

他
方
、
作
事
に
関
し
て
は
本
丸
天
守
・
御
殿
の
作
事
に
つ
い
て
、
主
に
幕
府
の
大

工
頭
中
井
家
に
伝
わ
る
史
資
料
を
駆
使
し
て
作
事
経
緯
の
一
端
や
工
匠
動
員
体
制
等

が
解
明
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
城
郭
の
中
核
で
あ
る
本
丸
の
造
営
に
関
し
て
は
、
天
守
・
御
殿
に

つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
名
古
屋
城
全
体
で
み
た
と
き
、
そ
れ
以
外
の
曲
輪
・

建
造
物
の
成
り
立
ち
が
未
解
明
の
こ
と
に
属
す
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
慶
長

二
十
年
の
義
直
と
春
姫
の
婚
礼
ま
で
に
、
櫓
や
門
を
は
じ
め
と
す
る
城
内
の
様
々
な

建
造
物
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
本
丸
天
守
・
御
殿
以
外
の
建
造
物

に
つ
い
て
は
、
築
造
に
関
す
る
史
料
に
乏
し
く
、
何
が
ど
の
段
階
で
建
造
さ
れ
た
の

か
と
い
っ
た
基
礎
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
詳
で
あ
り
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
築
城
期
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た
史
料
、
と
り
わ
け
書

状
類
に
つ
い
て
は
、
年
代
比
定
が
曖
昧
な
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な

く
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
事
実
誤
認
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
年
代

比
定
を
改
め
て
厳
密
に
行
い
、
基
礎
的
事
実
を
再
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
城
築
城
期
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
も
の
に

次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
史
料
翻
刻
の
掲
載
に
関
し
て
、

■
は
判
読
不
能
文
字
、
□
は
虫
損
、［　

］
は
複
数
文
字
の
虫
損
、〔　

〕
は
割
注
、

／
は
改
行
を
示
し
、
傍
線
と
丸
番
号
・
丸
記
号
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

断
っ
て
お
く
。

【
史
料
1
】
霜
月
七
日
付
中
井
正
清
守
宛
藤
田
安
重
書
状（

（
（

　
　
　
　

�

尚
々
、
伊
賀
殿
煩
之
儀
、
先
日
驚
入
、
先
日
早
々
飛
脚
を
遣
申
候
間
、
い

そ
き
申
候
故
、
以
書
状
も
不
申
上
候
間
、
は
や
御
本
腹（
復
）之
由
、
是
又
満
足

仕
事
候
、
以
上

　
　

�

御
懇
之
御
状
過
分
ニ
奉
存
候
、
如
仰
此
中
者
以
書
状
も
不
得
御
意
、
乍
恐
御
床
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敷
存
候
、
其
元　

禁
中
御
作
事
方
々
御
気
遣
共
事
察
候
、
爰
元
御
普
請
之
儀
者
、

皆
々
出
来
致
候
、
御
下
代
衆
も
頓
而
可
為
御
上
候
と
存
候
、
四
つ
之
御
矢
倉
・

二
つ
之
御
門
・
唐
門
共
ニ
皆
々
白
土
付
仕
廻
申
候
、
白
土
遅
参
候
故
、
少
付
か

け
共
御
座
候
、
是
者
五
三
日
中
ニ
出
来
可
致
候
、
御
心
安
可
被
思
食
候
、
駿
符（
府
）

へ
も
此
段
可
申
遣
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
民
部

　
　
　
　

霜
月
七
日　
　
　

安
重
（
花
押
）

　
　

中（
マ
ヽ
）

太
和
守
様

　
　
　
　
　
　

貴
報

本
史
料
は
幕
府
の
大
工
頭
を
つ
と
め
た
中
井
家
に
伝
わ
る
史
料
群
の
中
の
文
書
で
、

藤
田
民
部
安
重
な
る
人
物
か
ら
「
中
太
和
守
」（
中
井
大
和
守
）
へ
宛
て
ら
れ
た
書

状
で
あ
る
。
後
述
の
通
り
、
本
状
の
年
代
に
は
管
見
の
限
り
慶
長
十
七
・
十
八
年
の

二
説
が
存
在
す
る
が
、従
来
は
お
そ
ら
く
は
慶
長
十
七
年
が
有
力
と
み
ら
れ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
従
来
は
慶
長
十
七
年
に
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
が
建

設
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
が
主
に
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
は
名
古
屋
城
内
の
ど
の

櫓
・
門
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
確
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
に
お
い
て
、
城
の
中
核
で
あ
る
本
丸
に
は

櫓
が
三
基
（
丑
寅
隅
御
櫓
・
辰
巳
隅
御
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
）
存
在
し
た
が（

（
（

、
仮
に
こ

れ
ら
本
丸
の
櫓
を
「
四
つ
之
御
矢
倉
」
の
内
に
数
え
る
に
し
て
も
余
剰
が
生
じ
る
た

め
、
本
丸
以
外
の
曲
輪
の
櫓
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
確
実
に
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
同
定
は
、
本
丸
以
外

の
建
造
物
の
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
一
助
に
な
り
う
る
。
ま
た
、と
り
わ
け
「
唐
門
」

に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
を
厳
密
に
解
釈
し
て
い
く
こ

と
は
、
本
丸
天
守
・
御
殿
以
外
の
建
造
物
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
そ
の
多
く
が
未
詳

で
あ
り
、
ま
た
基
礎
的
事
実
を
一
つ
一
つ
再
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
、

如
上
の
問
題
・
課
題
に
応
え
る
た
め
の
作
業
の
第
一
歩
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
本
稿
で
は
か
か
る
作
業
を
通
し
て
築
城
期
作
事
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
内
、「
二
つ
之
御
門
」
は
「
白

土
」
が
施
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
等
か
ら
、櫓
門
の
類
い
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
名
古
屋
城
内
の
門
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
は
、（「
唐

門
」
を
除
き
）
櫓
門
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
冠
木
造
と
さ
れ
る
本
丸
不
明
御
門

な
ど
は
、
基
本
的
に
こ
の
内
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

1
　
霜
月
七
日
付
中
井
正
清
宛
藤
田
安
重
書
状
の
検
討

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
【
史
料
1
】
の
内
容
を
読
み
取
っ
た
上
で
、
当
該
書
状
が
ど
の

年
代
に
作
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
解
読
を
試
み
た
い
。

　（
1
）
書
状
の
概
要

　

先
述
の
通
り
、【
史
料
1
】
は
幕
府
の
大
工
頭
を
つ
と
め
た
中
井
家
に
伝
わ
る
史

料
群
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
宛
名
の
「
中
太
和
守
」
は
中
井
大
和
守
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
加
味
す
る
と
、
中
井
家
及
び
幕
府
が
係
わ
っ
た
城
郭

建
築
に
関
す
る
書
状
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
具
体
的
に
【
史
料
1
】
で
は
、

藤
田
民
部
安
重
な
る
人
物
が
中
井
大
和
守
に
宛
て
て
、
主
に
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
Ⓐ
「
其
元　

禁
中
御
作
事
」
で
色
々
と
御
気
遣
い
事
が
あ
る
も
の
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と
拝
察
す
る
と
い
う
こ
と
、
Ⓑ
「
爰
元
御
普
請
」
が
す
べ
て
出
来
し
、
中
井
の
下
代

衆
も
や
が
て
上
京
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
Ⓒ
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・

唐
門
」
は
す
べ
て
「
白
土
」、す
な
わ
ち
白
漆
喰
を
施
し
た
と
い
う
こ
と
、Ⓓ
た
だ
し
、

「
白
土
」
の
遅
参
の
た
め
、
少
し
付
け
か
け
の
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
数
日
中
に

完
了
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
、
Ⓔ
駿
府
へ
も
こ
の
こ
と
を
（
藤
田
民
部
か
ら
）
申
し
遣

わ
す
と
い
う
こ
と
、
Ⓕ
伊
賀
殿
の
煩
い
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
日
知
ら
せ
を
受
け
驚

き
入
り
、
早
々
飛
脚
を
遣
わ
し
た
が
、
急
い
で
い
た
の
で
、（
中
井
へ
は
）
書
状
を

遣
わ
し
て
い
な
い
が
、（
伊
賀
殿
が
）
早
く
も
ご
本
復
の
由
を
聞
き
安
心
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
状
の
主
題
は
Ⓒ
・
Ⓓ
・
Ⓔ
の
「
爰
元
御
普
請
」
に
関
す
る
箇
所
で
、
普
請
進
捗

を
藤
田
民
部
が
中
井
大
和
守
へ
報
告
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
井

大
和
守
が
「
其
元
」
で
「
禁
中
御
作
事
」
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、

中
井
は
こ
の
と
き
在
京
し
て
お
り
、
ま
た
藤
田
民
部
は
京
都
以
外
の
場
所
に
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
、【
史
料
1
】
を
め
ぐ
っ
て
は
、
年
代
比
定
で
慶
長
十
七
・
十
八
年
の

二
説
が
存
在
す
る
。
慶
長
十
七
年
説
に
関
し
て
は
、
推
定
も
含
め
る
と
、
主
に
『
名

古
屋
城
』
が
「
慶
長
十
七
年
ヵ
」
と
し
て
お
り（

（
（

、
後
藤
久
太
郎
・
山
本
紀
美
氏
も
同

年
に
比
定
し
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
横
田
冬
彦
氏
は
、
近
世
中
井
家
の
初
代
と
さ
れ
る
中

井
正
清
の
居
所
と
行
動
を
追
う
中
で
、
本
状
を
慶
長
十
八
年
に
比
定
し
て
お
り（

（
（

、
見

解
を
異
に
す
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
書
籍
・
論
考
も
比
定
根
拠
を
具
体
的
に
示
し

て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
書
籍
・
論
考
も
敬
服
す
べ
き
優
れ
た
成
果
を
残
し
、
今
日
の

名
古
屋
城
研
究
に
お
い
て
も
多
く
の
基
礎
的
な
見
解
・
史
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

る
が
、そ
の
点
に
お
い
て
特
に
『
名
古
屋
城
』
の
影
響
力
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
や
、

横
田
氏
の
論
考
が
各
年
の
正
清
の
居
所
・
動
向
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
る
た
め
、
当
該
論
考
に
お
け
る
本
状
の
年
代
比
定
が
顧
み
ら
れ
に
く
い
と
い
う

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
慶
長
十
七
年
説
が
ほ
ぼ
通
説
と
し
て
浸
透

し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
慶
長
十
八
年
説
も
存
在
す
る

以
上
、【
史
料
1
】
を
い
ず
れ
の
年
（
あ
る
い
は
そ
の
他
の
年
代
）
と
し
て
理
解
す

べ
き
か
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
に
考
察
を
進

め
た
い
。

　（
2
）
発
給
年
代
の
検
証

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
本
文
末
尾
に
あ
る
「
駿
符
へ
も
此
段
可
申
遣
候
」
と
い
う

箇
所
で
あ
る
。
中
井
家
が
携
わ
る
幕
府
関
係
の
城
郭
建
築
で
、
将
軍
あ
る
い
は
幕
閣

が
い
る
江
戸
で
は
な
く
、
駿
府
へ
作
事
報
告
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
期
は
、
徳
川
家

康
が
駿
府
城
で
隠
居
生
活
を
送
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
大
御
所
時
代
を
除
い
て
考
え
ら
れ

な
い
。
家
康
が
駿
府
城
に
入
る
の
は
慶
長
十
二
年
七
月
三
日
だ
が
、
実
際
に
は
同
年

三
月
十
一
日
よ
り
駿
府
に
滞
在
し
て
お
り（

（
（

、
ま
た
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
に

逝
去
す
る
の
で（

（
（

、
ま
ず
は
慶
長
十
二
年
か
ら
元
和
元
年
の
期
間
に
絞
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
期
間
に
中
井
家
で
「
大
和
守
」
で
あ
っ
た
の
は
初
代
中
井
正
清
で
あ
る
の
で
、

宛
名
の
人
物
も
同
人
物
に
比
定
で
き
る（
（1
（

。

　

一
方
、
こ
の
期
間
の
幕
府
関
係
の
城
郭
建
築
に
係
わ
る
「
藤
田
民
部
」
な
る
人
物

と
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
慶
長
十
七
年
五
月
十
一
日
付
家
康
黒
印
状
に
て
名
古
屋
城

作
事
奉
行
衆
の
一
人
と
し
て
任
じ
ら
れ
た
「
藤
田
民
部
」
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
2
】
慶
長
十
七
年
五
月
十
一
日
付
家
康
黒
印
状（
（1
（

　
　

一
尾
州
那
古
屋
御
城
御
作
事
奉
行
衆
之
事

　
　
　
　
　

大
久
保
石
見
／
小
堀
遠
江
／
村
上
三
右
衛
門
／

　
　
　
　
　

長
野
内
蔵
允
／
日
向
半
兵
衛
／
原
田
右
衛
門
／
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寺
西
藤
左
衛
門
／
藤
田
民
部
／
水
谷
九
左
衛
門

　
　

一
上
方
よ
り
罷
下
候
職
人
作
料
之
儀
者
、
上
方
に
て
被
下
候
事

　
　

一
い
し
は
い
ハ
、
三
河
よ
り
参
候
よ
し

　
　
　
　
　

慶
長
拾
七
年
子
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
（
黒
印
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

中
井
大
和
守
へ

　

慶
長
十
二
年
～
元
和
元
年
の
期
間
に
中
井
家
が
携
わ
る
城
郭
作
事
で
、
同
名
の
人

物
の
従
事
は
名
古
屋
城
作
事
の
他
に
確
認
で
き
な
い
た
め
、【
史
料
1
】
は
名
古
屋

城
作
事
に
関
わ
る
も
の
と
確
定
で
き
よ
う
。
こ
の
藤
田
民
部
安
重
は
、
は
じ
め
家
康

四
男
の
松
平
忠
吉
に
仕
え
、
忠
吉
の
死
後
、
義
直
へ
附
属
さ
れ
、
尾
張
藩
の
国
奉
行

の
一
人
と
し
て
初
期
藩
政
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る（
（1
（

。
安
重
が
作
事
奉
行
に
任
じ
ら

れ
る
の
は
【
史
料
2
】
の
通
り
慶
長
十
七
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
名
古
屋
城

作
事
に
係
わ
り
始
め
る
の
も
こ
の
前
後
と
考
え
、
そ
の
点
に
お
い
て
【
史
料
1
】
の

年
代
を
慶
長
十
七
年
～
元
和
元
年
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
同

時
に
作
事
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
「
原
田
右
衛
門
」・「
寺
西
藤
左
衛
門
」
は
、
慶

長
十
五
年
（
つ
ま
り
同
十
七
年
の
作
事
奉
行
任
命
以
前
）
に
は
「
な
こ
や
御
材
木
」

の
件
で
作
事
準
備
に
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で（
（1
（

、
こ
こ
で
は
幅
を

持
た
せ
て
慶
長
十
六
年
～
元
和
元
年
に
絞
る
こ
と
と
す
る（
（1
（

。

　

次
に
注
目
す
る
の
は
「
禁
中
御
作
事
」
で
あ
る
。
慶
長
十
六
年
～
元
和
元
年
の
期

間
は
、
比
較
的
い
ず
れ
の
年
も
中
井
家
は
禁
中
作
事
関
連
の
事
柄
に
携
わ
っ
て
い

た（
（1
（

。
た
だ
し
そ
の
中
で
、指
図
の
作
成
や
種
々
の
調
整
な
ど
を
除
き
、具
体
的
な
「
御

作
事
」
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
慶
長
十
六
・
十
七
・
十
八

年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
長
十
六
年
の
新
上
東
門
院
御
所
造
営
、
同
十
七
年
か
ら

翌
十
八
年
に
か
け
て
の
内
裏
造
営
で
あ
る（
（1
（

。

　

こ
の
内
、
十
一
月
前
後
で
実
際
に
作
事
関
係
の
出
来
事
が
確
認
で
き
る
年
を
強
い

て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
慶
長
十
八
年
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
十
一
月
五
日
に
新
造
御

所
地
鎮
が
催
行
さ
れ
、
同
十
二
日
よ
り
同
御
所
安
鎮
法
が
行
わ
れ
、
同
十
九
日
の
上

棟
に
至
っ
た（
（1
（

。
慶
長
十
六
年
に
つ
い
て
は
、
十
月
下
旬
頃
に
正
清
は
在
駿
府
で
あ
る

よ
う
に
み
え
、
禁
中
作
事
の
具
体
的
な
進
展
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
蓋
然
性
は
低

い
。
慶
長
十
七
年
に
お
い
て
は
、
十
二
月
十
一
日
に
禁
裏
釿
初
を
行
っ
て
い
る
が
、

十
一
月
上
旬
前
後
の
正
清
は
主
に
大
和
方
面
の
寺
社
作
事
等
に
携
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
も
み
え
、
た
と
え
ば
、
十
一
月
一
日
に
奈
良
春
日
社
へ
赴
き
、
春
日
社
作
事
に
つ

い
て
相
談
し
て
い
る
。
仮
に
【
史
料
1
】
が
慶
長
十
七
年
の
書
状
だ
と
す
る
と
、
禁

中
作
事
よ
り
も
大
和
方
面
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
て
も
よ
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ

の
よ
う
な
内
容
は
確
認
で
き
な
い
。
以
上
よ
り
、
慶
長
十
八
年
の
蓋
然
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
も
う
少
し
他
の
文
言
に
着
目
し
て
み

た
い
。

　

最
後
に
注
目
す
る
の
は
、
追
伸
部
分
に
あ
る
「
伊
賀
殿
煩
之
儀
」
で
あ
る
。
安
重

は
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
、「
驚
入
」
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
風
邪
な
ど
の

日
常
的
な
病
臥
で
は
な
く
、
少
し
重
め
の
症
状
を
「
伊
賀
殿
」
が
患
っ
た
と
い
う
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
「
伊
賀
殿
」
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の
京
都
所
司
代
で
あ
る
板
倉
伊
賀
守
勝
重

と
み
て
間
違
い
な
い
。
勝
重
が
正
清
と
書
状
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
密
に
連
絡
を

取
っ
て
い
た
こ
と
は
他
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る（
（1
（

。
安
重
が
勝
重
の
「
煩
」
に
つ
い

て
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
、【
史
料
1
】
の
書
状
を
発
し
た
日
付
か
ら
推
測
し
て
、

そ
の
前
月
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
慶
長

十
六
・
十
七
・
十
八
年
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
の
時
期
の
勝
重
の
動
向
・
状
態
に
つ
い
て
み
て

い
き
た
い
。
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そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
慶
長
十
八
年
十
月
下
旬
に
勝
重
が
「
眩
暈
」
を
起

こ
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
時
慶
記
』
同
年
十
月
二
十
一
日
条
に

は
「
板
倉
伊
賀
守
昨
夜
眩
暈
ノ
由
候
、（
中
略
）
早
快
気
由
候
」
と
あ
り（
（1
（

、
十
月

二
十
日
に
勝
重
は
眩
暈
の
症
状
が
得
た
が
、
す
ぐ
に
快
復
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、【
史

料
1
】
の
内
容
に
符
合
す
る
。
他
方
、
慶
長
十
六
年
十
月
～
十
一
月
上
旬
、
慶
長

十
七
年
閏
十
月
～
十
一
月
上
旬
の
勝
重
の
動
向
・
状
態
を
み
て
み
る
と
、
特
に
「
煩
」

を
得
た
様
子
は
確
認
で
き
ず
、
普
段
通
り
の
活
動
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る（
（2
（

。

以
上
よ
り
、【
史
料
1
】
の
年
代
は
慶
長
十
八
年
に
確
定
で
き
よ
う
。
な
お
、
こ
の

と
き
の
勝
重
の
症
状
に
つ
い
て
は
、『
時
慶
記
』
同
年
十
一
月
二
日
条
に
「
板
伊
賀

守
為
見
廻
以
使
者
申
候
、
未
表
へ
不
出
由
候
」
と
あ
り
、
十
月
下
旬
の
「
眩
暈
」
の

症
状
は
一
旦
快
復
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
再
び
病
に
臥
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
重

は
十
月
下
旬
の
勝
重
の
「
煩
」
と
そ
の
早
期
快
復
に
つ
い
て
は
知
ら
せ
を
受
け
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
【
史
料
1
】
発
給
段
階
で
未
だ
承
知
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
検
証
に
よ
っ
て
、【
史
料
1
】
が
慶
長
十
八
年
に
発
給
さ
れ
た
こ
と
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
。
名
古
屋
城
築
城
と
い
う
観
点
で
み
る
と
、
慶
長
十
八
年
十
一
月

段
階
で
、
漆
喰
が
施
さ
れ
た
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
作
事
が

（
漆
喰
の
施
工
を
一
部
残
し
て
は
い
る
も
の
の
）
完
了
し
た
と
い
う
事
実
が
確
定
し

た
こ
と
に
な
る
。
同
作
事
が
始
め
ら
れ
た
の
も
同
年
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
と
は
ど
の
櫓
・
門

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

2
　「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
は
ど
の
櫓
・
門
か

　

本
章
で
は
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い

く
。
築
城
期
の
作
事
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
中
で
建
設
さ
れ
た
「
四
つ
之
御
矢

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

倉
・
二
つ
之
御
門
」
で
あ
る
の
か

00

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

を
確
認
す
る
た
め
に
、
議
論
の
前
提
と
し
て
【
史

料
1
】
の
前
年
に
あ
た
る
慶
長
十
七
年
の
名
古
屋
城
で
の
作
事
進
捗
と
江
戸
時
代
の

名
古
屋
城
に
存
在
し
た
櫓
・
門
、
そ
し
て
【
史
料
1
】
か
ら
浮
か
び
上
が
る
名
古
屋

城
作
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
事
実
を
整
理
・
確
認
し
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
の
同
定
を
試
み
た
い
。

　（
1
）
慶
長
十
七
年
の
作
事

　

こ
こ
で
は
慶
長
十
七
年
の
名
古
屋
城
で
の
作
事
進
捗
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

以
下
、
先
学
の
研
究
成
果
に
拠
り
つ
つ（
（2
（

、
一
部
補
完
修
正
す
る
形
で
同
年
の
作
事
過

程
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
①
慶
長
十
七
年
の
作
事
対
象

　

慶
長
十
七
年
の
作
事
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
た
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料

が
手
が
か
り
と
な
る
。

【
史
料
3
】〔
御
用
帳（
（2
（

〕

　
　

一
尾
州
御
城
御
作
事

　
　
　
　
　

御
ひ
ろ
ま　

御
殿　

御
た
い
所

　
　
　
　
　

御
書
院　
　

遠
侍　

御
天
守
同
小
天
守

　
　
　

�

右
之
分
材
木
早
々
御
取
、
来
年
中
ニ
皆
々
出
来
仕
様
ニ
と
之　

御
意
、　

御

つ
ほ
ね
御
長
屋
ハ
遅
ク
候
て
も
不
苦
候
と　

御
意

当
該
史
料
は
、
名
古
屋
城
の
作
事
に
お
い
て
、「
御
ひ
ろ
ま
」
を
は
じ
め
と
す
る
建

物
を
「
来
年
中
」
に
全
て
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
家
康
の
意
を
伝
え
て
い
る
。
慶

長
十
六
年
に
は
未
だ
小
天
守
の
石
垣
普
請
が
行
わ
れ
て
お
り（
（2
（

、
ま
た
後
述
の
通
り
、

天
守
は
同
十
七
年
末
に
出
来
す
る
の
で
、
文
中
の
「
来
年
」
は
同
十
七
年
を
指
し
、
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当
該
史
料
は
同
十
六
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
十
六
年

段
階
で
の
目
下
の
作
事
対
象
は
、「
御
ひ
ろ
ま
」・「
御
殿
」・「
御
た
い
所
」・「
御
書
院
」・

「
遠
侍
」・「
天
守
同
小
天
守
」
と
い
っ
た
建
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
次
に
く
る
対
象

が
「
御
つ
ほ
ね
」・「
御
長
屋
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
慶
長
期
本
丸
造

営
当
初
の
設
計
図
面
と
目
さ
れ
る
「
な
こ
や
御
城
之
指
図（
（2
（

」
を
参
照
す
る
と
、「
御

ひ
ろ
ま
」・「
御
殿
」・「
御
た
い
所
」・「
御
書
院
」・「
遠
侍
」・「
御
つ
ほ
ね
」・「
御
長

屋
」は
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
本
丸
御
殿
を
構
成
す
る
各
殿
舎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

史
料
中
の
「
御
殿
」
は
対
面
所
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、

少
な
く
と
も
慶
長
十
六
年
段
階
で
、
翌
年
中
の
本
丸
内
の
天
守
・
御
殿
内
主
要
殿
舎

の
作
事
完
了
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　
②
作
事
の
進
捗

　
【
史
料
3
】
で
確
認
し
た
通
り
、
慶
長
十
七
年
、
名
古
屋
城
で
は
本
丸
天
守
・
御

殿
の
作
事
が
進
め
ら
れ
た
。
天
守
・
御
殿
建
造
用
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
名
古
屋

城
築
城
で
使
用
す
る
木
材
等
資
材
の
準
備
は
同
十
五
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た（
（2
（

。
天

守
作
事
に
関
し
て
は
、【
史
料
2
】
が
慶
長
十
七
年
五
月
十
一
日
付
で
あ
る
こ
と
や
、

棟
梁
衆
扶
持
方
覚（
（2
（

で
同
年
六
月
か
ら
大
工
が
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
、
同
年
五
月
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
御
殿
作
事
に
関
し

て
も
、
城
戸
久
氏
が
指
摘
す
る
通
り（
（2
（

、
慶
長
十
七
年
正
月
の
家
康
の
「
仰
付
」
に
よ

り
、
五
月
頃
よ
り
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
天
守
・

御
殿
と
も
に
、
慶
長
十
七
年
五
月
、
家
康
に
よ
り
作
事
奉
行
が
任
命
さ
れ
た
（【
史

料
2
】）
後
、
作
事
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
六
月
に
は
、
早
く
も
【
史
料
4
】
の
よ
う
に
作
事
方
針
変
更
の
指

示
が
、家
康
の
下
に
い
る
駿
府
奉
行
衆
か
ら
正
清
へ
伝
え
ら
れ
、作
事
奉
行
衆
も
【
史

料
5
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
方
針
転
換
に
迅
速
に
対
応
し
た
。

【
史
料
4
】
六
月
二
十
八
日
付
中
井
正
清
宛
本
多
正
純
外
五
名
連
署
書
状（

（2
（

　
　
　
　

以
上

　
　
　

急
度
申
入
候

　
　

一
御
天
主
斗
早
々
相
立
可
申
候
事

　
　

一
御
天
主
立
候
後
、
御
家
を
ハ
立
可
申
候
事

　
　

一�

御
天
主
御
家
両
方
一
度
ニ
立
候
ハ
ヽ
、
人
足
以
下
な
に
か
ニ
付
手
ま
ハ
し
如

何
候
間
、
急
御
天
主
を
立
可
申
候
由　

御
諚
ニ
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
山
城
守

　
　
　

六
月
廿
八
日　
　

正
信
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

村
茂
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

成
隼
人
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
成
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

安
帯
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
次
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
石
見
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
安
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

本
上
野
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
純
（
花
押
）

　
　
　

中
井
大
和
守
殿

【
史
料
5
】
七
月
四
日
付
小
堀
政
一
他
三
名
連
署
書
状（
（2
（

　
　
　
　

已
上

　
　
　

一
書
申
入
候

　
　

一�
従
駿
符（
府
、
以
下
同
）

御
年
寄
衆
如
此
申
来
候
、
貴
様
へ
も
駿
符
ゟ
御
状
参
候
、
定
而
右
之
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趣
可
有
御
座
候
へ
共
、
此
方
へ
参
候
御
状
を
も
写
候
て
進
之
候
事

　
　

一
皆
々
御
家
立
申
候
衆
、
手
伝
少
つ
ゝ
置
候
て
、
御
殿
主
へ
か
け
申
候
事

　
　

一
駿
符
へ
も
御
家
之
手
伝
御
殿
主
へ
か
け
申
候
通
御
返
事
申
入
候
事

　
　

一�

こ
ゝ
も
と
御
普
請
之
様
子
并
御
材
木
之
様
子
、
五
郎
右
ゟ
可
被
申
候
条
不
能

具
ニ
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　

小
遠
江
守

　
　
　
　

七
月
四
日　
　

政
一
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
■
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

長
内
蔵
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
■
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
左
馬
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
■
（
花
押
）

す
な
わ
ち
【
史
料
4
】
で
は
、
ま
ず
天
守
を
急
ぎ
建
造
し
、
そ
の
後
に
御
殿
を
建
て

る
よ
う
に
と
の
家
康
か
ら
の
指
示
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の

時
点
で
の
作
事
対
象
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
が
、
天
守
と
御
殿
の
二
つ
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
ま

た
【
史
料
5
】
で
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
天
守
の
完
成
を
急
ぐ
た
め
に
、
御
殿
の
人

足
か
ら
天
守
の
方
へ
加
勢
と
し
て
廻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。も
し
こ
の
と
き
、

本
丸
の
櫓
・
門
、
あ
る
い
は
他
曲
輪
の
櫓
・
門
等
の
作
事
を
同
時
進
行
し
て
い
る
な

ら
ば
、
天
守
の
作
事
に
か
け
る
人
足
は
、
そ
れ
ら
か
ら
も
（
む
し
ろ
御
殿
よ
り
も
優

先
し
て
）
加
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
合
理
的
判
断
で
あ
ろ
う
。
作
事
対
象
と
し
て

天
守
・
御
殿
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、慶
長
十
六
年
段
階（【
史
料
3
】）

で
本
丸
天
守
・
御
殿
が
目
下
の
作
事
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
本
丸
の

櫓
・
門
や
他
曲
輪
の
櫓
・
門
等
の
作
事
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
作
事
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
天
守
・
御

殿
の
み
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る（
（3
（

。

　

さ
て
、【
史
料
5
】
の
よ
う
に
六
月
末
か
ら
七
月
初
頭
に
か
け
て
御
殿
作
事
か
ら

天
守
作
事
に
人
足
が
廻
さ
れ
、
八
月
二
十
三
日
前
後
に
は
上
方
か
ら
の
大
幅
な
大
工

増
員
が
図
ら
れ
、
天
守
作
事
が
急
ぎ
進
め
ら
れ
た（
（3
（

。
そ
の
後
、
天
守
に
つ
い
て
は
、

九
月
二
十
七
日
に
「
棟
上
出
来
」
と
な
り（
（3
（

、
年
末
に
は
作
事
完
了
し
、
江
戸
の
幕
府

年
寄
衆
へ
天
守
完
成
の
報
せ
が
届
い
た（
（3
（

。
他
方
、
御
殿
に
関
し
て
は
、
翌
年
以
降
も

作
事
は
継
続
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
以
上
の
通
り
慶
長
十
七
年
の
作
事
進
捗
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
同

年
に
お
け
る
名
古
屋
城
作
事
の
対
象
が
専
ら
本
丸
天
守
・
御
殿
で
あ
っ
た
こ
と
を
再

度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
【
史
料
1
】
が
慶
長
十
七
年
で

あ
る
蓋
然
性
は
低
い
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
く
。

　（
2
）
名
古
屋
城
に
お
け
る
櫓
・
門

　
①
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
に
存
在
し
た
櫓
・
門

　

次
に
、
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
に
存
在
し
た
櫓
・
門
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
十
九

世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
金
城
温
古
録（
（3
（

』
を
参
照
す
る
と
、
少
な
く
と
も
同
時
期
に
は

櫓
十
一
基
・
門
五
基
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

櫓
に
つ
い
て
は
、
本
丸
の
丑
寅
隅
御
櫓
・
辰
巳
隅
御
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
、
二
之
丸

の
丑
寅
隅
御
櫓
・
辰
巳
隅
御
櫓
・
御
太
鼓
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
、
御
深
井
丸
の
御
弓
矢

櫓
・
三
階
御
櫓
、
西
之
丸
の
月
見
御
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
の
計
十
一
基
が
確
認
で
き
る
。

他
方
、
門
に
つ
い
て
は
、
本
丸
の
南
一
之
御
門
・
東
一
之
御
門
、
二
之
丸
の
西
鉄
御

門
・
東
鉄
御
門
、
西
之
丸
の
榎
多
御
門
の
計
五
基
が
確
認
で
き
る
。
正
保
元
年

（
一
六
四
四
）
に
尾
張
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た
城
絵
図
の
控
え
と
考
え
ら
れ
る
「
正
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保
四
年
名
古
屋
城
絵
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵（

（3
（

）
で
も
こ
れ
ら
の
櫓
・
門
は
確
認
で
き
、

且
つ
そ
の
他
の
櫓
・
門
は
確
認
で
き
な
い
の
で（
（3
（

、
上
記
の
櫓
・
門
が
江
戸
時
代
前
期

よ
り
幕
末
ま
で
過
不
足
な
く
存
在
し
続
け
た
と
い
え
る
（
図
1
参
照
）。

　
②
慶
長
十
六
年
時
に
計
画
さ
れ
て
い
た
櫓
・
門

　

し
か
し
な
が
ら
、
慶
長
十
五
年
石
垣
普
請
前
後
の
名
古
屋
城
設
計
図
と
考
え
ら
れ

る
「
な
こ
や
御
城
惣
指
図（

（3
（

」
で
描
か
れ
た
櫓
（
＝
当
初
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
櫓
）

と
、
実
際
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
櫓
に
は
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
同
指
図
で
は
御
深
井
丸
南
西
隅
と
同
北
東
隅
（
御
塩
蔵
構
寄
り
）
に
櫓
が
描

か
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
が
確
認
で
き
な
い
。
ま

た
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
が
確
認
で
き
る
二
之
丸
丑
寅
隅
御
櫓
と
西
之
丸
月
見

御
櫓
、
同
未
申
隅
御
櫓
が
同
指
図
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

二
之
丸
丑
寅
隅
御
櫓
と
西
之
丸
月
見
御
櫓
、
同
未
申
隅
御
櫓
に
つ
い
て
は
、「
な

こ
や
御
城
惣
指
図
」
が
貼
絵
図
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
何
ら
か
の
事
情
で
同

指
図
に
貼
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
あ
る
い
は
実
際
に
は
貼
っ
て

あ
っ
た
が
、
後
に
剥
離
し
現
在
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
も
可
能
性
と
し
て
は
想

定
で
き
る
。

　

問
題
は
、
同
指
図
に
描
か
れ
た
（
貼
ら
れ
た
）
櫓
の
内
、
江
戸
時
代
に
存
在
が
確

認
で
き
な
い
御
深
井
丸
南
西
隅
と
同
北
東
隅
の
櫓
は
、
築
城
当
初
に
は
実
際
に
建
設

さ
れ
た
（
そ
し
て
、
そ
の
後
撤
去
さ
れ
た
）
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
上
記
二
か
所
に

実
際
に
櫓
が
建
て
ら
れ
た
後
、「
正
保
四
年
名
古
屋
城
絵
図
」
ま
で
の
お
よ
そ
三
十

年
の
間
に
撤
去
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
そ
う
し
た
記
録
も
確
認
で
き
な
い

た
め
、
本
稿
で
は
上
記
二
つ
の
櫓
は
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は

建
て
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、「
な
こ
や
御
城
惣
指
図
」
で
の

設
計
段
階
か
ら
計
画
変
更
さ
れ
、
指
図
で
示
さ
れ
た
御
深
井
丸
二
基
の
櫓
（
御
深
井

丸
南
西
隅
・
北
東
隅
）
は
実
際
に
は
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ

し
て
、
同
指
図
に
は
み
ら
れ
な
い
櫓
が
、
二
之
丸
に
一
基
、
西
之
丸
に
二
基
建
設
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
含
め
築
城
当
初
に
建
て
ら
れ
た
櫓
は
い
ず
れ
も
撤
去
さ
れ
る
こ
と
な

く
幕
末
ま
で
存
在
し
続
け
た
と
考
え
、
以
下
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
慶
長
十
六
年
五
月
時
点
で
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
櫓
・
門
等
に
つ

図 1　18 世紀における名古屋城の櫓・門
（「享保十四年酉年名護屋絵図」愛知県図書館蔵、部分、一部加工、 
※●は櫓、◆は櫓門であることを示す）
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い
て
、
次
に
掲
げ
る
史
料
で
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
6
】
尾
州
那
古
屋
御
城
御
矢
倉
御
長
屋
鍛
冶
衆
入
札（
（3
（

　
　

尾
州
那
古
屋
御
城
御
矢
倉
御
長
屋
鍛
冶
衆
入
札

　
　

一
六
拾
八
石　
　
　

二
階
御
矢
倉　

 

〔
六
間
ニ
／
七
間
〕　　
　
　

弥
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

但
、
御
矢
倉
三
つ
有

　
　

一
七
拾
九
石
五
斗　

三
階
御
矢
倉　

 

〔
六
間
ニ
／
七
間
〕　　
　
　

久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

但
、
御
矢
倉
四
つ
有

　
　

一
三
拾
五
石　
　
　

御
門
二
階
分　

 
〔
拾
一
間
ニ
／
四
間
〕　　
　

同
人

　
　

一
卅
五
石
五
斗　
　

御
門
矢
倉　
　

 
〔
十
一
間
半
／
四
間
〕　　
　

同
人

　
　

一
四
拾
五
石
五
斗　

御
門
二
階
分　

 

〔
十
四
間
ニ
／
四
間
〕　　
　

久
兵
衛

　
　

一
四
拾
壱
石
五
斗　

御
門
矢
倉　
　

 

〔
十
三
間
／
四
間
〕　　
　
　

同
人

　
　

一
四
拾
石　
　
　
　

御
門
二
階
分　

 

〔
十
弐
間
／
四
間
〕　　
　
　

久
左
衛
門

　
　

一
拾
五
石　
　
　
　

御
本
丸
御
長
や
〔
三
間
ニ
／
十
間
〕　　
　
　

彦
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
左
衛
門

　
　

一
拾
弐
石
六
斗　
　

弐
ノ
丸
御
長
や
〔
三
間
ニ
／
十
間
〕　　
　
　

同
人

　
　

一
九
拾
五
石　
　
　

二
ノ
丸
三
階
金
手
矢
倉
〔
十
弐
間
／
四
間
〕　

又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

彦
右
衛
門

　
　
　
　
　

慶
長
十
六　

五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

こ
の
慶
長
十
六
年
五
月
時
点
で
、「
な
こ
や
御
城
惣
指
図
」
に
み
え
る
建
造
計
画
か

ら
の
変
更
が
決
定
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
櫓
に
関
し
て

は
構
造
・
数
と
も
に
、江
戸
時
代
に
実
際
に
存
在
し
た
櫓
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
の
で
、「
な

こ
や
御
城
惣
指
図
」
よ
り
も
、
江
戸
時
代
に
実
際
に
存
在
し
た
建
物
に
対
応
す
る
も

の
と
考
え
た
方
が
穏
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る（
（3
（

。

　

す
な
わ
ち
、「
二
之
丸
三
階
金
手
矢
倉
」
は
二
之
丸
の
丑
寅
隅
御
櫓
・
辰
巳
隅
御
櫓
・

御
太
鼓
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
の
四
基
、「
三
つ
有
」
と
さ
れ
る
「
二
階
御
矢
倉
」
は
御

深
井
丸
の
御
弓
矢
櫓
、
西
之
丸
の
月
見
御
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
の
三
基
、「
四
つ
有
」

と
さ
れ
る
「
三
階
御
矢
倉
」
は
本
丸
の
丑
寅
隅
御
櫓
・
辰
巳
隅
御
櫓
・
未
申
隅
御
櫓
、

御
深
井
丸
の
三
階
御
櫓
の
四
基
で
あ
ろ
う（
（4
（

。

　

他
方
、
門
に
関
し
て
は
、「
御
門
二
階
分
」・「
御
門
矢
倉
」
の
二
つ
の
類
型
が
計

五
基
記
さ
れ
て
い
る
。
字
義
か
ら
推
察
す
る
に
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
櫓
門
の
類
い

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
門
で
あ
る
の
か
特
定
は
難
し
い
。【
史
料
6
】

で
は
梁
・
桁
と
も
に
間
数
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
元
禄
十
年
御
城
絵
図
」（
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
等
で
確
認
で
き
る
も
の
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず

本
稿
で
は
、門
の
実
際
の
桁
行
（
の
相
対
的
長
短
）
か
ら
類
推
し
、「
十
一
間
／
四
間
」

の
「
御
門
二
階
分
」
を
本
丸
東
一
之
御
門
、「
十
一
間
半
／
四
間
」
の
「
御
門
矢
倉
」

を
本
丸
南
一
之
御
門
、「
十
四
間
／
四
間
」
の
「
御
門
二
階
分
」
を
二
之
丸
西
鉄
御
門
、

「
十
三
間
／
四
間
」
の
「
御
門
矢
倉
」
を
二
之
丸
東
鉄
御
門
、「
十
弐
間
／
四
間
」
の

「
御
門
二
階
分
」
を
西
之
丸
榎
多
御
門
に
比
定
し
て
お
く（
（4
（

。

　

こ
こ
で
は
、
慶
長
十
六
年
五
月
段
階
で
、
後
に
実
際
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

櫓
・
門
の
計
画
は
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
少
な
く
と
も
「
四
つ
之
御
矢
倉
・

二
つ
之
御
門
」
は
こ
れ
ら
の
中
の
櫓
四
基
・
門
二
基
で
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。

　（
3
）
名
古
屋
城
作
事
の
進
め
方

　

次
に
、
名
古
屋
城
作
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、【
史
料
1
】
か
ら
浮
か
び
上
が
る

い
く
つ
か
の
こ
と
を
お
さ
え
て
お
く
。
名
古
屋
城
の
作
事
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要

な
事
柄
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
整
理
し
、
先
学
の
見
解
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。
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①
諸
建
築
の
作
事
は
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
段
階
的
に
進
め
ら
れ
た

　

ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
櫓
・
門
を
含
む
城
内
諸
建
築
の
作
事
は
、
作
事
対
象
を

何
グ
ル
ー
プ
か
に
わ
け
、
そ
れ
ら
作
事
対
象
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
あ
る
程
度
段
階
的

に
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
【
史
料
1
】
に
お
け
る
安
重
の
報
告
で
は
、
漆
喰
施
工
の
完
了
を
以
て
「
爰

元
御
普
請
之
儀
者
、
皆
々
出
来
致
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
す
な

わ
ち
、「
爰
元
御
普
請
」
の
最
終
工
程
は
漆
喰
施
工
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
「
四
つ

之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
で
あ
っ
た
。「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・

唐
門
共
ニ
皆
々

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
と
き

の
作
事
対
象
は
こ
れ
ら
の
櫓
・
門
の
み
で
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
計
画
通
り
出
来
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

櫓
・
門
全
て
で
あ
っ
た

00

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
爰
元
御
普
請
之
儀
者
、
皆
々
出
来
致
候
」
は
、
名
古
屋
城
全
体
（
長

期
）
の
工
事
、す
な
わ
ち
諸
建
築
の
全
工
事
が
完
了
し
た
、あ
る
い
は
こ
の
と
き
（
短

期
的
に
）
作
事
対
象
に
設
定
し
て
い
た
櫓
・
門
（「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・

唐
門
」）
の
工
事
が
完
了
し
た
、
と
い
う
二
つ
の
解
釈
が
で
き
る
。
前
者
の
解
釈
だ

と
す
る
と
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
作
事
完
了
を
以
て
名
古

屋
城
「
御
普
請
」
が
「
皆
々
出
来
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
後
者
の
解
釈
だ
と
す
る

と
、「
爰
元
御
普
請
」
は
名
古
屋
城
普
請
の
中
の
一
部
の
（
短
期
的
）
作
事
計
画
を

意
味
し
、
専
ら
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
作
事
を
指
す
こ
と
に

な
ろ
う
。
慶
長
十
八
年
十
一
月
段
階
で
本
丸
御
殿
も
含
め
た
名
古
屋
城
全
作
事
が
完

了
す
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
後
者
の
解
釈
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で

は
断
定
は
難
し
い
。
た
だ
し
い
ず
れ
の
解
釈
に
せ
よ
、
先
述
の
通
り
「
四
つ
之
御
矢

倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
共
ニ
皆
々
」
に
「
白
土
」
を
施
し
た
と
い
う
報
告
か
ら
は
、

こ
れ
ら
が
計
画
通
り
出
来
し
た
櫓
・
門
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
た
め
、
名
古
屋

城
全
作
事
の
内
で
も
、
作
事
対
象
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
事
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
先
に
確
認
し
た
通
り
、
慶
長
十
七
年
に
本
丸
天
守
・
御
殿
の
み
作
事
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
作
事
対
象
を
わ
け
た
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
る
程
度

段
階
的
に
作
事
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
る
と
、
諸
建
築
の
作
事
が
一

0

0

0

0

0

0

0

0

斉
に
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
城
戸
氏

は
、
慶
長
十
七
年
五
月
十
一
日
付
の
【
史
料
2
】
で
名
古
屋
城
作
事
奉
行
が
任
命
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、「
慶
長
17
年
5
月
11
日
頃
に
於
て
、
諸
櫓
、
諸
門
、
御

殿
の
作
事
が
一
齊
に
着
手
せ
ら
れ
、
こ
れ
等
の
作
事
奉
行
と
一
括
し
て
、
こ
の
日
大

和
へ
作
事
奉
行
を
通
達
し
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
の
見
解
を
示
し
、
同
様
の
認
識
は

名
古
屋
市
の
書
籍
等
で
も
一
定
程
度
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（
（4
（

。
し
か

し
先
に
確
認
し
た
通
り
、
慶
長
十
七
年
に
進
め
ら
れ
た
の
は
天
守
・
御
殿
の
作
事
で

あ
り
、
翌
年
に
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」（【
史
料
1
】）
が
建
造

さ
れ
た
こ
と
を
本
稿
で
再
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
本
丸
天
守
・
御
殿
も
含
め
た
諸
建

築
の
作
事
の
進
行
に
は
時
期
差
（
段
階
差
）
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
た
作
事
対
象
ご
と
に
作
事
が
進
め
ら
れ
、
時
期
的
に

も
あ
る
程
度
段
階
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う（
（4
（

。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
ま
ず
優
先
す
べ
き
作
事
対
象
と
し
て
本
丸
天
守
・
御
殿
が

設
定
さ
れ
、
慶
長
十
七
年
に
実
際
に
こ
れ
ら
の
作
事
が
始
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
建

造
物
は
、
天
守
完
成
の
後
、
作
事
対
象
と
し
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
、

あ
る
程
度
段
階
的
に
作
事
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
②
櫓
・
門
作
事
が
天
守
・
御
殿
に
先
行
し
た
可
能
性

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
、
諸
櫓
・
門
の
作
事
が
天
守
・
御
殿
作
事
の
後

で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
の
指
摘
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
慶
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長
十
六
年
五
月
十
五
日
付
の
【
史
料
6
】
で
、
櫓
・
門
等
の
鍛
冶
衆
入
札
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
当
該
史
料
に
記
さ
れ
た
建
造
物
の
作
事
が
こ
の
時
点
で

大
方
進
ん
で
い
た
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る（
（4
（

。

　

し
か
し
、【
史
料
1
】
の
検
討
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
城
の
櫓
・
門
の
内
、
少
な
く

と
も
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
に
関
し
て
は
、
慶
長
十
八
年
に
作
事
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
本
稿
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、【
史
料
6
】
の
鍛
冶

衆
入
札
は
作
事
の
進
捗
に
直
接
的
に
関
係
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、（
作
事
の
着
手
前
に
）
あ
ら
か
じ

め
一
括
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
一
部
の
櫓
・
門
が

慶
長
十
七
年
の
天
守
・
御
殿
作
事
に
先
行
し
て
完
了
し
、
残
り
の
櫓
・
門
の
作
事
が

慶
長
十
八
年
以
降
に
進
め
ら
れ
た
と
い
う
見
方
も
可
能
だ
が
、【
史
料
3
】
が
示
す

よ
う
に
、
慶
長
十
六
年
段
階
の
計
画
と
し
て
、
ま
ず
天
守
・
御
殿
の
作
事
が
想
定
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
や
、
天
守
・
御
殿
が
城
郭
内
で
も
重
要
度
・
象
徴
性
が
最
も

高
い
ク
ラ
ス
の
建
造
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
慶
長
十
七
年
以
前
に
天
守
・
御

殿
以
外
の
櫓
・
門
等
の
作
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
史
料
を
確
認
で
き
な

い
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
や
は
り
ま
ず
本
丸
天
守
・
御
殿
の
作
事
が
優
先
さ
れ
、

そ
れ
以
降
に
諸
櫓
・
門
の
作
事
が
順
次
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
③
慶
長
十
七
年
天
守
完
成
以
降
の
作
事
─
本
丸
御
殿
と
櫓
・
門
─

　

慶
長
十
七
年
、
天
守
作
事
へ
の
大
工
集
中
動
員
が
奏
功
し
て
、
同
年
末
天
守
が
完

成
し
た
が
、
本
丸
御
殿
の
作
事
は
翌
年
以
降
も
継
続
し
て
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

慶
長
十
八
年
に
は
、
近
江
国
馬
淵
・
岩
倉
両
村
の
石
切
が
動
員
さ
れ
、
本
丸
御
殿
「
け

ん
く
わ（

ヵ

）

ん
御
敷
石
并
御
料
理
之
間
御
い
ろ
り
石
御
用
」
に
従
事
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
お
り（
（4
（

、
内
装
に
関
わ
る
工
事
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

慶
長
十
八
年
十
一
月
頃
に
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
の
作
事
が

完
了
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
慶
長
十
七
年
天
守
完
成
以
降
の
作
事
過
程
と
し
て

は
、
本
丸
御
殿
の
作
事
と
そ
れ
以
外
の
櫓
・
門
等
の
作
事
が
並
行
し
て
─
た
だ
し
櫓
・

門
等
は
一
斉
に
同
時
進
行
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
─
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。

　（
4
）「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
の
検
討

　

以
上
整
理
し
て
き
た
事
柄
を
前
提
に
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
の
同

定
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
「
四
つ
」・「
二
つ
」
に
着
目
し
て
み
た
い
。
前
節
で
作
事
対
象
が
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
作
事
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
、
名
古
屋
城
の
櫓
・
門
か
ら
無
作
為
に
─
た
と
え
ば
櫓
四
基
に
つ
い
て
、

二
之
丸
の
二
基
、
御
深
井
丸
の
一
基
、
西
之
丸
の
一
基
と
い
う
よ
う
に
─
選
り
分
け

ら
れ
て
で
き
た
グ
ル
ー
プ
と
は
考
え
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、「
四
つ
」・「
二
つ
」

に
は
、
あ
る
程
度
の
作
為
・
意
味
（
括
り
方
）
─
た
と
え
ば
、
同
一
曲
輪
内
の
櫓
・

門
と
い
う
よ
う
な
設
定
の
仕
方
な
ど
─
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、

「
二
つ
」
の
門
の
候
補
を
考
え
て
み
る
と
、（
ａ
）
本
丸
南
一
之
御
門
・
同
東
一
之
御

門
、（
ｂ
）
二
之
丸
西
鉄
御
門
・
同
東
鉄
御
門
の
い
ず
れ
か
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、「
四
つ
」
の
櫓
の
候
補
を
挙
げ
て
み
る
と
、（
Ａ
）
本
丸
丑
寅
隅
御
櫓
・
同

辰
巳
隅
御
櫓
・
同
未
申
隅
御
櫓
・
御
深
井
丸
三
階
御
櫓
、（
Ｂ
）
二
之
丸
丑
寅
隅
御
櫓
・

同
辰
巳
隅
御
櫓
・
同
御
太
鼓
櫓
・
同
未
申
隅
御
櫓
、（
Ｃ
）
御
深
井
丸
御
弓
矢
櫓
・

同
三
階
御
櫓
・
西
之
丸
月
見
御
櫓
・
同
未
申
隅
御
櫓
の
三
パ
タ
ー
ン
を
想
定
で
き
よ

う
。
こ
の
内
、（
Ａ
）
は
【
史
料
6
】
で
「
四
つ
有
」
の
「
三
階
御
矢
倉
」
と
目
さ

れ
る
櫓
で
あ
る
。（
Ｂ
）
は
二
之
丸
内
の
全
櫓
で
あ
る
。（
Ｃ
）
は
御
深
井
丸
と
西
之

丸
に
存
在
し
た
全
櫓
で
、
数
の
上
で
計
四
基
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
櫓
・
門
の
組
み
合
わ
せ
の
蓋
然
性
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
四
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つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
が
単
一
曲
輪
内
の
櫓
・
門
だ
と
す
る
と
、（
Ｂ
）
─
（
ｂ
）

の
組
み
合
わ
せ
の
み
が
該
当
し
、
二
之
丸
の
櫓
・
門
全
て
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
が
最
も
違
和
感
の
な
い
解
釈
と
な
る
。
な
お
、
次
章
の
結
論
を
先

取
り
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
二
之
丸
に
は
尾
張
の
執
政
で
あ
っ
た
平
岩
親
吉
の
屋
敷

が
存
在
し
、
そ
の
屋
敷
内
に
家
康
御
座
所
の
行
殿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、【
史
料
1
】

中
の
「
唐
門
」
も
こ
の
屋
敷
に
建
て
ら
れ
た
門
と
推
定
で
き
る
の
で
、「
四
つ
之
御

矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
が
「
唐
門
」
と
同
じ
二
之
丸
に
あ
る
（
Ｂ
）
─
（
ｂ
）
で
あ

る
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
が
複
数
の
曲
輪
に
ま
た
が
っ
て
設
定

さ
れ
た
櫓
・
門
と
仮
定
し
て
み
る
。
本
丸
及
び
二
之
丸
（
の
一
部
）
の
門
の
作
事
に

お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
多
門
櫓
を
通
じ
て
隅
櫓
と
の
接
続
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、櫓
と
門
で
全
く
別
の
曲
輪
が
対
象
と
な
る
（
Ｃ
）
─
（
ａ
・

ｂ
）
の
組
み
合
わ
せ
は
、
蓋
然
性
が
低
か
ろ
う
。
短
期
的
な
計
画
に
お
け
る
作
事
対

象
の
曲
輪
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
ど
こ
か
中
途
半
端
な
印
象
を
受
け
る
。

　

ま
た
、仮
に
「
四
つ
之
御
矢
倉
」
が
（
Ａ
）
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、「
二
つ
之
御
門
」

は
本
丸
の
二
基
（
ａ
）
に
絞
ら
れ
よ
う
。
こ
の
（
Ａ
）
─
（
ａ
）
の
可
能
性
を
明
確

に
否
定
し
き
れ
な
い
も
の
の
、先
述
の
通
り
「
唐
門
」
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
、（
Ｂ
）

─
（
ｂ
）
の
方
が
組
み
合
わ
せ
と
し
て
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
と
判
断
し
、
ひ
と
ま

ず
本
稿
で
は
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
は
二
之
丸
の
櫓
四
基
・
門
二
基
で

あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

3
　「
唐
門
」
と
主
計
屋
敷

　（
1
）
名
古
屋
城
に
お
け
る
「
唐
門
」

　

最
後
に
、【
史
料
1
】
中
の
「
唐
門
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
一
般
に
唐

門
と
は
「
屋
根
全
体
が
反
転
曲
線
の
唐
破
風
形
に
な
っ
た
門
」
の
こ
と
で
、「
四
脚

門
に
つ
ぎ
、
棟
門
よ
り
一
段
格
式
の
高
い
門
」
で
「
寺
の
子
院
や
上
流
住
宅
の
門
に

用
い
ら
れ
た
」
と
さ
れ
る（
（4
（

。
概
し
て
、
高
貴
な
身
分
の
者
が
出
入
り
す
る
寺
・
邸
宅

等
に
設
け
ら
れ
る
格
式
高
い
門
の
一
類
型
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　

如
上
の
唐
門
の
性
格
か
ら
、
名
古
屋
城
に
お
い
て
「
唐
門
」
が
建
造
さ
れ
た
場
所

と
し
て
ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
は
、
城
郭
の
中
核
で
あ
り
、
天
守
や
城
主
徳
川
義
直
の

居
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
御
殿
が
存
在
し
た
本
丸
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、「
な
こ

や
御
城
之
指
図（
（4
（

」
に
は
そ
れ
ら
し
き
門
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
現
実
問
題
と
し
て
も

そ
の
よ
う
な
唐
門
を
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
空
間
的
余
裕
は
本
丸
に
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
丸
で
な
い
と
す
る
と
、
次
に
想
定
さ
れ
る
の
は
二
之
丸
と
な
ろ
う
。

実
は
、
後
に
二
之
丸
に
造
営
さ
れ
る
二
之
丸
御
殿
に
は
、
孔
雀
御
門
と
称
さ
れ
る
唐

門
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
名
古
屋
城
に
お
い
て
存
在
が
確
認
で
き
る

唐
門
は
、
こ
の
孔
雀
御
門
た
だ
一
つ
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
二
之
丸
御
殿
の
落
成
は
元
和
三
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で（
（4
（

、
慶
長

十
八
年
に
「
唐
門
」
が
建
造
さ
れ
た
場
所
を
同
御
殿
と
判
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
こ
れ
に
替
わ
り
、
慶
長
十
八
年
段
階
で
「
唐
門
」
建
造
場
所
と
し
て
改
め
て
推

定
で
き
る
の
が
、慶
長
期
に
二
之
丸
に
存
在
し
た
平
岩
主
計
頭
親
吉
の
屋
敷
で
あ
る
。

同
屋
敷
は
、
後
掲
【
史
料
11
】
に
も
あ
る
通
り
、
慶
長
十
六
年
十
二
月
に
親
吉
が
亡

く
な
っ
た
後
も
「
主
計
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
以
下
本
稿
で
も
、
主
計
屋
敷
と

呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
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　（
2
）
二
之
丸
に
お
け
る
主
計
屋
敷
と
家
康
の
御
座
所

　
①
主
計
屋
敷
内
の
新
殿

　

平
岩
親
吉
は
家
康
の
重
臣
の
一
人
で
、
慶
長
十
二
年
に
義
直
が
尾
張
国
の
国
主
と

な
る
と
、幼
少
の
義
直
に
代
わ
り
執
政
と
し
て
尾
張
の
国
務
を
掌
っ
た
人
物
で
あ
る
。

親
吉
は
名
古
屋
城
築
城
期
に
、
二
之
丸
内
の
屋
敷
に
住
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
7
】「
当
代
記
」
慶
長
十
七
年
正
月
四
日
条

　
　

�

四
日
、
平
岩
主
計
頭
、
去
朔
日
晩
に
於
名
古
屋
二
丸
死
去
、
今
日
大
御
所
聞
給
、

於
病
重
は
犬
山
へ
移
、
於
彼
地
可
相
果
を
、
於
名
古
屋
死
る
事
不
謂
の
由
曰
、

甚
無
興
し
給

こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
十
七
年
正
月
朔
日
晩
、
親
吉
は
二
之
丸
に
て
死
去
し
た（
（4
（

。
家

康
は
四
日
に
親
吉
の
訃
報
を
受
け
、
親
吉
が
自
身
の
居
城
が
あ
る
犬
山
へ
移
ら
ず
、

名
古
屋
城
二
之
丸
で
死
去
し
た
こ
と
を
不
当
と
し
、
大
変
機
嫌
を
損
ね
た
と
い
う
。

　

同
月
、
駿
府
を
発
っ
た
家
康
は
名
古
屋
を
訪
れ
る
が
、
そ
の
際
の
宿
所
に
関
し
て

次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
8
】「
当
代
記
」
慶
長
十
七
年
正
月
二
十
七
日
条

　
　

�

廿
七
日
、
大
御
所
岡
崎
よ
り
至
名
古
屋
着
給
、
古
平
岩
主
計
家
に
宿
給
、
但
新

殿
造
作
出
来
御
座
所
と
す

す
な
わ
ち
、
名
古
屋
へ
到
着
し
た
家
康
は
「
古
平
岩
主
計
家
」
を
宿
所
と
し
、
新
殿

造
作
が
完
了
し
た
の
で
、
そ
の
新
殿
を
御
座
所
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
新
殿
は
「
古

平
岩
主
計
家
」
内
に
造
作
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。【
史
料
7
】
で
親
吉
が
死

去
し
た
二
之
丸
の
屋
敷
の
ほ
か
に
、
親
吉
が
居
所
と
し
た
屋
敷
の
存
在
は
名
古
屋
で

確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
「
古
平
岩
主
計
家
」
は
親
吉
が
死
去
し
た
二
之
丸
屋
敷

と
同
一
の
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
二
之
丸
は
大
御
所
家
康
の
御

座
所
と
し
て
の
行
殿
が
存
在
す
る
空
間
と
し
て
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
主
計
屋
敷
に
お
け
る
家
康
御
座
所
の
行
殿
は
、
親
吉
の
死
去
と

は
関
係
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
新
造
が
計
画
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
金
城

温
古
録
』
に
て
編
者
の
奥
村
得
義
は
、
家
康
が
名
古
屋
へ
立
ち
寄
る
際
の
そ
れ
ま
で

の
宿
所
は
万
松
寺
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
の
考
え
を
記
し
て
い
る
。
実
際
、
同
書
に
て

「
万
松
寺
記
録
」
か
ら
引
用
し
た
一
節
で
は
、「
慶
長
十
四
年
十
一
月
十
六
日
、
家
康

公
、
当
国
え
御
入
駕
、
当
寺
へ
御
泊
り（
（5
（

」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
万
松
寺

が
家
康
の
名
古
屋
逗
留
時
の
宿
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
慶
長
十
六
年
に

至
っ
て
こ
れ
に
替
わ
る
家
康
滞
在
時
の
御
座
所
を
二
之
丸
の
主
計
屋
敷
内
に
新
設
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
家
康

は
自
身
の
御
座
所
と
な
る
新
殿
の
あ
る
二
之
丸
主
計
屋
敷
で
親
吉
が
死
去
し
た
こ
と

に
不
快
感
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
②
主
計
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
時
期

　

さ
て
、
こ
の
主
計
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
わ
か
っ
て

い
な
い
。
親
吉
は
当
初
清
須
を
居
所
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が（
（5
（

、
い
つ
頃
名
古
屋
城

二
之
丸
へ
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
9
】
正
月
二
十
二
日
付
岡
部
又
右
衛
門
宛
佐
久
間
政
実
書
状
写（
（5
（

　
　
　
　

�

尚
以　

上
様　

御
諚
之
通
主
計
殿
へ
も
申
遣
候
、
定重

而歟

可
被　

仰
遣
候
へ

共
、
為
念本

■ノ

拙マ

者ヽ
ゟ
申
進
候
、
以
上

　
　

一
筆
令
啓
上
候
、
仍
な
こ
や　

御
城
御
な
わ
は
り
之
儀
付
被

　
　

�
仰
付
、
今
日
御
器
所
迄
罷
上
候
、
然
者
熱
田
ゟ
な
こ
や
迄
之
御
舟
入
水
つ
も
り

之
儀
、
其
方
へ
可
申
談
之
旨

　
　

�

御
諚
ニ
候
、
明
日
廿
三
日
未
明
ゟ
平
主
計
殿
も
な
こ
や
迄
御
座
被
成
候
、
拙
者

も
な
こ
や
へ
早
天
ゟ
罷
出
候
間
、
其
元
大
工
衆
被
召
連
、
早
天
ゟ
な
こ
や
へ
御
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越
尤
ニ
存
候
、
い
つ
れ
も
以
面
可
申
談
候
間
不
能本

■ノ

候マ

、ヽ

恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
河
内

　
　
　

正
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

─文

字

不

分

明

─
（
花
押
影
）

　
　
　
　

岡（
部
）本此

文
字
不
分
明

又
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

当
該
史
料
は
、
名
古
屋
城
普
請
奉
行
で
あ
る
佐
久
間
政
実
が
熱
田
大
工
の
岡
部
又
右

衛
門
へ
送
っ
た
書
状
の
写
し
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
堀
川
の
開
削
に
際
し
て
の
こ
と

だ
ろ
う
が
、「
御
舟
入
水
つ
も
り
」
の
こ
と
を
熱
田
大
工
の
岡
部
又
右
衛
門
へ
相
談

す
る
よ
う
に
と
い
う
家
康
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
な
こ
や　

御

城
御
な
わ
は
り
」
と
あ
る
の
で
、
慶
長
十
五
年
の
書
状
と
推
定
さ
れ
る（
（5
（

。

　

注
目
す
べ
き
は
「
未
明
ゟ
平
主
計
殿
も
な
こ
や
迄
御
座
被
成
候
」
と
い
う
箇
所
で
、

親
吉
が
名
古
屋
ま
で
早
天
よ
り
出
向
く
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
親
吉
は
名

古
屋
を
未
だ
居
所
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

次
に
（
慶
長
十
六
年
）
三
月
二
十
五
日
付
池
田
輝
政
宛
平
岩
親
吉
書
状
写
を
み
て

み
よ
う
。

【
史
料
10
】
三
月
二
十
五
日
付
池
田
輝
政
宛
平
岩
親
吉
書
状
写（
（5
（

　
　
　
　

�

猶
々
、
当
地
御
城
御
普
請
御
覧
被
成
、
御
機
嫌
能
御
座
候
条
、
可
被
御
心

易
思
食
候
、
御
普
請
奉
行
衆
何
も
御
伴
被
仕
候
間
、
尚
可
被
申
上
候
、
已

上

　
　

�

急
度
令
啓
上
候
、
仍　

大
御
所
様
就
御
上
洛
、
御
上
之
由
、
御
大
儀
乍
恐
御
尤

奉
存
候
、
其
元
万
事
［　
　

］
造
作
奉
察
候
、
□
分
去
年
於
名
護
［　
　

］
被

為
入
御
精
御
苦
身
之
段
、
此
地
御
着
之
刻
申
上
候
、
御
祝
着
被
思
食
候
、
拙
者

爰
元
御
留
守
居
被
仰
付
候
間
、
罷
上
不
奉
拝
貴
顔
事
、
乍
憚
御
残
多
奉
存
候
、

猶
此
表
相
当
之
儀
可
被
仰
付
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

平
岩
主
計
頭　
　
　

　
　
　
　

三
月
廿
五
日　

親
吉
（
花
押
影
）

　
　
　

羽（

池

田

輝

政

）

柴
三
左
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

当
該
史
料
は
、
親
吉
が
池
田
輝
政
へ
送
っ
た
書
状
の
写
し
で
あ
る
。
大
御
所
家
康
の

動
向
等
か
ら
考
え
て
、慶
長
十
六
年
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う（
（5
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、

親
吉
は
こ
の
前
後
で
家
康
よ
り
「
爰
元
御
留
守
居
」
を
命
じ
ら
れ
た
（
傍
線
部
）。

親
吉
は
元
々
義
直
に
代
わ
っ
て
尾
張
の
国
政
を
預
か
る
立
場
で
あ
っ
た
の
で
、
先
述

の
通
り
す
で
に
清
須
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
と
き
改
め
て

0

0

0

仰
せ
つ

か
っ
た
「
御
留
守
居
」
は
、
清
須
で
は
な
く
、
よ
り
局
所
的
な
留
守
居
を
指
す
と
捉

え
ら
れ
よ
う
。【
史
料
10
】で
名
古
屋
城
普
請
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
文
脈
か
ら
、

「
爰
元
御
留
守
居
」
は
名
古
屋
、
よ
り
具
体
的
に
は
名
古
屋
城
で
の
留
守
居
を
指
す

と
推
測
さ
れ
る（
（5
（

。
そ
し
て
こ
の
「
御
留
守
居
」
の
屋
敷
こ
そ
が
、
二
之
丸
の
主
計
屋

敷
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
慶
長
十
六
年
三
月
前
後
に
二
之

丸
に
主
計
屋
敷
が
建
設
さ
れ
、
同
年
末
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
家
康
御
座
所
の
行

殿
が
増
設
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
③
親
吉
死
後
の
主
計
屋
敷

　

城
戸
氏
が
す
で
に
引
用
し
指
摘
し
て
い
る
通
り（
（5
（

、
親
吉
死
後
の
主
計
屋
敷
に
つ
い

て
は
、（
慶
長
十
九
年
）
十
一
月
三
日
付
成
瀬
正
成
・
竹
腰
正
信
宛
志
水
忠
宗
書
状

写
の
一
つ
書
き
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
11
】
十
一
月
三
日
付
成
瀬
正
成
・
竹
腰
正
信
宛
志
水
忠
宗
書
状
写（
（5
（

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　

一�
公（
徳
川
秀
忠
）

方
様
昨
二
日
ニ
当
城
へ
被
成　

御
着
座
、
す
く
ニ
二
ノ
丸
・
御
本
丸
・
ふ

け
の
丸
何
も
不
残
御
城
廻
被
成　

御
覧
、
一
段
御
機
嫌
能
御
座
候
、
御
本
丸
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ニ
被
成　

御
座
候
様
ニ
と
達
而
申
上
候
へ
共
、　

宰（
徳
川
義
直
）

相
様
無
御
移
内
ハ
如
何

と
御
意
に
て
、
主
計
屋
敷
ニ
被
成　

御
座
、
今
三
日
ニ
大
垣
へ
御
出
馬
之
事

　
　
　
　
（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
将
軍
秀
忠
が
名
古
屋
城
へ
到
着
し
、
す
ぐ
に
二
之
丸
・
本
丸
・
御
深
井

丸（
（5
（

を
残
ら
ず
視
察
し
て
廻
っ
た
と
い
う
こ
と
、
将
軍
秀
忠
に
対
し
て
、
本
丸
を
御
座

所
と
す
る
よ
う
に
と
忠
宗
か
ら
「
達
而
」
申
し
上
げ
た
が
、「
宰
相
様
」（
義
直
）
が

御
移
り
な
き
内
は
い
か
が
な
も
の
か
と
秀
忠
は
遠
慮
し
、
主
計
屋
敷
に
入
り
御
座
所

と
し
た
と
い
う
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
本
状
の
内
容
か
ら
、
親
吉
死
後
も
同
屋

敷
が
「
主
計
屋
敷
」
と
称
さ
れ
て
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
少
な
く
と
も
慶
長

十
九
年
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
同
屋
敷
（
の
行
殿
）
が
本
丸

御
殿
に
次
い
で
、
将
軍
の
御
座
所
に
値
す
る
屋
敷
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
ろ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
通
り
、
当
時
の
指
図
等
か
ら
考
え
て
本
丸
に
は
「
唐
門
」
は
建
設

さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
慶
長
末
期
、
二
之
丸
主
計
屋
敷
（
の
行
殿
）
が
大

御
所
・
将
軍
の
御
座
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
「
唐
門
」
を

幕
府
が
築
く
に
値
す
る
ク
ラ
ス
の
屋
敷
等
が
主
計
屋
敷
以
外
に
城
内
外
に
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
八
年
に
新
造
さ
れ
た
「
唐
門
」
の
建
設
場
所
は
、
主
計
屋

敷
を
除
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
慶
長
十
八
年
に
「
唐
門
」
が
主
計
屋
敷

に
新
造
さ
れ
た
と
結
論
す
る
。
な
お
先
述
の
通
り
、「
唐
門
」
が
二
之
丸
に
お
け
る

門
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
も
二
之
丸
の
櫓
・

門
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
く
な
る
。

　

さ
て
、慶
長
十
八
年
に
「
唐
門
」
が
わ
ざ
わ
ざ
新
造
さ
れ
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、

主
計
屋
敷
及
び
同
屋
敷
内
の
行
殿
を
一
定
程
度
の
格
式
を
持
っ
た
御
座
所
と
し
、
大

御
所
・
将
軍
が
名
古
屋
へ
立
ち
寄
る
際
に
、
名
古
屋
城
の
二
之
丸
を
御
座
所
と
し
続

け
る
意
向
を
家
康
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う（
（6
（

。
新
殿
（
家
康
御
座

所
）
の
建
築
か
ら
「
唐
門
」
完
成
ま
で
一
年
以
上
の
空
白
が
あ
る
の
は
、
主
に
こ
の

間
に
天
守
な
ど
他
の
建
造
物
の
作
事
を
急
い
だ
こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ

の
時
期
に
長
期
的
に
二
之
丸
を
大
御
所
・
将
軍
の
名
古
屋
逗
留
時
の
御
座
所
と
す
る

本
格
的
な
構
想
が
固
ま
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
れ
以
降
に
控
え
る
義
直
・
春
姫
の
婚
礼
を
名
古
屋
城
本
丸
御

殿
で
執
り
行
う
こ
と
を
見
据
え
、
本
丸
御
殿
へ
家
康
が
出
御
す
る
た
め
の
「
唐
門
」

新
設
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
名

古
屋
城
二
之
丸
は
大
御
所
・
将
軍
の
御
座
所
と
な
る
屋
敷
・
行
殿
が
存
在
す
る
空
間

と
し
て
、
城
内
で
も
特
殊
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　（
3
）「
唐
門
」
と
孔
雀
御
門

　

元
和
二
年
四
月
、
家
康
は
駿
府
に
て
死
去
し
、
家
康
の
膝
元
で
養
育
さ
れ
て
き
た

義
直
は
七
月
に
尾
張
名
古
屋
へ
と
移
っ
た（
（6
（

。
名
古
屋
城
へ
入
っ
た
義
直
は
本
丸
御
殿

を
居
所
と
す
る
が
、
元
和
三
年
に
二
之
丸
に
御
殿
を
造
営
し
、
同
六
年
（
ま
た
は
同

七
年
）
に
二
之
丸
御
殿
へ
居
所
を
移
し
た（
（6
（

。
こ
の
新
造
さ
れ
た
二
之
丸
御
殿
と
、
そ

れ
以
前
に
二
之
丸
に
存
在
し
た
主
計
屋
敷
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な

い
。
慶
長
二
十
年
四
月
の
義
直
婚
礼
時
の
滞
在
で
家
康
が
二
之
丸
を
御
座
所
と
し
た（
（6
（

の
が
、
お
そ
ら
く
は
（
状
況
証
拠
で
は
あ
る
が
）
主
計
屋
敷
の
間
接
的
終
見
に
な
ろ

う
が
、
そ
の
後
、
主
計
屋
敷
を
取
り
壊
し
て
新
た
な
御
殿
を
建
て
た
の
か
、
主
計
屋

敷
の
一
部
を
残
し
つ
つ
、
殿
舎
を
新
造
し
二
之
丸
御
殿
と
し
た
の
か
、
明
確
に
し
が

た
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

先
述
の
通
り
、二
之
丸
御
殿
に
も
孔
雀
御
門
と
称
さ
れ
る
唐
門
が
存
在
し
た
が（
図

2
参
照
）、
こ
の
孔
雀
御
門
が
「
唐
門
」
と
同
一
の
も
の
か
否
か
（
＝
「
唐
門
」
が
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撤
去
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
二
之
丸
御
殿
に
継
承
さ
れ
た
の
か
否
か
）
に
つ
い
て
も
同

様
に
、
明
確
な
答
え
を
出
せ
る
だ
け
の
判
断
材
料
が
揃
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
現

状
わ
か
っ
て
い
る
事
柄
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
以
下
、
孔
雀
御
門
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　
『
金
城
温
古
録
』
で
は
、
孔
雀
御
門
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
12
】『
金
城
温
古
録
』「
御
城
編
之
一　

御
城
部
」

　
　

孔�

雀
御
門　

 

四
脚
御
唐
門
造
、
惣
欅
、
金
具
赤
銅
、
御
屋
根
銅
瓦
葺
、
四
隅

の
柱
角
作
り
、
几
帳
面
取
指
口
一
尺
、
根
巻
・
肩
巻
の
金
具
模
様
毛
彫
の
牡

丹
○
中
央
扉
付
の
柱
丸
作
り
、
高
一
丈
、
指
口
一
尺
三
寸
、
方
立
巾
七
寸
、

厚
二
寸
八
分
、
扉
長
九
尺
七
寸
、
巾
五
尺
四
寸
、
唐
戸
作
り
、
外
面
に
彫
刻

の
孔
雀
一
番
を
打
て
附
る
、
仰
俯
相
対
し
て
舞
ふ
体
、
其
雌
は
土
を
踏
へ
、

雄
は
足
下
に
物
無
し
、（
中
略
）

　
　
　

�

御
城
西
御
構
の
正
中
に
在
り
、
相
伝
ふ
、
慶
長
年
中
、
爰
に
神
君
御
行
殿
の

御
所
お
は
し
ま
せ
し
時
の
御
門
也
と
云
、
或
は
寛
永
御
上
洛
の
御
時
、
公
方

様
御
本
丸
よ
り
此
御
城
へ
御
成
の
節
、
御
設
の
御
成
門
な
り
と
も
云
（
ⓐ
）

古
名
四
足
御
門
、
一
名
孔
雀
御
門
と
称
ふ
、
抑
、
今
世
、
京
都
に
於
て
四
足

御
門
を
設
置
る
ゝ
親
王
家
・
摂
家
方
に
て
は
、
参
内
御
門
な
ど
と
御
内
衆
称

す
る
よ
し
聞
ゆ
る
如
く
、
爰
に
も
御
式
事
に
用
ひ
さ
せ
給
ふ
所
な
れ
ば
、
古

今
御
轅
に
召
さ
せ
ら
る
ゝ
御
時
は
、
此
御
門
よ
り
御
出
入
を
遊
し
け
る
、（
中

略
）

　
　
　
　
　

�

得
義
謹
按
、
孔
雀
御
門
は
皇
城
の
内
門
に
称
す
る
処
、
心
得
有
べ
き
事

な
り
、
此
御
門
、
公
義
御
成
御
門
の
御
設
な
ら
ば
、
常
に
御
出
入
も
有

ら
せ
ら
れ
ま
じ
き
か
、
然
る
に
古
今
御
出
入
遊
し
来
ら
せ
給
ふ
は
、
い

か
な
る
故
か
と
申
に
、
海
人
藻
芥
に
、
居
所
の
事
、
大
臣
の
家
に
は
四

足
あ
り
、
中
略
、
勧
修
寺
経
顕
公
任
大
臣
の
後
造
改
宿
所
の
間
、
悉
以

大
臣
の
家
也
、
経
顕
公
子
息
大
納
言
経
重
、
其
子
中
納
言
経
豊
以
下
、

雖
不
任
大
臣
、
父
祖
旧
亭
に
令
住
居
云
云
、
勧
修
寺
の
始
は
摂
家
の
別

れ
な
れ
ば
、
昔
は
華
族
な
り
、
さ
れ
ば
爰
に
も
神
君
御
行
殿
の
御
所
な

れ
ば
、
定
め
て
四
足
御
門
も
在
し
な
る
べ
し
、
其
御
所
跡
へ
、
元
和
の

初
、
敬
公
御
移
住
の
御
時
に
も
、
四
足
御
門
は
其
儘
に
御
住
居
成
せ
ら

れ
し
御
事
な
る
べ
し
、
其
後
、
公
儀
御
成
の
御
時
に
至
て
は
、
御
馳
走

の
為
に
、
い
か
程
も
御
潤
色
は
仰
付
ら
る
べ
き
御
事
な
り
、
さ
や
う
に

お
は
し
ま
さ
ば
、
御
成
御
門
と
申
御
物
に
は
あ
ら
で
、
神
君
の
御
所
を

御
譲
受
遊
さ
れ
た
る
御
遺
事
あ
る
御
門
な
れ
ば
、
大
臣
の
御
子
に
お
は

し
ま
せ
ば
、大
臣
の
御
遺
格
を
御
伝
へ
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
所
の
御
門
に
て
、

今
に
御
式
正
に
は
御
出
入
遊
し
来
ら
せ
ら
る
ゝ
御
事
に
や
（
ⓑ
）、

図 2　二之丸御殿における孔雀御門
（「金城温古録」名古屋市蓬左文庫蔵、部分）
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（
後
略
）

　

ま
ず
、
冒
頭
に
孔
雀
御
門
の
構
造
な
ど
基
本
情
報
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
に
彫
刻
・

金
具
装
飾
な
ど
意
匠
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、孔
雀
御
門
は「
惣

欅
」
の
「
四
脚
御
唐
門
造
」
で
、
屋
根
は
「
銅
瓦
葺
」
で
あ
っ
た
。
高
さ
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、「
中
央
扉
付
の
柱
」
の
高
さ
が
一
丈
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
門
自
体

の
高
さ
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
扉
の
高
さ
は
九
尺
七
寸
で
、
幅
が

五
尺
四
寸
で
あ
っ
た
。
扉
外
面
に
孔
雀
一
番
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
孔
雀
の
様

子
は
「
仰
俯
相
対
し
て
舞
ふ
体
、
其
雌
は
土
を
踏
へ
、
雄
は
足
下
に
物
無
し
」
と
記

さ
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
直
後
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
伝
承
で
あ
る
（
傍
線
部
ⓐ
）。
す
な

わ
ち
、
孔
雀
御
門
は
慶
長
年
中
、
二
之
丸
に
「
神
君
御
行
殿
の
御
所
」（
主
計
屋
敷

の
家
康
御
座
所
）
が
あ
っ
た
と
き
の
門
で
あ
る
と
伝
承
し
て
お
り
、
或
い
は
寛
永
期

（
同
十
一
年
〈
一
六
三
四
〉）
に
将
軍
家
光
が
上
洛
す
る
途
上
、名
古
屋
城
へ
立
ち
寄
っ

た
際
、
本
丸
よ
り
二
之
丸
へ
御
成
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
「
御
成
門
」
と
も
伝
承

し
て
い
る
と
い
う
。編
者
の
奥
村
得
義
は
こ
れ
ら
二
つ
の
伝
承
を
整
合
的
に
考
察
し
、

次
の
よ
う
に
私
見
を
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
ⓑ
）。
す
な
わ
ち
得
義
は
、
大
臣
家
に

は
四
脚
門
が
あ
り
、
勧
修
寺
家
で
は
経
重
・
経
豊
以
下
、
自
身
は
大
臣
に
任
じ
ら
れ

な
く
と
も
、
父
祖
が
大
臣
で
あ
っ
た
所
以
か
ら
大
臣
家
並
の
格
式
を
備
え
た
邸
宅
に

居
住
し
て
い
る
と
「
海
人
藻
芥
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
之
丸
に

存
在
し
た
「
神
君
御
行
殿
の
御
所
」
に
も
四
脚
門
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
し
、
元
和
の

初
め
に
二
之
丸
に
義
直
が
新
造
し
た
御
殿
に
も
、
そ
の
四
脚
門
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ

れ
た
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
寛
永
期
に
家
光
が
逗
留
し
た
と
き
、

本
丸
か
ら
二
之
丸
へ
の
御
成
に
際
し
、
こ
の
四
脚
門
に
「
い
か
程
も
御
潤
色
」
が
命

じ
ら
れ
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
、
故
に
、
孔
雀
御
門
は
「
御
成
御
門
」

と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、「
神
君
の
御
所
」
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
「
御
遺
事
」

あ
る
門
で
あ
り
、
且
つ
義
直
は
大
臣
（
太
政
大
臣
家
康
）
の
子
で
あ
る
の
で
、
孔
雀

御
門
は
「
大
臣
の
御
遺
格
」
を
伝
え
る
と
こ
ろ
の
門
と
し
て
、
今
も
式
正
に
は
藩
主

が
出
入
り
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
し
て
い
る
。

　

得
義
が
考
え
る
孔
雀
御
門
の
成
り
立
ち
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
慶
長
年
中
に
二
之

丸
の
家
康
御
座
所
（
主
計
屋
敷
）
に
四
脚
門
が
あ
り
、
寛
永
期
の
家
光
上
洛
時
に
、

こ
の
四
脚
門
に
さ
ら
に
装
飾
が
施
さ
れ
、
十
九
世
紀
に
得
義
が
実
際
に
目
に
し
た
よ

う
な
孔
雀
御
門
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。つ
ま
り
得
義
は
、

慶
長
成
立
説
・
寛
永
成
立
説
を
整
合
的
に
説
明
し
つ
つ
、
孔
雀
御
門
の
成
立
自
体
は
、

慶
長
期
と
み
て
い
る
。
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
唐
門
」
が
孔
雀
御
門
と
し
て
継
承

さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
現
状
、
得
義
の
見
解
を
検
証
す
る
こ
と
は
難
し

い
上
に
、『
金
城
温
古
録
』
の
編
纂
が
十
九
世
紀
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
伝
承
・

見
解
は
本
稿
に
関
し
て
何
ら
傍
証
と
な
り
え
な
い
が
、
孔
雀
御
門
が
慶
長
期
に
お
け

る
二
之
丸
の
家
康
御
座
所
の
門
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
期
に
伝
承
し
て

い
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
本
稿
で
は
得
義
の
考
察
を
採
り
、
慶
長
十
八
年
に

出
来
し
た
「
唐
門
」
が
孔
雀
御
門
と
し
て
二
之
丸
御
殿
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
可
能

性
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
慶
長
期
成
立
の
「
四
つ
之
御
矢
倉
・

二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
諸
事
実
を
整
理
・
指
摘
し
た
。
特
に
、

慶
長
十
八
年
に
「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
・
唐
門
」
が
出
来
し
た
と
い
う
こ

と
、「
四
つ
之
御
矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
は
二
之
丸
の
櫓
四
基
・
門
二
基
を
指
す
蓋

然
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
、「
唐
門
」
は
二
之
丸
主
計
屋
敷
の
唐
門
で
あ
る
と
い
う
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こ
と
、
ま
た
「
唐
門
」
は
孔
雀
御
門
と
し
て
二
之
丸
御
殿
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
二
之
丸
主
計
屋
敷
の
「
唐
門
」
が
幕
府
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
と
い
う

事
実
は
、
初
期
名
古
屋
城
の
空
間
的
特
質
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
初
期
名
古
屋
城
に
お
け
る
二
之
丸
は
、
大
御
所
・
将
軍
の
御
座
所
が
存
在

す
る
空
間
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
そ
の
格
に
ふ
さ
わ
し
い
「
唐
門
」
が
主
計
屋
敷
に
築

か
れ
た
。
実
際
に
、「
唐
門
」
建
造
後
、
大
御
所
家
康
と
将
軍
秀
忠
が
名
古
屋
城
へ

立
ち
寄
る
際
は
、
二
之
丸
主
計
屋
敷
を
御
座
所
に
し
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
城
主
義

直
の
居
所
で
あ
る
御
殿
が
存
在
し
た
本
丸
と
は
ま
た
異
な
る
次
元
で
、
高
貴
な
格
を

帯
び
る
空
間
と
し
て
、
江
戸
時
代
初
頭
の
二
之
丸
は
受
け
と
め
ら
れ
た
こ
と
と
推
察

さ
れ
る
。
初
期
名
古
屋
城
の
二
之
丸
に
お
け
る
屋
敷
（
御
殿
）
が
そ
の
後
、
主
計
屋

敷
か
ら
二
之
丸
御
殿
へ
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
二
之
丸
の
空
間

的
特
殊
性
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
、
名
古
屋
城
の
歴
史
と
し
て

考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
全
国
の
近
世
城
郭
の
御
殿
と
も
比
較
し

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
特
に
主
計
屋
敷
の
家
康
御
座
所
行
殿
に
つ
い
て

は
、
近
世
初
期
に
建
設
が
進
め
ら
れ
た
家
康
（
あ
る
い
は
徳
川
将
軍
）
宿
泊
の
た
め

の
御
殿
（
藤
沢
御
殿
な
ど
）
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
期
し
た
い
。

註（
1
）�

城
戸
久
「
名
古
屋
城
天
守
造
營
年
次
考
」（『
建
築
學
會
大
會
論
文
集
』
一
七
号
、
一
九
四
〇
年
、
以
下

城
戸
論
文
ａ
）、内
藤
昌
責
任
編
集
『
日
本
名
城
集
成　

名
古
屋
城
』（
小
学
館
、一
九
八
五
年
、以
下
『
名

古
屋
城
』）、及
川
亘
「
現
場
監
督
す
る
大
名
─
多
久
家
文
書
に
み
る
公
儀
普
請
─
」（
小
宮
木
代
良
編
『
近

世
前
期
の
公
儀
軍
役
負
担
と
大
名
家
─
佐
賀
藩
多
久
家
文
書
を
読
み
な
お
す
─
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
九
年
）、
同
「
靖
國
神
社
遊
就
館
所
蔵
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信 

八
七
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
九
年
）、『
史

料
が
語
る　

名
古
屋
城
石
垣
普
請
の
現
場
』〈
名
古
屋
城
調
査
研
究
報
告
三　

史
料
調
査
研
究
報
告
書
一
〉

名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
）、
服
部
英
雄
「
名
古
屋
城
築
城
考
・
普
請
編
」（『
名
古

屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
二
二
年
）、
同
「
天
守
建
つ
・
続
名
古
屋
城
築
城

考
」（『
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
四
号
、二
〇
二
三
年
、以
下
服
部
論
文
ａ
）
な
ど
。

（
2
）�

代
表
的
な
も
の
に
、
城
戸
論
文
ａ
、
同
「
名
古
屋
城
天
守
と
小
堀
遠
江
」（『
建
築
學
會
大
會
論
文
集
』

一
八
号
、一
九
四
〇
年
、以
下
城
戸
論
文
ｂ
）、同
「
名
古
屋
城
上
洛
殿
の
造
営
に
つ
い
て
」（
同
二
一
号
、

一
九
四
一
年
）、
同
「
名
古
屋
城
本
丸
殿
舎
建
築
私
考
」（『
美
術
研
究
』
第
一
一
六
号
、
一
九
四
一
年
、

以
下
城
戸
論
文
ｃ
）、
平
井
聖
・
後
藤
久
太
郎
「
名
古
屋
城
御
殿
表
書
院
」（『
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集

成
十
七　

書
院
Ⅱ
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
四
年
、
以
下
平
井
・
後
藤
論
文
）、
同
「
名
古
屋
城

御
殿
上
洛
殿
」（『
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成
十
七　

書
院
Ⅱ
』）、
後
藤
久
太
郎
「
名
古
屋
城
大
天
守
・

小
天
守
」（『
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成
十
四　

城
郭
Ⅰ
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
八
年
、
以

下
後
藤
論
文
）、
横
田
冬
彦
「
近
世
初
期
城
郭
の
作
事
編
成
」（『
日
本
史
研
究
』
二
一
三
号
、
一
九
八
〇

年
、以
下
横
田
論
文
ａ
）、谷
直
樹
「
中
井
家
大
工
支
配
の
成
立
過
程
」（
同
『
中
井
家
大
工
支
配
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
七
九
～
八
〇
年
、
以
下
谷
論
文
ａ
）、
同
「
中
井
大
和
守
の
仕

事　

名
古
屋
城
作
事
を
中
心
に
」（『
天
下
人
の
城
大
工
─
中
井
大
和
守
の
仕
事
Ⅲ
』
大
阪
市
立
住
ま
い

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
谷
論
文
ｂ
）、『
名
古
屋
城
』、
服
部
論
文
ａ
な
ど
。

（
3
）�

高
橋
正
彦
編
『
大
工
頭
中
井
家
文
書
』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
三
年
、
以
下
『
中
井
家
文
書
』）
四
〇
号
、

山
本
紀
美
「
天
下
人
の
城
大
工　

大
工
頭
中
井
家
文
書
の
史
料
翻
刻
と
現
代
訳
」（『
天
下
人
の
城
大
工

─
中
井
大
和
守
の
仕
事
Ⅲ
』
所
収
、
以
下
山
本
翻
刻
）
九
三
号
。
以
下
、『
中
井
家
文
書
』
収
載
の
史
料

に
つ
い
て
引
用
・
言
及
す
る
場
合
、同
刊
本
の
文
書
番
号
の
み
を
示
す
。
ま
た
、同
刊
本
か
ら
の
引
用
（
翻

刻
掲
載
）
に
お
い
て
は
、
山
本
翻
刻
に
掲
載
さ
れ
た
原
本
画
像
と
氏
に
よ
る
翻
刻
を
参
照
し
、
適
宜
修

正
等
を
加
え
た
。
し
た
が
っ
て
、『
中
井
家
文
書
』
に
お
け
る
翻
刻
や
山
本
氏
に
よ
る
翻
刻
と
は
、
多
少
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文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
4
）�

以
下
、
江
戸
時
代
に
実
際
に
存
在
し
た
櫓
・
門
の
名
称
に
つ
い
て
は
、『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
十
三
～

十
六
巻　

金
城
温
古
録　

第
一
～
四
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
～
六
七
年
、
以
下
『
金
城

温
古
録
』）
で
の
表
記
を
採
用
す
る
。

（
5
）�『
名
古
屋
城
』
二
〇
九
頁
。

（
6
）�

後
藤
論
文
註
五
一
、
山
本
翻
刻
九
三
号
。

（
7
）�

横
田
冬
彦
「
中
井
正
清
の
居
所
と
行
動
」（
藤
井
讓
治
編
『
近
世
前
期
政
治
的
主
要
人
物
の
居
所
と
行
動
』

〈
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
調
査
報
告
第
三
七
号
〉
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
、
以

下
横
田
論
文
ｂ
）。

（
8
）�「
当
代
記
」（『
当
代
記　

駿
府
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年
）
慶
長
十
二
年
七
月
三
日
条
、

同
年
三
月
十
一
日
条
。
藤
井
讓
治
『
徳
川
家
康
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）
巻
末
「
家
康
の
居
所

と
移
動
表
」
参
照
。

（
9
）�『
新
訂
本
光
国
師
日
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
～
七
一
年
、
以
下
『
本
光
』）
元
和
二
年
四

月
十
七
日
条
。

（
10
）�

中
井
家
及
び
中
井
正
清
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、平
井
聖『
中
井
家
文
書
の
研
究
一　

内
匠
寮
本
図
面
篇
一
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
六
年
、
以
下
『
中
井
家
文
書
の
研
究
』）
第
一
編
を
参
照
。

（
11
）�

中
村
孝
也
『
新
訂　

徳
川
家
康
文
書
の
研
究　

下
巻
之
一
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
〇
年
）。
な
お
、『
天

下
人
の
城
大
工
─
中
井
大
和
守
の
仕
事
Ⅲ
』
五
六
頁
掲
載
原
本
画
像
を
参
照
し
、
作
事
奉
行
衆
の
列
記

に
お
け
る
改
行
箇
所
等
を
明
示
し
た
。

（
12
）�

尾
張
藩
士
の
系
譜
集
で
あ
る
「
士
林
泝
洄
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
で
は
、
慶
長
期
の
藤
田
家
の
当

主
と
思
わ
れ
る
藤
田
民
部
の
諱
が
「
忠
次
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、【
史
料
1
】
で
は
諱
が
「
安
重
」

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
藤
田
民
部
が
発
給
し
た
他
の
書
状
で
、
諱
が
「
忠
次
」
の
も
の
が
管
見
の
限
り

確
認
で
き
な
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
諱
を
「
安
重
」
と
し
て
お
く
。
な
お
、「
三
十
六
歌
仙
図
額
」

（
徳
川
美
術
館
蔵
）
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
藤
田
民
部
が
父
母
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
法
寺
に
寄

進
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
業
平
像
の
裏
側
の
銘
文
に
も
「
奉
寄
進
／
大
法
寺
釈
迦
堂
仏
前
／
元
和
四
戊

午
年
八
月
吉
辰
／
藤
田
民
部
少
輔
安
重
」
と
あ
り
、
諱
が
「
安
重
」
と
な
っ
て
い
る
（『
徳
川
美
術
館
名

品
集
四　

桃
山
・
江
戸
絵
画
の
美
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
）。

（
13
）�

戌
ノ
十
月
朔
日
付
遠
山
友
政
・
山
村
良
安
宛
大
久
保
長
安
書
状
写
（
所
三
男
「
秀
吉
・
家
康
領
時
代
の

木
曽
山
採
材
史
料
」
四
二
号
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要　

昭
和
四
十
三
年
度
』〈
以
下
所
論
文
〉、

一
九
六
九
年
）。

（
14
）�

慶
長
十
五
年
は
石
垣
普
請
で
年
内
の
主
な
普
請
工
程
を
終
え
、
同
年
十
一
月
七
日
段
階
で
「
四
つ
之
御

矢
倉
・
二
つ
之
御
門
」
等
の
作
事
が
完
了
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、候
補
か
ら
除
外
す
る
。
な
お
、

所
論
文
等
を
参
照
す
る
に
、
慶
長
十
五
年
に
お
け
る
作
事
関
連
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
城
内
建
造
物
の

作
事
に
用
い
る
木
材
等
の
確
保
が
専
ら
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

（
15
）�

以
下
、
中
井
正
清
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
横
田
論
文
ｂ
を
参
照
し
た
。

（
16
）�『
中
井
家
文
書
の
研
究
』
第
三
編
「
内
裏
仙
洞
御
所
造
営
関
係
年
表
」（
三
九
～
四
七
頁
）、
谷
直
樹
「
大

工
頭
中
井
家
の
職
掌
と
建
築
指
図
」（
同
編
『
大
工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集
─
中
井
家
所
蔵
本
─
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
以
下
『
中
井
家
建
築
指
図
集
』）
表
一
（
二
九
三
頁
）
参
照
。

（
17
）『
中
井
家
文
書
の
研
究
』
第
三
編
「
内
裏
仙
洞
御
所
造
営
関
係
年
表
」
参
照
。

（
18
）『
中
井
家
文
書
』
一
五
・
一
六
号
な
ど
。

（
19
）『
時
慶
記　

第
五
巻
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
以
下
『
時
慶
記
』）
慶
長
十
八
年
十
月
二
十
一
日
条
。

（
20
）�

慶
長
十
六
年
に
つ
い
て
は
、（
慶
長
十
六
年
）
十
月
二
十
四
日
付
板
倉
内
膳
正
・
後
藤
庄
三
郎
宛
圓
光
寺

元
佶
・
金
地
院
崇
伝
書
状
写
（『
本
光
』
慶
長
十
六
年
十
月
二
十
四
日
条
）
で
「
伊
州
少
も
別
儀
無
御
座

候
條
」
と
さ
れ
て
お
り
、（
同
年
）
霜
月
六
日
付
板
倉
伊
賀
守
宛
圓
光
寺
元
佶
・
金
地
院
崇
伝
書
状
写
（『
本

光
』
同
年
十
一
月
六
日
条
）
に
お
い
て
も
、
板
倉
の
「
煩
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
記
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
十
七
年
閏
十
月
・
十
一
月
に
お
い
て
も
、
板
倉
の
「
煩
」
に
関
す
る
よ
う
な

事
柄
は
確
認
で
き
ず
、
異
常
な
く
来
客
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
舜
旧
記　

第
三
』
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
、
慶
長
十
七
年
閏
十
月
三
日
条
・
同
十
一
月
六
日
条
な
ど
）。
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（
21
）�
主
に
城
戸
論
文
ａ
・
ｂ
、
平
井
・
後
藤
論
文
、
後
藤
論
文
、
谷
論
文
ａ
・
ｂ
、
横
田
論
文
ａ
、『
名
古
屋

城
』
を
参
照
。
た
だ
し
、
当
然
各
論
考
・
書
籍
で
作
事
過
程
に
関
す
る
見
解
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
、
そ
の
場
合
、
筆
者
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
内
容
を
採
用
し
、
あ
る
い
は
説
明
を
加

え
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
全
て
詳
述
し
え
な
い
が
、
今
後
慶
長
十
七
年

作
事
の
諸
事
実
を
整
理
す
る
機
会
を
得
た
い
。

（
22
）
山
本
翻
刻
四
六
号
。

（
23
）「
穴
太
駿
河
家
文
書
」（『
名
古
屋
城
』
史
料
集
成
二
一
六
号
、
二
〇
四
頁
）。

（
24
）『
中
井
家
建
築
指
図
集
』
三
八
頁
。

（
25
）
前
掲
戌
ノ
十
月
朔
日
付
遠
山
友
政
・
山
村
良
安
宛
大
久
保
長
安
書
状
写
。

（
26
）
山
本
翻
刻
八
六
号
。

（
27
）�

城
戸
論
文
ｃ
。
た
だ
し
、
城
戸
氏
は
天
守
・
御
殿
以
外
の
諸
建
築
の
作
事
も
こ
の
時
期
に
一
斉
に
始
め

ら
れ
た
と
の
見
解
を
示
す
が
、
後
述
の
通
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
筆
者
の
見
解
は
異
な
る
。

（
28
）『
中
井
家
文
書
』
一
三
三
号
、
山
本
翻
刻
五
四
号
。

（
29
）『
中
井
家
文
書
』
二
九
号
、
山
本
翻
刻
五
五
号
。

（
30
）�（
慶
長
十
七
年
）
七
月
十
九
日
付
中
井
利
次
書
状
（
山
本
翻
刻
六
一
号
）
に
よ
る
と
、
名
古
屋
城
天
守
作

事
に
従
事
し
た
大
工
西
彦
右
衛
門
は
、
こ
の
段
階
で
一
時
上
京
し
、
正
清
に
対
し
て
「
御
天
主
住
居
之

様
子
」
を
報
告
し
た
。
こ
の
と
き
「
御
天
主
住
居
」
の
み
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
や

は
り
こ
の
年
の
作
事
対
象
は
天
守
・
御
殿
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
31
）
横
田
論
文
ａ
。

（
32
）�

九
月
二
十
八
日
付
深
町
喜
左
衛
門
宛
小
堀
政
一
書
状
（『
佐
治
重
賢
氏
所
蔵　

小
堀
政
一
関
係
文
書
』

一
八
号
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）。

（
33
）『
中
井
家
文
書
』
一
九
四
号
な
ど
。

（
34
）『
金
城
温
古
録
』。

（
35
）『
尾
張
の
殿
様
物
語
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
一
頁
。

（
36
）�

絵
図
で
は
、
二
之
丸
の
迎
凉
閣
等
を
櫓
風
に
描
く
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
櫓
と
し
て
は
取
り
上
げ

な
い
。

（
37
）『
中
井
家
建
築
指
図
集
』
三
九
頁
。

（
38
）『
中
井
家
文
書
』
二
四
〇
号
、
山
本
翻
刻
四
五
号
。

（
39
）�【
史
料
6
】
で
は
「
二
之
丸
三
階
金
手
矢
倉
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
二
之
丸
の
櫓
四
基
は
二
階
造

り
（『
金
城
温
古
録
』）
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
が
異
な
る
。
ま
た
「
二
之
丸
三
階
金
手
矢
倉
」
に
つ
い

て
は
棟
数
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
建
坪
平
均
石
数
の
比
較
か
ら
、
四
棟
分
と
み
な
さ
れ
る

こ
と
を
内
藤
昌
氏
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
（『
名
古
屋
城
』
五
一
頁
、
注
（
10
））、
階
数
の
構
造
こ
そ
異

な
る
が
、
江
戸
時
代
に
実
際
に
存
在
し
た
二
之
丸
の
櫓
四
基
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
40
）�

内
藤
氏
は
【
史
料
6
】
に
て
「
四
つ
有
」
と
さ
れ
る
「
三
階
御
矢
倉
」
の
一
つ
を
、「
な
こ
や
御
城
惣
絵

図
」
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
が
確
認
で
き
な
い
御
深
井
丸
南
西
隅
櫓
に
比
定

し
て
い
る
（『
名
古
屋
城
』
四
八
頁
）。
こ
の
見
解
は
、【
史
料
6
】
が
「
な
こ
や
御
城
惣
指
図
」
に
描
か

れ
た
櫓
に
も
対
応
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
先
述
の
通
り
【
史
料
6
】

が
江
戸
時
代
に
実
際
に
存
在
し
た
建
物
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
。

（
41
）�

な
お
、
内
藤
氏
は
「
十
一
間
／
四
間
」
の
「
御
門
二
階
分
」
を
本
丸
南
一
之
御
門
、「
十
一
間
半
／
四
間
」

の
「
御
門
矢
倉
」
を
西
之
丸
榎
多
御
門
、「
十
四
間
／
四
間
」
の
「
御
門
二
階
分
」
を
二
之
丸
西
鉄
御
門
、

「
十
三
間
／
四
間
」
の
「
御
門
矢
倉
」
を
二
之
丸
東
鉄
御
門
に
比
定
し
て
い
る
（『
名
古
屋
城
』
四
八
頁
）。

（
42
）�

城
戸
論
文
ａ
。
同
氏
が
一
部
執
筆
担
当
し
た
『
名
古
屋
城
史
』（
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
五
九
年
）
な
ど

で
も
同
様
の
認
識
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
九
〇
～
九
二
頁
）。

（
43
）�「
あ
る
程
度
」
と
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
作
事
対
象
が
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
た
と
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
の
作
事
の
期
間
が
一
定
程
度
重
複（
同
時
進
行
）し
た
可
能
性
は
否
定
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
44
）
後
藤
論
文
、
横
田
論
文
ａ
、『
名
古
屋
城
』（
四
八
頁
）
な
ど
は
か
か
る
見
解
を
示
す
。

（
45
）�「
召
遣
申
石
切
之
事
」（
岩
倉
恵
比
須
講
蔵
）。『
名
古
屋
開
府
四
〇
〇
年
記
念
特
別
展　

変
革
の
と
き
桃
山
』

（
特
別
展
「
変
革
の
と
き
桃
山
」
実
行
委
員
会
・
名
古
屋
市
博
物
館
・
中
日
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
年
）
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八
九
頁
参
照
。

（
46
）�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
～
九
六
年
）「
唐
門
」
項
（
太
田
博
太
郎
氏
執
筆
）。

（
47
）『
中
井
家
建
築
指
図
集
』
三
八
頁
。

（
48
）「
敬
公
実
録
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
元
和
三
年
十
一
月
二
十
日
条
。

（
49
）�『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
八
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
以
下
『
寛
政
譜
』）
で
は

慶
長
十
六
年
十
二
月
「
晦
日
卒
す
」
と
さ
れ
、「
編
年
大
略
」（『
名
古
屋
叢
書
第
四
巻　

記
録
編
（
1
）』

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
二
年
）
で
も
同
年
十
二
月
晦
日
に
病
死
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
当
代

記
」
の
記
述
は
正
月
朔
日
未
明
と
解
さ
れ
る
。

（
50
）『
金
城
温
古
録
』「
凡
例
編
之
二　

御
建
国
部
」。

（
51
）『
寛
政
譜
』
で
は
、「
清
須
城
に
住
し
、
國
務
を
沙
汰
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）「
張
州
雑
志
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
第
五
十
八
所
収
。

（
53
）�「
当
代
記
」
慶
長
十
五
年
正
月
九
日
条
で
は
、「
大
御
所
（
中
略
）
尾
張
国
名
護
屋
江
御
越
、
縄
張
仰
付
」

と
あ
る
。

（
54
）「
平
田
院
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本
）
所
収
。

（
55
）�

名
古
屋
城
築
城
開
始
後
、家
康
が
こ
の
時
期
に
名
古
屋
城
へ
立
ち
寄
っ
た
の
は
慶
長
十
六
年
（「
当
代
記
」

同
年
三
月
十
一
・
十
二
日
条
）
の
み
で
あ
る
（
藤
井
讓
治
『
徳
川
家
康
』
巻
末
「
家
康
の
居
所
と
移
動
表
」

参
照
）。

（
56
）�『
寛
政
譜
』
で
は
、
慶
長
十
五
年
に
「
義
直
卿
名
護
屋
城
に
う
つ
ら
せ
た
ま
ふ
の
と
き
、
親
吉
は
其
二
丸

に
住
す
」
と
し
て
い
る
が
、【
史
料
9
】・【
史
料
10
】
の
諸
文
言
の
解
釈
か
ら
、
実
際
に
二
之
丸
に
駐
留

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
同
十
六
年
と
考
え
ら
れ
る
。

（
57
）
城
戸
論
文
ｃ
。

（
58
）「
竹
腰
文
書
抄
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
所
収
。

（
59
）�「
元
禄
十
年
御
城
絵
図
」
で
西
之
丸
も
「
御
深
井
之
丸
」
と
称
さ
れ
て
い
る
通
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て

西
之
丸
は
「
御
深
井
丸
」
の
内
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、本
状
に
お
け
る
「
御
深
井
丸
」

も
実
質
的
に
西
之
丸
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
60
）�

家
康
が
二
之
丸
に
宿
し
た
の
が
確
実
な
の
は
慶
長
二
十
年
四
月
の
こ
と
で
、
同
十
日
に
名
古
屋
へ
到
着

し
た
家
康
は
、
同
十
二
日
に
義
直
・
春
姫
の
婚
礼
を
終
え
、
同
十
四
日
に
は
「
宰
相
殿
三
日
之
御
祝
」

の
た
め
、「
本
丸
渡
御
」
し
た
（「
駿
府
記
」〈『
当
代
記　

駿
府
記
』〉
慶
長
二
十
年
四
月
十
・
十
二
・
十
四

日
条
）。
ま
た
「
編
年
大
略
」
同
月
十
四
日
条
で
は
、
家
康
は
「
二
之
丸
御
滞
座
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
と
き
家
康
は
本
丸
で
は
な
く
二
之
丸
（
主
計
屋
敷
）
を
御
座
所
と
し
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
同

十
九
年
十
月
や
同
二
十
年
正
月
な
ど
に
も
家
康
は
名
古
屋
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
（
城
戸
論
文
ｃ
）、
お

そ
ら
く
は
こ
れ
ら
の
滞
在
で
も
二
之
丸
主
計
屋
敷
が
御
座
所
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
、『
新
修
名
古
屋
市
史　

第
三
巻
』（
名
古
屋
市
、
一
九
九
九
年
）「
第
二
章　

名
古
屋
開
府
」
で

は
、
主
計
屋
敷
が
「
親
吉
死
去
後
も
、
家
康
来
名
の
際
の
御
殿
と
し
て
も
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
」（
一
三
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
整
備
」
の
一
環
と
し
て
「
唐
門
」
が
建

設
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

（
61
）�『
源
敬
様
御
代
御
記
録　

第
一
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
以
下
『
源
敬
様
』）
元
和
二
年
七
月

二
十
八
日
条
。

（
62
）�『
源
敬
様
』
元
和
六
年
の
項
で
は
、
元
和
六
年
に
二
之
丸
御
殿
へ
「
御
移
徙
」
と
さ
れ
る
が
、
元
和
期
に

お
け
る
義
直
の
城
内
を
中
心
と
し
た
活
動
を
記
録
し
た
「
旧
事
帳
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）
で
は
、

実
質
的
に
同
七
年
よ
り
二
之
丸
へ
居
を
移
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
63
）
前
掲
註
（
60
）。

謝
辞　

�

資
料
画
像
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
知
県
図
書
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

に
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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町
づ
く
り
・
城
づ
く
り
、
携
わ
る
人
々
─
─
続
々
名
古
屋
城
築
城
考
─
─�

服
部　

英
雄

キ
ー
ワ
ー
ド

美
濃
路　

枇
杷
島
橋　

小
栗
街
道
（
小
栗
海
道
）　

鎌
倉
街
道　

萱
津
宿　

名
古
屋

越
＝
清
須
越　

竜
山
石　

池
田
輝
政
丁
場　

行
合
丁
場　

棧
橋　

石
垣
切
抜
（
切
開

け
・
旧
開
口
部
）　

日
用

目
次

　

は
じ
め
に

1　

町
づ
く
り
・
陸
路
と
水
路

　

1
─
1　

枇
杷
島
橋
架
橋
と
小
栗
街
道
（
鎌
倉
街
道
）
の
廃
道

　
　

1
─
1
─
1　

小
栗
街
道
と
美
濃
路

　
　

1
─
1
─
2　

美
濃
路
・
枇
杷
島
橋
架
橋
は
い
つ
か
・
慶
長
十
三
年

　
　

1
─
1
─
3　

廃
道
小
栗
街
道

　
　
　

1
─
1
─
3
─
1　

萱
津
東
宿
・
愛
智
郡
萱
津
（
東
）
堀
江

　
　
　

1
─
1
─
3
─
2　

清
須
の
小
栗
街
道
一
里
石

　
　
　

1
─
1
─
3
─
3　

上
中
村
の
小
栗
街
道
と
一
里
塚

　
　
　

1
─
1
─
3
─
4　

下
中
村
・
米
野
の
小
栗
街
道

　
　
　

1
─
1
─
3
─
5　

古
渡
の
小
栗
街
道
・
小
栗
町

　
　
　

1
─
1
─
3
─
6　

東
宿
・
中
村
の
衰
退

　
　
　

1
─
1
─
3
─
7　

主
要
道
整
備

　

1
─
2　

水
路
・
堀
川

2　

縄
張
（
青
写
真
・
基
本
構
想
）

　

2
─
1
慶
長
十
四
年
の
進
行

　

2
─
2
碁
盤
割
と
寺
地

　
　

2
─
2
─
1　

寺
地　
　

2
─
2
─
2　

名
古
屋
越
＝
清
須
越

3　

城
づ
く
り
・
石
を
運
ぶ
・
積
む

　

3
─
1　

築
城
時
の
搬
入
経
路

　
　

3
─
1
─
1　

池
田
輝
政
丁
場
の
竜
山
石
算
木
積
み
隅
角
と
行
合
丁
場

　
　

3
─
1
─
2　

�

御
深
井
丸
→
井
桁
組
「
昇
降
式
」
橋
台
→
大
小
天
守
台
西
側
切

抜

　

3
─
2　

絵
画
資
料
か
ら

　
　

3
─
2
─
1　

石
曳
図
屏
風
（
下
田
昌
男
氏
旧
蔵
・
和
泉
館
所
蔵
）

　
　

3
─
2
─
2　

�

石
切
図
屏
風
（
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
内
松
永
美
術
館
所
蔵
）

　
　

3
─
2
─
3　

石
曳
図
（
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
）

　
　

3
─
2
─
4　

築
城
図
屏
風
（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）

　
　

3
─
2
─
5　

石
曳
蒔
絵
盆
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

　

3
─
3　

石
を
積
む

　
　

3
─
3
─
1　

地
形
と
埋
土

　
　

3
─
3
─
2　

水
敲

　

3
─
4　

石
垣
を
直
す

　
　

3
─
4
─
1　

宝
暦
修
理

　
　

3
─
4
─
2　

文
化
二
年
御
深
井
丸
透
門
西
土
居
お
よ
び
橋
台
修
理 

　
　

3
─
4
─
3　

大
正
十
年
本
丸
西
南
隅
櫓
修
理
写
真
（
宮
内
庁
公
文
書
館
所
蔵
）
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4　

築
城
に
携
わ
る
人

　

4
─
1　

ヒ
ヨ
（
日
用
）

　
　

4
─
1
─
1　

日
用
の
用
例

　
　

4
─
1
─
2　

木
曽
杣
山
の
日
用

　
　

4
─
1
─
3　

元
和
六
年
・
大
坂
城
に
従
事
し
た
日
用

　
　

4
─
1
─
4　

日
用
は
不
可
欠 

　
　

4
─
1
─
5　

名
古
屋
城
の
日
用 

　

4
─
2　

石
屋
頭
・
手
木
者
之
頭
・
穴
太
頭

　
　

4
─
2
─
1
石
屋
頭
（
井
上
長
兵
衛
）

　
　

4
─
2
─
2　

手
木
者
之
頭
（
江
戸
城
美
濃
屋
庄
次
郎
）

　
　

4
─
2
─
3　

穴
生
頭
（
穴
太
大
和
）

5　

天
守
完
成
・
補
遺

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
名
古
屋
城
の
築
城
過
程
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
関
係
史
料
を
整

理
・
検
討
し
て
き
た
。
慶
長
十
四
年
か
ら
十
七
年
天
守
が
建
つ
ま
で
を
本
紀
要
1
〜

4
号
、
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
に
て
概
略
を
素
描
し
た
け
れ
ど
、
未
整
理
も
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
不
十
分
だ
っ
た
解
釈
、
執
筆
後
に
気
が
つ
い
た
事
実
・
史
料
を
補
填

し
た
い
。

1　

町
づ
く
り
・
陸
路
と
水
路

　

巨
大
城
郭
で
は
、
権
力
の
強
大
さ
を
印
象
付
け
る
逸
話
が
作
ら
れ
や
す
い
。
名
古

屋
城
で
は
慶
長
十
五
年
春
に
着
手
し
、
そ
の
年
九
月
に
完
成
と
さ
れ
た
時
期
が
長
く

あ
っ
た
。
半
年
ほ
ど
で
完
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
旧
版
『
名
古
屋
市
史
』
『
大

日
本
史
料
』
）
。
中
村
栄
孝
『
清
洲
城
と
名
古
屋
城
』（
昭
和
四
六
・
一
九
七
一
）
も
「
翌

年
（
慶
長
十
五
年
）
、
は
や
く
も
名
古
屋
城
の
築
造
が
一
段
落
を
つ
げ
た
」
と
す
る
。

天
守
に
つ
い
て
も
完
成
は
十
七
年
の
年
末
な
の
に
、
こ
れ
ま
で
は
十
六
年
三
月
に
三

重
目
ま
で
は
で
き
て
い
た
と
す
る
城
戸
久
説
が
定
説
で
あ
っ
た
。
十
五
年
九
月
も

十
六
年
三
月
も
い
ま
だ
工
事
の
真
最
中
で
あ
っ
て
、
建
物
は
ほ
と
ん
ど
建
っ
て
い
な

い
。

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
肥
前
国
名
護
屋
城
の
場
合
を
見
て
も
、
唐
入
り
指
示
の
の
ち
直

ち
に
工
事
が
開
始
さ
れ
、
ま
も
な
く
完
成
し
た
、
と
さ
れ
て
い
た
。
名
護
屋
で
の
城

づ
く
り
の
意
向
が
大
名
に
指
示
さ
れ
た
の
は
天
正
十
九
（
一
五
八
三
）
年
八
月
（
相

良
文
書
）
、
斧
初
め
は
同
年
十
月
（
黒
田
家
譜
）
と
さ
れ
る
が
、
城
内
か
ら
出
土
し

た
文
字
瓦
に
は
「
天
正
十
八
年
五
月
吉
日
」
お
よ
び
「
天
王
寺
」
の
文
字
が
あ
っ
た

か
ら
、
準
備
は
前
か
ら
広
域
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

1
─
1　

枇
杷
島
橋
架
橋
と
小
栗
街
道
（
鎌
倉
街
道
）
の
廃
道

　
　

1
─
1
─
1　

小
栗
街
道
と
美
濃
路

　

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
閏
四
月
、
七
歳
の
徳
川
義
利
（
義
直
）
を
藩
主
と
す

る
新
尾
張
・
清
須
藩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
徳
川
家
康
は
い
つ
名
古
屋
城
へ
の
移
転
を

構
想
し
た
の
だ
ろ
う
。
十
四
年
正
月
に
家
康
は
義
利
（
以
下
義
直
と
す
る
）
と
清
須

に
入
城
し
た
。
こ
の
日
が
築
城
の
開
始
と
受
け
取
ら
れ
て
き
た
。
親
子
で
の
国
入
記

事
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
名
古
屋
城
に
言
及
し
た
史
料
は
『
編
年
大
略
』（
江
戸
前
期
）

『
蓬
左
遷
府
記
稿
』（
一
八
一
七
）
で
「
名
護
屋
御
城
経
営
御
指
図
被
仰
付
」
と
あ
る
。

尾
張
在
国
中
に
名
古
屋
城
築
城
の
進
行
に
関
し
て
直
接
指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
と
は
な
い
。
旧
名
古
屋
城
（
那
古
野
城
）

お
よ
び
清
須
城
と
い
う
二
つ
の
巨
大
な
城
下
町
の
移
転
を
前
に
し
て
、
わ
ず
か
一
年
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前
の
開
始
宣
言
は
い
か
に
も
遅
す
ぎ
て
唐
突
で
あ
る
。
実
際
に
吉
川
文
書
中
の
（
慶

長
十
三
年
）
七
月
廿
三
日　

益
田
玄
祥
書
状
（
二
ー
九
八
〇
）
中
に
は

　

来
年
ハ
尾
州
清
洲
之
御
ふ
し
ん
之
由
候
、
な
こ
や
と
申
へ
御
と
り
易
候
す
る
な

と
ゝ
申
候

と
あ
っ
て
、
諸
国
大
名
は
そ
の
半
年
前
か
ら
名
古
屋
新
城
の
築
城
と
清
須
か
ら
の
移

転
を
知
っ
て
お
り
、
十
四
年
に
は
工
事
が
開
始
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
。
尾

張
藩
で
は
早
く
松
平
忠
吉
の
時
代
に
は
調
査
を
行
な
っ
て
い
て
、
慶
長
十
二
年
か
ら

の
義
利
（
義
直
）
の
時
代
、
つ
ま
り
は
家
康
の
直
轄
領
に
な
っ
て
実
質
的
な
準
備
が

始
ま
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
第
一
が
陸
路
の
変
更
、
す
な
わ
ち
萱

津
経
由
で
あ
っ
た
京
鎌
倉
街
道
を
廃
止
し
て
名
古
屋
に
迂
回
さ
せ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、

美
濃
路
の
整
備
＝
枇
杷
島
橋
架
橋
で
、
慶
長
十
三
年
以
前
の
開
始
と
考
え
る
。

　

京
か
ら
東
国
へ
の
大
動
脈
は
源
頼
朝
・
宗
尊
親
王
・
足
利
義
教
ら
が
通
行
し
た
中

世
「
東
海
道
」
で
あ
る
。
古
代
の
美
濃
は
東
山
道
に
属
し
、
尾
張
は
東
海
道
に
属
し
、

両
国
府
を
結
ぶ
駅
馬
は
、
当
初
な
か
っ
た
は
ず
だ
け
れ
ど
（
『
延
喜
兵
部
式
』
）
、
承

和
二
年
（
八
三
五
）
の
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
格
』
）
で
は
墨
俣
・
草
津
（
萱
津
）

の
（
公
用
）
渡
船
増
加
を
命
じ
て
お
り
、
官
道
で
あ
っ
た
。
守
護
所
の
下
津
を
通
過

し
、
清
須
も
通
る
。
清
須
の
繁
栄
は
こ
の
道
と
五
条
川
水
運
の
交
点
に
位
置
す
る
こ

と
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
名
古
屋
は
そ
の
利
点
を
継
承
で
き
る
の
か
。

　

こ
の
京
鎌
倉
街
道
（
京
江
戸
街
道
、
頼
朝
の
道
）
は
い
つ
し
か
小オ

栗グ
リ

街
道
と
呼
ば

れ
た
。
清
須
五
条
橋
と
熱
田
宮
を
結
ぶ
小
栗
街
道
は
美
濃
路
・
名
古
屋
・
本
町
経
由

よ
り
も
直
線
に
近
く
、
図
上
計
測
で
十
三
・
三
キ
ロ
、
一
方
美
濃
路
は
十
四
・
三
キ
ロ

で
迂
回
し
て
お
り
、
徒
歩
一
五
分
ほ
ど
余
分
に
か
か
る
。
小
栗
街
道
を
急
ぎ
い
く
人

に
は
遠
回
り
だ
っ
た
。

　

小
栗
街
道
の
呼
称
は
架
空
の
人
物
、
小
栗
判
官
に
由
来
す
る
。
説
経
節
の
小
栗
は
、

毒
殺
さ
れ
一
旦
は
土
中
に
埋
め
ら
れ
る
。
蘇
生
し
半
ば
体
が
腐
っ
て
い
た
が
、
恋
人

で
あ
り
な
が
ら
小
栗
と
気
づ
か
ぬ
遊
女
照
手
に
車
で
曳
か
れ
、
東
国
か
ら
熊
野
湯
の

峰
に
向
か
う
。
小
栗
は
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
（
「
癩
」
者
）
の
姿
が
仮
託
さ
れ
た
も
の
、

架
空
で
あ
っ
て
も
小
栗
街
道
と
い
う
名
前
が
定
着
す
る
ほ
ど
で
、
語
り
手
た
ち
の
活

動
と
聞
き
手
の
共
感
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
回
想
の
道
を
思
わ
せ
る
。

　

小
栗
街
道
は
清
須
を
南
下
し
、
萱
津
に
て
五
条
川
・
庄
内
川
合
流
地
点
を
渡
河
し
、

東
宿
（
稲
葉
地
）
・
中
村
よ
り
古
渡
を
へ
て
、
宮
（
熱
田
）
に
出
る
。
名
古
屋
移
転

が
浮
上
し
た
時
に
、
課
題
と
な
っ
た
の
は
こ
の
大
動
脈
を
い
か
に
名
古
屋
の
城
下
に

引
き
入
れ
る
か
、
だ
っ
た
。
清
須
が
受
容
し
て
き
た
恩
恵
、
新
名
古
屋
に
も
同
じ
条

件
を
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
を
与
え
な
け
れ
ば
、
引
越
し
す
る
も
の
は
い
な
い
。
軍
事

的
に
も
、
敵
の
大
軍
が
名
古
屋
を
迂
回
し
通
過
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

為
政
者
は
小
栗
街
道
廃
止
、
そ
し
て
美
濃
路
の
み
の
一
本
化
を
決
定
し
た
。
美
濃

路
は
新
道
で
は
な
く
既
設
で
、
庄
内
川
に
渡
し
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
枇
杷
島
橋
を
架

橋
す
る
。
萱
津
に
も
橋
は
な
く
渡
船
で
あ
る
。
枇
杷
島
橋
を
自
由
通
行
で
き
れ
ば
、

時
間
は
短
縮
で
き
、
小
栗
道
に
負
け
な
い
。
旅
人
は
自
ず
と
美
濃
路
に
歩
み
を
進
め

よ
う
。
牛
馬
・
荷
車
も
使
え
る
。
夢
の
企
画
を
実
現
さ
せ
る
。
来
る
名
古
屋
越
・
清

須
越
に
も
大
量
の
人
と
物
資
の
移
動
に
貢
献
す
る
。
枇
杷
島
橋
は
甘
い
勧
誘
策
だ
が
、

小
栗
街
道
の
廃
道
は
問
答
無
用
で
、
い
わ
ば
オ
ー
ル
オ
ア
ナ
ッ
シ
ン
グ
だ
っ
た
。

　
　

1
─
1
─
2　

美
濃
路
・
枇
杷
島
橋
架
橋
は
い
つ
か
・
慶
長
十
三
年

　

庄
内
川
枇
杷
島
橋
は
い
つ
架
橋
さ
れ
た
の
か
。

　

枇
杷
島
橋
架
橋
に
つ
い
て
は
天
野
信
景
『
塩
尻
』
（
信
景
は
享
保
十
八
年
・

一
七
三
三
没
）
に
記
述
が
あ
り
、
『
張
州
府
志
』
も
『
尾
張
徇
行
記
』
も
、
そ
れ
を

受
け
て
ま
た
『
西
枇
杷
島
町
史
』
も
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
架
橋
と
結
論
し
た 

（
『
町
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史
』
監
修
者
中
村
栄
孝
、
執
筆
者
小
島
広
次
）
。
辞
典
類
が
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
て

定
説
化
し
た
（
W
E
B

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
＝
『
愛
知
県
の
地
名
』
）
。
し
か
し
清

須
越
終
了
後
で
は
、
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
よ
う
。
今
回
筆
者
は
枇
杷
島
橋
々
守
の
家
に

伝
わ
っ
た
、
野
口
市
兵
衛
文
書
（
現
在
は
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
を
閲
覧
で
き
た
。

『
塩
尻
』
が
元
和
八
年
と
断
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
活
字
本
へ
の
翻
刻

の
際
に
誤
植
が
あ
り
、
そ
れ
に
起
因
す
る
誤
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

『
日
本
随
筆
大
成
』
塩
尻

　

枇
杷
島
橋
（
中
略
）
、
元
和
八
年
癸
亥
村
民
に
掃
除
の
料
を
賜
ふ
。
此
時
新
橋
を

営
し
給
へ
る
が0

、
酒
井
文
助
・
河
野
庄
助
・
藤
田
忠
左
衛
門
、
永
田
清
左
衛
門
等
立

合
て
、
下
小
田
井
村
の
内
古
堤
古
道
を
以
て
為
料
地
云
々
＊

　

＊�

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
、
昭
和
五
年
版
・
巻
九
、
五
九
四
頁
、
新
装
版
昭

和
五
二
年
版
・
第
三
期
14
〈
2
〉
二
二
〇
頁
。
塩
尻
元
本
は
「
巻
之
三
十
五
」「
巻

之
三
十
五
宝
永
」
）

　

『
日
本
随
筆
大
成
』
の
刊
行
（
昭
和
二
年
・
一
九
二
七
〜
）
以
前
に
、
『
塩
尻
』
（
原

本
な
い
し
元
本
）
を
筆
写
し
た
も
の
が
二
点
あ
り
、
一
点
は
『
敬
公
実
録
』
、
一
点

は
野
口
文
書
で
、
両
者
と
も
に
該
当
箇
所
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
新
橋
を
営
し

給
へ
る
歟0

」
で
、「
が
」
で
は
な
か
っ
た
。
歟
は
濁
音
に
は
な
ら
な
い
。
『
随
筆
大
成
』

が
清
音
「
か
」
を
濁
音
「
が
」
と
し
た
。
推
定
の
「
か
」
が
断
定
の
「
が
」
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
『
町
史
』
は
元
和
八
年
完
成
を
大
前
提
と
し
、
先
入
観
を
も
っ
て
史

料
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
元
和
八
年
架
橋
で
あ
る
と
天
野
信
景
は
「
推
定
」
し

た
が
、
確
か
な
根
拠
に
基
づ
く
断
定
で
は
な
か
っ
た
。
『
西
枇
杷
島
町
史
』
は
「
由

緒
之
覚
」
や
『
塩
尻
』
に
依
っ
た
と
し
て
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
年
十
月
大

坂
冬
陣
に
、
徳
川
家
康
が
時
の
御
道
奉
行
川
野
藤
左
衛
門
に
架
橋
を
い
い
の
こ
し
、

そ
れ
が
徳
川
義
直
に
伝
わ
り
、
八
年
後
、
元
和
八
年
の
架
橋
を
み
た
と
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
「
由
緒
之
覚
」
に
も
架
橋
の
記
述
は
な
い
。
元
禄
三
年
辰
の
十
二
月　

日

枇
杷
島
留
帳
が
収
録
す
る
元
和
八
年
戌
之
十
一
月
廿
三
日
検
地
帳
（
古
堤
諸
改
、

5
0
1

─
35
─
3
お
よ
び
同
4
）
に
、「
小
多

（
田
）

井
村
古
堤
新
堤
土
取
跡
橋
詰
検
地
帳
」

「
ひ
わ
島
橋
々
掃
除
仕
候
」
と
あ
る
。
す
で
に
複
数
、
橋
の
記
述
が
あ
り
、
元
和
八

年
以
前
か
ら
橋
が
あ
っ
た
。
野
口
市
兵
衛
家
文
書
は
享
保
九
年
以
前
大
火
が
あ
っ
た

と
し
て
お
り
、
家
蔵
文
書
は
当
時
の
文
書
原
本
で
は
な
い
が
、
多
く
の
記
録
が
書
き

写
さ
れ
て
い
る
。
八
代
目
の
野
口
梅
居
は
『
尾
張
名
所
図
会
』
の
作
者
だ
か
ら
、
各

種
資
料
を
収
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

留
帳
（
市
博
31
─
4
）
収
録
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
戌
之
三
月
覚
書
、
あ
る

い
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
橋
掛
け
替
え
に
際
し
、
お
尋
ね
へ
の
回
答
ほ
か
に
よ

れ
ば
「
枇
杷
島
西
町
並
は
先
年
に
は
家
一
軒
も
な
か
っ
た
。
九
右
衛
門
と
市
兵
衛
が

橋
詰
近
所
に
罷
り
出
た
。
権
現
様
（
家
康
）
お
通
り
の
際
、
こ
の
家
を
ご
覧
に
な
っ

て
、
好
い
家
で
あ
る
、
往
還
の
者
ま
た
橋
の
用
心
に
も
な
る
。
こ
の
先
、
家
数
も
増

す
だ
ろ
う
。
右
の
者
ど
も
に
地
方
を
く
れ
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
橋
詰
で
お
目
見
え

し
て
い
た
御
道
奉
行
河
野
（
川
野
）
藤
左
衛
門
よ
り
「
畑
方
壱
石
九
斗
」
の
御
除
地

を
得
た
。

　

右
記
の
留
帳
に

枇
杷
島
橋　

大
長
六
十
九
間　

小
長
廿
九
間　

高
壱
石
九
斗
六
升　

下
小
田
井
村　

此
田
畑
四
反
八
畝
拾
八
歩

と
あ
っ
て
、こ
れ
は
枇
杷
島
橋
掃
除
給
高
と
し
て
「
御
前
帳
」
に
載
る
、と
あ
る
（
「
御

前
帳
」
の
前
は
一
字
が
空
き
、
闕
字
で
の
敬
語
表
現
）
。
「
備
前
之
高
、
取
米
帳
面
」

に
も
「
下
小
田
井
新
田
石
之
高
に
枇
杷
島
橋
掃
除
給
」
と
あ
っ
た
、
と
し
て
「
枇
杷

島
橋
は
慶
長
十
三
申
年
出
来
歟
」
と
す
る
。
ま
た
末
尾
に
「
右
者
、
文
政
二
己
卯
年

五
月
十
三
日
両
橋
出
来
之
年
暦
、
往
還
方
御
役
所
よ
り
御
尋
ニ
付
旧
記
、
略
而
書
上
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ル
」
と
し
て
あ
る
か
ら
、
御
前
帳
・
備
前
検
地
（
慶
長
十
三
年
・
伊
奈
忠
次
検
地
）

を
根
拠
と
し
、
往
還
方
御
役
所
に
回
答
し
た
公
式
見
解
で
あ
っ
た
。

　

「
備
前
検
除
」
と
い
う
記
述
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
今
日
、

こ
の
地
域
に
関
わ
る
御
前
帳
・
備
前
（
伊
奈
忠
次
）
検
地
帳
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

当
時
は
近
く
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
に
は
「
枇
杷
島
橋
掃
除
給
」
と
記
述
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

＊�

た
だ
し
記
事
に
は
「
此
記
正
シ
カ
ラ
ズ
ト
心
得
ベ
シ
」
と
後
世
人
が
異
筆
で
加
筆

し
て
い
る
。
続
い
て
「
先
年
船
渡
シ
舟
頭
給
廿
三
石
二
斗
八
升
四
合
、
稲
生
舟
頭

給
廿
石
六
斗
六
升
が
、
備
前
除
き
の
証
文
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
橋
が
で
き
た
の
で

所
務
高
に
な
っ
た
」
と
記
事
が
続
く
。
こ
の
船
渡
し
船
頭
給
記
事
に
つ
い
て
も
、

朱
筆
に
て
「
此
事
は
書
ず
と
も
よ
ろ
し
」
と
注
記
が
あ
る
。
朱
筆
を
含
む
加
筆
が

可
能
な
の
は
所
有
者
・
収
集
者
で
、
朱
筆
に
は
「
我
市
兵
衛
」
「
我
が
親
弥
七
」
「
叔

父
権
兵
衛
倅
多
作
」
「
文
化
八
年
」
「
柴
山
百
助
」
と
あ
る
。

　

慶
長
架
橋
後
も
従
前
の
船
頭
が
、
権
益
継
承
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
想
定
さ
れ

る
。
初
期
に
は
直
ち
に
野
口
家
が
橋
守
の
地
位
に
つ
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
野
口
家
に
初
め
て
船
頭
給
が
付
与
さ
れ
た
の
が
元
和
八
年
で
、
以
前
は
別
の

家
が
橋
守
給
を
得
た
。
そ
れ
を
不
都
合
に
思
う
人
物
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
か
ら
元
和
八
年
に
は
野
口
家
の
先
祖
が
す
で
に
枇
杷
島
橋
「
御
橋
守
掃
除
給
」

を
得
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
も
前
、
徳
川
家
康
の
「
お
通
り
」
以
前
か
ら
橋
は
あ
っ
た
。

慶
長
十
四
年
、
十
六
年
、
十
九
年
、
二
十
年
（
元
和
元
）
年
が
お
通
り
の
あ
っ
た
候

補
に
な
る
が
、
次
に
述
べ
る
慶
長
十
五
年
堀
川
掘
削
時
に
小
栗
街
道
（
萱
津
道
、
中

世
東
海
道
）
の
架
橋
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
小
栗
街
道
廃
止
決
定
を
そ
れ
以

前
と
推
定
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
清
須
越
に
対
す
る
投
資
効
果
を
考
え
る
な
ら
、「
お

通
り
」
の
年
は
十
四
年
義
直
同
行
の
清
須
入
り
で
あ
り
、
そ
の
時
す
で
に
あ
っ
た
橋

は
十
三
年
頃
の
架
橋
と
な
る
（
な
お
「
お
通
り
」
を
「
入
洛
」
と
す
る
史
料
も
あ
る

が
、
初
期
史
料
で
は
「
お
通
り
」
の
み
）
。
先
に
見
た
往
還
方
御
役
所
へ
の
回
答
、「
慶

長
十
三
年
に
出
来
歟
」
と
す
る
史
料
の
記
述
に
合
致
す
る
。
さ
ら
に
は
名
古
屋
越
・

清
須
越
直
前
と
い
う
大
状
況
に
合
う
。
橋
守
は
い
た
が
、
美
濃
路
優
遇
策
だ
か
ら
橋

賃
は
無
料
と
し
た
だ
ろ
う
。
元
和
の
検
地
対
象
、
「
小
田
井
村
古
堤
新
堤
土
取
跡
」

の
堤
は
名
古
屋
側
（
左
岸
）
堤
防
用
の
土
を
取
っ
た
の
か
、
小
田
井
側
に
堤
が
あ
っ

た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
土
を
取
っ
た
か
ら
開
田
で
き
た
。
古
堤
新
堤
は
『
徇
行
記
』

に
も
日
比
津
稲
葉
地
古
堤
新
田
の
よ
う
に
散
見
さ
れ
る
。

＊�

な
お
『
西
枇
杷
島
町
史
』
は
車
止
橋
だ
っ
た
と
し
て
、
車
が
通
行
で
き
な
か
っ
た

と
す
る
が
、
「
鬼
カ
ミ
（
鬼
神
か
）
、
ま
た
シ
ユ
ラ
な
ど
と
唱
え
る
重
荷
は
あ
い
な

ら
ず
」
と
あ
る
。
異
常
に
重
い
も
の
を
運
搬
す
る
車
は
通
行
で
き
な
か
っ
た
だ
け

で
、
通
常
の
大
八
車
は
通
行
可
能
で
あ
る
（
稲
生
の
船
頭
給
廃
止
は
岩
倉
街
道
が

枇
杷
島
橋
を
渡
り
、
中
小
田
井
宿
を
経
由
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
『
尾
張
名

所
図
会
』
で
は
稲
生
は
渡
船
）
。

　

枇
杷
島
橋
の
規
模
は
塩
尻
で
は
「
長
百
廿
間
東
大
橋
六
十
九
間
中
島
十
二
間
西
小

橋
三
十
九
間
」
で
、
時
代
に
よ
っ
て
若
干
の
差
が
あ
り
、
大
橋
七
十
二
間
と
も
あ
る
。

五
条
川
・
五
条
橋
の
欄
干
擬
宝
珠
に
は
慶
長
七
年
と
あ
っ
た
。「
美
濃
路
宿
村
大
概
（
た

い
が
い
・
あ
ら
ま
し
）
帳
」
で
は
長
さ
二
十
四
間
だ
か
ら
、
枇
杷
島
橋
は
小
橋
で
さ

え
五
条
橋
の
一
、
五
倍
、
大
橋
で
は
三
倍
の
長
さ
が
あ
っ
た
。

　

寛
文
村
々
覚
書
の
下
小
田
井
村
、
枇
杷
島
村
（
と
も
に
春
日
井
郡
）
に
よ
れ
ば
、

管
理
は
枇
杷
島
村
と
下
小
田
井
村
で
西
半
分
は
下
小
田
井
村
立
会
、
小
田
井
村
記
事

に
「
橋
懸
候
時
、
小
田
井
三
郷
よ
り
船
橋
の
手
伝
い
人
足
出
す
」
、
枇
杷
島
村
記
事

に
「
大
橋
懸
ケ
直
し
之
時
、
船
橋
懸
ル
。
其
節
、
舟
の
あ
か
取
り
人
足
出
す
」
と
あ
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る
か
ら
、
架
橋
後
も
修
理
や
流
失
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
、
大
名
通
過
な
ど
が
あ
れ
ば
、

船
橋
で
繋
い
だ
。
船
橋
は
臨
時
で
、
恒
常
性
は
な
い
。
「
水
出
ニ
お
も
り
石
置
候
事
」

と
も
あ
り
、
大
雨
に
左
岸
で
は
五
村
か
ら
、
右
岸
も
お
そ
ら
く
三
郷
か
ら
保
守
の
人

足
を
出
し
た
。
小
橋
を
元
和
八
年
架
橋
と
す
る
記
事
も
あ
っ
て(

右
記
留
帳)

、
木

の
橋
は
永
久
橋
で
は
な
か
っ
た
。
洪
水
が
あ
れ
ば
流
さ
れ
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
。
慶

長
十
三
年
架
橋
の
枇
杷
島
橋
が
、
元
和
八
年
ご
ろ
に
再
度
架
橋
さ
れ
た
事
は
考
え
ら

れ
る
が
、
初
代
の
橋
で
は
な
い
。
架
橋
の
技
術
は
す
で
に
存
在
し
た
が
、
橋
は
流
失

す
る
。
架
橋
に
よ
る
経
済
効
果
と
維
持
を
含
め
た
投
資
効
果
を
測
る
。
清
須
移
転
に

橋
は
不
可
欠
だ
っ
た
。

　

枇
杷
島
橋
架
橋
な
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
こ
そ
、
慶
長
十
三
年
、
名
古
屋
移

転
宣
言
そ
の
も
の
で
、
清
須
の
人
々
は
尾
張
藩
の
本
気
度
を
認
識
し
、
準
備
を
開
始

し
た
。

　
　

1
─
1
─
3　

廃
道
小
栗
街
道

　
　
　

1
─
1
─
3
─
1　

萱
津
東
宿
・
愛
智
郡
萱
津
（
東
）
堀
江

　

中
世
東
海
道
＝
鎌
倉
街
道
・
小
栗
街
道
（
小
栗
海
道
）
の
沿
革
は
『
新
川
町
史
』

資
料
編
所
収
の
中
世
資
料
に
詳
し
い
（
2
、
13
、
19
〜
29
）
。
以
下
で
は
そ
の
道
の

過
去
の
繁
栄
と
道
筋
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
萱
津
は
『
東
院
毎
日
雑
々
記
』
『
覧
富

士
記
』
、
い
ず
れ
も
「
か
い
つ
」
と
表
記
し
て
お
り
、
当
地
で
は
「
き
ゃ
ー
づ
」
と

い
う
。
『
東
関
紀
行
』
は
「
萱
津
の
東
宿
」
の
市
日
の
雑
踏
を
叙
述
し
て
い
る
が
、「
東

宿
」
と
明
記
す
る
。
川
を
前
に
し
て
、
渡
船
前
後
の
宿
泊
が
多
か
っ
た
し
、
川
留
め

も
あ
る
か
ら
、
両
岸
、
東
宿
（
愛
知
郡
）
・
西
宿
（
海
東
郡
）
が
あ
っ
て
、
と
も
に

栄
え
た
。
萱
津
東
宿
は
明
治
期
小
字
の
（
稲
葉
地
）
「
東
宿
」
「
宿
跡
」
が
旧
地
で
、

現
在
の
東
宿
町
・
宿
跡
町
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
上
萱
津
（
あ
ま
市
・
海
東
郡
）
の
北
側
に
新
川
町
西
堀
江
（
清
須
市
）
が
あ

る
が
、
新
長
谷
寺
定
光
院
に
関
わ
る
「
北
野
社
経
王
堂
一
切
経
奥
書
」
お
よ
び
「
林

松
院
文
庫
」
に
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）「
尾
張
国
愛
智
郡
萱
津
堀
江
定
光
院
」
、

同
三
十
三
年
「
尾
州
愛
智
郡
東
堀
江
新
長
谷
寺
」
と
あ
っ
て
、
庄
内
川
右
岸
・
海
東

（
海
部
）
郡
の
み
で
は
な
く
、
左
岸
の
愛
知
郡
に
も
萱
津
堀
江
・
東
堀
江
、
つ
ま
り

庄
内
川
の
東
西
に
萱
津
も
堀
江
も
あ
っ
て

（
（
（

、
そ
こ
に
は
子
院
を
持
つ
枢
要
寺
院
が

あ
っ
た
。

　
　
　

1
─
1
─
3
─
2　

清
須
の
小
栗
街
道
一
里
石

　

小
栗
街
道
は
清
須
に
て
も
近
世
美
濃
路
と
は
道
筋
が
異
な
っ
て
い
た
。
Ａ
岩
瀬
文

庫
所
蔵
清
須
城
図
お
よ
び
Ｂ
『
尾
張
史
・
付
図
』
の
清
須
図
に
は
小
栗
街
道
が
示
さ

れ
て
い
る
。
Ａ
で
は
美
濃
路
に
並
行
し
て
い
た
内
堀
跡
が
破
線
で
示
さ
れ
、
そ
れ
が

土
居
通
と
交
差
す
る
わ
ず
か
北
側
に
小
栗
街
道
一
里
石
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
南
下
し

て
西
市
場
近
く
に
再
び
「
小
栗
街
道
」
と
あ
る
。
西
市
場
は
小
栗
街
道
の
道
筋
に
、

ま
た
北
市
場
は
美
濃
路
の
道
筋
に
立
地
し
た
（
鈴
木
正
貴
「
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
清
洲

図
」
に
つ
い
て
」・
二
〇
二
三
）
。
Ｂ
は
や
や
簡
略
（
小
田
切
春
江
製
作
蓬
左
文
庫
藏
、

『
尾
張
の
古
絵
図
』
清
須
）
で
、
林
良
幹
『
清
須
城
懐
古
録
』
（
昭
和
一
八
年
）
に
も

清
須
の
小
栗
街
道
の
道
筋
が
記
さ
れ
る
（
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
及
び
図
1
）
。

　
　
　

1
─
1
─
3
─
3　

上
中
村
の
小
栗
街
道
と
一
里
塚

　

萱
津
東
宿
の
東
に
隣
接
す
る
の
が
中
村
（
上
中
村
）
で
弘
化
三
年
・
中
村
絵
図
（
徳

川
黎
明
会
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
、
『
尾
張
国
町
村
絵
図
、
名
古
屋
市
域
編
』

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
）
に
「
一
里
塚　

九
ト
」
が
描
か
れ
る
。
『
尾
張
地
名
考
』

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
「
此
村
（
稲
葉
地
村
）
よ
り
巽
へ
斜
め
に
古
渡
村
ま
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で
昔
の
鎌
倉
街
道
の
跡
、
畔
の
ご
と
く
に
残
れ
り
。
土
民
は
小
栗
街
道
と
い
ふ
な
り
。

上
の
中
村
の
東
に
旧
の
一
里
塚
あ
り
。
そ
の
辺
の
畔
名
（
あ
ぜ
な
）
を
一
里
山
と
呼

ぶ
」
と
あ
る
（
津
田
正
生
、
昭
和
四
五
年
復
刻
版
、
四
四
頁
。
清
須
一
里
石
か
ら

5
、
6
キ
ロ
ほ
ど
、
渡
し
船
の
区
間
は
一
里
か
ら
除
か
れ
た
）
。
一
里
塚
の
横
に
隣

接
し
て
赤
茶
色
く
塗
ら
れ
た
細
長
い
一
筆
が
あ
る
。
凡
例
で
は
こ
の
赤
茶
色
は
「
新

田
」
で
あ
る
し
、
「
御
蔵
入
新
田
」
と
注
記
さ
れ
、
面
積
の
記
載
は
な
い
。
一
里
塚

に
沿
う
主
要
道
・
萱
津
道
＝
小
栗
街
道
に
ち
が
い
な
い
が
、
御
蔵
入
地
と
な
っ
て
開

田
さ
れ
、
一
里
塚
山
の
み
残
さ
れ
、
古
道
は
消
え
て
い
た
（
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
）
。

　
　
　

1
─
1
─
3
─
4　

下
中
村
・
米
野
の
小
栗
街
道

　

こ
の
細
長
く
帯
状
に
続
く
「
御
蔵
入
新
田
」
は
下
中
村
に
も
続
い
て
お
り
、
凡
例

に
「
如
此
田
」と
あ
る
通
り
白
抜
き
で
、「
御

蔵
入
新
田
」
と
注
記
さ
れ
る
。
細
長
く
並

行
し
て
黄
色
が
塗
ら
れ
た
一
筆
が
あ
り
、

こ
の
色
は
凡
例
で
「
如
此
道
」
だ
っ
た
。

こ
の
極
細
の
道
筋
は
上
中
村
・
下
中
村
よ

り
続
い
て
米
野
村
に
入
り
、
米
野
村
絵
図

で
は
「
一
名
小
栗
海
道
・
古
海
道
」
と
注

記
さ
れ
、
「
此
色
往
還
并
他
村
道
」
と
あ

る
黄
色
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
北
側
に

は
鶯
色
（
「
此
色
御
新
田
」
）
が
塗
ら
れ
る

田
三
筆
が
、
南
側
に
も
同
じ
く
一
筆
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
「
古
」（
＝
古
新
田
）
だ
っ

た
。
そ
の
東
に
て
、
小
栗
海
道
は
わ
ず
か

な
距
離
の
み
幅
員
の
広
い
柳
海
道
筋
に
い
っ
た
ん
入
っ
て
、
さ
ら
に
南
下
、
並
行
移

動
し
た
形
で
直
線
の
道
筋
が
笈
瀬
川
に
向
か
う
。
こ
こ
で
も
北
側
に
二
筆
、
南
側
に

五
筆
が
鶯
色
に
塗
ら
れ
、「
古
」
と
注
記
が
あ
る
。
北
側
に
は
米
野
用
水
（
米
野
井
筋
）

が
並
行
し
、
道
筋
の
南
に
は
塩
田
・
ふ
け
、
と
い
う
字
名
が
あ
っ
て
、
海
岸
砂
丘
の

後
背
湿
地
だ
っ
た
（
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
）
。

　
　
　

1
─
1
─
3
─
5　

古
渡
の
小
栗
街
道
・
小
栗
町

　

笈
瀬
川
か
ら
東
に
は
昭
和
九
年
か
ら
四
十
八
年
ま
で
小
栗
通
と
い
う
町
名
が
あ
っ

た
が
、
今
は
な
い
。
露
橋
村
の
わ
ず
か
な
一
部
、
つ
い
で
五
女
子
村
を
経
て
古
渡
村

に
至
る
は
ず
だ
が
道
筋
は
不
明
。

　

反
対
に
古
渡
か
ら
西
を
見
る
。
『
尾
張
名
所
図
会
』
古
渡
山
王
稲
荷
社
前
に
「
小

栗
街
道
」
と
表
題
に
あ
っ
て
、
『
尾
府
全
図
』
（
『
名
古
屋
市
史
』
九
巻
・
地
図
）
で

は
山
王
稲
荷
と
犬
見
堂
（
東
林
寺
）
間
の
細
道
に
「
山
王
ヨ
コ
丁　

小
栗
丁
ト
モ
」

と
あ
る
。
こ
の
道
は
西
に
向
か
っ
て
行
く
と
、
堀
川
・
日
置
橋
と
古
渡
橋
の
中
間
に

出
て
橋
が
な
い
。
慶
長
十
五
年
の
堀
川
掘
削
時
に
架
橋
さ
れ
な
か
っ
た
。
主
要
道
と

は
み
な
さ
れ
ず
、
街
道
生
命
が
絶
た
れ
た
。
古
渡
寺
町
の
短
い
道
の
み
は
廃
絶
不
可

能
で
、
小
栗
町
（
小
栗
街
道
）
と
し
て
記
憶
さ
れ
た
。
下
流
尾
頭
橋
の
佐
屋
街
道
は

両
側
に
並
木
を
備
え
た
本
街
道
で
、
比
す
べ
く
も
な
い
。

　

慶
長
十
五
年
前
後
、
名
古
屋
の
町
づ
く
り
は
進
行
中
だ
っ
た
。
明
治
二
万
分
の
一

図
で
も
、
小
栗
街
道
ら
し
き
道
は
な
く
、
一
見
、
道
ら
し
い
直
線
は
見
え
て
も
、「
畔

の
ご
と
く
に
残
れ
り
」
と
あ
る
通
り
、
用
水
路
の
側
道
・
畦
道
で
あ
っ
て
、
幅
員
を

持
ち
荷
車
の
す
れ
違
い
が
可
能
な
街
道
で
は
な
か
っ
た
。

1　�岩瀬文庫所蔵清須城図（鈴木 2023）より
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1
─
1
─
3
─
6　

東
宿
・
中
村
の
衰
退

　

萱
津
東
宿
の
渡
守
は
村
を
離
れ
、
裕
福
だ
っ
た
宿
主
は
名
古
屋
に
移
転
す
る
ほ
か

な
か
っ
た
。
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
「
六
百
番
歌
合
」
の
「
寄
遊
女
恋
」
に
「
か

や
つ
の
原
」
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
「
春
能
深
山
路
」
萱
津
記
事
に
も
あ
る
よ
う

に
、
萱
津
に
は
多
数
の
遊
女
も
い
て
猥
雑
で
も
あ
っ
た
。
稲
葉
地
村
絵
図
（
前
掲
『
尾

張
国
町
村
絵
図
』
）
に
は
字
外
裏
に
女
郎
塚
一
筆
（
七
畝
十
歩
）
が
あ
る
。
庄
内
川

左
岸
、
萱
津
東
宿
は
急
速
に
廃
れ
、
独
立
村
で
も
な
く
、
稲
葉
地
村
の
支
邑
東
宿
と

な
っ
た
。
『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
「
昔
時
萱
津
宿
ツ
ゝ
キ
也
」
「
元
萱
津
村
ノ
地
ナ
ル

カ
」
と
し
、
十
六
軒
屋
敷
、
元
町
の
地
名
を
あ
げ
、
女
郎
墓
と
小
栗
街
道
を
説
明
し

て
い
る
。
津
島
へ
の
道
（
藤
堂
街
道
）
が
近
く
を
通
る
西
宿
・
海
東
郡
萱
津
に
は
ま

だ
し
も
由
緒
を
持
つ
寺
院
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
東
宿
に
は
ほ
と
ん
ど
面
影
が
な
い
。

右
記
の
よ
う
な
理
由
・
小
栗
街
道
撤
去
、
廃
止
が
あ
っ
た
。
隣
接
す
る
中
村
も
衰
退

し
た
。
木
下
藤
吉
郎
の
出
身
地
を
「
中
々
村
」と
す
る
も
の
が
あ
り
（
『
太
閤
素
性
記
』
）
、

上
下
か
ら
な
る
中
村
は
、
も
と
は
「
中
」
中
村
を
含
め
た
三
ヶ
村
か
ら
な
っ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
二
ヶ
村
に
減
じ
た
。
中
村
は
秀
吉
母
（
な
か
・
大
政
所
）
と
そ
の
一
族

（
加
藤
・
小
出
ほ
か
）
の
出
身
地
で
も
あ
り
、
通
行
者
の
絶
え
な
い
小
都
市
の
要
素

が
あ
っ
た
。
中
世
の
新
長
谷
寺
は
愛
知
郡
萱
津
東
堀
江
に
あ
っ
た
が
、
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
に
再
建
さ
れ
た
場
所
は
、
西
岸
・
海
東
郡
西
堀
江
だ
っ
た
。

　
　
　

1
─
1
─
3
─
7　

主
要
道
整
備

　

熱
田
伝
馬
町
（
東
海
道
）
の
次
に
古
渡
（
以
下
美
濃
路
）
、
そ
し
て
江
川
・
須
賀

口
に
一
里
塚
が
設
置
さ
れ
た
。
江
戸
か
ら
の
里
程
が
継
承
さ
れ
て
古
渡
は
九
十
番
目

で
日
本
橋
よ
り
九
十
里
、
江
川
は
九
十
一
番
目
で
九
十
一
里
で
あ
る
。
佐
屋
街
道
二

女
子
一
里
塚
は
熱
田
伝
馬
町
か
ら
4
キ
ロ
強
で
九
十
番
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
五
街
道

の
扱
い
で
幕
府
管
理
で
あ
ろ
う
。
駿
河
街
道
（
平
針
街
道
・
飯
田
街
道
・
岡
崎
街
道
）

は
岡
崎
起
点
だ
っ
た
よ
う
で
、
円
教
寺
・
八
事
本
町
の
一
里
塚
は
名
古
屋
伝
馬
町
札

の
辻
か
ら
の
距
離
で
は
な
い
（
札
の
辻
と
円
教
寺
は
2
、
2
キ
ロ
）
。
稲
置
街
道
（
上

街
道
・
木
曽
街
道
、
犬
山
街
道
）
一
里
塚
は
安
井
村
に
あ
っ
て
、
名
古
屋
札
の
辻
か

ら
一
里
（
安
井
村
絵
図
）
。
下
街
道
（
善
光
寺
街
道
・
内
津
街
道
）
一
里
塚
は
大
曽

根
村
に
あ
っ
て
、
や
は
り
札
の
辻
か
ら
一
里
で
あ
る
（
大
曽
根
村
絵
図
）
。
赤
塚
に

は
大
木
戸
が
あ
っ
た
。
両
街
道
は
尾
張
藩
管
理
で
、
一
里
塚
は
城
下
札
の
辻
が
起
点

だ
っ
た
。

　

肥
後
熊
本
藩
で
は
新
一
丁
目
門
札
の
辻
を
起
点
と
し
て
、
豊
前
街
道
、
豊
後
街
道
、

日
向
街
道
、
薩
摩
街
道
の
全
て
に
一
里
木
が
設
け
ら
れ
、
並
木
も
整
備
さ
れ
た
。

　

1
─
2　

水
路
・
堀
川

　

堀
川
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
慶
長
十
五
年
正
月
か
ら
助
役
大
名
が
千
石
に
つ
き
一

名
を
提
供
す
る
千
石
夫
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
が
、
当
初
の
堀
が
浅
く
、
四
月
に
再
度

の
掘
削
が
「
御
意
」
（
徳
川
家
康
の
意
向
）
と
し
て
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
年

欠
な
が
ら
四
月
十
三
日
と
同
十
八
日
の
二
通
の
細
川
忠
興
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る

（
松
井
家
文
書
お
よ
び
名
古
屋
大
学
滝
川
家
文
書
）
。
忠
興
が
尾
張
名
古
屋
に
関
与
す

る
の
は
慶
長
十
五
年
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
千
石
夫
は
正
月
か
ら
計
算
さ
れ
て
い
た
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
『
史
料
が
語
る
名
古
屋
城
普
請
の
現
場
』・
堀
内
論
文
ほ
か
参
照
）
。

従
来
、
堀
川
慶
長
十
六
年
掘
削
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
築
城
、
石
垣

運
搬
に
間
に
合
わ
な
い
。
十
六
年
説
は
『
事
蹟
録
』
（
一
七
六
三
年
）
、
『
蓬
左
遷
府

記
稿
』
（
一
八
一
七
年
）
の
よ
う
な
後
世
の
編
纂
物
が
『
当
代
記
』
慶
長
十
六
年
記

事
に
あ
っ
た
「
去
年
」
（
＝
慶
長
十
五
年
）
の
二
文
字
を
落
と
し
て
引
用
し
た
こ
と

に
起
因
す
る
誤
解
・
誤
読
で
、
上
記
二
点
の
原
史
料
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
史
料
は
あ
く
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ま
で
「
去
年
」
「
二
十
大
名
」
に
よ
る
「
千
石
夫
」
で
の
堀
川
掘
削
工
事
を
記
し
て

い
た
。
従
来
慶
長
十
六
年
の
も
の
と
し
て
『
蓬
左
遷
府
記
稿
』
が
扱
っ
た
正
月

二
十
二
日
佐
久
間
政
実
書
状
（
本
紀
要
今
和
泉
論
考
・
史
料
9
）
も
「
熱
田
よ
り
な

こ
や
ま
で
の
御
舟
入
」
と
あ
っ
て
、
正
し
く
は
慶
長
十
五
年
掘
削
を
証
言
す
る
。
堀

川
は
潮
の
干
満
に
従
っ
て
上
下
す
る
時
限
的
で
一
方
通
行
の
運
河
だ
っ
た
。

　

築
城
期
の
混
雑
は
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
十
五
年
三
月
十
一
日
に

　

ナ
ゴ
ヤ
ノ
城
、
西
国
諸
大
名
ト
ノ
普
請
、
群
勢
更
以
難
分
別
、
殊
加
藤
肥
後
守
渡

　

海
ニ
依
、
舟
尽
テ
失
十
方
移
時
刻
、
漸
々
求
小
船
、
渡
七
里
海
路

と
あ
っ
て
、義
演
の
よ
う
な
関
白
の
子
で
あ
る
僧
侶
の
渡
海
に
も
支
障
を
来
た
し
た
。

熱
田
・
知
多
・
桑
名
に
あ
っ
た
大
半
の
舟
が
堀
川
を
上
下
、
混
雑
し
た
。

　

堀
川
建
設
は
当
初
は
満
潮
時
の
水
位
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
最
低
限
必
要
な
機
能

は
果
た
せ
た
は
ず
で
、
海
に
通
じ
て
い
る
限
り
、
春
に
は
標
高
一
メ
ー
ト
ル
、
秋
に

は
一
・
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
水
位
が
上
が
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
不
都
合
と
さ
れ
、

干
潮
の
時
間
帯
に
も
常
時
水
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
掘
削
工
事
中
は
橋
を
架

け
ら
れ
な
い
し
、
築
城
時
期
に
も
橋
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
計
画

水
路
だ
っ
た
堀
川
の
幅
員
は
十
二
間
ほ
ど
で
上
流
も
下
流
も
変
化
は
な
い
（
堀
川
通

絵
図
、
本
紀
要
所
収
）
。
橋
に
は
三
本
の
杭
か
ら
な
る
橋
脚
が
四
基
あ
っ
た
（
五
条

橋
＝
上
畠
橋
の
場
合
、
『
美
濃
路
宿
村
大
概
帳
』
に
「
板
橋　

高
欄
擬
宝
珠
附　

長

拾
六
間　

横
三
間
壱
尺
余　

橋
杭
三
本
立
四
組
」
『
近
世
交
通
史
料
集
』
）
。
千
賀
志

摩
守
率
い
る
尾
張
藩
船
手
は
納
屋
橋
直
下
に
あ
り
、
そ
れ
よ
り
下
流
は
橋
と
橋
の
間

隔
が
極
端
に
長
く
な
り
、
古
渡
橋
に
せ
よ
、
尾
頭
橋
に
せ
よ
、『
尾
張
名
所
図
会
』
『
小

治
田
之
真
清
水
』
あ
る
い
は
『
名
区
小
景
』
（
鶴
舞
図
書
館
蔵
・
雨
の
古
渡
橋
）
ら

に
て
、
中
央
が
広
く
長
く
開
い
て
い
て
、
か
つ
太
鼓
橋
の
よ
う
に
上
に
反
る
特
殊
構

造
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
誇
張
も
あ
ろ
う
が
、
複
数
の
絵
に
あ
る
か
ら
、
そ
う
い

う
橋
の
形
だ
と
認
識
さ

れ
て
い
た
。
で
あ
れ
ば

船
往
反
の
混
雑
、
渋
滞

を
嫌
っ
た
か
。
堀
川
を

通
行
す
る
場
合
、
橋
桁

が
あ
っ
た
し
、
狭
い
川

で
の
風
は
支
障
だ
っ
た

か
ら
、
当
然
帆
を
お
ろ

し
て
柱
も
倒
し
た
が
、

荷
揚
げ
の
時
は
作
業
に

邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

帆
柱
を
立
て
た
（
『
堀

川
』
所
収
古
写
真
）
。

帆
を
か
け
る
外
洋
船
も

運
河
に
入
る
。

　

物
資
を
大
量
に
運
べ
る
の
は
今
も
昔
も
水
路
（
海
路
）
だ
け
で
あ
る
。
江
戸
城
・

大
坂
城
・
清
須
城
い
ず
れ
に
も
周
囲
に
干
満
の
あ
る
感
潮
河
川
＝
海
域
が
あ
っ
た
。

地
理
学
・
地
政
学
的
に
は
海
城
と
定
義
で
き
、
物
資
の
運
搬
で
、
そ
れ
以
外
の
城
に

は
な
い
大
き
な
利
点
を
獲
得
で
き
た
。
名
古
屋
に
は
水
路
が
な
か
っ
た
が
、
堀
川
を

開
鑿
し
熱
田
と
繋
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
感
潮
河
川
を
獲
得
し
、
海
城
同
様
の
機
能
を
得

た
。
慶
長
十
五
年
、
そ
の
堀
川
に
分
断
さ
れ
て
、
小
栗
街
道
は
廃
道
に
な
る
。

2　

縄
張
（
青
写
真
・
基
本
構
想
）

　

（
尾
張
）
名
古
屋
城
の
場
合
、
最
初
に
用
地
の
獲
得
、
す
な
わ
ち
名
古
屋
村
の
移

2　尾張名所図会（古渡橋）

3　小治田之真清水（尾頭橋）　ともに橋脚は川の中央を開ける。
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転
が
始
ま
る
。
名
古
屋
村
に
は
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
、
長
久
手
合
戦
の
和
睦

後
に
上
洛
す
る
徳
川
家
康
一
行
が
宿
泊
し
た
（
家
忠
日
記
・
同
年
十
月
二
十
日
条
）
。

一
行
は
三
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
（
『
多
聞
院
日
記
』
）
。
分
宿
し
た
と
し
て
も
、
な
み
は

ず
れ
て
大
規
模
な
村
で
あ
る
。
今
年
度
進
行
中
の
愛
知
県
に
よ
る
三
ノ
丸
発
掘
調
査

で
は
、
旧
名
古
屋
城
の
大
堀
が
見
つ
か
り
、
規
模
の
大
き
さ
が
確
認
さ
れ
た
。

　

鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
や
『
金
城
温
古
録
』
収
録
の
（
旧
）
名
古
屋
古
図
に
は
、
古

街
道
の
北
側
に
興
西
寺
・
天
永
寺
（
天
王
社
神
宮
寺
）
・
安
楽
寺
（
若
宮
神
宮
寺
）
・

誓
願
寺
が
、
街
道
南
に
養
蓮
寺
・
万
松
寺
が
あ
っ
て
寺
院
は
六
、
神
社
は
山
守
・
天

神
・
天
王
・
荒
神
・
若
宮
・
浅
間
の
六
が
あ
っ
た
。
同
書
の
「
御
城
地
取
」
に
は
「
神

社
仏
閣
、
悉
く
引
越
し
」
（
天
王
を
除
く
）
、
同
じ
く
「
御
縄
張
内
之
神
社
仏
閣
、
外

へ
被
移
立
」
と
あ
る
。
寺
は
建
物
の
規
模
が
大
き
く
、
移
転
に
は
相
当
な
月
日
と
経

費
が
か
か
る
し
、
城
下
の
区
画
整
理
の
開
始
以
前
に
移
転
が
終
了
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
早
期
に
着
手
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
自
力
で
の
寺
院
移
転
は
不
可
能
に

思
わ
れ
、
尾
張
藩
（
清
須
城
主
）
が
助
成
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

2
─
1　

慶
長
十
四
年
の
進
行

　

熊
本
大
学
図
書
館
文
書
・
松
井
家
文
書
の
冒
頭
に
「
名
古
屋
御
城
御
普
請
衆
御
役

高
ノ
覚
」
と
記
さ
れ
た
、（
年
欠
）
「
卯
月
十
八
日
」
付
け
の
細
川
藩
名
古
屋
城
奉
行
、

岡
村
半
右
衛
門
尉
ら
三
名
が
、
国
元
の
松
井
佐
渡
守
（
康
之
）
ら
三
名
に
宛
て
た
覚

書
が
あ
る
。
見
出
し
一
行
に
つ
づ
い
て
「
御
天
守
」
、
続
い
て
石
高
、
そ
し
て
「
賀

藤
肥
後
守
」
と
あ
っ
た
。
従
来
、
天
守
台
石
垣
構
築
が
加
藤
清
正
に
決
ま
る
の
は
最

終
段
階
の
慶
長
十
五
年
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強
く
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
当
初
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
『
名
古
屋
城
誕
生
！
』
（
二
〇
二
一
）
に
慶
長
十
五
年
の
も
の
と
記
し
て

い
た
。
し
か
し
十
五
年
で
は
前
後
の
状
況
に
矛
盾
が
多
く
、
十
四
年
に
比
定
し
直
す

べ
き
だ
と
考
え
、
セ
ン
タ
ー
内
で
提
案
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
も
報
告
し
た
。

残
念
な
が
ら
当
日
は
十
分
な
討
論
時
間
が
確
保
で
き
ず
、
報
告
の
総
括
に
て
稲
葉
継

陽
氏
は
十
四
年
（
服
部
説
）
・
十
五
年
（
及
川
旦
氏
説
）
の
両
論
併
記
と
し
た
。
ま

た
及
川
氏
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
（
『
史
料
が
語
る　

名
古
屋
城
石
垣
普
請
の
現
場
』
）

の
補
論
で
慶
長
十
五
年
説
を
補
強
し
て
い
る
（
57
頁
）
。
ほ
か
に
も
シ
ン
ポ
記
録
に

は
十
五
年
を
前
提
に
し
た
立
論
が
複
数
あ
る
。
む
ろ
ん
覚
書
が
書
か
れ
た
日
は
、
い

ず
れ
か
の
一
日
だ
け
で
あ
る
。

　

い
ま
で
も
そ
う
だ
が
、
書
状
に
年
ま
で
は
書
か
な
い
。
年
欠
史
料
に
お
け
る
年
次

比
定
は
史
料
操
作
の
初
歩
で
、
外
的
分
析
で
は
文
中
に
登
場
す
る
人
物
の
動
向
、
特

に
生
死
や
名
前
・
官
途
の
使
用
時
期
か
ら
、
内
的
分
析
で
は
書
か
れ
た
内
容
・
事
態

の
時
間
帯
を
手
掛
か
り
と
し
て
推
定
し
て
い
く
。
前
者
で
い
え
ば
「
生
駒
讃
岐
守
」

は
一
正
で
、
慶
長
十
五
年
三
月
十
八
日
に
逝
去
、
「
山
内
対
馬
守
」
は
康
豊
で
、
慶

長
十
五
年
三
月
一
日
に
徳
川
秀
忠
か
ら
松
平
賜
姓
と
編
諱
（
忠
の
一
字
）
、
さ
ら
に

武
家
官
位
を
得
て
「
松
平
土
佐
守
忠
義
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
が
下
限
の
手

が
か
り
と
な
る
。
こ
の
細
川
家
奉
行
人
は
お
そ
ら
く
駿
府
に
い
て
、
国
元
の
家
老
松

井
康
之
ら
に
宛
て
て
報
告
し
た
。
中
央
の
情
勢
に
は
敏
感
で
、
と
り
わ
け
て
松
平
賜

姓
・
一
字
及
び
官
途
授
与
は
自
ら
の
家
に
関
し
て
も
影
響
の
あ
る
重
大
事
だ
っ
た
。

「
土
佐
守
」
は
大
名
に
と
っ
て
唯
一
の
主
君
・
将
軍
秀
忠
が
発
給
し
た
御
内
書
に
よ

る
決
定
で
、
直
ち
に
反
映
さ
れ
る
。
主
君
は
幕
府
で
朝
廷
で
は
な
い
。
禁
中
方
御
条

目
十
七
箇
条
に
明
記
が
あ
る
通
り
、
武
家
枠
が
あ
っ
て
、
幕
府
専
権
で
朝
廷
は
追
認

す
る
が
関
与
で
き
な
か
っ
た
し
、
大
名
が
秀
忠
御
内
書
が
出
て
も
使
用
し
な
か
っ
た

事
例
は
な
い
（
土
佐
守
に
関
し
て
は
九
月
二
十
八
日
に
追
認
の
官
宣
旨
が
出
る
が
、

そ
れ
よ
り
も
早
く
四
月
に
本
丁
場
割
図
に
て
使
用
）
。
四
月
十
八
日
の
注
進
は
、
も

し
十
五
年
で
あ
れ
ば
一
月
半
も
経
過
し
な
が
ら
、
以
上
の
二
点
が
反
映
さ
れ
て
い
な
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い
。

　

内
容
で
は
「
御
本
丸
衆
」
と
さ
れ
て
い
る
松
平
筑
前
守
（
前
田
利
常
）
が
じ
っ
さ

い
に
担
当
し
た
の
は
二
ノ
丸
で
あ
っ
た
。
二
ノ
丸
石
垣
は
北
、
東
、
南
の
大
部
分
を

積
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
本
丸
内
郭
は
一
ヶ
所
も
な
く
、
本
丸
堀
で
は
あ
る
が
本
石

垣
で
は
な
く
外
側
低
石
垣
（
水
敲
）
、
御
深
井
丸
や
塩
蔵
構
を
積
ん
で
い
る
。
「
御
本

丸
衆
」
な
る
実
態
は
な
い
に
等
し
く
、
持
ち
場
大
半
か
ら
は
二
ノ
丸
衆
だ
っ
た
。
逆

に
御
本
丸
衆
と
し
て
の
名
前
の
な
か
っ
た
中
国
大
名
羽
柴
三
左
衛
門
尉
（
池
田
輝
政
）

は
本
丸
辰
巳
櫓
台
を
、
羽
柴
左
衛
門
大
夫
（
福
島
正
則
）
は
本
丸
北
側
多
聞
櫓
台
を
、

紀
伊
の
浅
野
紀
伊
守
（
幸
長
）
は
本
丸
丑
寅
櫓
台
を
、
四
国
大
名
で
あ
る
賀
藤
左
馬

亮
（
加
藤
嘉
明
）
は
本
丸
辰
巳
櫓
続
多
聞
櫓
台
を
、
お
な
じ
く
山
内
土
佐
守
（
忠
義
）
、

生
駒
左
近
大
夫
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
本
丸
の
石
垣
を
築
い
た
。
よ
っ
て
本
丸
・
二
ノ
丸

の
負
担
区
分
は
慶
長
十
五
年
三
月
・
四
月
段
階
の
も
の
で
は
な
い
。
当
初
、
慶
長

十
四
年
に
篠
山
城
を
助
役
し
た
大
名
（
中
国
四
国
大
名
）
は
二
ノ
丸
を
担
当
す
る
と

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
四
月
十
八
日
覚
書
か
ら
推
測
で
き
る
が
、
丁
場
割
図
作

成
の
段
階
で
そ
の
案
は
消
え
て
い
た
。
実
際
に
丁
場
を
決
め
る
段
階
で
は
調
整
が
大

き
な
課
題
で
、
前
田
家
の
よ
う
に
長
い
石
垣
を
負
担
す
る
大
名
は
仕
事
の
し
や
す
さ

を
主
張
す
る
し
、
縁
戚
関
係
で
昵
懇
の
家
同
士
は
隣
接
を
望
む
。
石
高
に
応
じ
た
工

事
面
積
の
割
り
出
し
か
ら
く
る
端
数
の
扱
い
も
あ
っ
た
し
、
池
田
輝
政
ら
多
く
は
「
は

れ
が
ま
し
き
所
」を
望
ん
だ
（
後
述
）
。
決
定
ま
で
に
複
雑
な
や
り
と
り
と
調
整
が
あ
っ

た
。
ま
た
丁
場
割
図
の
作
成
時
期
は
細
川
家
覚
書
が
慶
長
十
五
年
四
月
十
八
日
だ
と

す
れ
ば
そ
れ
以
降
に
な
る
が
、
す
で
に
こ
の
日
以
前
に
鍬
始
（
起
工
式
）
が
終
わ
っ

て
お
り
、
丁
場
は
決
ま
っ
て
い
る

（
（
（

。

　

四
月
十
九
日
浅
野
幸
長
書
状
（
浅
野
三
原
文
書
）
に
、
直
前
ま
で
「
御
縄
張
・
御

鍬
初
」
で
忙
し
か
っ
た
と
あ
る
。
御
深
井
丸
と
天
守
台
が
地
続
き
と
な
っ
て
い
た
丁

場
割
図
（
当
初
案
・
旧
案
）
変
更
が
す
な
わ
ち
御
縄
張
で
、
そ
し
て
鍬
初
め
（
＝
起

工
式
、
掘
削
開
始
の
日
）
は
四
月
十
九
日
の
直
前
で
あ
っ
た
。
覚
書
の
日
付
は
四
月

十
八
日
で
そ
れ
よ
り
も
前
に
公
表
さ
れ
、
進
行
中
の
丁
場
割
案
が
あ
る
の
に
、
そ
れ

を
踏
ま
え
な
い
廃
案
・
旧
案
が
遠
い
小
倉
（
も
し
く
は
中
津
）
の
細
川
家
中
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　

細
川
忠
興
は
閏
二
月
に
石
切
場
を
離
れ
、
伏
見
を
経
て
帰
国
す
る
。
あ
と
を
託
さ

れ
た
子
忠
利
だ
っ
た
が
、
三
月
二
十
二
日
の
段
階
で
も
こ
の
旧
案
し
か
知
ら
ず
、「
本

丸
は
の
こ
ら
ず
九
州
・
北
国
・
み
の
衆
つ
か
ま
つ
り
、
二
ノ
丸
は
後
跡
の
衆
が
入
る
」

と
し
て
、
二
ノ
丸
は
「
後
跡
」
、
つ
ま
り
篠
山
城
を
助
役
し
て
い
た
中
国
・
四
国
・

き
の
国
衆
が
入
る
と
認
識
し
て
い
た
（
「
後
跡
」
は
「
子
孫
の
後
跡
」
と
い
う
用
例

が
多
い
。
後
継
、
後
続
の
意
）
。
細
川
忠
興
は
篠
山
組
が
丹
波
亀
山
城
で
は
な
く
、

名
古
屋
に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
「
俄
の
こ
と
で
各
迷
惑
」
と
し
て
い
た
（
閏
二

月
十
日
書
状
）
。
自
分
た
ち
だ
け
で
積
み
上
げ
る
と
自
負
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
月
下
旬
で
の
忠
利
の
認
識
も
ず
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
年
前
に
伝
え
ら
れ
た
覚
書
の

情
報
し
か
頭
に
な
か
っ
た
。
す
で
に
示
さ
れ
、
位
署
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
丁
場
割

図
が
意
識
に
な
い
。
忠
利
は
忠
興
か
ら
引
き
継
ぎ
し
た
が
、
石
切
現
場
に
出
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
五
月
十
三
日
に
、
忠
利
は
普
請
奉
行
で
あ
る
岡
村
半

右
衛
門
を
手
打
ち
に
し
た
。
異
常
な
事
件
で
、
普
請
奉
行
と
の
間
に
意
思
の
疎
通
が

な
か
っ
た
。
半
右
衛
門
が
忠
興
寄
り
だ
っ
た
こ
と
は
、
忠
興
に
対
す
る
忠
利
の
釈
明

か
ら
推
測
で
き
る
。
流
動
的
状
況
は
あ
る
に
せ
よ
、す
で
に
三
月
段
階
の
忠
利
に
あ
っ

た
古
い
知
識
を
、
一
ヶ
月
後
、
奉
行
が
国
元
に
知
ら
せ
る
必
要
は
な
い

（
（
（

。

　

及
川
氏
は
前
掲
補
論
で
、
慶
長
十
四
年
五
月
十
六
日
の
山
内
家
普
請
奉
行
書
状
（
山

内
文
書
）
に
書
か
れ
た
丹
波
亀
山
城
に
御
普
請
が
あ
る
と
す
る
丹
後
衆
か
ら
の
情
報

と
、
慶
長
十
五
年
亀
山
城
普
請
の
石
切
場
に
「
三
さ
内
」
（
池
田
輝
政
）
「
あ
さ
の
き
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い
」
（
浅
野
幸
長
）
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
た
。
篠
山
城
で
は
何
ら
か
の

失
態
が
あ
っ
て
、
徳
川
家
康
が
激
怒
し
、
普
請
奉
行
の
高
野
追
放
（
「
両
人
改
易
」
）

を
含
め
た
処
分
が
あ
っ
た
（
『
山
内
家
史
料
』
・
紀
要
前
々
号
）
。
池
田
家
、
浅
野
家

は
亀
山
城
助
役
が
決
ま
っ
た
時
に
備
え
て
、
石
切
場
を
確
保
し
、
境
目
に
刻
印
し
た
。

十
四
年
中
、
当
初
の
構
想
通
り
に
順
調
に
進
む
こ
と
は
た
し
か
に
な
か
っ
た
。
し
か

し
築
城
規
模
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
、
彼
ら
中
国
四
国
紀
伊
の
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。

篠
山
組
が
翌
年
に
名
古
屋
を
助
役
す
る
案
は
、
名
古
屋
築
城
計
画
が
あ
る
限
り
、
幕

府
の
構
想
に
存
在
し
続
け
た
。

　

山
陽
道
・
播
磨
＝
中
国
大
名
の
池
田
輝
政
は
徳
川
家
康
次
女
督
姫
を
妻
と
し
、
男

子
三
人
は
家
康
の
孫
で
あ
り
、
妹
が
浅
野
幸
長
に
嫁
し
て
産
ん
だ
女
子
、
つ
ま
り
姪

が
春
姫
で
あ
る
。
む
ろ
ん
浅
野
幸
長
は
我
が
子
春
姫
が
徳
川
義
利
（
義
直
）
の
許
嫁

で
あ
っ
た
。
亀
山
城
助
役
で
は
な
く
肉
親
の
居
城
を
、
池
田
輝
政
の
場
合
、
義
弟
と

姪
の
夫
婦
が
住
む
名
古
屋
城
助
役
を
終
始
、
強
く
希
望
し
た
。
事
実
輝
政
丁
場
は
本

町
御
門
か
ら
二
之
丸
を
経
て
本
丸
に
至
る
要
所
、
二
之
丸
未
申
隅
櫓
台
・
多
聞
櫓
台
・

西
鉄
御
門
（
二
之
丸
正
門
枡
形
）
・
本
丸
辰
巳
櫓
台
、
さ
ら
に
は
御
深
井
丸
戌
亥
隅

と
「
は
れ
か
ま
し
き
」
（
元
和
六
年
・
三
月
二
十
九
日
細
川
忠
興
書
状
・
大
日
本
近

世
史
料
「
細
川
家
史
料
」
）
と
こ
ろ
ば
か
り
、
そ
の
隅
石
は
播
磨
姫
路
か
ら
運
ん
だ

竜
山
石
で
、
黄
金
色
も
鮮
や
か
に
見
る
も
の
を
驚
か
せ
て
い
た
。
浅
野
は
尾
鷲
石
を

運
び
、
二
之
丸
東
鉄
門
や
丑
寅
櫓
台
な
ど
、
同
じ
く
「
は
れ
か
ま
し
き
」
所
を
領
内

紀
伊
か
ら
の
石
で
積
ん
で
み
せ
た
。

　

慶
長
十
四
年
四
月
と
す
る
私
見
に
違
和
感
を
持
つ
人
が
多
か
っ
た
の
は
、
慶
長

十
四
年
正
月
に
徳
川
家
康
・
義
利
が
新
城
建
設
を
宣
言
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
城
の

規
模
や
堀
、
石
垣
の
面
積
が
坪
・
分
・
朱
・
り
ん
の
単
位
で
わ
か
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
か
ら
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
「
縄
張
」
が
慶
長
十
四
年
十
一
月
だ
っ

た
と
記
さ
れ
て
、
覚
書
よ
り
も
後
に
な
る
。
し
か
し
慶
長
十
三
年
七
月
に
諸
国
大
名

が
名
古
屋
移
城
を
知
っ
て
い
た
（
前
掲
吉
川
家
文
書
）
。
そ
の
年
に
は
枇
杷
島
橋
架
橋
・

旧
名
古
屋
村
移
転
が
あ
っ
た
と
想
定
し
た
。
構
想
は
早
く
か
ら
あ
り
、
青
写
真
も
早

期
に
作
成
さ
れ
、
堀
の
面
積
も
割
り
出
し
可
能
で
、
各
大
名
の
石
高
に
応
じ
て
「
り

ん
」
の
単
位
ま
で
机
上
で
計
算
で
き
た
。
「
縄
張
」
は
現
地
で
の
「
縄
」
・
丈
量
・
道

糸
「
張
り
」
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
四
月
に
基
本
計
画
の
情
報
を
得
、
国
元
に

連
絡
し
て
準
備
・
用
意
さ
せ
た
。

　

2
─
2　

碁
盤
割
と
寺
地

　
　

2
─
2
─
1　

寺
地

　

名
古
屋
の
碁
盤
割
り
は
北
端
を
除
き
五
十
間
五
十
間
だ
っ
た
か
ら
、
一
軒
の
奥
行

き
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
間
だ
と
十
間
が
、
十
五
間
だ
と
二
十
間
が
余
る
。
そ
の
空
閑
地

に
は
用
水
池
や
火
の
見
櫓
が
で
き
、
小
規
模
寺
院
も
置
か
れ
、
最
大
に
活
用
さ
れ
た
。

　

熊
本
城
下
の
方
画
地
割
は
名
古
屋
に
先
行
す
る
。
熊
本
古
町
は
や
は
り
碁
盤
割
り

で
、
そ
の
中
の
細
工
町
は
天
正
十
九
年
加
藤
清
正
印
判
の
あ
る
町
建
て
図
で
知
ら
れ

る
（
『
新
熊
本
市
史
・
別
編
第
一
・
地
図
絵
図
』
）
。
細
工
町
は
通
り
に
面
し
て
、
西

側
六
十
四
間
、
東
側
六
十
間
に
「
大
坂
や
」
の
よ
う
に
、
堺
・
播
磨
・
奈
良
（
二
軒
）・

平
野
・
八
幡
・
天
満
・
大
坂
（
二
軒
）
と
畿
内
周
辺
の
都
市
の
名
を
屋
号
と
す
る
豪

商
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
か
わ
や
（
か
は
や
）
が
三
軒
も
あ
っ
て
、
武
具
馬
具
の
素
材

で
あ
る
皮
革
を
扱
う
豪
商
が
優
遇
さ
れ
て
店
舗
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
四
方
の
通
に

囲
ま
れ
た
一
区
画
（
四
つ
の
町
・
通
り
）
の
な
か
に
中
小
寺
院
が
あ
っ
て
、
参
道
の

出
入
り
口
の
町
（
通
り
）
に
属
し
て
い
た
。
『
肥
後
国
誌
』
に
護
国
寺
は
「
天
正

十
六
年
今
の
所
に
移
る
」
、
ま
た
『
新
熊
本
市
史
』
は
西
光
寺
を
「
天
正
年
中
、
古

町
江
引
移
候
」
、
延
寿
寺
を
「
慶
長
十
六
年
、
熊
本
御
城
下
ニ
引
移
候
」
と
す
る
「
肥
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豊
社
寺
本
末
」
記
事

を
引
く
。
古
町
形
成

と
同
時
に
多
く
の
寺

が
誘
致
さ
れ
、
そ
の

後
も
続
い
た
。

　

寺
院
を
訪
ね
る
人

の
多
く
は
目
標
の
寺

を
目
指
す
。
商
家
の

場
合
は
通
り
が
か
り

で
客
に
な
っ
て
入

る
。
寺
は
通
路
が
あ

れ
ば
よ
か
っ
た
。
碁

盤
割
り
の
方
格
中
心
の
空
間
に
寺
院
を
置
く
方
法
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
商
家
を
多

く
設
置
し
、
有
効
活
用
で
き
た
。
生
活
史
研
究
所
・
玉
井
哲
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸

で
は
正
方
形
街
区
中
央
部
に
寺
院
を
配
置
す
る
例
は
な
く
、
町
人
地
の
中
に
寺
院
を

置
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
　

2
─
2
─
2　

名
古
屋
越
＝
清
須
越　

　

名
古
屋
越
＝
清
須
越
の
典
型
は
町
名
で
あ
る
。
清
須
で
の
町
名
は
『
駒
井
日
記
』

文
禄
三
年
四
月
三
日
条
（
五
五
七
〜
五
五
八
頁
）
や
『
蓬
左
遷
府
記
稿
』
慶
長
十
七

年
名
古
屋
検
地
帳
割
に
見
え
る
（
名
史
三
二
七
、
名
史
は
『
名
城
集
成
』
）
。
城
の
施

設
で
は
天
守
、
黒
木
書
院
が
解
体
移
築
さ
れ
た
し
（
清
須
城
天
守
解
体
が
従
来
い
わ

れ
て
き
た
慶
長
十
六
年
で
は
な
く
、
元
和
四
年
と
す
べ
き
こ
と
、
天
守
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
た
め
、
四
方
に
千
鳥
破
風
を
付
け
た
こ
と
は
紀
要
前
号
）
、
ほ
か
樹
木
所

機
能
が
三
ノ
丸
に
移
さ
れ
た
（
蓬
左
文
庫
・
三
ノ
丸
御
樹
木
屋
敷
図
）
。
牢
屋
敷
は

清
須
で
は
本
町
筋
東
に
あ
っ
た
と
す
る
絵
図
（
岩
瀬
文
庫
絵
図
）
と
新
五
条
川
右
岸

に
あ
っ
た
と
す
る
絵
図
（
蓬
左
文
庫
清
須
図
）
、
地
図
（
林
良
幹
『
清
須
城
懐
古
録
』
）

が
あ
る
。
名
古
屋
で
は
牢
獄
（
獄
舎
）
は
当
初
に
は
別
位
置
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

ま
も
な
く
広
小
路
に
面
し
た
場
所
に
移
る
。
公
開
処
刑
・
さ
ら
し
首
が
あ
っ
て
、
獄

舎
は
人
通
り
が
多
い
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
る
。
牢
屋
敷
で
働
く
人
は
刑
吏
で
あ
り
、

犯
罪
者
を
拿
捕
す
る
必
要
か
ら
武
力
に
優
れ
て
い
た
。
『
信
長
公
記
』
首
巻
・
清
須

合
戦
で
城
主
織
田
信
友
方
が
柴
田
勝
家
ら
の
攻
撃
を
山
王
口
で
防
げ
ず
、
「
乞
食
村
」

で
も
防
げ
ず
、
町
口
大
堀
ま
で
攻
め
入
れ
ら
れ
た
、
と
記
し
て
い
る
の
は
刑
吏
の
住

む
地
域
、
兵
力
と
し
て
の
資
質
、
身
分
を
示
す
。
清
須
で
も
名
古
屋
で
も
、
街
道
筋
、

人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
に
獄
舎
・
牢
獄
が
設
置
さ
れ
、
近
く
に
「
乞
食
村
」
「
乞
食
町
」

が
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
貧
窮
者
・
病
者
（
ハ
ン
セ
ン
氏
病
＝
「
癩
」
患
者
）
を
救
済

す
る
玄
海
む
ら
が
あ
っ
て
、
清
須
に
も
名
古
屋
近
郊
に
も
同
じ
呼
称
（
ゲ
ン
キ
ャ
ー
）

が
あ
っ
た
。
清
須
越
は
社
会
組
織
の
移
設
で
あ
る
（
『
近
世
尾
張
の
部
落
史
』
愛
知

県
部
落
解
放
運
動
連
合
会
・
二
〇
〇
二
、
服
部
『
河
原
ノ
者
・
非
人
・
秀
吉
』
）
。

3　

城
づ
く
り
・
石
を
運
ぶ
・
積
む

　

3
─
1　

築
城
時
の
資
材
搬
入
路

　
　
　

3
─
1
─
1　

池
田
輝
政
丁
場
の
竜
山
石
算
木
積
み
隅
角
と
行
合
丁
場

　

御
深
井
丸
北
側
東
面
石
垣
（
御
弓
矢
櫓
台
下
部
石
垣
）
は
丁
場
割
図
（
靖
国
神
社

遊
就
館
所
蔵
・
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
・
『
史
料
が
語
る　

名
古
屋
城
石
垣
普
請
の

現
場
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
羽
柴
三
左
衛
門
仕
口
＝
池
田
輝
政
丁
場
で
あ
っ
た
。
出
角

の
南
に
続
く
石
垣
の
途
中
に
輝
政
領
地
で
あ
る
播
州
か
ら
の
竜
山
石
を
使
用
し
た
五

段
ほ
ど
の
算
木
積
み
隅
角
が
視
認
で
き
る
。
石
垣
の
表
面
に
痕
跡
が
見
え
る
。
算
木

4　�熊本城下図『新熊本市史』絵地図編・くま

もと文学・歴史館
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の
勾
配
を
上
に
伸
ば
し
て
も
天
端
は
狭

す
ぎ
て
、
梁
一
間
に
さ
え
足
り
な
い
。

の
ち
に
建
て
ら
れ
た
弓
矢
櫓
は
南
北
石

垣
の
長
さ
全
て
を
櫓
台
と
し
た
（
礎
石

お
よ
び
御
本
丸
御
深
井
丸
図
・
名
古
屋

市
博
物
館
所
蔵
）
。
算
木
積
み
は
上
部

の
建
物
を
全
く
意
識
し
て
い
な
い
。

　

隣
接
す
る
御
深
井
丸
北
東
入
角
（
多

聞
櫓
台
）
か
ら
東
（
多
聞
櫓
台
）
が
丁

場
割
図
で
は
行
合
丁
場
に
な
っ
て
い

る
。
羽
柴
三
左
衛
門
仕
口
（
矩
の
手
・

直
角
に
折
れ
曲
が
る
二
本
線
）
と
、
続
く
行
合
丁
場
と
の
境
は
、
靖
国
神
社
遊
就
館

本
で
は
境
を
示
す
Ｔ
字
の
マ
ー
ク
が
入
角
に
あ
っ
た
。
の
ち
の
写
本
で
あ
る
金
城
録
・

町
場
請
取
絵
図
（
『
巨
大
城
郭
名
古
屋
城
』
12
頁
）
で
は
弓
矢
櫓
が
建
つ
こ
と
に
な

る
石
垣
の
下
部
に
「
五
間
」
と
記
し
て
い
る
。

＊
行
合
丁
場
は
入
角
の
北
お
よ
び
東
、
と
矩
の
手
状
に
あ
っ
て
、
生
駒
左
近
太
夫
の

丁
場
に
続
く
（
生
駒
家
は
当
主
讃
岐
守
の
逝
去
が
あ
っ
て
、
位
署
が
で
き
ず
、
代

わ
り
に
山
田
久
兵
衛
・
渋
谷
長
兵
衛
が
連
署
し
て
い
る
。
彼
ら
は
松
平
土
佐
守
配

下
で
あ
っ
た
。
こ
の
代
筆
は
丁
場
割
確
認
の
代
行
の
意
味
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え

る
）
。
こ
の
箇
所
の
石
積
み
で
は
年
次
の
前
後
を
窺
わ
せ
る
形
跡
は
な
く
、
生
駒

丁
場
は
慶
長
十
五
年
に
積
ま
れ
、
そ
こ
に
直
角
に
上
に
被
る
か
た
ち
で
、
の
ち
に

石
が
積
ま
れ
た
。

　

辞
書
で
の
「
行ゆ

き

合あ
い

」
は
「
打
合
せ
な
し
に
行
な
う
こ
と
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
」
と
あ

る
。
こ
れ
ま
で
「
行
合
丁
場
」
は
慶
長
十
五
年
、
諸
大
名
が
名
古
屋
に
い
る
間
に
余

力
の
あ
る
大
名
が
積
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
竜
山
石
の

算
木
積
み
が
説
明
で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
の
算
木
積
み
の
隅
角
よ
り
南

は
石
垣
が
積
ま
れ
ず
に
、
数
年
は
隅
角
が
機
能
し
て
い
た
。
丁
場
割
図
に
描
か
れ
て

い
な
い
二
之
丸
堀
石
垣
（
三
之
丸
側
）
あ
る
い
は
三
之
丸
門
の
石
垣
は
慶
長
十
五
年

助
役
大
名
で
は
な
く
、
彼
ら
が
用
意
し
た
石
を
利
用
し
な
が
ら
、
十
六
年
以
降
の
助

役
大
名
が
積
ん
だ
。
同
様
で
あ
る
。

　

「
行
合
丁
場
」
は
当
面
は
石
垣
が
な
く
、
熱
田
（
名
古
屋
）
台
地
の
末
端
斜
面
の

ま
ま
、
堀
ま
で
ス
ロ
ー
プ
で
繋
い
で
い
た
。
な
ぜ
な
の
か
。

　
　
　

3
─
1
─
2

御
深
井
丸
→
井
桁
組
「
昇
降
式
」
橋
台
→
大
・
小
天
守
台
西

側
切
抜

　

城
は
防
御
拠
点
で
あ
る
か
ら
天
守
ま
で
は
遠
い
。
複
数
の
門
を
潜
っ
て
長
い
道
を

ゆ
く
。
堀
川
か
ら
巾
下
門
近
く
に
荷
揚
げ
し
た
資
材
は
、
南
か
ら
な
ら
西
之
丸
榎
多

門
か
、
東
な
ら
ば
二
之
丸
西
鉄
門
か
ら
搬
入
し
、
本
丸
へ
は
南
の
表
一
之
門
、
ま
た

は
東
一
之
門
が
ル
ー
ト
に
な
る
。
は
た
し
て
そ
こ
を
経
由
し
た
の
か
。
距
離
が
あ
り

す
ぎ
る
。
さ
ら
に
御
天
主
へ
は
小
天
守
内
部
を
通
過
し
た
の
か
。
城
石
垣
（
城
）
は

完
成
す
る
と
出
入
り
口
も
少
な
く
、
屈
曲
部
が
多
く
な
っ
て
、
大
型
資
材
の
搬
入
が

困
難
に
な
る
。
し
か
し
建
築
途
上
な
ら
ば
白
紙
で
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
行

合
丁
場
か
ら
天
守
ま
で
は
、
じ
つ
は
外
部
か
ら
直
線
で
最
短
の
距
離
だ
っ
た
。
加
え

て
堀
が
あ
っ
た
。
堀
は
船
が
使
え
た
。
資
材
運
搬
に
最
も
有
利
な
の
は
舟
運
で
あ
る
。

こ
こ
よ
り
北
側
（
御
深
井
丸
）
に
搬
入
し
た
と
想
定
す
る
。

　

丁
場
割
図
の
段
階
で
、
天
守
台
は
御
深
井
丸
と
地
続
き
だ
っ
た
。
よ
っ
て
当
初
は

5　�池田輝政が領地播州より運んだ竜山石に

よる算木積が視認できる。
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直
接
御
深
井
丸
の
地
面
よ
り
天
守
台
を
築
き
、
資
材
を
運
び
入
れ
る
手
筈
だ
っ
た
。

最
も
容
易
に
搬
入
で
き
る
。
し
か
し
堀
割
り
に
変
更
で
断
ち
切
ら
れ
た
か
ら
、
新
た

な
搬
入
法
・
搬
入
路
を
考
え
た
。

　

天
守
へ
の
搬
入
で
参
考
に
な
る
の
は
宝
暦
の
天
守
台
積
み
直
し
工
事
で
あ
る
。
天

守
台
西
側
に
は
宝
暦
に
埋
め
戻
さ
れ
た
開
口
部
が
歴
然
と
残
っ
て
い
て
、
左
右
と
も

に
算
木
積
み
を
持
つ
。
ま
た
小
天
守
台
に
も
西
側
に
旧
開
口
部
が
あ
っ
て
、
再
建
工

事
の
際
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
西
で
あ
る
こ
と
が
ヒ
ン
ト
で
あ
る
。
前
者

に
棧
橋
が
か
け
ら
れ
て
、
宝
暦
天
守
修
理
に
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、「
仕
様
之
大
法
」

に
「
西
側
御
石
垣
・
切
抜
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
翻
刻
は
本
紀
要
1
）
。

Ａ
（
81
頁
）

井
楼
・
棧
橋
・
足
代
仕
様

（
略
）

一　

北
ノ
方
ニ
而
井
楼
上
迄
、
長
弍
拾
五
間
巾
四
間
之
棧
橋
壱
ヶ
所
、
各
角
木
を
以

橋
台
組
立
、
長
三
間
之
角
木
・
四
間
五
間
之
松
丸
太
等
を
以
、
六
通
り
ツ
ゝ
登
桁
置

渡
し
、
馬
踏
五
寸
六
寸
之
角
木
置
並
ヘ
、
両
側
手
摺
杉
丸
太
取
附
、
大
小

銯
か
す
が
いか

け

Ｂ
（
85
頁
）

「
切
抜
之
所
築
方　

戌
八
月
九
日
よ
り
同
九
月
三
日
迄
」

西
側
御
石
垣
切
抜
之
所
、
ほ
く
し
方
之
節
よ
り
御
土
蔵
内
通
用
道
ニ
相
成
、
御
石
垣

出
来
此
所
計
明
ケ
置
、
追
而
荒
仕
事
無
之
時
節
見
合
、
築
塞
キ
申
候

　

棧
橋
に
つ
い
て
は
同
書
に
図
面
も
あ
る
。
「
御
天
守
御
修
復
仕
様
妻
之
方
ヨ
リ
見

渡
之
図
」
（
紀
要
1
・
口
絵
6

－

1
）
に
西
の
棧
橋
が
、
同
「
平
之
方
ヨ
リ
見
渡
之
図
」

（
口
絵
6

−

2
）
に
北
の
棧
橋
の
横
か
ら
の
立
体
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
本
稿
写
真
7
）
。

ま
た
本
年
刊
行
の
『
御
巡
覧
留
続
編
』
中
の
藩
主
宗
勝
宝
暦
四
年
（
1
7
5
4
）
巡

覧
図
（
同
書
図
版
5
）
に
は
、
御
天
守
北
側

に
朱
字
で
「
北
棧
木
階
」
、
西
に
黒
墨
で
「
御

材
木
橋
」
、
「
西
」
、
朱
墨
で
「
南
棧
木
バ
シ
」

と
あ
り
、
北
と
西
の
棧
橋
の
平
面
位
置
、
そ

し
て
巡
覧
す
る
藩
主
が
そ
こ
を
通
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
二
つ
の
棧
橋
が
同
時
に
あ
っ
た
。

た
だ
し
「
西
之
方
切
抜
よ
り
南
の
井
楼
」
と

も
あ
る
（
81
頁
）
。
い
く
つ
か
の
井
楼
が
存

在
し
た
よ
う
だ
。

　

宝
暦
の
棧
橋
は
規
模
が
大
き
く
、
柱
は
用

い
ず
に
井
桁
形
に
箱
を
積
み
重
ね
て
橋
台
に

し
て
い
た
。
橋
台
は
「
長
三
間
之
角
木
」
・
「
四
間
五
間
之
松
丸
太
」
で
組
み
あ
げ
ら

れ
た
。
高
所
で
の
作
業
に
な
る
か
ら
、
縄
で
結
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
木
組
（
継
手
仕

口
）
で
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
西
側
御
石
垣
切
抜
」
は
「
ほ
く

し
方
之
節
よ
り
御
土
蔵
内
通
用
道
ニ
相
成
」
と
あ
っ
て
、
「
ほ
ぐ
し
方
」
つ
ま
り
石

垣
解
体
時
か
ら
利
用
さ
れ
た
と
あ
り
、
塞
が
れ
た
石
を
除
去
す
れ
ば
使
用
で
き
る
「
切

抜
」
が
す
で
に
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
「
切
抜
」
と
棧
橋
が
使
え
な
か
っ
た
ら
、
石
を

出
す
場
所
が
な
く
て
、
天
守
台
内
部
は
す
ぐ
に
石
で
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
不
可
欠
の

装
置
だ
っ
た
。
こ
の
棧
橋
は
工
事
の
進
捗
に
つ
れ
、
当
初
は
高
く
積
ま
れ
、
解
体
時

に
は
だ
ん
だ
ん
下
が
り
、
積
み
上
げ
時
に
は
だ
ん
だ
ん
上
が
っ
て
い
く
。
橋
台
を
基

礎
と
し
、
登
桁
が
「
六
通
り
」
と
さ
れ
た
。
築
城
図
屏
風
に
描
か
れ
た
梯
子
段
は
横

に
四
列
ほ
ど
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
六
列
だ
っ
た
。

　

立
面
図
で
数
え
る
と
、
高
さ
は
十
三
段
あ
る
い
は
十
七
段
、
井
桁
が
組
み
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
切
抜
底
ま
で
だ
か
ら
、
高
さ
は
最
高
で
14
・
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
上
げ 6　天守台西側切抜（旧開口部）
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下
げ
に
増
段
の
足
場
が
必
要
で

あ
っ
た
。
大
正
十
年
西
南
隅
櫓
修

理
の
際
の
仮
設
棧
橋
が
写
真
に
あ

る
。
相
撲
の
触
れ
太
鼓
の
櫓
で
は

長
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
檜
材
が
使
わ

れ
る
と
い
う
。
作
業
の
足
場
だ
か

ら
手
を
離
せ
る
よ
う
に
二
本
の
丸

太
の
柱
と
通
路
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
転
落
防
止
の
馬
踏
み
も
あ
っ

た
。
長
さ
五
間
の
井
桁
の
周
囲
に

複
線
の
足
場
が
作
ら
れ
た
な
ら
、

七
間
四
方
程
度
（
12
・
6
メ
ー
ト

ル
）
の
構
築
物
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
宝
暦
に
利
用
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
何
百
倍
も
の
資
材
搬

入
を
必
要
と
し
た
慶
長
に
は
想
像

を
絶
す
る
よ
う
な
構
築
物
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

天
守
台
西
側
で
は
堀
底
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
が
（
『
本
丸
内
堀
発
掘
調
査
報

告
書
』
2
0
2
3
）
、
切
抜
か
ら
鉛
直
に
下
ろ
し
た
線
を
西
に
伸
ば
し
た
南
北
の
等

距
離
に
石
垣
列
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
25
メ
ー
ト
ル
間
隔
の
平
行
線
で
、
中
心
線
（
東

西
）
よ
り
南
と
北
に
そ
れ
ぞ
れ
12
・
5
メ
ー
ト
ル
の
並
行
石
垣
が
あ
っ
た
。
並
行
す

る
二
本
の
線
で
西
側
で
も
そ
れ
に
直
交
す
る
石
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
長
方
形
に
は

な
ら
ず
、
並
行
線
で
、
匚
状
に
閉
じ
て
は
い
な
い
。
む
ろ
ん
櫓
台
で
も
幻
の
「
西
小

天
守
台
」
で
も
な
く
、
建
物
構
築
を
前
提
に
し
な
い
。

　

天
守
へ
の
最
短
路
は
も
う
一
つ
、
西
側
に
あ
っ
た
。
西
之
丸
と
御
深
井
丸
の
間
、

御
深
井
丸
透
門
橋
台
に
つ
な
が
る
堀
で
あ
る
。
天
守
台
地
続
き
構
想
が
消
え
、
こ
の

ル
ー
ト
も
重
視
さ
れ
た
。
小
天
守
西
側
の
切
抜
き
（
旧
開
口
部
）
に
繋
が
る
搬
入
路

で
あ
る(

『
史
料
が
語
る
名
古
屋
城
石
垣
普
請
の
現
場
』
65
頁
、
原
史
彦
コ
ラ
ム
写

真)

。
こ
の
場
合
、
橋
台
石
垣
西
側
が
積
ま
れ
ず
に
、
土
の
斜
面
の
ま
ま
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
現
在
橋
台
を
鵜
の
首
と
呼
ぶ
人
が
多
い
が
、
近
代
の
造
語
で
、

学
術
的
用
語
と
は
い
え
な
い
。
後
述
）
。

　

宝
暦
よ
り
は
慶
長
の
方
が
搬
入
物
資
の
量
が
飛
躍
的
に
多
か
っ
た
。
宝
暦
以
上
に

頑
丈
な
階
段
（
棧
橋
）
が
い
く
つ
も
作
ら
れ
て
石
も
柱
材
も
搬
入
さ
れ
た
。

　

行
合
丁
場
は
資
材
搬
入
の
最
短
路
だ
っ
た
。
今
次
の
木
造
天
守
再
建
工
事
で
も
同

じ
場
所
か
ら
搬
入
し
、
堀
に
設
け
ら
れ
た
台
よ
り
資
材
を
搬
入
す
る
。

　

3
─
2　

石
を
引
く

　

絵
画
資
料
に
み
え
る
石
引
に
は
石
曳
図
（
和
泉
館
所
蔵
）
、
石
切
図
（
松
永
美
術
館
）
、

石
曳
図
（
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
）
、
築
城
図
（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
の
各
屏
風
、

石
曳
蒔
絵
盆
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
が
あ
る
。

　
　

3
─
2
─
1　

石
曳
図
屏
風
（
下
田
昌
男
氏
旧
蔵
・
和
泉
館
所
蔵
）

　

箱
根
町
指
定
文
化
財
。
制
作
年
は
不
明
。
石
工
が
技
術
を
語
り
伝
え
、
絵
師
の
元

に
壮
大
な
絵
が
画
材
集
（
粉
本
）
と
し
て
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
て
、
描
か
れ
た
伝

統
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
（
修
羅
・
す
ら
）
に
よ
っ
て
海
岸
ま
で
石
引
さ
れ

て
、
そ
こ
で
動
力
の
な
い
船
（
バ
ー
ジ
・
艀
）
に
積
ま
れ
る
。
船
は
海
岸
の
杭
お
よ

び
岩
と
綱
で
結
ば
れ
て
い
る
。
綱
に
は
数
人
が
つ
き
、
海
中
で
調
整
す
る
人
も
い
る
。

厚
い
木
板
が
敷
か
れ
て
、
船
は
二
艘
を
横
に
つ
な
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
左
舷

7　仕様之大法にみる井桁式棧橋台
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側
に
み
え
る
の
は
船せ

が

い枻
で
、
構
造
材
で
も
あ
っ
て
骨
格

を
な
す
。
船
に
反
り
は
な
く
、
平
ら
で
面
積
の
広
い
鏡

石
状
の
石
が
積
載
さ
れ
る
。
船
枻
の
間
隔
は
明
ら
か
に

沖
の
方
が
広
く
、
陸
側
は
詰
ま
っ
て
石
の
荷
重
を
後
方
、

艫と
も

で
受
け
る
。
石
は
板
に
乗
せ
ら
れ
、
そ
の
板
は
コ
ロ

の
上
に
乗
り
甲
板
の
よ
う
で
あ
る
。コ
ロ
は
船
の
上
の
、

舳
先
の
わ
ず
か
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
面
に
敷
か
れ
る
。
二

本
の
綱
が
左
右
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
人
ほ
ど
の

男
た
ち
が
引
く
。
綱
の
先
は
神
楽
棧
で
巻
き
上
げ
ら
れ
、

男
た
ち
が
一
本
の
手
子
（
棒
）
に
一
人
が
つ
い
て
時
計

回
り
で
押
し
回
し
て
綱
を
引
い
て
い
る
（
奥
側
は
や
や

画
像
が
不
鮮
明
）
。
音
頭
を
取
る
男
が
三
人
ほ
ど
い
て

手
を
揚
げ
な
が
ら
、
「
そ
う
れ
・
え
い
や
ぁ
ー
ー
」
の

よ
う
に
声
を
か
け
る
。
そ
の
前
の
石
切
り
出
し
場
面
で

も
一
人
が
石
の
前
に
、
三
人
が
扇
子
を
手
に
声
を
か
け

て
い
る
。
石
の
近
く
に
は
手
子
を
も
っ
た
男
が
方
向
を

調
整
す
る
。
舳み

よ

し先
の
船
枻
に
乗
る
男
は
竿
を
も
っ
て
停

泊
し
て
作
業
す
る
石
船
の
方
向
を
調
整
し
た
。

　

石
の
す
ぐ
後
に
手
子
を
持
つ
男
が
五
人
ほ
ど
い
る
。

前
方
で
石
に
掛
け
た
綱
を
引
く
時
に
微
調
整
す
る
。
彼

ら
は
台
の
上
に
乗
る
。
そ
の
後
に
別
の
五
、
六
人
が
い

て
、
大
き
な
木
の
板
を
左
右
で
二
枚
、
そ
れ
で
石
が
乗

る
船
上
の
板
を
押
し
て
い
る
。
石
の
上
に
は
予
備
の
綱

が
二
巻
き
。
海
上
に
は
陣
笠
を
被
る
人
物
数
名
を
乗
せ

た
船
が
二
艘
い
て
、
一
艘
に
は
鉾
槍
が
み
え
る
。
指
揮
者
・
監
督
者
が
乗
る
船
で
あ

ろ
う
。
石
は
コ
ロ
の
上
だ
か
ら
不
安
定
に
見
え
る
が
、
数
十
人
が
か
り
で
な
け
れ
ば

動
か
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
神
楽
棧
と
後
方
の
綱
で
固
定
し
た
。

　

二
艘
は
左
右
が
繋
が
れ
た
ま
ま
帆
掛
船
に
よ
り
曳
航
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
ま
ま

沖
合
に
い
る
大
き
な
母
船
に
積
む
。
浜
は
浅
い
が
沖
は
深
く
、
喫
水
に
耐
え
う
る
船

だ
っ
た
。
明
ら
か
に
二
艘
が
並
行
す
る
。
格
子
状
の
は
ぎ
付
け
（
落
下
防
止
か
）
を

二
艘
と
も
に
両
舷
で
外
し
て
い
る
。
曳
航
船
か
ら
石
が
載
る
板
は
や
や
持
ち
上
げ
ら

れ
、
船
に
一
端
が
か
か
る
。
石
に
結
ば
れ
た
綱
は
手
前
側
の
船
中
央
に
あ
る
神
楽
棧

に
結
ば
れ
、
こ
の
神
楽
棧
は
手
子
（
棒
）
を
一
人
が
押
し
て
い
た
前
者
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
、
一
本
の
手
子
（
棒
）
を
七
、
八
人
が
押
し
て
い
る
。
計
四
本
だ
か
ら

三
十
人
ほ
ど
で
回
す
。
神
楽
棧
は
船
の
中
央
に
あ
っ
て
頑
丈
に
船
体
に
固
定
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
、
棧
が
あ
る
以
上
、
巨
石
は
載
せ
ら
れ
な
い
。
奥
側
の
船
に
は
神
楽
棧

が
な
い
か
ら
、
石
を
積
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
手
前
の
船
は
い
わ
ば
ウ
ィ
ン
チ
船

で
、
奥
の
船
に
石
を
引
き
載
せ
る
こ
と
が
任
務
・
仕
事
だ
っ
た
。
二
艘
と
も
に
帆
柱

の
横
に
下
ろ
し
た
帆
布
。
沖
合
に
帆
掛
船
が
二
艘
い
る
の
は
曳
航
補
佐
か
。

　

描
か
れ
た
石
は
極
端
に
大
き
く
み
え
、
城
郭
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
石
は
必
要
と
し
な

い
。
大
坂
築
城
に
関
す
る
薩
藩
旧
記
増
補
所
収
（
元
和
七
年
）
六
月
廿
八
日
伊
勢
貞

昌
書
状
（
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
三
十
三
、
六
〇
頁
）
に
あ
る
大
坂
城
築
城
記
事
に

よ
れ
ば
、
池
田
宮
内
（
忠
雄
）
は
長
七
間
・
横
三
間
、
加
藤
肥
後
守
（
忠
広
）
は
九

間
半
の
石
を
引
き
、
「
ケ
様
成
石
世
上
ニ
有
之
物
ニ
テ
候
哉
」
「
右
之
石
一
つ
ニ
付
銀

子
百
五
十
貫
目
程
入
申
」
と
あ
る
。
池
田
忠
雄
が
運
ん
だ
蛸
石
（
桜
門
）
は
、
た
て

5
・
5
ｍ
、
横
11
・
7
ｍ
、
お
な
じ
く
肥
後
石
は
5
・
5
ｍ
、
14
・
0
ｍ
だ
か
ら
、

九
間
半
＝
17
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ば
ず
、
八
間
ほ
ど
。
絵
で
は
手
の
幅
を
一
間
と
し
て

十
一
間
ほ
ど
、
横
幅
も
四
間
は
あ
る
よ
う
に
見
え
る
（
な
お
銀
子
百
五
十
貫
目
は
現

8　石切図屏風（和泉館所蔵）
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代
価
格
に
換
算
す
れ
ば
、
お
よ
そ
二
千
〜
四
千
万
円
ほ
ど
か
）
。

　
　

3
─
2
─
2　

�

石
切
図
屏
風
（
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
内
松
永
美
術
館
）

　

旧
所
有
者
の
祖
で
あ
る
鈴
木
太
吉
氏
（
大
工
棟
梁
一
八
五
七
〜
一
九
三
七
）
の
希

望
で
制
作
さ
れ
た
。
仮
に
五
〇
歳
の
時
と
し
て
一
九
〇
七
年
、
近
代
絵
画
で
あ
る
。

相
州
一
の
石
切
場
で
あ
っ
た
湯
河
原
吉
浜
の
光
景
と
さ
れ
る
。
吉
浜
の
石
切
は
継
続

さ
れ
、
伝
統
技
術
は
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
巨
石
運
搬
方
法
の
具
体
を
取
材
し
、

築
城
時
の
光
景
を
描
い
た
か
、
粉
本
（
元
絵
）
が
あ
っ
た
か
。
左
の
入
江
（
あ
）
に

は
沖
に
帆
掛
船
が
一
艘
、
浜
に

船
（
艀
）
が
三
艘
い
て
帆
掛
船

の
旗
に
は
「
西
之
丸
普
請
御
用

石
」
と
あ
る
。
（
あ
）
で
は
石

積
み
は
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
石

は
準
備
さ
れ
て
い
る
が
待
機
中

で
あ
る
。
こ
の
入
江
の
山
は
岩

山
だ
か
ら
そ
れ
自
体
が
石
切
場

か
。
そ
の
右
手
、
長
浜
が
始
ま

る
（
い
）
に
も
同
じ
文
字
の
あ

る
船
が
い
て
、
船
の
前
半
分
に

す
で
に
石
が
積
ま
れ
て
い
る
。

長
浜
に
は
（
い
）
（
う
）
二
カ

所
に
陣
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
海

に
向
か
っ
て
二
方
向
に
竹
矢

来
、
陸
側
に
陣
幕
が
張
ら
れ
る
。

（
い
）
で
は
牛
が
二
頭
、
（
う
）
で
は
牛
ま
た
は
人
が
引
く
両
側
二
輪
の
荷
車
が
、
そ

れ
ぞ
れ
石
を
搬
入
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
（
い
）
で
は
車
の
周
囲
に
た
く
さ
ん
の
人

が
つ
く
。
（
い
）
（
う
）
で
は
陣
幕
の
張
ら
れ
た
入
り
口
左
右
に
「
献
上
御
用
石
」
と

書
か
れ
た
旗
が
立
つ
。
幕
の
紋
は
「
大
」
ま
た
は
「
火
」
の
字
が
丸
（
足
付
き
）
で

囲
ま
れ
、
大
久
保
家
の
家
紋
に
似
る
。
「
献
上
」
で
あ
れ
ば
助
役
で
は
な
い
。
船
が

綱
で
岸
の
杭
に
繋
が
れ
て
い
る
点
は
先
に
同
じ
だ
が
、
石
は
前
方
が
角
石
（
隅
石
）で
、

後
方
に
て
鏡
石
を
積
み
込
み
中
。
人
間
は
略
式
描
写
の
点
描
。
岸
に
棧
橋
が
あ
っ
て
、

船
と
桟
橋
を
繋
ぐ
大
き
な
板
の
上
を
石
が
移
動
中
。
先
頭
に
は
操
作
用
の
竿
を
持
つ

人
物
が
い
る
。
船
は
舷
側
が
低
く
、
ひ
ら
だ
船
に
見
え
、
先
頭
に
波
切
板
が
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
長
い
航
海
に
は
適
さ
な
い
（
『
石
垣
が
語
る
江
戸
城
』
、
内
田
清
・

一
九
七
〇
、
渡
辺
孟
・
二
〇
二
一
）
。
こ
の
大
き
さ
の
曳
航
石
船
な
ら
、
そ
の
ま
ま

名
古
屋
で
も
堀
川
に
入
る
。
熱
田
で
母
船
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
潮
に
乗
っ
て
竿
で
操

作
さ
れ
な
が
ら
堀
留
近
く
ま
で
上
が
る
。

ウ
ェ
ブ
「
お
だ
わ
ら
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
　

3
─
2
─
3　

石
曳
図
（
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
）

　

こ
の
図
は
右
下
に
「
江
州
佐
和
山
普
請　

井
伊
采
女
石
曳
之
図
」
と
い
う
墨
書
が

あ
っ
て
、
彦
根
城
普
請
の
光
景
と
さ
れ
て
い
る
。
石
は
人
間
の
背
丈
ほ
ど
、
三
人
が

乗
る
か
ら
平
面
積
は
二
畳
ほ
ど
で
あ
る
。
荷
車
の
車
輪
は
背
丈
と
比
較
す
る
と
二
Ｍ

強
で
、
車
輪
の
横
に
は
帯
刀
す
る
人
が
つ
い
て
、
車
軸
に
付
属
す
る
手
押
し
（
ハ
ン

ド
ル
）
を
押
す
。
牛
は
異
様
に
角ツ

ノ

が
巨
大
だ
が
、
切
ら
な
け
れ
ば
こ
う
な
る
。
一
頭

の
大
き
な
牛
が
、
車
台
か
ら
轅

ナ
ガ
エ

で
繋
が
れ
た
ク
ビ
キ
を
引
き
な
が
ら
前
進
を
試
み
る
。

背
中
に
は
立
髪
が
あ
っ
て
腹
（
足
）
に
掛
け
ら
れ
た
綱
で
背
中
に
鞍
が
結
び
つ
け
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
も
綱
が
伸
び
て
車
台
を
牛
が
引
く
。
そ
れ
と
は
別
に
車
台
に
結
ば
れ

9　�松永美術館（おだわらデジタルミュージアム）の石切図屏風�
全体は https://odawara-digital-museum.jp/selection/definition/50/
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た
太
い
綱
を
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
綱
が
伸
び
、
前
に
肩
が
ら
み
で
綱
を
引
く
男
が
左
右

そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
そ
の
後
方
に
綱
を
繰
り
出
す
男
が
三
人
、
左
右
合
わ
せ
て
十
六
人

が
牛
に
あ
わ
せ
て
綱
を
引
く
。
そ
の
後
ろ
に
三
人
い
て
、
帯
刀
す
る
が
、
直
接
綱
は

ひ
か
ず
、
長
い
テ
コ
（
手
木
）
の
よ
う
な
物
を
持
つ
。
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
押

し
た
。
帯
刀
す
る
も
の
は
一
名
が
手
押
し
（
ハ
ン
ド
ル
）
を
操
作
す
る
が
、
直
接
綱

は
引
か
な
い
か
ら
、
指
揮
す
る
側
に
い
て
侍
で
あ
る
。
石
の
上
の
男
の
上
着
は
南
蛮

風
・
洋
服
で
、
日
の
丸
の
扇
で
指
揮
を
取
る
。
墨
書
き
を
信
じ
れ
ば
、
彼
が
井
伊
采

女
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
は
帯
刀
す
る
が
若
衆
髷
つ
ま
り
元
服
前
の
若
者
で
、
一
見
女

性
の
よ
う
に
描
か
れ
、
太
鼓
を
叩
く
。
先

の
伊
勢
貞
昌
書
状
（
前
々
頁
）
に
は
「
何

も
太
鼓
・
鼓
・
笛
、
女
人
な
と
は
や
し
候

由
」
と
あ
っ
た
。
そ
の
横
に
は
背
丈
が
低

く
少
女
の
よ
う
に
も
見
え
る
女
性
が
、
特

段
の
動
作
は
せ
ず
に
た
だ
座
っ
て
眺
め
て

い
る
。

　

路
上
に
は
見
物
す
る
一
群
が
お
り
、
中

心
人
物
は
中
腰
で
お
そ
ら
く
は
床
机
に
座

る
。
大
小
二
本
差
し
で
、
帽
子
は
洋
帽
、

こ
れ
も
南
蛮
衣
装
だ
っ
た
。
そ
の
右
も
左

も
大
小
帯
刀
す
る
人
物
で
、
右
は
さ
ら
に

鉤
の
手
カ
ギ
の
つ
い
た
槍
を
持
ち
、
左
は

竹
の
棒
を
持
つ
。
一
番
右
側
も
帯
刀
す
る

若
衆
で
一
見
す
る
と
女
性
の
よ
う
に
描
か

れ
、
肩
に
黒
と
赤
の
袋
を
担
う
。
左
端
も

二
本
差
し
の
若
衆
二
人
で
あ
る
。

　
　

3
─
2
─
4　

築
城
図
屏
風
（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）

　

築
城
図
屏
風
は
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
、
過
去
に
は
「
駿
府
城
」
築
城
図
屏
風
と

さ
れ
て
い
た
が
、
根
拠
は
な
く
、
特
定
の
城
の
情
景
で
は
な
い
。
築
石
は
コ
ロ
の
上

に
シ
ュ
ラ
が
置
か
れ
る
。
シ
ュ
ラ
は
右
に
切
り
口
が
見
え
て
お
り
、
二
本
の
木
材
を

貫
三
本
で
つ
な
い
で
い
る
。
石
は
不
陸
が
あ
る
か
ら
コ
ロ
で
円
滑
に
引
く
た
め
に
上

下
面
が
平
ら
な
シ
ュ
ラ
が
必
要
だ
っ
た
。
諏
訪
の
御
柱
は
山
か
ら
里
ま
で
引
く
間
に
、

木
の
底
は
平
滑
に
な
る
。
シ
ュ
ラ
は
地
面
に
接
し
な
い
が
、
コ
ロ
は
多
少
の
節
目
・

曲
り
は
な
く
な
っ
て
、
摩
擦
係
数
を
減
ら
す
。
石
の
上
に
は
六
人
が
乗
り
、
そ
の
う

ち
五
人
は
道
化
風
で
、
先
頭
で
踊
る
男
は
南
蛮
風
で
髪
型
も
日
本
風
で
は
な
い
。
後

の
四
人
の
内
二
人
は
面
を
被
っ
て
い
る
。
手
持
ち
太
鼓
（
小
太
鼓
・
う
ち
わ
太
鼓
か
）

を
た
た
き
、
隣
の
男
が
ホ
ラ
貝
を
吹
く
。
奇
抜
で
人
目
を
引
い
た
。
手
前
の
石
上
か

ら
か
が
む
男
は
太
鼓
を
叩
く
。
ホ
ラ
貝
の
合
図
で
引
き
始
め
、
貝
、
大
太
鼓
・
小
太

鼓
が
鳴
る
間
、
の
け
ぞ
り
な
が
ら
綱
を
引
き
、
音
が
止
む
と
一
息
入
れ
る
。
全
員
が

調
子
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
石
は
動
か
な
い
。
石
の
後
に
は
手
子
を
持
つ
男
が
三
人
、

そ
の
後
に
も
手
子
組
が
控
え
順
繰
り
に
交
代
し
た
。
コ
ロ
は
石
の
通
過
で
後
か
ら
前

に
運
ば
れ
る
。
絵
で
は
必
ず
し
も
き
れ
い
な
円
柱
で
は
な
い
か
ら
、
回
転
す
る
ほ
ど

で
は
な
く
、
摩
擦
を
減
じ
、
上
を
滑
ら
せ
た
。
ア
ラ
メ
や
ヤ
ツ
デ
の
よ
う
に
ぬ
め
り

を
含
む
も
の
を
敷
い
た
（
西
ケ
谷
恭
弘
「
石
曳
き
」
『
月
刊
歴
史
と
旅
』

二
〇
〇
〇
）
。
綱
引
き
は
左
一
扇
か
ら
二
扇
全
体
、
一
部
三
扇
ま
で
及
ぶ
長
さ
で
、

石
の
直
後
で
は
四
本
に
見
え
る
が
、
第
二
扇
で
は
五
本
に
見
え
る
。
全
体
で
百
人
ほ

ど
が
引
い
た
。
右
手
に
は
二
輪
の
車
が
三
両
い
る
。
い
ず
れ
も
積
載
は
石
ひ
と
つ
で
、

三
な
い
し
四
尺
立
法
、
上
に
人
は
乗
ら
な
い
。
二
台
は
牛
が
引
き
、
う
ち
後
の
一
台

10　石曳図（大阪城天守閣蔵）
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は
人
が
後
押
し
す
る
。
先
頭
の
一
台
は
人
が
三

人
で
引
く
。
そ
の
横
で
は
そ
れ
よ
り
や
や
大
ぶ

り
の
石
を
二
本
の
綱
で
十
人
ほ
ど
が
引
く
。
牛

が
引
く
荷
車
な
ら
人
は
一
人
、
人
だ
け
が
引
く

車
な
ら
三
人
、
車
な
し
な
ら
十
人
が
必
要
だ
っ

た
。
一
方
、
中
間
に
は
井
桁
に
組
ん
だ
木
の
枠

組
み
に
大
き
な
石
を
つ
り
下
げ
る
。
一
本
に
六

人
、
そ
れ
が
四
列
あ
る
か
ら
二
十
四
人
で
あ
る
。

仮
に
二
ト
ン
あ
っ
た
と
す
る
と
、
一
人
の
肩
に

83
キ
ロ
の
重
量
が
掛
か
る
。
偶
数
列
の
人
は
全

員
、
前
に
あ
る
柱
に
手
を
延
ば
し
て
、
限
界
の

重
み
に
耐
え
た
。
そ
の
前
方
に
は
六
人
×
六
人
、

三
十
六
人
持
ち
の
井
桁
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は

道
化
役
風
の
男
が
つ
り
下
げ
ら
れ
た
石
の
上
に

乗
っ
て
、
笹
の
よ
う
な
も
の
で
指
揮
を
執
っ
て

い
る
。
先
ほ
ど
の
よ
う
に
前
の
柱
に
手
を
伸
ば

す
も
の
は
一
人
も
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
着
物
に

ふ
ん
ど
し
だ
が
、
な
か
に
は
前
に
ボ
タ
ン
の
あ

る
シ
ャ
ツ
を
着
た
も
の
も
い
て
、
南
蛮
衣
装
は

よ
ほ
ど
に
流
布
し
て
い
た
。
二
つ
の
井
桁
に
は

そ
れ
ぞ
れ
先
頭
に
女
性
の
よ
う
に
見
え
る
人
物

が
い
て
、
北
原
糸
子
『
江
戸
城
外
堀
物
語
』
（
ち

く
ま
新
書
・
一
九
九
九
）
は
女
性
と
す
る
。
上

半
身
は
裸
で
下
半
身
も
裸
体
に
近
く
、
と
も
に

特
異
な
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。
女
性
で
あ
れ
ば
相
当
人
目
を
引
い
た
。
若
衆
も
女
性

風
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。
屏
風
に
は
演
芸
者
や
見

世
物
、
ケ
ン
カ
、
物
乞
い
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
祭
り
・
群
衆
・
狂
騒
が
あ
っ
た
。

　
　

3
─
2
─
5　

石
曳
蒔
絵
盆
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）

　

ど
こ
の
現
場
か
、
い
つ
の
時
代
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
石
が
数
多
く
積
載
さ
れ
る
。

二
輪
の
車
の
轅

な
が
え

（
長
柄
）
を
左
右
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
男
が
引
き
、
そ
の
前
に
左
右
の

綱
が
延
び
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
人
以
上
で
引
く
。
上
に
は
小
柄
な
男
が
乗
っ
て
、
指
揮

を
す
る
。
後
に
は
手
木
を
も
っ
た
二
人
が
い
て
、
路
上
に
は
大
小
帯
刀
す
る
侍
と
控

え
る
若
衆
、
ま
た
床
机
に
掛
け
る
人
物
が
い
る
。

　

以
上
か
ら
荷
車
の
場
合
は
二
輪
で
そ
れ
以
上
は
な
い
、
牽
引
は
牛
、
人
間
、
ま
た

併
用
が
あ
っ
た
。
台
上
に
乗
っ
て
指
揮
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
つ
ね
に
で
は
な
い
。

　

名
古
屋
城
の
石
引
図
は
『
尾
張
名
所
図

会
』
・
加
藤
清
正
の
も
の
が
名
高
い
。
清
正

石
引
き
は
『
続
撰
清
正
記
』
に
み
え
る
。
清

正
だ
け
で
な
く
福
島
正
則
も
木
遣
を
好
ん
だ

と
い
い
、
彼
ら
は
好
ん
で
石
引
の
石
に
乗
っ

た
。
た
だ
し
『
名
所
図
会
』
は
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
〜
十
二
年
の
間
の
制
作
で
、

二
百
三
十
年
も
後
で
あ
る
。
実
景
を
見
た
絵

師
が
描
い
た
も
の
で
は
な
い
し
、
こ
の
絵
ほ

ど
の
巨
石
は
名
古
屋
城
に
使
わ
れ
て
い
な

い
。
四
輪
の
車
も
例
が
な
い
（
後
述
）
。
清

正
伝
説
は
今
で
も
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
本
丸

12　石曳蒔絵盆（東京国立博物館）

11　�築城図屏風（部分、名古屋市博物館所蔵）
全体は https://www.museum.city.nagoya.jp/collection/fi�ne_portrait/lineup/index.html
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東
御
門
枡
形
に
あ
る
石
も
古
写
真
に
よ
れ
ば
昭
和
・
戦
前
に
「
清
正
石
」
の
札
が
建

て
ら
れ
た
。
こ
こ
は
黒
田
長
政
丁
場
で
あ
り
、
筑
前
人
の
苦
労
の
結
果
が
、
無
関
係

の
別
人
の
功
績
に
す
り
替
え
ら
れ
た
。
正
し
い
評
価
を
望
む
。
加
藤
清
正
の
天
守
台

石
垣
は
百
五
十
年
ほ
ど
で
崩
れ
る
手
前
と
な
っ
て
解
体
さ
れ
た
。
今
見
る
石
垣
は
大

半
、
宝
暦
に
尾
張
藩
が
積
み
替
え
た
も
の
な
の
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

3
─
3　

石
を
積
む

　

築
城
図
屏
風
（
3
─
2
─
4
）
に
は
大
勢
の
働
く
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
綱
引
き

を
し
、
ク
リ
石
を
背
負
う
人
た
ち
は
、
特
段
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

急
坂
で
転
倒
も
し
て
い
る
が
、
運
搬
要
員
と
し
て
多
数
が
参
加
し
て
い
る
。
算
盤
と

帳
面
を
持
っ
た
男
か
ら
賃
金
を
得
て
い
る
光
景
も
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
石
垣
を
築
く
現

場
で
は
石
垣
の
隙
間
穴
に
木
材
を
入
れ
、
そ
れ
に
板
を
か
け
て
足
場
と
し
、て
こ
（
梃

子
・
手
子
・
手
木
）
を
持
っ
て
石
積
み
の
補
正
を
す
る
人
が
い
る
。
高
所
作
業
の
技

術
を
持
つ
。
彼
ら
が
「
ひ
よ
」
（
日
用
）
と
考
え
る
（
後
述
）
。

　
　

3
─
3
─
1　

地
形
（
じ

（
ぢ
）

ぎ
ょ
う
）
と
埋
土

　

石
垣
が
崩
壊
す
る
要
因
は
地
震
か
大
雨
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
石
垣
は
背
後
（
内

部
）
、
地
山
と
ク
リ
の
間
に
溜
ま
っ
た
水
と
土
の
圧
力
を
受
け
る
。
天
守
台
で
は
天

守
の
屋
根
（
雨
落
ち
）
か
ら
外
、
石
垣
の
多
く
で
雨
を
受
け
る
が
、
可
及
的
速
や
か

に
排
水
さ
れ
る
。
大
雨
の
日
に
は
天
守
台
北
東
部
二
ヶ
所
か
ら
の
排
水
が
観
察
で
き

る
し
、
排
水
口
は
苔
が
生
え
て
い
る
か
ら
普
段
の
目
視
も
可
能
だ
。
同
時
に
圧
力
に

耐
え
う
る
石
壁
が
必
要
で
あ
る
。
扇
の
勾
配
で
一
つ
の
築
石
は
外
側
が
高
く
傾
斜
し

て
い
る
。
外
側
へ
は
前
面
に
塞
が
る
石
を
上
に
持
ち
上
げ
な
け
れ
ば
築
石
を
押
し
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
築
石
は
上
か
ら
何
石
も
重
な
っ
て
い
る
。
内
側
の
土
圧

水
圧
は
こ
の
構
造
の
故
に
石
垣
を
内
側
か
ら
押
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
強
い
構

造
で
、
ク
リ
石
・
築
石
の
間
か
ら
排
水
が
容
易
だ
っ
た
。
た
だ
全
面
的
に
変
形
し
て

逆さ
か

石い
し

と
呼
ば
れ
る
状
態
、
水
平
も
し
く
は
外
側
が
下
を
向
く
状
態
に
な
っ
て
扇
の
勾

配
が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
崩
壊
し
た
（
逆
石
は
ウ
ェ
ブ
検
索
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

初
心
者
が
誤
り
や
す
い
、
積
ん
で
は
い
け
な
い
積
み
方
で
あ
る
。
逆
石
状
態
は
人
為

的
な
積
み
方
で
は
な
く
、
経
年
変
状
で
あ
る
。
職
業
的
な
石
積
み
技
術
者
は
絶
対
に

積
ま
な
い
）
。

　

内
側
か
ら
押
し
出
す
力
が
あ
っ
て
も
、
石
の
傾
斜
、
扇
の
勾
配
が
維
持
さ
れ
て
い

れ
ば
崩
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
扇
の
勾
配
で
も
上
端
部
は
水
平
に
な
る
。
軒
下
だ

か
ら
雨
が
入
ら
ず
、
水
は
た
ま
ら
ず
、
水
圧
・
土
圧
は
生
じ
に
く
い
。
根
石
も
枕
木

の
上
に
胴
木
（
土
台
木
）
を
置
く
か
ら
水
平
に
な
る
。
安
定
上
、
ま
た
施
行
上
、
土

台
は
水
平
が
重
視
さ
れ
た
。
石
は
上
か
ら
押
さ
え
ら
れ
、
凹
凸
も
あ
る
し
、
胴
木
上

に
置
か
れ
れ
ば
、
普
通
な
ら
移
動
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
扇
の
勾
配
に
よ
る
力
学

＝
物
理
的
絶
対
安
定
が
適
用
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
慶
長
期
に
築
城
さ
れ
た
多
く

13　根石モデル（天守台南西）

14　根石モデル（江戸城外堀・北原前掲書）
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の
城
は
、
こ
の
根
石
の
前
面
を
埋
め
る
こ
と
で
根
石
の
移
動
要
因
を
な
く
し
た
。
紀

要
三
号
で
本
丸
石
垣
各
面
に
刻
ま
れ
た
三
、
二
の
数
字
が
根
石
か
ら
の
石
の
数
を
示

し
て
い
る
こ
と
、
『
金
城
温
古
録
』
に
「
根
石
の
下
に
は
敷
松
（
胴
木
）
が
あ
っ
て
、

前
面
を
埋
め
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
発
掘
区
全
体
で
検
出
さ
れ
る
「
慶
長

盛
土
」
が
そ
の
埋
土
に
該
当
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
『
金
城
温
古
録
』
の
ほ
か
に
も

同
時
代
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）
史
料
に
、
埋
土
を
採
用
し
た
と
い
う
同
じ
記
述
が
あ
っ

た
。
名
古
屋
城
に
関
す
る
（
慶
長
十
五
年
）
八
月
二
十
三
日
庄
野
文
書
（
二
三
）
に

　
　

も
は
や
水
た
ゝ
き
も
無
之
候
、
堀
う
め
地
形
迄
被
仰
付

と
あ
る
（
紀
要
四
号
）
。
こ
こ
で
は
堀
を
埋
め
る
こ
と
が
地
形
（
普
請
の
基
礎
工
事
）

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
着
手
し
な
か
っ
た
水
敲
の
こ
と
が
併
述
さ
れ
る
。

ほ
か
熊
本
城
宇
土
櫓
の
前
面
堀
の
発
掘
調
査
で
も
埋
め
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

根
石
は
枕
木
の
上
の
並
行
す
る
二
本
の
土
台
木
（
胴
木
）
に
置
か
れ
る
。
こ
の
方

法
は
片
斜
面
、
岩
盤
上
の
山
で
は
採
用
で
き
な
い
。
ま
た
江
戸
城
外
堀
で
は
、
土
台

木
（
胴
木
）
を
入
れ
る
溝
を
深
く
掘
る
方
法
を
と
り
、
根
石
の
両
側
を
巾
3
、
3
〜

4
、
5
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
て
「
地
形
根
切
り
」
と
し
、
そ
の
溝
に
土
台
木
（
胴
木
）

と
根
石
を
入
れ
、
小
面
（
表
側
）
と
石
じ
り
（
奥
）
の
両
方
を
ク
リ
石
で
充
填
し
た

（
前
掲
北
原
一
六
二
・
一
六
九
頁
）
。
二
本
の
胴
木
は
杭
で
固
定
さ
れ
、
そ
の
間
は
ク

リ
石
を
詰
め
た
。
こ
の
方
法
を
と
っ
た
場
合
、
並
行
す
る
二
本
の
胴
木
に
高
低
の
差

が
若
干
あ
っ
て
、
水
平
で
は
な
い
。
枕
木
は
な
い
し
、
埋
め
土
も
不
要
と
な
る
か
ら
、

外
堀
ゆ
え
の
略
式
と
い
え
る
。
調
査
を
す
れ
ば
小こ

面づ
ら

前
面
（
胴
木
の
堀
側
）
に
ク
リ

石
が
検
出
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
名
古
屋
城
本
丸
・
二
之
丸
で
は
検
出
さ
れ
な
い
。

　

熊
本
城
備
前
堀
で
は
狭
い
根
切
り
に
土
台
木
を
入
れ
ず
、
石
の
ま
わ
り
に
ク
リ
石

を
詰
め
て
高
石
垣
の
基
礎
と
し
て
い
た
（
本
年
度
調
査
）
。

　

名
古
屋
城
で
は
根
切
り
（
床
掘
）
は
堀
底
か
ら
浅
く
と
ど
め
て
枕
木
と
二
本
の
土

台
木
（
胴
木
）
を
敷
設
し
（
二
之
丸
東
門
）
、
水
平
を
確
保
し
、
地
震
時
の
移
動
防

止
目
的
で
前
面
を
盛
り
土
し
た
。
地
震
時
に
根
石
が
動
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
と
わ

か
る
。
文
禄
伏
見
地
震
（
地
震
に
よ
る
改
元
で
慶
長
に
な
る
）
に
て
天
守
が
崩
壊
、

お
そ
ら
く
根
石
が
動
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
周
縁
部
（
江
戸
城
外
堀
）
で
は
、
広
域
を

盛
土
す
る
工
法
は
費
用
と
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
採
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

3
─
3
─
2　

水
敲

　

上
記
引
用
で
は
こ
の
後
に
水
敲
き
記
事
が
続
く
。
名
古
屋
城
で
も
堀
埋
め
地
形
に

合
わ
せ
て
、
水
敲
記
事
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
連
続
す
る
工
事
と
な
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
も
し
堀
底
高
さ
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
水
敲
工
事
に
着
手
で
き
た
と
す
る
と
、
そ

の
場
合
に
は
施
工
順
に
時
間
差
が
で
き
る
。

　

水
敲
に
つ
い
て
、
二
条
城
図
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
雑
誌
『
蓬
左
』
1
0
1

の
表

紙
に
使
用
）h

t
t
p
s
:
/
/
h
o
u
s
a
.
c
i
t
y
.
n
a
g
o
y
a
.
j
p
/
a
r
c
h
i
v
e
/
p
d
f
/
h
o
u
s
a
1
0
1
.
p
d
f

）

と
江
戸
城
図
（
柳
川
文
書
館
寄
託
「
立
花
文
書
」h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
d
o
-
c
h
i
y
o
d
a
.

j
p
/
m
a
t
e
r
i
a
l
/
fi
l
e
s
/
g
r
o
u
p
/
2
/
e
d
o
j
o
s
o
t
o
b
o
r
i
-
0
2
.
p
d
f
 

、

前

掲

北

原

著

書

一
七
五
頁
、
一
部
は
『
牛
込
御
門
外
橋
詰
』
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
・
地
下
鉄
7
号

線
溜
池
・
駒
込
間
遺
跡
調
査
会
、
一
九
九
四
）
に
よ
っ
て
、
堀
を
形
成
す
る
石
垣
の

う
ち
外
側
、
低
い
方
を
指
し
た
と
わ
か
る
。

　

蓬
左
文
庫
二
条
城
絵
図
で
は
二
之
丸
西
堀
に
続
く
位
置
に
「
此
ク
ヰ
よ
り
南
へ
八

拾
九
間
四
尺
七
寸
水
タ
ゝ
キ　

尾
張
様
御
町
場
」
、
そ
の
北
側
に
は
「
是
ヨ
リ
南
ヘ

水
タ
ゝ
キ
ニ
テ
六
拾
九
間
弍
尺
三
寸
」な
ど
随
所
に
「
水
タ
ゝ
キ
」が
記
さ
れ
る
。
「
水

タ
ゝ
キ
橋
台
共
ニ
」
と
も
あ
っ
た
。
「
合
九
拾
間
三
尺　

尾
張
様
御
町
場　

御
本
丸

水
タ
ゝ
キ
」
と
あ
る
箇
所
は
二
之
丸
地
籍
で
は
な
く
、
「
本
丸
」
堀
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
。
「
水
タ
ゝ
キ
ニ
テ
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
本
丸
・
二
之
丸
は
ほ
と
ん
ど
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に
「
水
タ
ゝ
キ
」
と
注
記
が
あ
る
が
、
本
丸
南
側
の
雁
木
よ
り
西
、
北
側
の
雁
木
よ

り
西
、
お
よ
び
普
請
対
象
で
は
な
か
っ
た
古
堀
に
は
注
記
が
な
い
。

　

「
立
花
文
書
」
の
江
戸
城
図
で
は
「
水
敲
此
間
五
十
三
間
三
尺
一
寸
立
花
飛
騨
守
分
」

あ
る
い
は
「
水
敲
」
が
堀
外
側
の
お
お
む
ね
直
線
に
何
か
所
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

姫
路
城
の
場
合
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
十
月
九
日
史
料
に

「
此
外
絵
図
門
北
、
水
敲
石
垣
弍
ヶ
所
・
北
勢
隠
門
東
、
水
敲
壱
ヶ
所
」
（
『
特
別
史

跡
姫
路
城
跡
石
垣
総
合
調
査
報
告
書
』
12
頁
）
と
あ
る
。
絵
図
ノ
門
は
三
之
丸
東
出

曲
輪
の
門
で
、
南
北
の
水
堀
が
あ
っ
た
。
外
側
の
石
垣
で
あ
る
（
現
在
動
物
園
一
帯
）
。

　

前
掲
の
北
原
糸
子
『
江
戸
城
外
堀
物
語
』
で
は
水
敲
は
「
水
際
・
堀
端
の
低
い
石

垣
」
「
二
之
丸
側
の
低
い
水
敲
」
「
外
堀
の
石
垣
」
と
し
（
24
・
70
・
73
・
79
頁
）
、

内
田
九
州
男
は
「
石
垣
上
に
多
聞
・
塀
、
櫓
等
を
も
た
な
い
石
垣
」
「
上
に
建
物
を

も
つ
石
垣
を
本
石
垣
と
い
う
」
と
し
た
（
『
大
坂
城
の
諸
研
究
』
一
九
八
二
・

3
6
4

頁
）
。
二
人
の
説
明
は
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
現
象
で
、
堀
を
構
成

す
る
両
側
石
垣
で
外
側
に
建
物
が
建
つ
こ
と
は
な
い
。
城
内
側
に
い
る
の
が
味
方
で

あ
っ
て
、
敵
は
外
と
い
う
の
は
城
の
縄
張
り
の
大
前
提
で
あ
る
。
堀
の
城
内
側
は
出

角
入
角
を
多
用
し
て
、
横
矢
掛
け
を
作
る
。
意
図
的
に
屈
曲
を
作
っ
て
防
御
の
足
掛

か
り
と
し
た
。
対
し
て
堀
の
外
（
二
之
丸
側
端
・
本
丸
に
向
く
側
）
に
攻
撃
装
置
を

設
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
防
御
施
設
で
あ
る
建
物
も
建
て
な
い
し
、
横
矢
・
折
れ
歪

み
＝
出
角
・
入
角
も
不
要
だ
か
ら
単
純
な
直
線
に
な
る
（
堀
巾
確
保
の
必
要
が
あ
る

と
き
の
み
出
角
・
入
角
が
あ
る
）
。
台
地
縁
辺
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
城
で
は
、

堀
の
外
側
は
も
と
も
と
低
い
か
ら
、
低
い
石
垣
と
な
る
。

大
坂
城
水
敲
の
具
体

　

国
文
学
資
料
館
・
阿
波
国
徳
島
蜂
須
賀
家
文
書
中
の
寛
永
五
年
八
月
十
五
日
、
「
寛

永
五
年
大
坂
二
ノ
丸
南
輪
御
石
垣
・
水
敲
御
石
垣
坪
数
指
引
ノ
御
帳
」
（
27

−

01
御
手

伝
普
請

0
3
6
2

で
は
、
水
敲
は
ハ
サ
ミ
石
、
カ
ズ
ラ
（
葛
）
石
、
ガ
ン
ギ
石
、

猴
石
（
さ
ま
石
・
猿
間
石
）
、
水
通
、
土
留
と
並
ん
で
書
か
れ
、
カ
ズ
ラ
（
葛
）
石

は
軒
下
の
雨
だ
れ
に
並
べ
た
石
で
、
石
の
種
類
、
仕
様
に
関
わ
っ
て
い
た
（
文
書
画

像

は

ウ

ェ

ブ
・h

t
t
p
s
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
s
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
G
0
0
0
0
0
0
2
3
8
7
0
0
/

d
a
t
a
/
0
0
7
3
6

）

　

松
平
新
太
郎
自
分

本
御
石
垣
築
坪

一
三
百
四
拾
壱
坪
五
分
二
厘　

地
口
拾
九
間
三
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
分
高
金
ニ
拾
五
間
三
尺
反
入
テ
拾
七
間
三
尺
五
寸

一
七
拾
坪
七
分
七
厘　
　
　
　

片
入
角
反
坪

一
三
拾
坪
壱
分
九
厘　
　
　
　

片
入
角
反
坪

築
坪
四
拾
四
坪
六
分
四
厘

一
弍
拾
九
坪
七
分
六
厘　

御
矢
倉
台
地
口
折
返
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
四
間
弍
尺
四
寸
高
金
ニ
三
間
六
寸

築
坪
三
拾
五
坪
二
分
五
厘

一
弍
拾
三
坪
五
分　
　
　
　

御
二
ノ
丸
西
ノ
仕
切
□
ツ
内

築
坪
百
七
拾
八
坪
二
分
四
厘

一
百
拾
九
坪
一
分
六
厘　
　
　
　

水
敲
御
石
垣
地
口
拾
六
間
四
尺
七
寸
高
金
ニ
拾
九

間
五
尺
反
入
テ
拾
間
三
尺
九
寸

築
坪
四
拾
弍
坪
六
分

一
弍
拾
八
坪
四
分　
　
　
　

水
敲
両
入
角
反
坪

築
坪
弍
拾
壱
坪
三
分

一
拾
四
坪
弍
分　
　
　
　

水
敲
出
角
返
坪
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間
数
弍
拾
四
間
壱
尺
壱
寸

一
三
拾
坪
弍
分
三
厘　
　
　

猴
石
一
間
ヲ
壱
坪　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
分
五
厘
ニ
シ
メ

間
数
百
五
拾
六
間
壱
尺
三
寸

一
五
拾
弍
坪
七
厘　

か
ん
き
石
三
間
ヲ
壱
坪
ニ
シ
メ

　

Ａ
大
阪
市
役
所
所
蔵
丁
場
書
付
（
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
三
十
三
）
あ
る
い
は

Ｂ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
坂
御
城
之
図
（
『
城
郭
石
垣
の
技
術
と
組
織
』
石
川
県
金

沢
城
調
査
研
究
所
・
二
〇
一
二
）
は
大
坂
城
、
寛
永
五
年
頃
の
丁
場
割
図
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
両
者
は
同
一
図
で
は
な
く
、
建
物
の
有
無
な
ど
差
が
あ
る
。
松
平
新
太

郎
（
池
田
幸
隆
＝
光
政
）
の
丁
場
は
Ａ
で
は
六
ヶ
所
、
Ｂ
で
は
七
ヶ
所
で
、
Ａ
に
は

京
橋
口
北
と
玉
造
門
北
の
記
載
が
な
く
、
Ｂ
で
は
桜
門
南
の
井
戸
が
な
い
。

　

蜂
須
賀
文
書
記
述
と
の
対
応
は
、
京
橋
口
北
（
「
本
石
垣
」
入
角
二
）
、
二
之
丸
南

櫓
台
（
「
御
矢
倉
台
」
）
、
本
丸
桜
之
御
門
西
側
（
水
敲
御
石
垣
）
、
二
之
丸
追
手
土
橋

隅
周
辺
（
「
御
二
ノ
丸
西
ノ
仕
切
」
、
角
な
し
）
・
京
橋
口
土
橋
周
辺
（
入
角
二
・
出

角
一
、「
水
敲
両
入
角
」
か
）
、
二
之
丸
南
（
入
角
一
、
出
角
一
、「
水
敲
出
角
」
か
）
。

　

た
た
き
は
一
般
に
は
庭
の
滝
の
水
の
落
ち
口
な
ど
の
平
ら
な
石
、
洗
掘
か
ら
防
護

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
床
版
（
護
床
）
を
い
い
、
水
平
な
語
感
が
あ
る
。
な
ぜ
垂

直
な
石
垣
が
水
た
た
き
と
呼
ば
れ
る
の
か
。江
戸
城
の
呉
服
橋
門
の
ま
え
は
平
川
（
日

本
橋
川
）
で
、
当
然
対
岸
の
石
垣
は
き
わ
め
て
低
い
。
二
条
城
も
盛
土
が
主
体
の
よ

う
で
、
外
側
の
石
垣
は
低
い
。
水
と
の
距
離
が
近
い
か
ら
か
。
堀
の
中
に
な
る
部
分

が
大
半
だ
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
の
か
。
台
地
を
ほ
り
こ
ん
だ
部
分
の
大
坂
城
は
、
南

外
堀
な
ど
対
岸
の
石
垣
は
決
し
て
低
く
は
な
い
が
、
蜂
須
賀
文
書
に
あ
る
通
り
、
水

た
た
き
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

建
物
が
な
く
、
屋
根
・
雨
樋
・
排
水
路
も
な
い
か
ら
、
雨
水
が
築
石
裏
側
（
ク
リ

石
の
上
部
）
に
入
る
。
そ
れ
を
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
、
ク
リ
石
幅
に
何
ら
か
の
保

全
機
能
を
付
し
て
水
タ
ゝ
キ
と
呼
ん
だ
可
能
性
も
想
定
し
て
み
た
が
、
低
い
石
垣
の

場
合
、
そ
う
し
た
配
慮
は
不
要
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

水
敲
に
関
す
る
史
料
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
に
掲
載
し
た
。
寛
永
元
年
の
大
坂

城
加
藤
左
馬
（
嘉
明
）
の
丁
場
は
蓬
左
文
庫
図
に
よ
っ
て
天
守
西
側
堀
と
わ
か
る
が
、

「
加
藤
左
馬
（
嘉
明
）
殿
町
場
水
た
ゝ
き
少
く
る
ひ
候
由
候
、
上
石
を
取
の
け
被
置

候
由
」（
『
八
代
市
立
博
物
館
報
告
書
』
5
─

7
5
8
）
、「
水
た
ゝ
き
ふ
く
れ
申
」（
『
大

日
本
近
世
史
料
』
細
川
家
文
書
10
─

4
8
5
）
と
あ
っ
て
、
低
位
で
も
失
敗
が
あ
っ

た
。

　

3
─
4　

石
垣
を
直
す

　
　

3
─
4
─
1　

宝
暦
修
理

　

石
垣
修
理
の
記
録
は
多
い
（
『
名
古
屋
城
石
垣
災
害
・
補
修
一
覧
』
平
成
14
年
度
・

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
室
・
名
古
屋
城
管
理
事
務
所
）
。
も
っ
と
も
著

名
な
も
の
は
宝
暦
天
守
台
修
理
で
、
具
体
を
記
す
「
仕
様
ノ
大
法
」
に
つ
い
て
は
堀

内
亮
介
氏
が
詳
細
に
検
討
し
た
（
〈
史
料
紹
介
〉
名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
史
料

と
「
仕
様
ノ
大
法
」
、
本
紀
要
1
）
。
こ
の
時
の
役
人
に
つ
い
て
は
『
国
秘
録　

御
天

守
修
復
』
に
木
曽
御
材
木
奉
行
兼
御
作
事
奉
行
以
下
が
列
記
さ
れ
、
最
後
に

（
宝
暦
三
酉
四
月
ゟ
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
文
右
衛
門

（
中
略
）

　

石
屋
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
長
兵
衛

　

石
屋
頭
忰
見
習　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
恒
治
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と
あ
る
。
石
屋
頭
の
井
上
長
兵
衛
は
こ
の
後
の
文
化
修
理
に
も
名
が
見
え
る
。

　
　

3
─
4
─
2　

�

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
御
深
井
丸
透
門
西
土
居
お
よ
び
橋
台

修
理

　

石
垣
北
上
巾
十
七
間
及
東
上
巾
十
五
間
破
損
、
加
重
修
也
、
北
東
隅
下
巾
四
間
半
、　

　

高
三
間
者
無
傾
危
、
不
及
修
繕

　

文
化
二
乙
丑
歳
七
月

　
　

黒
田
文
右
衛
門

　
　

杉
浦
忠
太
郎

　
　

小
山
清
兵
衛

　
　
　

天
野
佐
助 

　
　
　

 

　
　
　

鈴
木
五
兵
衛

　
　
　

加
藤
治
平 

　
　
　
　

（
大
工
）
藤
右
衛
門 

　
　

　
　
　

松
□
□
之
右
衛
門　

（
＊
「
以
下
日
雇
の
頭
な
り
」
） 

　
　
　

津
村
源
吾　
　
　
　
　
　
　
　

治
右
衛
門

　
　
　

鷲
見
只
八　
　
　
　
　
　
　
　

半
四
郎

　
　
　

羽
田
野
弥
三
郎　
　
　
　
　
　

太
兵
衛

　
　
　

井
上
長
兵
衛　
　
　
　
　
　
　

鉄
四
郎

　

御
深
井
丸
南
側
石
垣
（
堀
北
側
石
垣
）
・
透
門
橋
台
の
修
理
で
、
奉
行
は
従
事
者

を
町
人
も
含
め
て
石
垣
に
刻
し
て
記
録
し
た
。
筆
頭
の
黒
田
文
右
衛
門
が
五
十
年
余

前
、
宝
暦
三
酉
四
月
よ
り
木
曽
御
材
木
奉
行
兼
御
作
事
奉
行
を
勤
め
た
人
物
に
同
じ

名
前
で
あ
る
（
川
地
拓
本
は
紀
要
4
号
に
紹
介
、
橋
台
は
「
鵜
の
首
」
と
通
称
さ
れ

て
い
る
が
、
名
古
屋
城
以
外
、
城
に
そ
の
呼
び
名
は
な
く
、
当
然
『
金
城
温
古
録
』

に
も
な
い
。
近
代
の
新
命
名
）
。

　

上
段
が
苗
字
を
持
つ
武
士
で
、
下
段
は
苗
字
の
な
い
町
人
（
職
人
）
で
あ
る
。
上

段
の
武
士
最
後
尾
が
井
上
長
兵
衛
で
、
宝
暦
（
一
七
五
三
前
後
）
に
石
屋
頭
で
あ
っ

た
人
物
に
同
じ
名
前
で
、
襲
名
で
あ
ろ
う
。
士
分
で
石
屋
（
町
人
）で
は
な
い
が
、「
頭
」

と
あ
る
か
ら
石
屋
グ
ル
ー
プ
を
統
率
し
た
（
後
述
4
─
2
─
1
）
。

　

大
工
と
注
記
さ
れ
た
藤
右
衛
門
は
、
文
化
当
時
、
宮
大
工
・
竹
中
家
（
竹
中
工
務

店
の
前
身
）
当
主
だ
っ
た
藤
右
衛
門
（
九
代
目
）
で
あ
る
。
同
時
代
の
作
例
に
は
文

化
十
五
年
の
三
重
県
三
縁
寺
本
堂
が
あ
っ
て
棟
札
に
は
「
竹
中
和
泉
掾
正
敏
」
、
向

拝
彫
物
積
帳
に
「
名
古
屋
下
材
木
町　

大
隅
屋　

藤
右
衛
門
」
、
書
状
に
「
竹
中
藤

右
衛
門
」
と
あ
る
。
ほ
か
藤
右
衛
門
の
作
例
は
多
い
（
『
竹
中
工
務
店
九
十
年
史

1
8
9
9

─

1
9
8
9
』
）
。
た
だ
宝
暦
修
理
の
記
録
に
そ
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。

　

原
碑
に
は
な
い
が
、
奥
村
得
義
は
『
金
城
温
古
録
』
中
で
、
治
右
衛
門
以
下
鉄
四

郎
ま
で
の
四
人
に
「
以
下
日
雇
の
頭
な
り
」
と
注
記
し
て
い
る
。
「
日
雇
の
頭
」
は
「
石

屋
頭
」
と
同
様
に
日
雇
グ
ル
ー
プ
を
統
率
し
て
い
た
。
侍
・
大
工
・
日
雇
の
頭
が
工

事
主
体
で
あ
り
、
功
労
者
と
し
て
刻
銘
さ
れ
、
永
久
に
名
前
が
残
っ
た
。

　

石
垣
土
木
工
事
で
大
工
と
日
用
が
登
場
す
る
の
は
、
構
築
さ
れ
る
石
垣
の
上
に
は

塀
・
門
な
ど
の
建
築
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
、
建
物
の
基
礎
工
事
だ
っ
た
。
さ
ら
に
は

石
垣
施
工
で
、
高
所
に
て
勾
配
を
確
認
す
る
丁
張
り
・
井
楼
も
設
置
し
た
（
後
述
）
。

　
　

3
─
4
─
3　

大
正
十
年
西
南
隅
櫓
修
理
写
真
（
宮
内
庁
公
文
書
館
所
蔵
）

　

大
正
十
年
の
本
丸
西
南
隅
櫓
（
未
申
櫓
）
台
の
修
理
写
真
を
見
る
。
濃
尾
震
災
以

後
に
豪
雨
に
よ
り
西
南
隅
櫓
台
と
、
続
き
の
多
聞
櫓
台
石
垣
が
崩
落
し
て
積
み
直
さ

れ
た
。
柱
だ
け
に
な
っ
た
櫓
写
真
も
あ
る
。
写
真
は
南
か
ら
が
三
枚
、
西
か
ら
が
二

枚
あ
る
。
石
垣
を
積
む
際
に
築
城
図
屏
風
の
よ
う
に
人
足
が
築
石
を
台
ま
で
上
げ
、

上
か
ら
下
ろ
す
方
法
と
、
こ
の
写
真
の
よ
う
に
三
又
で
下
か
ら
現
場
ま
で
吊
り
上
げ
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る
方
法
が
あ
っ
た
。
石
垣
東
端
に
丁
張
り
が
写
っ
て
い
る
。
石
垣
の
東
側
先
端
、
崩

れ
な
か
っ
た
箇
所
に
丁
張
り
が
置
か
れ
て
、
勾
配
の
基
準
と
な
り
、
こ
こ
を
起
点
に

道
糸
が
張
ら
れ
た
。
西
南
角
は
崩
れ
て
い
る
。
指
標
と
な
る
原
位
置
（
旧
位
置
）
は
、

残
っ
て
い
た
隅
下
部
（
根
石
）
と
北
お
よ
び
東
か
ら
の
多
聞
櫓
台
推
定
天
端
を
延
長

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
た
。
そ
の
西
に
木
組
み
ヤ
グ
ラ
（
井
楼
）
を
建
て
、
先

の
丁
張
り
か
ら
見
通
し
か
、
道
糸
延
長
な
ど
で
勾
配
決
定
か
。
足
場
に
よ
る
木
組
み

ヤ
グ
ラ
は
本
丸
西
側
の
櫓
台
延
長
線
に
も
置
か
れ
た
。
移
動
は
可
能
で
あ
る
。
二
基

と
も
写
真
に
写
る
。
現
在
進
行
中
の
搦
手
馬
出
し
修
理
で
も
丁
張
り
と
ヤ
グ
ラ
は
基

本
装
置
で
あ
る
。
堀
底
に
は
ト
ロ
ッ
コ
の
軌
道
が
見
え
、
築
石
の
移
動
に
使
用
し
た
。

従
前
か
ら
あ
る
堀
底
は
当
然
平
ら
で
あ
っ
た
。
石
の
運
搬
に
は
堀
底
が
水
平
で
あ
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
。
築
城
時
も
石
垣
築
造
（
石
運
搬
）
開
始
ま
で
に
堀
底
が
水
平

で
な
け
れ
ば
、
石
の
運
搬
は
難
し
か
っ
た
。
堀
を
ま
た
ぐ
棧
橋
が
二
本
あ
っ
て
、
一

本
は
水
平
で
あ
る
。
写
真
に
は
天
秤
を
担
っ
て
行
き
来
す
る
二
人
の
人
夫
が
写
っ
て

い
る
。
ク
リ
石
は
こ
の
橋
で
運
ん
だ
よ
う
だ
。
築
石
運
搬
は
写
真
の
棧
橋
で
は
難
し

く
、
一
旦
堀
底
に
下
ろ
し
て
か
ら
、
三
又
を
使
用
し
て
そ
こ
か
ら
上
げ
た
だ
ろ
う
。

壁
面
に
は
斜
面
に
た
っ
て
作
業
す
る
人
が
い
て
、
築
城
図
屏
風
に
似
る
。
ヒ
ヨ
か
。

4　

築
城
に
携
わ
る
人

　

4
─
1　

ヒ
ヨ
（
日
用
）

　

名
古
屋
城
史
料
に
日
用
頭
は
石
屋
と
み
え
る
（
後
述
）
。
大
坂
城
再
築
の
丁
場
割

図
（
国
会
図
書
館
蔵
）
で
、
本
丸
堀
（
壁
面
番
号

1
4
6
）
二
十
八
間
の
丁
場
に
「
費

用
」
（
「
日
用
」
）
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
城
郭
石
垣
の
技
術
と
組
織
』
二
〇
一
、

二
二
〇
頁
、
Ａ
表

1
0
2
）
。
こ
の
図
は
本
丸
南
堀
南
面
（
水
敲
）
が
四
面
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
五
面
に
な
っ
た
寛
永
七
年
以
前
の
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
生
駒 15　宮内庁所蔵本丸西南隅櫓台修理写真



73 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

讃
岐
守
（
正
俊
）
と
生
駒
小
法
師
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
（
正
俊
）
が
死
ん
だ

元
和
七
年
七
月
以
降
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
時
「
日
用
」
は
大
名
と
同
等
の
仕
事
を

し
て
い
た
。

　

先
に
築
城
図
屏
風
の
石
垣
に
取
り
付
き
作
業
す
る
人
を
日
用
と
考
え
た
。
日
用
に

は
二
タ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
高
所
作
業
を
専
門
と
す
る
人
、
江
戸
で
い
え
ば
鳶

職
で
あ
る
。
名
古
屋
に
は
ト
ビ
と
い
う
言
葉
（
職
人
の
名
称
）
は
な
い
（
竹
中
工
務

店
・
今
井
豊
和
氏
、
建
設
会
社
経
営
田
中
暁
美
氏
よ
り
の
ご
教
示
）
。
彼
ら
は
木
曽

の
杣
山
に
も
登
場
し
、
高
木
を
扱
う
高
所
作
業
に
あ
た
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
専
門

技
術
を
持
た
な
い
が
、
労
働
力
が
不
足
し
た
現
場
で
、
日
々
雇
用
さ
れ
る
人
た
ち
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
用
例
の
区
別
は
以
下
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
記
述
さ
れ

る
が
、
両
者
は
江
戸
時
代
に
は
日
用
頭
の
配
下
で
あ
っ
て
、
お
な
じ
言
葉
で
呼
ば
れ

た
。
大
坂
城
丁
場
に
記
録
さ
れ
た
の
も
日
用
頭
で
あ
ろ
う
。

　
　

4
─
1
─
1　

日
用
の
用
例

　

名
古
屋
周
辺
で
は
日
用
は
ヒ
ヨ
と
発
音
し
、ヒ
ヨ
ウ
と
は
い
わ
な
い
。
ヒ
ヨ
カ
タ
、

ヒ
ヨ
タ
ビ
は
筆
者
も
聞
き
覚
え
が
あ
っ
て
、
子
供
の
時
、
建
前
の
日
だ
っ
た
と
思
う

が
、
母
が
「
今
日
は
ヒ
ヨ
カ
タ
さ
ん
が
来
る
」
と
い
っ
て
い
て
、
さ
ん
付
け
・
敬
称

だ
っ
た
。
ヒ
ヨ
ト
リ
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
た
。
給
与
・
報
償
費
を
決
ま
っ
た
主
人
か

ら
得
る
と
い
う
雇
用
関
係
で
は
な
い
が
、
仕
事
は
い
つ
で
も
あ
っ
て
、
需
要
の
あ
る

仕
事
場
を
渡
り
歩
い
た
。
そ
れ
で
日
用
・
日
雇
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
古
文
書
で
は
日

養
、
日
雇
、
日
傭
、
日
用
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
辞
書
で
は

（
1
）
（
2
）
略
、
（
3
）
江
戸
時
代
、
日
用
座
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
日
用
札
の
交

付
を
受
け
て
日
雇
稼
ぎ
を
す
る
者
。
鳶
口
・
車
力
・
米
舂
・
軽
籠
持
な
ど
の
類
。

（
4
）
林
業
地
帯
に
お
い
て
小
屋
掛
け
・
山
出
し
・
管く

だ

流な
が

し
な
ど
の
運
材
労
働
に
従

事
す
る
人
夫
の
総
称
。
方
言
（
3
）
木
材
を
川
流
し
す
る
人
夫
。
木
流
し
人
夫

と
あ
る
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
。

　

天
正
期
の
徳
禅
寺
文
書
（
大
徳
寺
文
書
・
大
日
本
古
文
書
2
─
四
八
一
）
、
天
正

二
十
年
徳
禅
寺
庫
司
上
葺
納
下
帳
他
で
は
「
三
升
五
合　

日
養　

屋
上
葺
ノ
時
手
伝
」

「
壱
石
五
斗　

日
養
五
拾
人
一
人
ニ
三
□

（
升
）　

壱
石
五
斗
」
「
日
養
五
拾
人
一
人
ニ
三

□
（
升
）

」
と
あ
っ
た
（
文
中
子
年
で
閏
五
月
と
あ
り
、
天
正
十
六
戊
子
年
・
一
五
八
八
）
。

日
養
は
高
所
作
業
で
あ
る
屋
上
葺
の
「
手
伝
」
を
し
、
一
つ
の
工
事
で
五
十
人
と
か

百
七
人
が
動
員
さ
れ
た
。
一
人
別
に
三
升
、
ま
た
は
三
升
五
合
で
あ
っ
た
。
三
升
、

ま
た
は
三
升
五
合
と
い
う
賃
金
は
、
も
し
一
日
分
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
江
戸
時
代

の
侍
が
五
合
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
す
こ
ぶ
る
高
額
で
、
六
倍
、
な
い
し
七
倍
で
あ

る
。
一
連
の
仕
事
の
請
負
額
（
総
計
）
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

4
─
1
─
2　

木
曽
杣
山
の
日
用

　

『
運
材
圖
會
』
（
嘉
永
七
年
・
一
八
五
四
、
高
山
町
一
九
一
七
）
に
は
杣
山
か
ら
木

を
切
り
出
す
人
々
の
姿
と
厳
し
い
仕
事
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
付
知
川
に
於

け
る
材
木
伐
り
出

し
の
沿
革
絵
解
』

（
付
知
営
林
局
、

昭
和
二
八
）
は
支

流
を
含
む
木
曽
川

流
域
で
の
木
材
搬

出
の
状
況
を
絵
画

で
表
現
し
た
も
の

で
、
壮
大
な
作
業

16　�日用の姿図『付知川に於ける

材木伐出の沿革と繪解　上』

牧野彪六
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の
迫
力
に
引
き
込
ま
れ
る
。
後
者
の
「
杣
小
屋
之
図
」
に
「
杣
小
屋
日
雇
小
屋
ノ
大

小
ハ
ア
レ
ト
モ
造
方
ハ
同
シ　

杣
人
一
組
凢
十
五
六
人　

日
雇
人
夫
一
組
三
十
人
」

と
あ
り
、
「
ボ
サ
抜
き
」
と
い
う
項
に
「
杣
検
尺
が
終
わ
る
と
始
め
て
日
雇
組
の
手

に
移
り
、
日
雇
代
人
は
一
同
を
指
揮
し
て
先
づ
ボ
サ
ヌ
キ
を
一
部
の
人
夫
に
行
は
し

む
」
と
あ
る
。
杣
山
で
は
木
に
登
る
こ
と
も
多
く
、
高
所
作
業
従
事
者
の
彼
ら
が
活

躍
し
た
。
川
狩
で
は
詰
ま
っ
た
木
を
流
し
、
川
の
材
木
に
乗
っ
た
。

　
　

4
─
1
─
3　

元
和
六
年
、
大
坂
城
に
従
事
し
た
日
用

　

普
請
作
事
で
は
大
工
・
左
官
・
日
用
の
組
み
合
わ
せ
が
基
本
で
あ
る
。
大
工
は
木

工
事
、
屋
根
、
左
官
は
壁
塗
り
、
日
用
は
建
築
材
料
の
運
搬
・
用
意
・
組
み
立
て
で
、

ど
の
作
業
も
不
可
欠
だ
っ
た
が
、
人
数
が
も
っ
と
も
多
く
必
要
だ
っ
た
の
は
日
用
で

あ
る
。
脇
田
修
『
日
本
近
世
都
市
史
の
研
究
』
（
一
九
九
四
・
「
役
人
と
日
用
」
）
に
、

元
和
六
年
大
坂
城
築
城
で
の
黒
田
藩
野
村
家
の
支
出
は
、全
体
67
、9
3
6
匁
の
う
ち
、

日
用
分
は
31
、
4
9
8
匁
（
46
％
）、
石
垣
用
の
石
52
個
は
全
体
支
出
2
7
2
2
2

匁
の
う
ち
に
道
具
代
一
貫
3
5
2
匁
（「
石
堀
ハ
リ
鉄
道
具
入
目
」）
を
除
け
ば
、
日

用
分
は
2
5
8
7
0
匁
（
1
0
0
％
）、
ク
リ
石
96
坪
6
分
は
8
6
9
4
匁
の
う
ち

日
用
分
は
2
8
9
8
匁
（
33
％
）
と
あ
る
。
築
石
用
の
石
を
用
意
し
た
の
は
全
て
日

用
で
、
五
月
十
九
日
、
二
十
日
の
根
石
置
き
も
役
人
と
日
用
が
行
っ
た
。

　

元
和
六
年
大
坂
城
で
は
角
石
（
隅
石
）
の
調
達
に
日
用
頭
が
関
わ
る
。
京
極
文
書

＝
大
阪
市
役
所
文
書
（
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
三
十
三
・
七
十
四
頁
、
大
阪
城
天
守

閣
所
蔵
文
書
）
に

（
Ａ
）　
　

す
ミ
石
弍
つ
請
取
申
候

此
銀
子
合
八
百
四
拾
目
わ
た
し
申
候
、
但
嶋
忠
右
衛
門
殿
・
赤
尾
半
右
衛
門
殿
へ
直

ニ
相
渡
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
て
や

　
　
　

申
元
和
六
年
十
二
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

久
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
左
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　

日
比
五
兵
衛
殿
ま
い
る

（
Ｂ
）　
　
　

請
取
申
銀
子
之
事

　

合
八
百
四
拾
目
者　

但
丁
銀
也

　
　
　
　

但
角
石
弐
ツ
ノ
代
也

右
銀
子
ハ
日
用
頭

0

0

0

茂
左
衛
門
、
久
右
衛
門
両
人
よ
り
請
取
申
候
所
如
件

　
　
　

元
和
六
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
忠
右
衛
門

　
　
　
　

十
二
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
□
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
半
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
（
花
押
）

　
　
　
　
　

斉
藤
庄
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

日
比
五
兵
衛
殿

と
あ
る
。
（
Ａ
）
を
発
給
し
た
「
ふ
る
て
や
久
衛
門
」
と
、
「
ま
す
や
茂
左
衛
門
」
の

両
名
は
（
Ｂ
）
に
「
日
用
頭
」
と
あ
り
、
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
記
述
に
よ
り
角
石
弐
ツ
の

代
金
・
銀
子
合
八
百
四
十
目
を
京
極
家
嶋
忠
右
衛
門
数
□
と
赤
尾
半
右
衛
門
長
□
に

渡
し
、
日
比
五
兵
衛
ら
に
報
告
し
た
。
一
連
文
書
の
中
で
関
係
者
は
京
極
家
の
出
納

担
当
で
嶋
・
赤
尾
は
実
務
者
、
斉
藤
・
日
比
は
責
任
者
で
あ
る
。
同
じ
年
の
七
月
、

伏
見
の
木
や

（
屋
）

五
郎
兵
衛
は
、
伏
見
御
城
鉄
御
門
三
つ
、
御
番
屋
三
つ
を
壊
す
日
用
の

代
銀
三
貫
文
の
一
部
を
受
け
取
っ
た
か
ら
、
五
郎
兵
衛
が
日
用
を
雇
用
し
た
。
材
木

屋
勘
右
衛
門
は
九
月
二
十
九
日
に
土
台

（
代
）

木
と
す
り
板
の
代
金
四
貫
六
百
目
を
受
け

取
っ
た
と
斉
藤
ら
に
報
告
し
て
い
る
。
十
月
十
二
日
に
は
江
戸
堀
材
木
屋
の
少
二
郎
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も
土
台
木
五
本
の
代
銀
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
対
し
て
日
用
頭
の
久
（
右
）
衛
門
・

茂
左
衛
門
の
二
人
は
角
石
二
つ
を
受
け
取
っ
た
代
銀
と
し
て
、
八
百
四
十
目
を
嶋
・

赤
尾
に
渡
し
た
と
し
て
い
る
。
日
用
は
運
び
、
積
む
の
が
仕
事
だ
か
ら
、
こ
の
段
階

ま
で
は
京
極
藩
が
段
取
り
し
、
以
後
は
日
用
頭
が
代
金
を
支
払
っ
て
作
業
し
た
。
銀

子
六
十
匁
は
金
一
両
で
米
一
石
（
京
枡
）
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
代
の
米
は
希
少
価

値
が
あ
っ
た
と
考
え
て
、
現
代
の
貨
幣
価
格
換
算
を
仮
に
一
石
10
万
円
と
す
れ
ば
銀

一
匁
は

1
7
0
0

円
弱
、
八
百
四
十
目
は
石
二
つ
分
だ
か
ら
ひ
と
つ
が
大
雑
把
な

目
安
で
71
万
円
換
算
と
な
る
。
築
石
は
55
万
円
だ
っ
た
（
七
八
頁
）
。

　
　

4
─
1
─
4　

日
用
は
不
可
欠

　

日
用
は
雇
用
主
と
固
定
的
な
関
係
に
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
低
く
評
価
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
細
川
忠
興
は
次
の
よ
う
に
、
日
用
へ
の
批
判
に
反
論
し
有
効
性
を
説

く
（
＊
元
和
六
年
・
四
月
十
八
日
細
川
忠
興
書
状
、
松
井
家
古
文
書
7
─

1
2
4
8
）
。

「
日
用
奉
公
人
程
役
ニ
不
立
之
由
、
是
も
わ
れ
〳
〵
な
と
ハ
一
切
不
知
候
、
□
申
越

候
由
、
満
足
ニ
候
、
奉
公
人
程
役
ニ
不
立
候
者
、
役
ニ
立
程
人
数
を
や
と
う
へ
く
候
」

と
し
て
、
日
用
が
い
な
け
れ
ば
城
は
築
け
な
い
の
だ
か
ら
、
数
を
揃
え
ろ
と
あ
る
。

土
佐
山
内
家
で
は
「
百
姓
ノ
外
ニ
毎
日
日
用
弍
三
千
人
や
と
ひ
不
申
候
而
ハ
不
罷
成

候
へ
共
、
前
か
と
の
日
用
銀
八
九
十
貫
目
御
座
候
ニ
付
、
一
切
日
用
入
不
申
候
」
と

あ
っ
て
、
必
要
だ
が
前
か
ら
の
日
用
銀
を
使
う
、
と
あ
る
（
『
大
日
本
史
料
』
十
二

編
之
三
十
三
、
元
和
六
年
正
月
二
十
三
日
条
、
一
三
四
頁
）
。

　

内
田
九
州
男
「
徳
川
期
大
坂
城
再
築
工
事
の
経
過
に
つ
い
て
」
（
『
大
坂
城
の
諸
研

究
』は
以
下
の
「
本
格
普
請
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
日
用
普
請
」を
紹
介
す
る
（
二
〇
二

頁
、
内
田
は
『
熊
本
県
史
料　

近
世
編
三
』
、
中
村
博
志
『
大
坂
城
全
史
』
は
『
綿

考
輯
録
』
か
ら
の
引
用
と
記
述
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
な
い
よ
う
で
、
『
大
日
本
近

世
史
料
・
細
川
家
史
料
』
八
・
一
一
一
頁
）
。

○
年
欠
正
月
十
五
日
付
細
川
内
記
（
忠
利
）
書
状

一　

大
坂
御
普
請
、
只
今
迄
日
雇
之
仕
立
分
、
悉
く
御
築
き
直
し
成
さ
る
ゝ
に
付
き

て
、
坪
数
ま
し
壱
万
石
ニ
、
五
十
坪
ほ
ど
の
あ
た
り
に
て
御
座
候
、
昨
日
右
之
段
仰

せ
出
さ
れ
候

○
二
月
五
日
内
記
（
忠
利
）
宛
細
川
忠
興
書
状
（
同
右
）

一　

大
坂
御
普
請
日
用
に
て
被
仰
付
候
分
御
つ
き
な
を
し
の
由
候
、
ま
へ
か
と
よ
り

其
つ
も
り
に
石
用
意
候
間
（
中
略
）
可
御
心
安
事

○
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
八
月
二
十
八
日
西
島
八
兵
衛
之
友
書
状

大
坂
御
普
請
三
度
か
と
御
聞
き
成
さ
れ
、
御
縄
張
仰
せ
付
け
ら
れ
、
最
初
之
日
用
普

請
打
ち
崩
し
西
国
大
名
衆
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
（
藤
堂
式
部
家
文
書
）

　

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
の
大
坂
城
石
積
み
は
崩
壊
し
て
お
り
、
七
年
に
大
名
に

よ
っ
て
積
み
直
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
費
用
丁
場
な
の
か
は
不
明
。

　
　

4
─
1
─
5　

名
古
屋
城
の
日
用

　

こ
の
よ
う
に
大
坂
城
で
は
元
和
築
城
で
の
日
用
の
活
動
記
録
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

名
古
屋
で
も
状
況
は
似
て
い
た
と
思
わ
れ
、
文
化
に
主
役
だ
っ
た
こ
と
は
見
た
。
堀

内
亮
介
氏
作
成
の
「
石
屋
頭
井
上
長
兵
衛
に
関
す
る
史
料
」
（
二
〇
二
二
年
十
二
月

十
日
石
垣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
資
料
）
に
よ
れ
ば
（
宝
暦
）
「
御
天
守
御

修
復
之
次
第
并
御
用
懸
之
輩
姓
名
掛
札
之
留
」
（
「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復
」
）
所

収
に

作
事
奉
行
支
配　

石
屋
頭　

井
上
長
兵
衛
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同　
　
　
　
　
　

石
屋
頭
倅
見
習　

井
上
恒
治

普
請
方
作
事
方
職
人
日
用
肝
煎　

日
用
頭　

石
屋　

源
六

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
切
肝
煎　

儀
右
衛
門

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

庄
八

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

六
左
衛
門

と
あ
る
の
で
、
日
用
肝
煎
・
日
用
頭
は
す
な
わ
ち
石
屋
で
石
切
肝
煎
も
い
た
。

　

名
古
屋
築
城
期
の
日
用
史
料
は
多
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。
八
月
二
十
三
日
黒
田
長

政
刻
印
状
（
庄
野
文
書
23
）
に

一
、
其
元
石
出
候
儀
、
其
組
々
ニ
、
日
用
に
て
も
出
し
候
へ
と
可
申
付
候
、
日
用
銭

ハ
此
方
よ
り
可
出
候

　

ま
た
『
蓬
左
遷
府
記
稿
』
慶
長
十
五
年
十
二
月
（
名
史

1
5
5
）
に

一　

名
古
屋
御
城
御
取
建
の
節
、
人
足
壱
人
ニ
付
日
雇
代
永
楽
七
文
谷
田
家
覚
書
全
文

と
あ
る
。
七
文
は
侍
の
一
日
五
合
よ
り
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
雇
用
関
係
が

時
限
の
日
用
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

　

『
日
向
記
』
（
名
城
集
成
・
名
古
屋
城
・
史
料
、
以
下
名
史

1
1
8
）
に
は

十
五
年
庚
戌
正
月
人
夫
上
ル
、
二
月
ヨ
リ
取
付

と
あ
る
の
で
、
国
本
か
ら
人
夫
が
上
が
っ
た
よ
う
に
読
め
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
現

地
調
達
で
、
町
方
の
日
用
頭
に
依
頼
し
必
要
な
人
数
を
揃
え
た
。
津
・
藤
堂
藩
で
は

村
人
の
名
古
屋
出
国
を
禁
じ
、
藤
堂
高
虎
が
村
か
ら
出
て
い
く
農
民
を
厳
し
く
統
制

し
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
（
『(

本)

紀
要
』
3
号

−

23
頁
）
。
『
尾
州
御
留
守
日
記
』

文
政
四
年
八
月
六
日
条
に
「
日
雇
頭
黒
鍬
頭
」
が
見
え
る
（
『(

本)

紀
要
』
2
号

−

68
頁
）
。

　

4
─
2　

石
屋
・
手
木
者
之
頭
・
穴
生
頭

　
　

4
─
2
─
1　

石
屋
頭
（
井
上
長
兵
衛
）

　

名
古
屋
城
の
宝
暦
修
理
、
文
化
修
理
の
双
方
の
記
録
に
襲
名
ら
し
き
石
屋
頭
（
井

上
長
兵
衛
）
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
二
ヶ
所
で
紹
介
し
た
。
『
藩
士
名
寄
』
を
見

る
と
、
石
屋
長
兵
衛
の
祖
で
あ
る
十
兵
衛
は
寛
文
六
年
に
は
御
用
に
懸
わ
っ
て
い
た
。

「
国
秘
録　

御
普
請
奉
行
石
場
役
往
還
方
扣
」
所
収
「
延
享
三
年
寅
十
一
月　

石
屋

頭
井
上
長
兵
衛
由
緒
書
并
石
屋
共
山
入
御
国
奉
行
証
文
写
」
は
よ
り
詳
し
い
（
前
掲

堀
内
亮
介
報
告
資
料
）
。

一　

私
先
祖
曽
祖
父
井
上
長
兵
衛
義
、
源
敬
公
様
御
代
寛
永
十
四
五
年
、
家
屋
敷
拝

領
仕
、
無
足
ニ
而
弐
拾
六
年
石
御
用
相
勤
、
度
々
御
褒
美
頂
戴
仕
候
、
瑞
龍
院
様
御

代
寛
文
三
卯
年
、
御
城
内
石
檣
為
御
用
右
十
兵
衛
被
召
抱
、
御
切
米
拾
石
・
御
扶
持

三
人
分
被
下
置
相
勤
申
候
、
石
垣
御
用
出
精
相
勤
候
ニ
付
、
寛
文
九
酉
年
御
加
増
拾

石
頂
戴
仕
、
都
合
弐
拾
石
・
御
扶
持
三
人
分
被
成
下
、

　

江
戸
城
で
も
石
屋
又
蔵
・
久
兵
衛
ら
が
活
動
し
て
い
る
。
熊
本
藩
細
川
家
に
よ
る

中
之
門
石
垣
修
築
に
は
石
屋
久
兵
衛
が
関
わ
っ
て
い
た
（
『
千
代
田
区
の
文
化
財
』

資
料
編
）
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
、
久
兵
衛
の
活
動
は
『
部
分
御
旧
記
』
（
『
熊

本
県
史
』
近
世
3
）
に
も
二
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
普
請
は
十
五
年
完
成
と
さ
れ

る
か
ら
、
清
算
段
階
か
。
そ
の
原
史
料
は
熊
本
大
学
永
青
文
庫
・
「
文
下
四
六
─
四　

公
儀
御
普
請 

寛
永
十
六
年
ゟ
万
治
四
年
迄
」
（
後
藤
典
子
氏
御
教
示
）
に
あ
っ
て
関

連
資
料
が
さ
ら
に
あ
る
（
『
県
史
』
七
一
三
頁
収
録
の
（
ア
）
（
イ
）
は
紙
幅
の
都
合

で
引
用
を
割
愛
）
。

（
ウ
）

寛
永
拾
六
年
七
月
ヨ
リ　

公
儀
江
戸
御
城
御
普
請
付
而
、
殿
様
よ
り
平
石
角
石
カ
ン

ギ
石
被
成
御
上
ゲ
候
、
請
払
之
目
録
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一　

千
三
百
拾
八
本
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

殿
様
ノ
御
石
前
か
と
よ
り
御
座
候
分
内 

六
本
者

角
石
也

一　

七
百
本
者
、　

被
成
御
買
候
平
石

　
　

二
口
合
弍
千
拾
八
本
者
但
六
本
之
角
石
共
ニ

　
　
　
　

内
払

「
付

（
朱
字
頭
注
）

札　

六
本
角
石
水
上
ノ
時
讃
岐
様
衆
よ
り
か
り
切
手
御
奉
行
所
へ
上
ケ
申
候
」

　
　

一　

六
本
者　
　
　
　
　

角
石　

酒
井
讃
岐
様
へ
払
分

　
　

一　

拾
二
本
者　
　
　
　

平
石　

松
平
越
中
様
へ
払
分

　
　

一　

五
百
三
拾
九
本
ハ　

平
石　

青
山
大
蔵
様
へ
払
分

　
　

払
三
口

　
　

合
五
百
五
拾
七
本
内

　
　
　
　
　

百
三
拾
六
本
ハ　

前
か
と
よ
り
御
座
候
石
之
分

　
　
　
　
　

二
百
四
十
四
本
ハ　

御
か（

買
）い

被
成
候
分　

又
蔵
石
之
分

　
　
　
　
　

百
七
拾
七
本
ハ　

御
か
い
被
成
候
分　

久
兵
衛
石
之
分

　
　

残
テ
千
四
百
六
拾
壱
本
ハ
平
石
也

　
　
　
　
　

右
ノ
内

　
　
　
　
　
　

千
百
八
拾
弍
本
ハ
殿
様
ノ
御
石
、
前
か
と
よ
り
御
座
候
分
内 

三
本
者

角
わ
き

　
　
　
　
　
　

百
六
本
者　
　

い
し
や
又
蔵
払
残
之
分

　
　
　
　
　
　

百
七
拾
三
本
者　

同
久
兵
衛
払
残
之
分

　

右
之
残
石
、
我
等
替
り
安
藤
菊
太
夫
天
野
猪
左
衛
門
矢
野
少
兵
衛
ニ
払
切
手
有
之

　
　
　
　

外
ニ

一　

五
百
本
者　

か
ん
き
石

　
　
　
　

内

　
　
　

弍
三
拾
本
払
之　
　
　

但
公
儀
御
用
ニ

　
　

残

　
　
　

弍
百
七
拾
本
者　

御
さ
い
島
ニ
御
取
候 

石

屋

又

蔵

石
屋
久
兵
衛 

預
り
分
也　
　

　
　
　
　
　
　

寛
永
拾
七
年
四
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　

牧
源
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
山
与
左
衛
門
殿

（
ア
）
は
石
屋
の
又
蔵
・
吉
右
衛
門
・
久
兵
衛
の
三
人
が
、
大
川
原
・
服
部
・
斎
藤

の
三
人
に
宛
て
た
受
取
書
で
あ
る
。
宛
先
の
三
人
は
（
イ
）
で
は
大
川
原
・
服
部
・

牧
に
替
わ
る
。
こ
の
う
ち
牧
源
右
衛
門
は
（
ウ
）
に
て
、
か
ゝ
山
（
細
川
家
臣
）
と

併
記
さ
れ
る
。
大
川
原
・
服
部
も
含
め
、
み
な
細
川
家
臣
で
あ
る
。
石
は
雁
木
石
が

五
百
本
、
築
石
が
七
百
本
で
、
寸
尺
た
が
わ
ず
注
文
通
り
に
納
品
し
た
。
全
体

六
百
六
十
五
両
の
う
ち
三
百
両
を
十
月
六
日
と
年
末
の
十
二
月
二
十
八
日
の
二
度
に

分
け
て
石
屋
の
三
人
が
受
け
取
っ
た
。
石
は
自
分
た
ち
で
直
接
御
石
奉
行
（
江
戸
城

詰
か
）
に
渡
す
の
で
、
御
手
形
を
遣
わ
し
て
ほ
し
い
、
と
あ
る
。
石
屋
の
三
人
は
江

戸
城
の
石
奉
行
に
石
（
六
百
六
十
五
両
分
）
を
渡
し
、
代
金
は
細
川
家
が
江
戸
小
判

で
支
払
っ
た
。
長
さ
が
必
要
な
雁
木
の
方
が
高
価
だ
っ
た
ろ
う
が
、
内
訳
が
な
い
。

大
雑
把
な
目
安
を
い
え
ば
一
つ
55
万
円
と
な
る
。
石
屋
は
酒
井
讃
岐
守
（
忠
勝
・
小

浜
藩
）
の
衆
に
対
し
て
も
角
石
六
本
分
の
「
か（

仮
）り

切
手
」
を
出
し
て
い
た
。
『
日
葡

辞
書
』
で
は
切
手
は
「Q

i
t
t
e

　

あ
る
物
を
引
渡
し
さ
せ
る
証
と
な
る
紙
、
文
書
」

と
あ
る
。
ま
た
彼
と
松
平
越
中
（
定
綱
・
桑
名
藩
）
、
青
山
大
蔵
（
幸
成
・
尼
ヶ
崎
藩
）

に
も
「
払
分
」
が
あ
っ
た
か
ら
、
複
数
藩
を
掛
け
持
ち
し
た
。

　

細
川
藩
は
名
古
屋
城
の
丁
場
で
は
藩
主
自
ら
石
切
現
場
に
赴
く
こ
と
が
多
か
っ
た

け
れ
ど
、
切
り
出
し
・
運
搬
は
藩
士
で
は
な
く
、
藩
主
・
奉
行
の
監
督
の
も
と
、
石

屋
が
請
け
負
っ
て
い
た
。
前
掲
の
阿
波
国
徳
島
蜂
須
賀
家
文
書
に
は
多
様
な
石
積
み



78

史
料
が
あ
っ
て
、
寛
永
二
年
の
記
録
は
石
垣
石
を
買
い
入
れ
た
と
き
の
帳
簿
で
、
石

の
寸
法
が
逐
一
記
録
さ
れ
、
商
人
ら
し
き
京
屋
・
八
幡
屋
・
小
倉
屋
・
塩
屋
ら
の
名

が
見
え
る
。
名
古
屋
城
で
の
石
垣
刻
字
に
は
蜂
須
賀
家
な
ど
奉
行
の
名
前
を
書
い
た

も
の
が
多
く
、
字
体
は
似
通
っ
て
い
る
。
奉
行
人
か
ら
刻
字
の
下
書
き
（
原
稿
）
を

渡
さ
れ
、
実
際
に
石
に
紙
を
貼
り
、
鑿
で
写
し
取
っ
た
石
工
は
、
こ
う
し
た
石
屋
の

配
下
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
や
が
て
宝
暦
・
文
化
の
頃
に
な
る
と
、
藩
士
と
し
て
そ
の
石

屋
を
抱
え
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
　

4
─
2
─
2　

手
木
者
之
頭
・
江
戸
城
美
濃
屋
庄
次
郎
か
ら

　

江
戸
城
で
は
石
垣
修
理
の
刻
銘
に
美
濃
屋
庄
次
郎
が
あ
っ
た
。
汐
見
坂
近
く
の
石

垣
解
体
修
理
時
に

□
□
元
甲
申
年　

□
月
十
九
日　

（
美
）
濃
屋
庄
次
郎　

築
之

と
彫
ら
れ
た
石
が
出
土
し
た
。
元
年
で
か
つ
甲
申
年
で
、
江
戸
城
普
請
が
あ
っ
た
の

は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
で
あ
る
。
明
暦
大
火
（
一
六
五
七
）
後
、
加
賀
藩
前
田

綱
紀
に
命
じ
ら
れ
た
江
戸
城
天
守
台
修
理
で
は
戸
波
駿
河
・
三
河
・
丹
後
が
穴
太
と

し
て
登
場
、
「
ミ
の
や
庄
次
郎
」
が
「
手
木
者
之
頭
」
と
し
て
参
画
し
た
（
「
江
戸
・

東
京
か
ら
見
た
熱
海
の
石
丁
場
遺
跡
の
魅
力
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
。

　

手
木
者
は
「
て
こ
の
も
の
」
で
あ
る
。
名
古
屋
城
下
・
上
宿
の
手
木
町
・
御
手
木

町
は
て
こ
ま
ち
、
お
て
こ
ま
ち
で
あ
っ
て
、
お
て
こ
公
園
に
名
を
留
め
る
（
金
沢
も

「
お
て
こ
」
町
）
。
「
て
ぎ
」
と
読
ま
れ
や
す
く
、
辞
書
類
に
は
そ
ち
ら
の
み
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
で
は
「
て
こ
」
で
梃
子
に
同
義
、
現
在
の
バ
ー
ル
で
あ
る
。
「
お

て
こ
」
は
藩
主
御
用
の
土
工
・
石
工
、
土
木
普
請
従
事
者
で
大
名
お
抱
え
火
消
し
を

さ
す
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
庭
園
管
理
も
行
っ
た
（
竹
井
巌
・
二
〇
一
九
、
佐
藤
宏
一
・

一
九
九
七
）
。
無
双
の
剛
力
、
大
力
が
い
て
、
石
の
よ
う
な
重
量
物
の
扱
い
に
長
け

て
い
て
、
築
庭
に
も
関
わ
っ
た
。
鳶
と
同
じ
組
織
に
い
る
が
、
別
扱
い
で
あ
る
。
「
築

城
図
屏
風
」
に
梃
子
を
も
つ
男
達
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
見
た
。
「
手
木
者

之
頭
」
で
あ
っ
た
豪
商
・
美
濃
屋
庄
次
郎
は
財
力
が
大
名
並
み
に
あ
っ
て
、
小
堀
遠

州
の
後
に
古
瀬
戸
茶
入
、
置
紋
大
海
を
所
有
し
た
と
い
う
（
『
大
正
名
器
鑑
』
）
。

　
　

4
─
2
─
3　

穴
生
頭
（
穴
太
大
和
）

　

穴
太
は
慶
長
の
石
垣
築
き
に
参
加
し
て
お
り
、
以
前
に
紹
介
し
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
日
石
垣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
堀
内
亮
介
氏
報
告
に
よ
れ

ば
、
寛
文
五
年
二
月
六
日
に
「
（
名
古
屋
城
）
二
之
御
丸
升
形
御
南
門
并
石
垣
出
来
」
、

そ
の
功
績
に
よ
っ
て
穴
生
頭
の
山
戸
五
兵
衛
が
小
判
拾
両
を
得
た
（
『
瑞
龍
公
実

録
』
）
。
穴
太
は
国
の
名
を
名
乗
る
の
で
穴
太
大
和
で
あ
ろ
う
。
『
藩
士
名
寄
』
に
そ

の
三
年
後
、
寛
文
八
年
三
月
十
五
日
に
安（

穴
太
）生

頭
知
行
三
百
石
の
山
戸
五
兵
衛
が
石
垣

御
普
請
も
無
い
と
し
て
知
行
を
返
上
し
た
と
あ
る
。
石
屋
井
上
長
兵
衛
の
祖
が
登
用

さ
れ
て
わ
ず
か
の
後
だ
っ
た
。

5　

天
守
完
成
（
補
遺
）

　

以
下
は
一
部
、
本
紀
要
収
録
の
今
和
泉
大
氏
論
考
に
よ
る
。
天
守
上
棟
の
日
付
が

わ
か
る
記
述
が
『
佐
治
重
賢
氏
所
蔵
文
書　

小
堀
政
一
関
係
文
書
』
（
佐
治
家
文
書

研
究
会
編
・
思
文
閣
出
版
・
一
九
九
六
、
所
収
）
の
年
欠
九
月
廿
八
日
小
堀
政
一
書

状
（
一
八
号
文
書
）
に
あ
る
。

一　

こ
丶
も
と
御
天
守
、
昨
日
廿
七
日
ニ
棟
上
出
来
候

と
あ
る
。
棟
上
だ
か
ら
柱
・
梁
が
組
み
上
が
っ
た
段
階
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
段
に
は

「
当
年
は
名
古
屋
御
天
守
」
「
こ
丶
も
と
御
天
守
之
畳
面
之
事
」
と
あ
る
。
史
料
冒
頭

の
「
其
元
大
水
」
は
『
当
代
記
』
「
美
作
国
此
時
大
水
出
」
記
事
か
ら
慶
長
十
七
年
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で
あ
る
。
従
来
天
守
に
つ
い
て
は
城
戸
久
『
名
古
屋
城
史
』
が
紹
介
し
た
「
伊
勢
町

鍛
冶
職
与
助
由
緒
書
」
（
ほ
ぼ
同
内
容
が
「
瀬
戸
物
町
万
屋
与
三
右
衛
門
由
緒
書
」
）

に
　

当
御
城
御
普
請
鉄
者
御
用
相
勤
申
候
其
節
御
天
守
過
半
出
来
、
三
重
目
之
垂
木
打

　

申
候
節
、
権
現
様
御
上
洛
被
為
遊
御
立
寄
当
御
城
御
上
覧
云
々

と
あ
り
、
家
康
が
上
洛
し
た
慶
長
十
六
年
三
月
に
は
三
重
目
ま
で
出
来
て
い
た
と
さ

れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
盛
土
の
安
定
に
時
間
を
要
す
る
は

ず
で
早
す
ぎ
る
。
紀
要
前
号
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
天
守
の
完
成
は
十
七
年
末
。

（
2
）
従
来
、
慶
長
十
七
年
の
史
料
と
さ
れ
て
い
た
霜
月
七
日
付
中
井
正
清
宛
藤
田

安
重
書
状
は
正
し
く
は
慶
長
十
八
年
で
、
な
お
が
き
（
尚
書
）
の
「
伊
賀
殿
煩
」
に

関
わ
る
『
時
慶
記
』
慶
長
十
八
年
十
月
二
十
一
日
、
十
一
月
二
日
記
事
が
あ
る
。
「
禁

中
御
作
事
」
も
、
中
井
家
文
書
の
慶
長
十
八
年
十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
新

造
御
所
十
一
月
記
事
に
あ
る
。

（
3
）
天
守
の
不
具
合
、
雨
漏
り
を
記
し
た
『
名
古
屋
城
史
料
集
成
』
二
六
七
は
、『
駿

府
記
』
記
事
な
の
で
、
当
然
駿
府
城
の
も
の
で
あ
っ
た
（
紀
要
前
号
二
四
頁
）
。
中

井
大
和
守
代
棟
梁
で
あ
る
大
工
源
右
衛
門
が
、
「
不
可
如
此
造
、
如
此
則
可
為
曲
事
」

と
い
っ
て
、
窓
戸
か
ら
の
雨
漏
り
の
原
因
を
中
井
大
和
守
の
設
計
ミ
ス
と
し
た
う
え

で
、
名
古
屋
城
殿
主
で
は
是
正
し
た
、
と
あ
る
。
名
古
屋
城
で
は
天
守
に
も
櫓
に
も

窓
敷
居
溝
に
、
入
子
水
抜
き
が
あ
る
。
他
の
城
に
て
も
多
く
は
見
か
け
な
い
。
『
金

城
温
古
録
』
は
「
宝
暦
修
理
の
記
文
に
新
規
入
子
を
拵
え
た
と
あ
る
の
は
材
料
を
新

規
に
鋳
造
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
構
造
自
体
は
慶
長
以
来
の
も
の
で
あ
る
」

と
し
、『
談
海
』
を
引
用
す
る
。
『
駿
府
記
』
も
『
談
海
』
も
同
文
同
内
容
で
あ
る
（
内

閣
文
庫
史
籍
叢
刊
）
。
な
お
「
木
岡
敬
雄
の
雨
が
育
て
た
日
本
建
築
」
（
雨
の
み
ち
デ

ザ
イ
ン
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
参
照
。

　

以
上
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
つ
き
、
再
整
理
し
た
。
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

設
立
五
年
を
経
過
し
、
セ
ン
タ
ー
職
員
は
多
く
の
成
果
を
出
し
て
き
た
が
、
残
る
課

題
も
ま
た
多
い
。
文
献
に
関
し
て
い
え
ば
、
助
役
大
名
家
の
史
料
も
精
査
し
、
既
存

史
料
集
に
替
わ
る
新
・
史
料
集
成
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

注
（
1
）�

尾
張
国
山
田
庄
が
壱
万
部
御
経
料
所
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
堀
江
郷
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
北

野
万
部
経
会
は
十
月
五
日
か
ら
千
人
の
僧
が
十
日
間
参
加
し
て
北
野
社
で
行
わ
れ
た
毎
年
の
幕
府
主
催

行
事
で
あ
っ
た
（
『
御
前
落
居
奉
書
』
『
新
川
町
史
』
資
料
編
2
、
67
〜
72
、
82
〜
87
）
。

（
2
）�

鍬
初
め
は
吉
日
を
選
ぶ
。
と
り
わ
け
土
用
を
避
け
た
。
土
用
の
土
起
こ
し
は
土
公
神
の
祟
り
を
呼
ぶ
と

し
て
、
工
事
に
従
事
す
る
民
衆
が
恐
れ
た
（
服
部
『
河
原
ノ
者
・
非
人
・
秀
吉
』
）
。
春
の
土
用
は
立
春
（
太

陽
暦
で
二
月
四
日
）
前
十
八
日
、
夏
の
土
用
は
立
夏
（
太
陽
暦
で
五
月
五
日
）
前
十
八
日
で
、
太
陰
太

陽
暦
（
旧
暦
）
で
は
毎
年
日
が
違
う
。
慶
長
十
五
年
は
立
夏
三
月
十
二
日
で
四
月
十
八
日
で
あ
れ
ば
す

で
に
夏
の
土
用
は
終
わ
っ
て
い
た
。
慶
長
四
年
十
月
十
九
日
鍬
始
（
醍
醐
寺
新
要
録
）
、
永
禄
十
二
年
二

月
廿
七
日
御
鍬
初
（
信
長
公
記
）
、
去
年
（
天
正
十
年
）
正
月
鍬
初
（
三
原
城
）
、
慶
長
六
年
八
月
十
五

日
鍬
初
（
肥
後
熊
本
城
）
、
慶
長
十
三
年
三
月
一
日
（
江
戸
城
市
ヶ
谷
土
橋
鍬
初
）
、
寛
永
二
十
年
一
月

七
日
江
戸
城
御
鍬
初
、
元
和
六
年
三
月
一
日
（
大
坂
城
・
山
内
文
書
）
な
ど
、
管
見
で
の
わ
ず
か
な
事

例
だ
が
、
土
用
で
の
鍬
初
め
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）�

忠
利
の
認
識
に
美
濃
衆
助
役
と
あ
っ
た
。
美
濃
衆
は
実
際
に
は
翌
慶
長
十
六
年
に
助
役
に
な
る
が
、
山

内
家
史
料
で
は
十
五
年
段
階
で
美
濃
十
八
大
名
及
び
伊
勢
八
大
名
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
同
書
24
・
九
二

頁
。

（
4
）�

筑
前
黒
田
藩
に
い
た
小
河
・
オ
ゴ
ウ
、
オ
ウ
ゴ
を
白
峰
旬
氏
が
穴
太
だ
と
し
て
い
る
が
（
『
史
学
論
叢
』

三
九
、
二
〇
〇
九
）
、
播
磨
国
矢
野
庄
小
河
・
オ
ウ
ゴ
出
身
で
黒
田
家
と
と
も
に
筑
前
に
移
住
し
た
大
身
で
、

近
江
出
身
で
は
な
く
穴
太
で
も
な
い
。



80

主
な
関
係
文
献
＊
紀
要
既
刊
分
1
〜
4
は
省
略
す
る
。

『
西
枇
杷
島
町
史
』
西
枇
杷
島
町　

一
九
六
四

『
新
川
町
史
』
資
料
編
2
別
冊
絵
図
地
図
編　

清
須
市　

一
九
九
二

鈴
木
正
貴
「
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
清
洲
図
」
に
つ
い
て
─
清
須
城
下
町
の
復
元
に
関
連
し
て
─
」
『
愛
知
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
四
号
、
二
〇
二
三
）。http://www.maibun.com/DownDate/PDFdate/

kiyo24/2405Sus.pdf

『
尾
張
国
町
村
絵
図
、
名
古
屋
市
域
編
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
、
徳
川
黎
明
会
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
所

蔵
絵
図
）

『
大
日
本
史
料
』
と
く
に
十
二
編
三
十
三　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

『
江
戸
城
外
堀
物
語
』
北
原
糸
子　

ち
く
ま
新
書
・
一
九
九
九

『
近
世
尾
張
の
部
落
史
』
愛
知
県
部
落
解
放
運
動
連
合
会
・
二
〇
〇
二
、

『
河
原
ノ
者
・
非
人
・
秀
吉
』
服
部
英
雄　

山
川
出
版
社
・
二
〇
一
二

『
峠
の
歴
史
学
』
服
部
英
雄　

朝
日
新
聞
社
・
二
〇
〇
七

西
ケ
谷
恭
弘
「
石
曳
き
」
『
月
刊
歴
史
と
旅
』
二
七
─
九
・
二
〇
〇
〇

野
中
和
夫
編
『
石
垣
が
語
る
江
戸
城
』
同
成
社
・
二
〇
〇
七

内
田
清
「
足
柄
・
小
田
原
産
の
江
戸
城
石
垣
石
」
『
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
研
究
報
告
』
七
・
一
九
七
〇

渡
辺
孟
「
湯
河
原
町
の
採
石
丁
場
跡
の
現
況
と
そ
の
考
察
」
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
研
究
報
告
五
七
・

二
〇
二
一

竹
井
巌
「
加
賀
藩
手
木
足
軽
と
氷
室
に
関
す
る
覚
書
」
『
北
陸
大
学
紀
要
』
四
六
、
二
〇
一
九
、

佐
藤
宏
一
「
手
子
の
系
譜
」
『
仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
資
料
館
・
館
報
』
三
号
、
一
九
九
七

《Title》

Building towns, building castles, and the people involved

　　Third study on the construction process of Nagoya Castle

《Keyword and Abstract》

There is a question as to whether the Biwajima Bridge was built before or after 

the move from Kiyoshu to Nagoya. The theory proposed here is that it was built in 

Keicho 13.

Destruction of the main national roads, namely the Kamakura kaido and Oguri kaido 

Roads.

Setting up a temple site within a board division

When the castle was built, the shortest distance was transported, and for this 

purpose, materials were brought in from the north side by crossing the moat by 

boat.The daimyo who were building the stone wall had decided where to build 

the stone wall, but there were places where they did not decide, and those 

places were left as slopes without piling up the stone wall, and were used as 

delivery routes for materials. The drawing depicts this area as “Yukiai-choba”

Scaffolders, high level workers, and masons did a great deal of work in the 

construction of the castles.
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〈
資
料
紹
介
〉「
堀
川
通
絵
図
」�

服
部　

英
雄
・
堀
内　

亮
介

キ
ー
ワ
ー
ド

堀
川　

土
地
利
用　

名
古
屋
城
下
町　

熱
田　

蔵
屋
敷　

御
船
手
役
所　

御
船
蔵　

御
材
木
場　

町
人
地　

千
賀
志
摩
守　

千
賀
信
立　

尾
州
茶
屋
家　

伊
藤
次
郎
左
衛

門　

明
治
時
代
初
期

《
解
題
》

1　

縮
尺

　

名
古
屋
城
総
合
事
務
所
に
は
、
表
紙
に
「
堀
川
通
絵
図
」
と
あ
る
冊
子
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
堀
川
両
岸
の
「
法
通
」
（
法
は
寸
法
）
を
実
測
し
た
大
縮
尺
図
で
、
「
百

間
壱
尺
」
、
す
な
わ
ち
縮
尺

6
0
0

分
1
図
で
あ
る
。
地
籍
図
が
分
間
図
（
一
間
を

一
分
）
で
あ
る
こ
と
に
全
く
同
じ
で
、
き
わ
め
て
精
度
が
高
く
、
丈
量
な
ら
び
に
土

地
所
有
者
・
管
理
者
が
記
さ
れ
る
。
周
囲
の
施
設
も
素
描
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
詳

細
図
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
堀
川
の
様
子
は
い
く
つ
も
の
名
古
屋
城
下
図
に
よ
っ
て

概
要
（
あ
ら
ま
し
）
は
わ
か
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
詳
細
な
図
は
な
く
、
豊
か
な
歴
史
情

報
が
得
ら
れ
る
。
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
は
発
足
以
来
、
少
し
ず
つ
名
古
屋

城
に
関
わ
る
史
料
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
回
は
こ
の
堀
川
史
料
を
紹
介
す
る
。
本

史
料
は
付
箋
の
下
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
が
、
紙
幅
の
関
係
で
付
箋

を
下
げ
た
状
態
で
写
真
を
撮
影
し
て
、
末
尾
に
図
版
と
し
て
全
編
の
写
真
を
付
け
た
。

ま
た
、
付
箋
が
糊
付
け
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
剥
が
せ
ず
、
透
か
し
読
み
し
か
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
構
成
の
史
料
で
あ
り
、
文
字
だ
け
で
の
紹
介
に
は
限
界
が
あ
る

が
、
記
載
さ
れ
た
情
報
は
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
後
ろ
に
翻
刻
文
を
付
け
て

内
容
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

2　

制
作
時
期

　

本
史
料
は
藩
政
時
代
に
作
成
さ
れ
て
い
た
原
簿
に
、
付
箋
で
明
治
以
降
の
新
所
有

者
を
記
し
て
お
り
、
移
行
期
の
様
子
が
わ
か
る
。
凡
例
の
付
箋
、
「
壬
申
五
月
廿
八

日　

営
繕
懸
り
江
問
合
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
壬
申
年
＝
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

に
新
・
愛
知
県
（
明
治
五
年
四
月
設
置
）
の
組
織
と
な
っ
た
営
繕
懸
と
の
や
り
と
り

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
大
幸
川
堀
割　

天
明
五
巳
年
（
一
七
八
五
）
出

来
」
、
「
悪
水
除　

文
化
五
辰
年
（
一
八
〇
八
）
出
来
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
か
ら
、

本
絵
図
制
作
の
上
限
は
一
応
文
化
五
年
で
、
実
際
に
は
幕
末
維
新
前
と
明
治
五
年
前

後
の
状
況
を
反
映
す
る
。

3　

伝
来

　

名
古
屋
城
総
合
事
務
所
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
史
料
カ
ー
ド
に
記
載
が

な
く
、
今
は
不
明
で
あ
る
。
本
史
料
の
番
号
は

5
0
0

番
代
な
の
で
0
番
代
が
付

さ
れ
て
い
る
宮
内
省
引
き
継
ぎ
文
書
で
は
な
く
、
戦
後
の
収
集
と
な
ろ
う
。

4　

起
点
と
川
巾
・
橋

　

大
幸
川
と
の
接
点
で
あ
る
堀
留
が
起
点
で
あ
る
。
大
幸
川
は
川
幅
が
堀
川
の
4
分

1
ほ
ど
で
狭
い
が
、
段
差
（
落
差
）
な
く
描
か
れ
る
。
橋
の
名
前
は
記
さ
れ
な
い
。

堀
留
左
岸
に
は
雁
木
が
あ
り
、
荷
揚
げ
場
で
あ
る
。
右
岸
に
雁
木
は
な
い
が
、
木
造
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場
・
材
木
揚
ケ
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
下
流
は
納
屋
橋
下
ま
で
雁
木
は
な
い
。

　

堀
川
絵
図
は
堀
留
か
ら
始
ま
っ
て
白
鳥
・
熱
田
に
至
る
が
、
上
畠
橋
（
う
わ
ば
た

橋
＝
五
条
橋
）
・
中
橋
・
伝
馬
橋
ま
で
橋
の
間
隔
は
碁
盤
割
の
東
西
街
路
二
本
に
一

架
橋
で
間
隔
も
狭
い
。
納
屋
橋
ま
で
は
通
り
三
本
、
そ
れ
よ
り
下
流
は
日
置
橋
・
古

渡
橋
・
尾
頭
橋
（
佐
屋
街
道
）
で
、
橋
の
間
隔
は
上
流
部
に
比
べ
て
極
端
に
長
く
な

る
。
そ
れ
よ
り
下
流
に
橋
は
な
く
、
熱
田
で
茅
渡
し
に
な
る
。

　

設
計
図
通
り
に
掘
削
さ
れ
た
川
だ
か
ら
、
川
巾
は
上
流
部
十
三
間
、
上
畠
橋
十
二

間
半
、
中
橋
十
二
間
半
、
伝
馬
橋
上
十
一
間
二
尺
、
下
十
一
間
半
、
納
屋
橋
上
十
四

間
、
下
十
一
間
半
、
日
置
橋
十
一
間
半
と
ほ
ぼ
画
一
的
で
あ
る
。
た
だ
し
所
々
「
川

巾
ハ
分
間
を
除
く
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
実
測
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

5　

御
船
手

　

納
屋
橋
下
流
は
見
開
き
三
枚
に
及
ぶ
広
域
が
御
船
手
で
あ
っ
た
。
線
引
き
さ
れ
た

長
十
五
間
幅
の
左
岸
土
地
に
御
船
手
と
書
か
れ
て
、
異
筆
で
「
元
」
と
加
筆
さ
れ
る
。

紙
張
り
の
下
に
は
倉
廩
方
、
普
請
方
が
あ
っ
た
。
藩
政
期
の
御
船
手
の
廃
止
前
と
廃

止
後
の
様
子
、
そ
れ
ぞ
れ
が
わ
か
る
。
上
記
の
隣
接
地
は
当
初
の
用
紙
に
は
千
賀
志

摩
守
と
あ
っ
た
が
、
付
箋
が
重
複
し
、
す
ぐ
上
の
付
箋
が
「
与
八
郎
」
、
そ
の
上
の

付
箋
が
「
千
賀
信
立
」
で
、
千
賀
志
摩
守
は
尾
張
藩
船
奉
行
で
、
代
々
与
八
郎
・
志

摩
守
を
称
し
、
藩
政
期
最
後
の
当
主
は
信
立
だ
っ
た
。
信
立
は
文
政
五
年
（
一
八
二
三
）

生
ま
れ
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
六
）
家
老
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
名
古
屋
藩
権

大
参
事
。
志
摩
守
と
い
う
官
途
名
が
廃
止
さ
れ
た
か
ら
、
付
箋
で
与
八
郎
と
し
た
（
な

お
「
千
賀
家
文
書
」
が
鶴
舞
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
）
。

　

御
船
手
よ
り
堀
川
へ
向
け
て
雁
木
を
下
っ
た
位
置
に
番
所
が
あ
っ
た
が
、
廃
止
と

な
っ
て
付
箋
糊
付
け
で
隠
さ
れ
た
。
御
船
手
よ
り
下
流
に
長
さ
十
五
間
の
船
繋
場
や

船
杭
が
あ
る
。
そ
の
間
お
よ
び
前
後
に
土
蔵
、
木
挽
小
屋
二
棟
、
大
工
小
屋
四
棟
が

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
は
付
箋
が
な
く
、
現
用
の
ま
ま
だ
っ
た
。
木
挽
小
屋
・
大
工
小

屋
で
は
船
の
修
理
が
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
よ
り
下
流
は
天
王
へ
の
小
路
を
挟
ん
で
長
□
（
六
か
）
拾
五
間
、
つ
づ
い
て

長
さ
四
拾
一
間
と
広
大
な
土
地
が
元
御
船
手
役
屋
敷
で
あ
っ
た
。
船
手
は
料
紙
二
枚

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
長
大
で
小
沢
近
十
郎
他
七
名
ま
た
も
う
一
筆
が
三
名
に
分
与

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
個
所
を
別
の
城
下
図
で
み
る
と
、

　

�

御
蔵
・
三
蔵
筋
・
御
蔵
・
御
船
屋
敷
・
御
船
御
用
屋
敷
・
千
賀
孫
兵
衛
・
天
王
・

小
道
・
御
水
手
屋
敷
・
水
路
・
御
水
主
屋
敷

と
な
っ
て
い
る
（
個
人
蔵
「
御
城
下
絵
図
」
、
蓬
左
文
庫
高
精
細
画
像
閲
覧
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
収
録
）
。

6　

沿
岸
の
所
有
者
─
伊
藤
次
郎
左
衛
門
・
岡
谷
惣
助
・
志
水
・
竹
腰
・
石
河
ら

　

そ
の
対
岸
右
岸
に
は
石
垣
で
築
か
れ
た
台
に
、
目
印
の
よ
う
な
工
作
物
が
あ
っ
て
、

そ
の
上
流
の
広
い
土
地
は
伊
藤
次
郎
左
衛
門
、
付
箋
に
み
る
新
所
有
者
は
五
人
に

な
っ
て
、
天
王
構
の
外
は
茶
屋
万
右
衛
門
が
二
筆
、
そ
の
下
流
部
も
茶
屋
の
関
係
者

の
名
が
見
え
る
。
数
筆
の
付
箋
に
は
岡
谷
惣
助
の
名
も
見
え
る
。

　

沿
岸
に
は
高
須
御
蔵
や
志
水
・
竹
腰
・
石
河
ら
美
濃
な
ど
に
領
地
を
持
ち
、
年
貢

が
尾
張
に
搬
入
さ
れ
る
重
臣
の
管
理
地
が
あ
っ
た
。
ま
た
師
崎
屋
・
内
海
屋
と
い
う

知
多
が
基
盤
と
お
ぼ
し
き
商
人
の
土
地
も
あ
っ
た
。
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7　

江
川
捨
水
と
水
車

　

堀
留
か
ら
至
近
の
距
離
に
江
川
捨
水
が
あ
っ
て
、
納
屋
橋
下
に
も
右
岸
江
川
か
ら

の
水
路
が
あ
る
。
江
川
は
庄
内
用
水
東
井
筋
で
あ
る
け
れ
ど
、
「
尾
州
名
古
屋
御
城

下
之
図
」
（
蓬
左
文
庫
蔵
、
前
掲
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
）
ほ
か
多
く
の
絵
図
に
は
右

岸
に
池
、
あ
る
い
は
「
御
池
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
帯
は
湿
地
帯
で
、
過
剰
な
水

に
苦
し
む
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
は
水
車
が
設
置
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
な
落

差
が
あ
っ
た
。
江
川
か
ら
の
水
路
は
両
者
と
も
に
他
の
城
下
図
に
も
描
か
れ
て
い
る

が
、
水
車
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
伊
藤
正
博
・
沢
井
鈴
一
『
堀
川　

歴
史
と
文
化
の

探
索
』
（
あ
る
む
、
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
設
置
で

十
年
ほ
ど
に
て
廃
止
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
本
史
料
に
も
描
写
が
あ
る
か
ら
、

明
治
初
年
に
再
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
近
く
に
は
水
車
町
と
い
う
町
名
が
あ
っ

た
。
付
箋
は
こ
の
水
車
水
路
を
境
と
し
て
旧
来
（
時
期
不
明
）
は
北
が
雑
税
係
（
懸
）
、

南
は
熱
田
ま
で
営
繕
係
（
懸
）
の
持
ち
、
と
記
す
。
水
車
の
東
に
橋
が
あ
っ
て
、
そ

の
道
の
北
側
に
木
戸
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
水
路
末
端
の
堀
川
本

流
に
捨
て
石
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

日
置
橋
の
西
側
付
け
根
に
は
石
垣
の
上
に
小
屋
の
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
て
、
下
流

に
も
少
し
小
ぶ
り
で
同
形
の
建
物
が
あ
る
。
日
置
橋
周
辺
の
右
岸
は
上
部
に
階
段
が

あ
っ
て
、
下
は
そ
の
道
が
続
く
よ
う
に
上
下
路
が
あ
る
。

8　

無
三
杁

　

悪
水
杁
は
両
岸
か
ら
い
く
つ
も
流
入
す
る
。
日
置
橋
下
流
に
は
無
三
杁
の
末
端
が

描
か
れ
て
い
る
。
無
三
杁
は
庄
内
用
水
西
井
筋
（
惣
兵
衛
川
）
の
こ
と
の
よ
う
で
、

庄
内
川
左
岸
の
高
所
を
流
れ
て
か
ら
、
こ
の
位
置
に
て
堀
川
に
流
れ
込
ん
だ
。
無
三

戸
杁
ま
た
は
無
三
殿
杁
と
し
て
『
尾
張
徇
行
記
』
の
押
切
・
栄
（
生
）
・
日
々
津
よ

り
露
橋
・
高
須
賀
・
五
女
子
ま
で
の
各
村
に
記
述
が
あ
る
。
無
三
を
法
名
と
し
た
松

平
図
書
康
久
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
露
橋
に
は
「
む
さ
ん
ど
は
し
」
と
彫
ら
れ
た
橋

柱
が
残
る
。

9　

河
戸

　

河
岸
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
河
戸
が
あ
る
。
木
曽
川
の
起
宿
渡
船
場
に
は
船
橋
河
戸
、

宮
河
戸
の
よ
う
な
渡
船
場
が
あ
っ
た
か
ら
、
船
着
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
。
河
戸
は

雁
木
が
あ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
こ
は
荷
揚
場
か
。
固
有
名
詞
が
付
い
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
排
水
口
を
持
つ
も
の
も
あ
る
（
日
置
橋
下
流
）
。
『
祖
父
物
語
』
に
よ
れ
ば
、

豊
臣
秀
吉
は
「
清
須
ミ
ツ
ノ
ガ
ウ
戸
の
生
ま
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
清
須
御
園
（
ミ

ソ
ノ
・
ミ
ス
ノ
＝
御
簾
野
）
河
戸
で
あ
ろ
う
。

10　

水
稽
古
小
屋
・
見
取
所

　

下
流
部
の
柵
で
囲
ま
れ
た
一
角
に
切
り
妻
で
窓
の
あ
る
り
っ
ぱ
な
建
物
が
あ
っ

て
、
水
稽
古
小
屋
と
注
記
さ
れ
る
。
そ
の
対
岸
に
は
旧
藩
時
代
に
は
見
取
所
が
あ
っ

た
が
、
貼
り
紙
が
あ
る
よ
う
に
、
明
治
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

11　

羽
柴
屋
源
七
材
木
場
・
船
江
堀
割

　

そ
れ
よ
り
下
流
左
岸
に
は
羽
柴
屋
源
七
材
木
場
が
あ
っ
て
、
五
つ
の
水
溜
に
な
っ

て
い
た
。
四
つ
に
は
口
が
あ
っ
て
、
一
つ
に
は
口
が
な
い
。
そ
の
下
流
が
船
江
堀
割

で
十
の
堀
割
り
が
連
続
す
る
。

12　

白
鳥
役
所
構
・
御
船
蔵

　

そ
の
下
流
は
柵
の
仕
切
り
に
番
所
が
あ
り
、
左
岸
は
白
鳥
役
所
構
、
続
い
て
御
船
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蔵
が
あ
り
、
門
の
下
に
は
雁
木
が
あ
る
。
距
離
が
長
く
両
端
に
番
所
が
あ
り
、
木
戸

も
あ
っ
た
。
右
岸
は
岸
辺
に
並
木
が
あ
っ
て
番
所
も
あ
る
「
御
材
木
場
」
だ
っ
た
が
、

「
御
」
に
付
箋
が
貼
ら
れ
て
、
敬
語
の
な
い
「
材
木
場
」
と
な
っ
て
い
る
。

13　

大
夫
堀

　

白
鳥
材
木
場
の
す
ぐ
上
に
堀
が
あ
っ
て
、

　

大
夫
堀　

長
八
拾
「
五
」
間

　

大
夫
堀　

分
間
不
抱

と
あ
る
。
大
夫
堀
に
つ
い
て
は
『
事
蹟
録
』
（
名
城
集
成
二
〇
八
）
に

　

�

白
鳥
辺
ハ
今
ニ
大
夫
堀
ト
云
伝
、
是
ハ
福
嶋
左
衛
門
大
夫
被
申
付
ト
也
、
普
請
之

衆
ト
平
岩
主
計
頭
時
々
不
和
之
事
ア
リ
ト
ナ
シ　

慶
長
記

と
あ
る
。
一
読
す
る
と
堀
川
白
鳥
辺
の
掘
削
が
福
島
左
衛
門
大
夫
正
則
の
工
事
に
か

か
わ
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
通
絵
図
に
よ
れ
ば
、
大
夫
堀
は
白
鳥
に
あ
る
一
本
の
堀

割
の
呼
称
で
あ
っ
た
。
堀
川
は
二
通
の
細
川
忠
興
書
状
に
よ
っ
て
、
千
石
夫
に
よ
り

掘
削
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
国
北
陸
大
名
全
員
に
よ
る
普
請
で
福
島
正
則
の
み

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
（
服
部
「
名
古
屋
城
築
城
考
・
普
請
編
」
『
（
本
）
紀
要
』

三
号
二
五
頁
・
同
「
天
守
建
つ
・
続
名
古
屋
城
築
城
考
」
『
同
』
四
号
八
頁
）
。

14　

御
船
蔵
・
船
作
事
場

　

そ
れ
よ
り
下
流
は
左
岸
が
熱
田
白
鳥
町
を
経
て
、
熱
田
材
木
町
に
連
続
し
、
右
岸

は
竹
矢
来
で
囲
ま
れ
た
御
船
蔵
だ
っ
た
。
最
下
流
は
左
岸
が
船
作
事
場
、
右
岸
が
熱

田
新
田
で
終
わ
っ
て
い
る
。
熱
田
の
道
に
は
木
戸
が
描
か
れ
て
い
る
。

15　

橋
脚

　

こ
の
絵
図
で
は
各
橋
の
橋
脚
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
五
条
橋
（
上
畠
橋
）
に
つ
い

て
は
『
美
濃
路
宿
村
大
概
帳
』
に
「
板
橋　

高
欄
擬
宝
珠
附　

長
拾
六
間　

横
三
間

壱
尺
余　

橋
杭
三
本
立
四
組
」
と
あ
る
（
『
堀
川
』
二
三
頁
）
。
尾
府
名
古
屋
図
（
蓬

左
文
庫
）
に
も
橋
脚
は
描
か
れ
る
。(

『(

本)

紀
要
』
本
号
55
頁
図
版)

�

（
文
責　

服
部
）

《
翻
刻
》

凡
例

・�「
堀
川
通
絵
図
」
（
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
蔵
）
全
編
を
一
部
判
読
で
き
な
か
っ
た

箇
所
を
除
い
て
翻
刻
し
た
。
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
、
文
字
数
が
推
定
で
き

る
場
合
は
□
、
推
定
で
き
な
い
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
。

・�【　

】
で
示
し
た
の
は
《
図
版
》
で
示
し
た
図
版
番
号
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
各

図
版
の
上
部
（
西
岸
）
、
中
央
部
（
堀
川
）
、
下
部
（
東
岸
）
の
順
に
見
出
し
を
付

け
て
翻
刻
し
、
図
面
と
対
比
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・�

付
箋
上
に
書
か
れ
た
文
字
は
、
（
西
岸
付
箋
）
・
（
東
岸
付
箋
）
と
見
出
し
を
付
け
、

一
つ
ず
つ
「　

」
に
入
れ
て
示
し
た
。

・�

付
箋
や
朱
書
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
た
部
分
は
、
（
抹
消
）
「　

」
と
し
て
示
し
た
。

・�
西
岸
・
東
岸
の
う
ち
、
付
箋
の
下
に
あ
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
（
付
箋
下
）
と
見

出
し
を
付
け
て
、
当
該
文
字
を
隠
し
て
い
た
付
箋
の
後
に
示
す
よ
う
に
し
た
。

�

（
文
責　

堀
内
）
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【
表
紙
】

（
表
題
）
堀
川
通
絵
図

【
図
1
】

（
付
箋
）
壬
申
五
月
廿
八
日　

営
繕
懸
り
江
問
合

一　

堀
川
河
岸
間
竿
延
有
無
之
事　

六
尺
二
寸
五
ト

一　

外
郭
内
外
開
居
地
同
断　
　
　

六
尺
貮
寸
五
ト

一　

所
々
開
拓
地
同
断　
　
　
　
　

六
尺
五
寸

　
　

凡
例

（
＊
白
）�

堀
川
法
通
之
内
東
側
木
挽
町
よ
り
納
屋
橋
迄
西
側
小
船
町
上
大
吉
構
本
家

ゟ
納
屋
橋
下
モ
迄
両
法
通
り
税
取
立
市
井
掛
持

　
　
　
　
　
　

但
大
吉
構
北
家
ハ
土
木
掛
持
之
地
也

【
図
2
】

（
＊
紫
）
此
色
広
井
村
地
内

　
　
　

 

（
抹
消
）
「
大
代
官
方
支
配　

川
縁
法
通
扣
主
よ
り
□
圓
銀
上
納
」

（
＊
橙
）
（
抹
消
）
「
此
色
御
船
手
支
配
道
廻
屋
敷
方
支
配
」

　
　
　
　
　
　
　

�「
但
聖
運
寺
南
境
よ
り
下
も
小
川
町
悪
水
落
土
場
迄
町
屋
前
後 

通

扣
主
ゟ
地
代
銀
上
納
」

（
＊
朱
）
此
色
五
女
子
村
地
内
「
元
」
大
代
官
方
支
配
扣
主
ゟ
年
貢
上
納
元
船

　
　
　

 

番
所
地
内
よ
り
上
之
「
元
」
林
藤
八
知
行
所
本
田
之
内
四
畝
拾
歩
證
文
引

　
　
　

 

（
抹
消
）�「
掃
部
頭
様
御
構
内
道
通
川
縁
共
地
所
ニ
付
上
納
方
不
払
分
寺
扣

之
分
ハ
借
主
ゟ
地
代
銀
其
寺
江
上
納
」

（
＊
灰
色
）
此
色
熱
田
神
領
地
東
側
尾
頭
橋

【
図
3
】

　
　
　
　
　

よ
り
下
も
ハ
外
面
家
居
土
台
ゟ
法
通
り
三
間
神
領
地
扣
主
ゟ
年
貢
上
納

　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
但
白
鳥
三
朝
屋
前
法
通
り
扣
境
不
相
分
」

（
＊
縦
線
）
此
印
銘
々
扣
境

（
＊
横
点
線
）
此
墨
星
を
以
書
顕
彩
粉
無
之
分
法
通
之
外
川
内
縁
場
其
所
扣
ニ
属
ス

（
＊
深
緑
）
此
色
日
置
村
地
内
道
通
「
元
」
町
方
支
配

　
　
　
　

 

（
抹
消
）�「
東
西
法
通
御
作
事
方
支
配
屋
敷
構
之
分
東
西
共
道
巾
中
央
を

境
ニ
構
ニ
属
シ
半
分
ハ
屋
敷
方
支
配
法
通
銘
々
扣
地
代
銀
御
作

事
方
江
上
納
」

（
＊
黄
）
此
色
古
渡
村
地
内
東
側
古
渡
橋
迄
道
通
「
元
」
町
方
支
配

　
　
　
　

 

（
抹
消
）
「
法
通
御
作
事
方
支
配
次
キ
尾
頭
橋
迄
東
側
大
代
官
方

【
図
4
】

　
　
　
　
　
　
　
　

�

支
配
夫
々
扣
主
ゟ
年
貢
代
上
納
西
側
古
渡
橋
ゟ
尾
頭
橋
迄 

法

通
御
作
事
方
支
配
道
通
町
方
支
配
屋
敷
構
之
分
道
巾
中
央
を
境

ニ
構
江
属
シ
半
分
ハ
屋
敷
方
支
配
法
通
扣
主
ゟ
地
代
銀
御
作
事

方
ニ
上
納
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�「
但
古
渡
橋
よ
り
上
ミ
横
井
十
郎
左
衛
門
境
迄
法
通
御
作
事
方

ゟ
裁
許
前
へ
草
刈
取
」

　
　
　
　
　
　
　
　

「
但
地
所
違
ひ
の
分
は
彩
を
以
分
之
」

一　

間
数
大
方
百
間
壱
尺
之
割
川
巾
間
ハ
分
間
を
除
く

【
図
5
】

（
西
岸
付
箋
）
「
七
十
八
間
半
長
坂
左
馬
五
郎
」
「
拾
五
間
長
坂
左
馬
五
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
木
造
場
材
木
揚
げ
場
」
「
拾
七
間
四
尺
奥
原
禮
次
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間
志
水
武
雄
」

（
堀
川
付
箋
）
「
大
幸
川
堀
割　

天
明
五
巳
年
出
来
」
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【
図
6
】

（
西
岸
付
箋
）
「
壱
間
半 

志
水
剰
太
郎
」
「
四
間 

文
助
」
「
六
間 

木
屋
松
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 
「
弍
間 

大
伝
馬
丁
清
吉
」
「
弍
間 

木
屋
太
七
」
「
四
間 

内
家
」

　
　
　
　
　

 
「
三
間 

大
和
屋
代
吉
」
「
是
よ
り
下
モ
水
車
上
迄
市
井
科
支
配
」

　
　
　
　
　

 

（
欄
外
付
箋
）
「
是
よ
り
北
限
壱
丁
程
元
営
繕
掛
持
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
一�

是
よ
り
水
車
筋
迄
南
凡
拾
四
五
丁
程
町
家
住
居
土

蔵
等
取
立
旧
来
雑
税
掛
り
持
」

（
東
岸
付
箋
）
「
中
畔
悪
水
杁
」

【
図
7
】

（
西
岸
付
箋
）
「
江
川
捨
水
井
筋
」

（
東
岸
付
箋
）
「
六
間 

な
や
徳
次
郎
」
「
三
十
八
間 

車
屋
庄
七
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間
半 

車
屋
庄
七
」

【
図
8
】

（
堀
川
）
巾
拾
三
間

（
東
岸
付
箋
）
「
矢
来
ゟ
上
三
拾
間
程
惣
河
戸
」
「
悪
水
落
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

庄
七　

五
間 

権
蔵
」

　
　
　
　
　

 

（
欄
外
付
箋
）
「
是
よ
り
北
凢
四
丁
程
元
営
繕
掛
持
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
一�

是
よ
り
南
納
屋
橋
迄
凡
拾
町
程
材
木
薪
置
場
等
旧

来
雑
税
懸
持
」

【
図
9
】

（
堀
川
）
上
畠
橋　

巾
拾
弍
間
半

【
図
10
】

（
堀
川
）
中
橋　

川
巾
拾
弍
間
半

（
東
岸
付
箋
）
「
山
田
屋
前
悪
水
」

【
図
11
】

（
西
岸
付
箋
）
「
宮
尾
新
左
衛
門
表
」

（
堀
川
）
巾
拾
壱
間
弍
尺　

伝
馬
橋　

川
巾
拾
壱
間
半

（
東
岸
付
箋
）
「
悪
水
落
」

【
図
12
】

（
西
岸
付
箋
）
「
岩
間
勘
兵
衛
」
「
内
海
屋
伝
左
衛
門
土
蔵
」
「
師
崎
屋
長
兵
衛
河
戸
」

　
　
　
　
　

 

「
皆
川
屋
庄
蔵
」

【
図
13
】

（
西
岸
付
箋
）
「
戸
田
道
河
戸
」
「
奥
田
河
戸
」

（
堀
川
）
川
巾
拾
四
間　

納
屋
橋

（
東
岸
）
河
戸 

長
六
間

　
　
　

 

長
二
拾
九
間
半　

物
置　

物
置　

道
通
り

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
釜
ヤ　

法
通
り

（
東
岸
付
箋
）
「
七
間 

安
田
佐
吉
」

　
　
　

 

（
欄
外
付
箋
）
「
是
よ
り
北
旧
来
雑
税
掛
り
持
」

　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

「
一
是
ゟ
南
熱
田
出
先
ま
で
元
営
繕
懸
り
持
」

【
図
14
】

（
西
岸
）
土
蔵
三
間　

物
置
二
間　

物
置
三
間　

土
蔵
長
十
間

　
　
　

 

土
蔵
長
十
間　

土
蔵
長
七
間　

　
　
　

 

水
車

　
　
　

 

土
蔵
三
間　

土
蔵
三
間 

（
抹
消
）
［　

］

（
西
岸
付
箋
）
「
瀬
戸
物
河
戸
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間
二
尺 

柴
田
竹
三
郎
」
「
九
間
二
尺 

内
田
経
三
郎
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
拾
四
間
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（
欄
外
付
箋
）
「
是
よ
り
北
地
券
区
中
南
区
外
」

　
　
　
　
　

 
「
七
間 

伊
藤
由
三
郎
」
「
九
間
半 

熊
谷
庄
二
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
欄
外
付
箋
）
「
是
よ
り
北
旧
来
雑
税
懸
ノ
持
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
一
是
よ
り
南
熱
田
出
先
迄
元
営
繕
懸
ノ
持
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
間
壱
尺 
岡
谷
惣
助
」
「
三
間
半 

西
水
主
丁 

定
八
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
拾
間　

鉄
炮
町
し
や
う
扣

　
　
　
　
　

 

「
五
間
二
尺 

伊
藤
相
馬
」
「
五
間
壱
尺 

伊
豆
屋
久
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間
一
尺 

伊
豆
や
久
兵
衛
」
「
弍
間 

安
藤
善
祐
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間　

中
嶋
屋　

政
吉
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
五
拾
四
間　

尊
寿
院
扣

（
堀
川
）
巾
拾
壱
間
半

（
東
岸
）
長
百
二
十
一
間
半　

長
三
拾
二
間

（
東
岸
付
箋
）
倉
廩
方　

（
抹
消
）
「
御
普
請
方
」

【
図
15
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
道
通
り　

（
抹
消
）
［　

］　

法
通
り

（
西
岸
付
箋
）
「
八
間
二
尺 

瓦
屋
惣
八
」
「
三
間
半 

指
物
屋
与
八
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間
半 

茶
屋　

勘
蔵
」
「
三
間 

指
物
屋
与
八
」
「
五
間 

源
蔵
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間
弍
尺 

弥
三
郎
」
「
五
間 

桶
師
定
次
郎
」
「
弍
間
半 

伝
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間
半 

甚
助
」
「
五
間 

茶
屋
万
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間
五
尺 

茶
屋
万
右
衛
門
」
「
十
間
五
尺 

太
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
一
間　

茶
屋
町 

次
郎
左
衛
門
扣

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

天
王
構
」
「
六
間 

船
大
工
新
助
」
「
三
間 

西
水
主
丁
仙
九
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間
四
尺 

左
蔵
」
「
弍
間
半 

甚
九
郎
」
「
壱
間
五
尺 

東
や
甚
九
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
五
拾
四
間　

納
屋
町 

大
野
屋
ち
か
扣

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

乙
吉
」
「
十
七
間
（
抹
消
）
「
半
」
五
尺 

正
吉
」

　
　
　
　
　

 

「
廿
一
間 

長
円
寺
前
明
地
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弍
拾
二
間　

長
円
寺

（
堀
川
）
●
船
杭　

●
同　

●
同

（
東
岸
）
長
拾
五
間　

長
十
五
間　

元
御
船
手 

 

長
九
間

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
土
蔵　

（
抹
消
）
「
船
番
所
」　

木
挽
小
ヤ　

大
工
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
小
ヤ　

大
工
小
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
五
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
挽
小
ヤ　

長
十
五
間 

船
繋
場　

大
工
小
ヤ

（
東
岸
付
箋
）
「
四
十
七
間 

千
賀
信
立
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
千
賀
与
八
郎
（
抹
消
）
「
志
摩
」

　
　
　
　
　

 

「
四
十
四
間 

武
野
昌
治
郎
」
「
拾
間 

服
部
儀
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
六
間 

鈴
木
□
□
守
」
「
五
間
半 

浅
野
真
郎
」
「
五
間 

三
輪
嘉
重
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

三
輪
嘉
重
」
「
五
間 

い
せ
屋
治
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
五
間 

天
王　

元
御
船
手
役
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
王
崎
悪
水
落

【
図
16
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
草
生　

草
生　

畑　

畑　

畑

（
西
岸
付
箋
）
「
三
間 

大
野
屋
仙
左
衛
門
」
「
六
間
半 

大
の
屋
徳
次
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
二
間 

大
野
屋
徳
次
郎
（
抹
消
）
「
成
瀬
豊
前
守
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
四
間 

内
田
善
蔵
（
抹
消
）
「
渡
邉
半
蔵
」

　
　
　
　
　

 

「
弐
間 

下
條
対
馬
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
長
拾
五
間 

下
條
主
馬
（
抹
消
）
「
瀧
川
豊
後
守
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

石
河
典
則
」
「
八
間 

滝
川
彦
次
郎
」
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（
付
箋
下
）
長
拾
五
間　

滝
川
彦
次
郎
（
抹
消
）
「
肥
田
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

津
田
平
十
郎
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
長
拾
五
間　

津
田
平
十
郎
（
抹
消
）
［　

］

（
堀
川
）
悪
水
除　

長
二
十
二
間　

文
化
五
辰
年
出
来　

定
井

　
　
　
　

●
船
繋
柱　

●
同　

●
同　

●
同　

●
同　

●
同　

●
同

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
草
生
（
抹
消
）
「
御
船
方
□
船
繋
場
」

（
東
岸
付
箋
）
「
三
間 

今
川
屋
惣
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
十
一
間
半 

小
沢
進
十
郎
」
「
拾
間
半 

馬
瀬
四
三
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
壱
間　

「
元
」
御
船
手
役
屋
敷

　
　
　
　
　

 

「
十
二
間 

岩
井
金
之
助
」
「
十
間 

岩
井
金
之
助
」

　
　
　
　
　

 

「
十
四
間
半 

鈴
木
吉
兵
衛
」
「
五
間 

小
物
屋
継
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
六
間
半　

吉
田
重
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
七
間
半　

聖
運
寺

　
　
　
　
　

 

（
欄
外
付
箋
）
是
ゟ
北
地
券
区
中
南
区

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

安
兵
衛　

弍
間
半 

利
八
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

利
左
衛
門　

弍
間
半 

庄
九
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

初
蔵　

弍
間
半 

吉
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

伝
吉　

弍
間
半 

要
吉
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

左
吉　

弍
間
半 

伝
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

吉
田
重
左
衛
門　

弍
間
半 

忠
吉
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
六
間

【
図
17
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
畑　

畑　

畑

（
西
岸
付
箋
）
「
七
間
半 

佐
藤
喜
内
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
佐
藤
喜
内
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

岩
村
利
八
」
「
五
間 

佐
藤
庄
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
弍
拾
弍
間 

明
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
孫
一
（
抹
消
）
「
小
笠
原
三
郎
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
四
間 

石
工
善
助
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

成
田
権
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
成
瀬
権
十
郎
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
七
間 

津
田
三
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
津
田
三
十
郎

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
水
野
孫
一
（
抹
消
）
「
石
黒
丹
下
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
四
間
半 

津
田
三
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
（
抹
消
）
「
石
河
主
馬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
三
十
郎
（
抹
消
）
「
紙
屋
市
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
四
間 

石
河
太
八
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
六
間　

松
井
藤
兵
衛　

石
河
太
八
郎

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
（
抹
消
）
「
長
二
十
二
間 

借
主
木
ヤ
惣
左
衛
門 

薪
□
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
［　

］　

日
置
猟
船
繋
場　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
［　

］　

日
置
猟
船
繋
場

（
東
岸
付
箋
）
「
「
二
」　

拾
間 

大
野
屋
林
蔵
」
「
十
一
間
半 

大
野
屋
林
蔵
」

　
　
　
　
　

 

「
弍
間
半 

平
吉
」
「
三
間 

九
吉
」
「
三
間 

忠
蔵
」
「
九
間 

忠
治
」

　
　
　
　
　

 

「
二
間
半 

甚
七
」
「
二
間
半 

清
八
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
二
間

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

板
橋
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
小
川
町
悪
水
落
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「
十
二
間 

齢
助
初
五
人
」
「
五
間 

浦
野
松
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 
「
二
十
七
間 

嘉
七
初
九
人
」
「
拾
壱
間 

甚
介
」

　
　
　
　
　

 

「
「
四
」　

拾
壱
間 

権
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
六
拾
間

　
　
　
　
　

 

「
十
三
間
半 
山
澄
龍
吉
」

　
　
　
　
　

 

「
「
二
」
拾
間
半 
清
兵
衛
」

【
図
18
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
畑　

河
戸　

六
間 

日
置
甚
蔵　

河
戸　

葭
生　

河
戸

（
西
岸
付
箋
）
「
八
間 

間
宮
六
郎
」
「
（
抹
消
）
弐
間
半　

三
間 

藤
七
」

　
　
　
　
　

 

「
十
二
間
半 

万
屋
清
吉
」
「
四
間
半 

甚
蔵
持
」
「
六
間 

日
置
橋
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
壱
間　

間
宮
六
郎
（
抹
消
）
「
間
宮
善
八
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
四
間　

万
屋
清
吉
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
六
間
半　

万
屋
清
吉
（
抹
消
）
「
寺
尾
□
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
十
四
間　

万
屋
清
吉
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
二
拾
九
間　

石
河
群
十
郎
（
抹
消
）
「
石
河
□
□
」

（
堀
川
）
巾
拾
間
半　

川
巾
拾
壱
間
半　

日
置
橋

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
借
主 

竿
ヤ
権
左
衛
門　

（
抹
消
）
［　

］　

（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
四
間　

巾
三
間

（
東
岸
付
箋
）
「
四
間 

柴
田
屋
庄
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
二
拾
二
間　

山
澄
達
吉
（
抹
消
）
「
将
監
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間 

□
□
屋
重
助
」
「
「
二
」 

三
間
半 

藤
七
」

　
　
　
　
　

 

「
七
間
一
尺 

万
屋
仙
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
四
間

　
　
　
　
　

 

「
日
置
橋
」
「
五
間
半 

橋
台
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
間 

万
屋
仙
右
衛
門
」
「
「
四
」 

九
間
四
尺 

文
四
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
七
間

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弍
拾
七
間　

阿
部
左
膳
（
抹
消
）
「
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
四
間 

新
七
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
壱
間
半　

（
抹
消
）
「
成
瀬
半
大
夫
」

【
図
19
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
葭
生　

河
戸

（
西
岸
付
箋
）
「
弍
十
五
間
半 

鈴
木
寅
三
郎
」
「
五
間 

渡
邊
万
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
九
間
半　

鈴
木
寅
三
郎
（
抹
消
）
「
嘉
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
十
間 

生
駒
頼
母
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
壱
間　

生
駒
頼
母
（
抹
消
）
「
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

鮎
川
信
寿
」
「
弍
十
三
間
半 

丹
羽
佐
市
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
五
間
半　

丹
羽
佐
市
郎
（
抹
消
「
野
崎
□
□
□
」
）

　
　
　
　
　

 

「
小
寺
惣
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
六
間
（
抹
消
）
「
棚
橋
丈
蔵
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
拾
壱
間
（
抹
消
）
「
大
口
屋
清
兵
衛
」

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
四
間　

巾
三
間

（
東
岸
付
箋
）
「
三
間
半 

六
番
屋
重
助
」
「
五
間 

六
番
屋
重
助
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

久
家
屋
清
次
郎
」
「
七
間 

大
道
寺
勢
次
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間 

船
大
工
庄
兵
衛
」
「
「
二
」 

七
間 

船
大
工
庄
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
四
間　

大
道
寺
新
四
郎
（
抹
消
）
「
大
道
寺
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
五
間
半 

宗
義
」
「
（
抹
消
）
「
四
間
半
」
五
間 

徳
次
郎
」

　
　
　
　
　

 
「
三
間 

西
尾
七
助
」
「
八
間 

船
大
工
庄
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

瓦
屋
軽
吉
」
「
十
間 

山
形
屋 

太
郎
兵
衛
」
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「
拾
弐
間 

幸
吉
」
「
「
四
」 

十
三
間 

葭
町
炭
清
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間　

同 

炭
（
抹
消
）
「
清
」
之
丞
」
「
三
間 

明
地 

天
王
境
内
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
長
七
拾
六
間 

大
道
寺
玄
蕃
扣

【
図
20
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
葭
生　

草
生

（
西
岸
付
箋
）
「
三
間 
小
寺
（
抹
消
）
「
宗
兵
衛
」
吉
蔵
」
「
拾
弍
間 

山
田
甚
蔵
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
八
間
半　

小
寺
吉
蔵
（
抹
消
）
「
大
山
屋
辰
二
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
七
間 

林
昇
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
五
間　

林
昇
兵
衛
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
元
鋳
造
場
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
二
間　

兼
松
源
兵
衛

　
　
　
　
　

 

「
長
拾
七
間 

徳
刑
」
「
三
間 

□
角
太
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
七
間　

杢
兵
衛

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

無
三
殿
□
□
橋
台
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
橋
長
五
間
半　

巾
二
間　

無
三
杁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
巾
三
間
四
尺

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
（
抹
消
）
「
長
十
五
間
［　

］
」　

材
木
河
岸　

草
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
ヶ
町
船
作
事
場　

ヨ
シ
丁
船
入
大
船

（
東
岸
付
箋
）
「
弍
間 

賀
嶋
竹
三
郎
」
「
拾
間 

新
兵
衛
」
「
十
九
間 

松
蔵
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

白
木
屋
惣
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
四
間
（
抹
消
）
「
御
鉄
炮
方
」
竹
内
兵
六
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
五
拾
間
（
抹
消
）
「
野
崎
□
□
」

　
　
　
　
　

 

「
廿
四
間
四
尺 

（
抹
消
）
「
横
井
伊
折
介
殿
」 

横
井
半
助
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
二
拾
九
間
半　

横
井
兵
吉
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
五
間
半 

服
部
与
三
治
」

　
　
　
　
　

 

「
弐
拾
八
間
半 

服
部
与
三
治
（
抹
消
）
［　

］
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間 

惣
兵
衛
□
□
□
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
七
間　

服
部
与
三
治
（
抹
消
）
「
成
瀬
大
内
藏
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間 

山
王
横
町
吹
出
し
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
十
三
間

　
　
　
　
　

 

「
弍
間　

石
橋
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
悪
水
路　

道
巾
弐
間

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
二
十
一
間

【
図
21
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
河
戸

（
西
岸
付
箋
）
「
拾
間 

矢
野
惣
之
丞
」 

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

佐
藤
兵
四
郎
」
「
（
抹
消
）
「
返
上
」
五
間 

西
尾
曽
六
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間
半 

横
井
万
之
助
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
屋
三
左
衛
門

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
六
拾
七
間　

横
井
万
之
助
（
抹
消
）
「
十
郎
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
四
間 

竹
腰
従
五
位
」
「
五
間 

右
同
人
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

（
抹
消
）
「
古
崎
真
次
郎
」
戸
崎
詮
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
百
五
拾
五
間　

竹
腰
従
五
位
（
抹
消
）
「
山
城
守
」

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
六
間　

借
主 

船
津
屋
七
郎
左
衛
門
木
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
五
間　

借
主 

船
津
屋
七
郎
左
衛
門
木
場

（
東
岸
付
箋
）
「
弍
十
七
間
半 

成
瀬
従
五
位
」

　
　
　
　
　

 

「
六
間 

大
丸
屋
庄
之
助
」

　
　
　
　
　

 
「
拾
三
間
弍
尺 

服
部
与
三
治
」
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（
付
箋
下
）
長
七
十
八
間　

野
崎
（
抹
消
）
「
主
税
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
巾
壱
間

　
　
　
　
　

 

「
八
拾
五
間 

船
津
屋
七
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
九
間
半　

小
瀬
□
吉
（
抹
消
）
「
□
□
」

【
図
22
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
法
通　

葭
生

（
西
岸
付
箋
）
「
四
間 

木
屋
惣
三
郎
」
「
廿
「
五
」
間 

木
屋
惣
三
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
十
間 

木
物
屋
敷
彦
七
」

（
堀
川
）
（
抹
消
）
「
山
城
守
殿
扣
悪
水
路
」

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
五
間　

（
抹
消
）
「
鵜
飼
屋
与
次
兵
衛
木
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
五
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
垣
間
長
三
十
四
間　

竹
腰
山
城
守
船
小
屋
」

（
東
岸
付
箋
）
「
「
四
」 

廿
七
間
（
抹
消
）
「
葭
丁
□
□
」
炭
屋
清
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

（
抹
消
）
「
□
□
」
炭
屋
屋
窯
之
助
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
弐
間　

田
辺
（
抹
消
）
「
彦
四
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
八
間　

井
野
口
（
抹
消
）
「
六
郎
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
四
拾
八
間　

三
河
屋
藤
助
」
（
抹
消
）
「
三
藤
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
四
十
七
間 

三
藤
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
道
巾
壱
間

　
　
　
　
　

 

「
三
間　

瓦
屋
平
蔵
」
「
弍
拾
間　

竹
腰
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
四
間　

茶
屋
（
抹
消
）
「
長
意
」

【
図
23
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
長
百
五
拾
間
（
抹
消
）
「
下
材
木
町
源
太
郎
木
場
」

（
西
岸
付
箋
）
「
六
間 

空
地
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
道
巾
三
間

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

古
渡
橋
」
「
弐
拾
間 

惣
三
郎
」
「
廿
四
間 

彦
七
」

　
　
　
　
　

 

「
六
十
五
間 

材
木
屋
惣
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
百
六
拾
間
（
抹
消
）
「
内
方
御
小
納
戸
持
」

（
堀
川
）
古
渡
橋

（
東
岸
）
（
抹
消
）
「
巾
七
間
」　

巾
三
間　

杁
方
木
場

　
　
　

 

（
抹
消
）
「
長
拾
五
間 

上
材
木
町
与
兵
衛
扣
」

　
　
　

 

（
抹
消
）
「
長
七
間
半 

元
材
木
町
文
左
衛
門
扣
」

　
　
　

 

（
抹
消
）
「
長
三
拾
六
間 

 

志
水
甲
斐
守
扣
蔵
屋
敷
」

（
東
岸
付
箋
）
「
六
間 

橋　

壱
間
半 

内
地
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
古
渡
り
悪
水
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
五
拾
三
間　

圦
橋
木
造
物
（
抹
消
）
「
杁
方
役
所
」

　
　
　
　
　

 �
「

圦
方
境
よ
り
尾
頭
橋
迄
弍
百
三
六
拾
間
堀
川
此
内
と
唱
え
年
々
拾
貮

石
余
大
代
官
方
ト
山
納　

法
通
無
運
上
」

【
図
24
】

（
西
岸
付
箋
）
「
六
間 

圦
上
」
「
六
間 

鈴
木
泰
彦
」
「
五
間 

都
丸
□
□
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
二
拾
間　

悪
水
落
（
抹
消
）
毛
利
源
内

　
　
　
　
　

 

「
八
間
（
朱
書
抹
消
）
「
返
上
」
加
藤
弥
八
」
「
弐
間 

鈴
木
芳
三
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
二
間　

藤
田
友
吉

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
六
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
長
拾
四
間　

下
材
木
町
武
兵
衛
扣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
長
拾
四
間　

上
材
木
町
九
兵
衛
扣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
王　

長
十
五
間　

下
材
木
町
源
太
郎
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
四
間
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（
抹
消
）
「
長
五
十
間　

上
材
木
町
善
右
衛
門
扣
」

　
　
　

 
（
町
屋
沿
い
）
長
弐
百
三
拾
六
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
材
木
町　

上
材
木
町　

下
材
木
町　

三
ヶ
町
扣
木
場

【
図
25
】

（
西
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
長
七
十
間
（
抹
消
）
「
古
渡
り　

長
右
衛
門
扣　

木
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
二
十
間
（
抹
消
）
「
要
助
扣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
長
三
十
五
間　

羽
柴
屋
弥
七
扣
」

（
西
岸
付
箋
）
「
弐
間
半 

惣
八
」
「
弐
間
半 

天
王
境
内
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間
（
抹
消
）
「
返
上
」
寺
尾
泰
五
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
壱
間 

寺
尾
才
吉
」
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
四
間 

彦
七
」

　
　
　
　
　

 

「
三
拾
間
（
抹
消
）
「
カ
ギ
ヤ
八
郎
兵
衛
」
材
惣
」

　
　
　
　
　

 

「
六
間 

圦
上
」
「
六
間 

長
嶋
町
（
抹
消
）
「
明
地
」
甚
七
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
三
間 

徳
三
郎
」
「
四
間 

徳
三
郎
」
「
三
間
半 
米
屋 

甚
九
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
九
拾
間　

尾
頭
橋
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悪
水
落

　
　
　
　
　

 

「
五
尺 

橋
台　

五
間 

橋　

五
尺 

橋
台
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
「
往
還
通
り
」

　
　
　
　
　

 

「
七
間 

忠
四
郎
」
「
三
十
（
抹
消
）
「
六
」
二
間 

藤
屋
武
七
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
間 

木
屋
惣
太
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
三
拾
五
間

（
堀
川
）
尾
頭
橋

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
五
間　

巾
二
間
半　

畑

　
　
　
　
　

 

（
抹
消
）
［　

］

（
東
岸
付
箋
）
「
九
間 

橋
台
溝
共
」

　
　
　
　
　

 

「
九
間 

平
井
屋
新
七
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
間
半
（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　

 

「
（
抹
消
）
［　

］
拾
三
間
三
尺 

中
井
や
善
之
丞
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
間　

石
川
忠
治

【
図
26
】

（
西
岸
）
（
町
屋
沿
い
）
長
弐
百
間

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
長
弐
百
間
（
抹
消
）
「
川
方
屋
彦
右
衛
門
扣
」

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
三
間
半　

畑　

同　

同　

同　

畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
四
間
半　

畑　

同　

同　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
五
間　

畑　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
［　

］

（
東
岸
付
箋
）
「
四
拾
四
間
（
抹
消
）
「
半
」
壱
尺 

野
尻
や
理
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
弐
間
半 

（
付
箋
）
弐
間
半 

秋
葉
社
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
五
間　

野
尻
屋
利
左
衛
門

　
　
　
　
　

 

「
（
抹
消
）
「
弐
拾
間
」
十
七
間
（
抹
消
）
「
半
尺
」
五
尺 

伝
右
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

「
拾
（
抹
消
）
「
間
九
尺
」
三
間
五
尺 

角
三
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
三
間
半　

田
中
町
扣
権
左
衛
門

　
　
　
　
　

 

「
壱
間
一
尺
五
寸 

新
尾
頭
丁
久
兵
衛
」
「
三
間
五
尺 

新
尾
頭
丁
文
吉
」

　
　
　
　
　

 

「
八
間 

新
尾
頭
丁 

善
兵
衛
」
「
九
間
半　

六
間 

六
太
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
六
間
半 

安
兵
衛
」
「
三
間　

弐
間 

与
八
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
三
間
半　

古
渡
り　

要
助
扣

　
　
　
　
　

 

「
（
抹
消
）
「
五
」
拾
間 

地
蔵
堂
」

　
　
　
　
　

 
（
付
箋
下
）
長
四
拾
壱
間
半　

住
吉
扣



93 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

【
図
27
】

（
西
岸
）
（
町
屋
沿
い
）
従
是　

上 

弐
百
間　

下 

九
拾
間

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
巾
一
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
［　

］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

悪
水
杁

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
五
間　

河
戸　

二
間
住
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

葭
生　

巾
四
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
十
五
間
（
抹
消
）
「
川
方
屋
善
右
衛
門
扣
木
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
戸

（
東
岸
付
箋
）
「
拾
五
間 

妙
安
寺
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
七
拾
五
間　

妙
安
寺

　
　
　
　
　

 

「
三
間
半 

渡
辺
半
蔵
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
四
拾
三
間　

渡
辺
半
蔵
下
屋
敷

【
図
28
】

（
西
岸
）
（
町
屋
沿
い
）
長
九
拾
間

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
巾
八
間　

葭
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
拾
三
間　

畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
十
二
間　

水
稽
古
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
六
間

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
河
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
五
間　

葭
生

（
東
岸
付
箋
）
「
五
間 

馬
場
三
十
郎
」

　
　
　
　
　

 

「
五
十
間 

小
出
彦
七
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
五
拾
三
間　

掃
部
頭
殿
御
下
屋
敷

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
拾
三
間　

悪
水
落　

亀
屋
河
戸 

道
巾
弐
間
半

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
弐
拾
壱
間　

悪
水　

御
勘
定
所
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
旗
屋
町 

珠
林
寺
扣

【
図
29
】

（
西
岸
）
（
町
屋
沿
い
）
長
百
八
拾
間

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
巾
四
間

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
八
間
半　

羽
柴
屋
材
木
場 

同 

同 

同 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
六
拾
八
間　

羽
柴
屋
源
七
材
木
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
九
間　

船
江
掘
割 

同 

同 

同 

同 

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
五
拾
七
間 

雲
心
寺
扣 

新
船
繋
場

　
　
　

 

（
町
屋
沿
い
）
長
七
拾
八
間　

妙
安
寺
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
五
拾
七
間　

雲
心
寺
扣

【
図
30
】

（
西
岸
）
長
百
弐
拾
八
間　

内
法
川
通
共
（
抹
消
）
「
御
」
材
木
場

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
巾
九
間　

畑　

葭
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
所

　
　
　

 

（
町
屋
沿
い
）
長
弐
拾
八
間　

白
鳥
三
新
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
拾
弍
間　

広
井
村
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
三
百
六
拾
四
間　

白
鳥
役
所
構

【
図
31
】

（
西
岸
）
長
弍
百
三
拾
四
間
半

【
図
32
】

（
西
岸
）
番
所

　
　
　

 

白
鳥
（
抹
消
）
「
御
材
」
木
場
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（
＊
水
路
）
大
夫
堀　

（
付
箋
）
「
大
夫
堀
分
間
不
抱
」

　
　
　
　
　
　
　
　

長
八
拾
五
間

【
図
33
】

（
西
岸
）
番
所

　
　
　

 

惣
長
弍
百
四
拾
間　

御
船
蔵

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
番
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
七
間　

畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
抹
消
）
「
船
作
事
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巾
拾
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
拾
四
間　

岐
阜
屋
河
戸

　
　
　

 

（
町
屋
沿
い
）
白
鳥
役
所

（
東
岸
付
箋
）
「
拾
八
間 

白
鳥
木
場 

南
門
外
御
役
宅
」

　
　
　
　
　

 

「
五
間 

御
船
手
河
戸
」

　
　
　
　
　

 

「
（
抹
消
）
「
拾
三
間
壱
尺
」
三
十
二
間
一
尺 
キ
フ
ヤ
左
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
十
一
間
五
尺
九
才 

古
田
佐
左
衛
門
」

　
　
　
　
　

 

（
抹
消
）
「
四
拾
壱
間 

古
田
屋
治
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

「
弐
間
四
尺 

師
崎
屋
善
三
郎
」

　
　
　
　
　

 

（
抹
消
）
「
八
間
半　

田
辺
や
源
兵
衛
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
六
拾
五
間　

熱
田
白
鳥
町

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
熱
田
材
木
町

【
図
34
】

（
東
岸
）
長
三
拾
間　

番
所　

熱
田
中
嶋

（
東
岸
付
箋
）
「
九
拾
間 

井
村
屋
五
郎
三
良
」

　
　
　
　
　

 

（
付
箋
下
）
長
九
拾
九
間　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貝
屋
権
左
衛
門　

小
嶋
市
左
衛
門　

小
嶋
屋
彦
左
衛
門

【
図
35
】

（
西
岸
）
（
町
屋
沿
い
）
堤
長
五
十
間　

熱
田
新
田

　
　
　

 

（
堀
川
沿
い
）
渡
場
所
戸

（
堀
川
）
茅
渡
場

（
東
岸
）
（
堀
川
沿
い
）
渡
河
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
作
事
場

　
　
　

 

（
町
屋
沿
い
）
長
弍
拾
間 

同
人
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
三
拾
間 

同
人
扣
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「
山
下
家
覚
書
」
か
ら
読
み
解
く
浅
野
家
相
続
問
題�

原
　
史
彦

キ
ー
ワ
ー
ド

「
山
下
家
覚
書
」　

山
下
氏
勝　

徳
川
家
康　

徳
川
義
直　

浅
野
幸
長　

浅
野
長
晟　

浅
野
長
重　

相
応
院
お
亀
の
方　

春
姫　
「
自
得
公
濟
美
録
」　
「
山
下
平
八
郎
某
所

蔵
の
旧
記
」　

名
古
屋
城
普
請
役　

は
じ
め
に

　
「
山
下
家
覚
書
」（
以
下
、「
本
覚
書
」
と
い
う
。）
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
Ｈ
ｉ
─
Ｃ
Ａ
Ｔ（

（
（

）
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
史
料

で
、『
名
古
屋
市
史 

人
物
編
第
一（

（
（

』
に
お
け
る
山
下
氏
勝
（
一
五
六
八
～

一
六
五
四
）
の
事
績
紹
介
で
引
用
さ
れ
る
「
山
下
道
山
覺
書
」
に
該
当
な
い
し
は
類

似
す
る
記
録
と
思
わ
れ
る
。
山
下
道
山
と
は
、
氏
勝
の
末
子
・
時
氏
で
あ
る
。
本
覚

書
が
撮
影
さ
れ
た
一
九
一
九
年
当
時
の
所
蔵
者
は
名
古
屋
市
西
区
の
村
松
六
助
氏
だ

が
、
こ
の
人
物
の
経
歴
及
び
本
覚
書
の
現
時
点
で
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
覚
書
つ
い
て
は
、拙
著
「「
山
下
家
覚
書
」
か
ら
読
み
解
く
徳
川
光
友
生
誕
背
景
」

（
以
下
「
前
号
」
と
い
う（

（
（

。）
で
論
考
該
当
部
分
の
翻
刻
と
と
も
に
、
概
略
を
紹
介
し

た
。
本
覚
書
は
全
七
十
丁
に
わ
た
り
、
氏
勝
の
事
績
や
山
下
家
の
由
緒
に
関
す
る

十
一
件
の
記
録
を
収
載
す
る
。
伝
来
文
書
の
合
綴
の
よ
う
な
体
裁
で
、
道
山
著
「
創

業
録
」
の
上
覧
が
行
わ
れ
た
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
時
に
合
綴
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
道
山
の
養
子
と
し
て
山
下
家
を
再
興
し
、
事
実
上
、
宗
家
と
な
っ
た
山

下
氏
倫
の
家
に
継
承
さ
れ
た
記
録
だ
ろ
う
こ
と
を
前
号
で
指
摘
し
た
。

　

本
覚
書
の
内
容
概
略
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
「
覚
（
徳
川
光
友
生
誕
に
関
す
る
）」。

　

②
「
覚
（
山
下
道
智
事
績
に
関
す
る
）」。

　

③�

「
中
村
勝
時
筆
山
下
一
問
多
（
氏
倫
）
宛
譲
状
（
山
下
道
智
所
持
刀
等
遺
品
類

の
譲
渡
に
関
す
る
）」
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
五
月
十
九
日
。

　

④�

「
山
下
氏
倫
筆
山
下
一
問
多
（
氏
植
）
宛
譲
状
（
家
督
相
続
に
付
、
山
下
道
智

所
持
刀
の
譲
渡
に
関
す
る
）」
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
五
月
十
九
日
。

　
（
以
上
、
前
号
で
翻
刻
。）

　

⑤
「（
紀
伊
浅
野
家
取
次
に
関
す
る
山
下
道
智
事
績
覚
）」。
製
作
年
未
詳
。

　
　
　
　

氏
勝
と
浅
野
家
と
の
関
係
を
詳
述
し
た
覚
で
あ
り
、
内
容
は
後
述
す
る
。

　

⑥�

「
山
下
道
山
（
時
氏
）
筆
織
田
宮
内
（
貞
幹
）
宛
家
督
譲
願
（
山
下
道
智
業
績

書
上
及
び
家
督
譲
願
い
）」（
元
禄
十
四
年
・
一
七
〇
一
）
八
月
廿
四
日
。

　
　
　
　

�

氏
勝
の
末
子
・
道
山
が
、
兄
・
氏
紹
の
子
で
尾
張
藩
士
中
村
家
の
養
子
と

な
っ
た
勝
時
の
二
男
・
兵
五
郎
（
後
の
一
問
多
・
氏
倫
）
へ
、
山
下
家
の

名
跡
を
譲
る
こ
と
を
、
御
国
老
中
・
織
田
貞
幹
へ
打
診
し
た
願
状
で
あ
る
。

　

⑦�

「
山
下
道
山
（
時
氏
）
筆
山
下
兵
五
郎
（
氏
倫
）
宛
書
付
（
山
下
道
智
遺
品
に

関
す
る
）」（
年
未
詳
）
戌
夘
月
日
。

　
　
　
　

氏
勝
の
遺
品
を
、
道
山
か
ら
養
子
・
兵
五
郎
へ
譲
る
際
の
譲
状
で
あ
る
。

　

⑧�
「
山
下
道
山（
時
氏
）筆
山
下
兵
五
郎（
氏
倫
）宛『
道
智
老
御
器
量
之
覚
』」（
年

未
詳
）
戌
卯
月
日
。

　
　
　
　

�「
道
智
老
御
器
量
之
覺
」
と
題
し
た
氏
勝
の
事
績
書
上
で
あ
る
。
他
者
か
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ら
聞
か
さ
れ
た
氏
勝
の
評
価
の
他
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
江
戸
城

普
請
に
お
い
て
伊
豆
で
の
石
切
差
配
を
成
功
さ
せ
た
経
緯
を
兄
・
氏
紹
か

ら
の
聞
き
取
り
と
し
て
道
山
が
詳
述
す
る
。

　

⑨
「（
山
下
道
智
事
績
書
上
）」

　
　
　
　

氏
勝
の
事
績
を
漢
文
調
で
記
す
。

　

⑩�

「
山
下
道
山（
時
氏
）筆
山
下
兵
五
郎（
氏
倫
）宛
申
送
状（
創
業
録
に
関
す
る
）

及
び
書
物
覚
」
宝
永
三
戌
（
一
七
〇
六
）
十
一
月
二
日
。

　
　
　
　

�

山
下
道
山
著
「
創
業
録
」
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
道
山
か
ら
養
子
・
兵
五

郎
に
送
っ
た
申
送
状
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家
三
代
綱
誠
（
一
六
五
二
～

九
九
）
が
同
書
の
上
覧
を
希
望
し
た
が
、
内
容
に
不
備
が
あ
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
断
り
続
け
て
お
り
、
自
分
の
死
後
に
遺
物
と
し
て
献
上
す
る
た

め
に
再
編
集
・
清
書
し
た
経
緯
を
記
す
。

　

⑪�

「（
山
下
一
問
多
宛
等
創
業
録
御
用
指
出
に
関
す
る
書
状
三
通
及
び
御
用
指
出

一
件
記
録
）」
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
二
月
晦
日
～
十
一
月
廿
六
日
。

　
　
　
　

�

文
化
元
年
に
行
わ
れ
た
「
創
業
録
」
の
上
覧
に
つ
い
て
、
藩
関
係
者
か
ら

山
下
一
問
多
（
氏
植
）
へ
送
ら
れ
た
書
状
三
通
と
、
同
書
の
差
し
出
し
及

び
返
却
の
経
緯
を
記
し
た
書
上
で
あ
る
。
年
次
か
ら
尾
張
徳
川
家
十
代
斉

朝
（
一
七
九
三
～
一
八
五
〇
）
へ
の
上
覧
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
⑤
を
中
心
に
、
紀
伊
浅
野
家
初
代
幸
長
（
一
五
七
六
～
一
六
一
三
）
歿

後
の
同
家
相
続
問
題
に
お
け
る
氏
勝
の
関
与
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
⑤
～

⑪
の
史
料
を
翻
刻
す
る
。

一　

山
下
氏
勝
と
浅
野
家
の
関
係

　

浅
野
幸
長
は
、
豊
臣
政
権
の
奉
行
職
を
勤
め
た
長
政
（
一
五
四
七
～
一
六
一
一
）

の
嫡
男
で
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
前
哨
戦
で
あ
る
岐
阜
城
攻
め
な
ど

の
功
績
に
よ
り
、同
年
十
月
に
紀
伊
国
三
十
七
万
六
千
五
百
六
十
五
石
餘
を
賜
っ
て
、

和
歌
山
城
を
居
城
と
し
た（

（
（

。
父
・
長
政
と
も
ど
も
徳
川
家
に
対
す
る
忠
節
を
尽
く
し

た
こ
と
で
、
家
康
の
信
頼
も
厚
く
、
家
康
九
男
・
義
直
の
正
室
に
は
幸
長
の
二
女
・

春
姫
（
一
六
〇
三
～
三
七
）
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

幸
長
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
の
名
古
屋
城
の
築
城
に
公
儀
普
請
役
と

し
て
携
わ
っ
た
が
、
同
十
八
年
八
月
二
十
五
日
に
和
歌
山
に
お
い
て
三
十
八
歳
で
死

去
し
た
。
幸
長
に
男
子
は
お
ら
ず
跡
継
ぎ
も
決
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
浅
野
家
の

後
継
問
題
が
起
こ
り
、
こ
こ
で
山
下
氏
勝
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

氏
勝
は
⑥
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
義
直
三
歳
時
の
同
七
年
に
家
康
よ
り
直
々
に
義
直

（
当
時
は
五
郎
太
）
の
「
御
守
役
」
と
す
る
こ
と
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
武

田
家
旧
臣
の
津
金
修
理
（
胤
久
・
一
五
四
七
～
一
六
二
二
）
も
「
御
守
役
」
と
な
り
、

「
五
郎
太
様
衆
」と
称
す
る
家
臣
団
を
こ
の
二
人
で
支
配
し
た
。駿
府
城
二
之
丸
の「
内

之
百
間
長
屋
」
は
津
金
支
配
の
家
臣
団
、
三
之
丸
の
「
外
之
百
間
長
屋
」
は
氏
勝
支

配
の
家
臣
団
に
割
り
当
て
ら
れ
、
後
に
は
成
瀬
内
匠
（
勝
吉
・
生
年
未
詳
～

一
六
二
〇
）
も
加
え
ら
れ
て
三
人
で
「
御
守
役
」
を
勤
め
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
津

金
の
家
譜
『
士
林
泝
洄
』
巻
第
六 

甲
之
部
二（

（
（

及
び
成
瀬
の
家
譜
『
士
林
泝
洄
』
附

録
巻
第
百
二
十
三 

甲
之
部
断
絶
家
系（

（
（

に
よ
れ
ば
、
津
金
・
成
瀬
両
名
の
附
属
は
義

直
四
歳
時
の
同
八
年
と
し
て
お
り
、
⑥
の
記
述
と
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

　

浅
野
長
政
・
幸
長
父
子
は
、
当
時
「
右
衛
門
督
」
と
称
し
て
い
た
義
直
と
の
関
係

を
深
め
る
た
め
、
駿
府
城
内
と
思
わ
れ
る
「
右
衛
門
督
御
部
屋
」
へ
出
入
り
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
「
御
守
役
」
だ
っ
た
氏
勝
が
取
次
を
し
た
関
係
で
、
浅
野
父
子
と
氏
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勝
は
「
御
念
頃
」
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
間
、
義
直
に
婚
礼
の
話
が
起
こ
り
、
当

初
は
「
御
大
名
之
衆
息
女
御
三
人
」
が
候
補
に
な
っ
た
と
い
う
。
義
直
生
母
で
家
康

側
室
の
お
か
め
の
方
（
後
の
相
応
院
・
一
五
七
三
？
～
一
六
四
二
）
は
、
こ
の
一
件

を
密
か
に
氏
勝
へ
打
診
し
た
。
氏
勝
の
正
室
が
お
か
め
の
方
の
妹
（
隆
正
院
慕
茶
）

だ
っ
た
関
係
で
、
氏
勝
は
こ
う
い
っ
た
内
證
の
話
に
も
関
与
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
前
号
で
も
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
氏
勝
は
こ
れ
ま
で
の
関
係
か
ら
浅
野
家
の
姫
・
春
姫
を
推
し
、
こ
れ
を

受
け
て
お
か
め
の
方
が
お
そ
ら
く
家
康
へ
進
言
し
た
と
思
わ
れ
る
。
正
室
は
春
姫
と

決
ま
っ
た
こ
と
で
、「
紀
伊
守
殿
」（
幸
長
）
は
「
不
大
形
御
満
足
」
と
な
り
、
さ
ら

に
義
直
の
部
屋
へ
頻
繁
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
他
、
誰
か
が
幸
長
に
対
し
氏

勝
の
内
々
の
働
き
を
教
え
た
た
め
、
義
直
と
の
取
次
役
で
あ
る
氏
勝
も
ま
た
幸
長
と

の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
と
記
す
。

　

本
覚
書
で
興
味
深
い
の
は
、
紀
伊
領
を
義
直
に
譲
渡
す
る
幸
長
の
意
思
が
あ
っ
た

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
幸
長
に
は
跡
継
ぎ
が
い
な
い
た
め
、
自
分
の
歿
後
、
長
政
以

来
の
家
臣
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ
う
、
浅
野
家
の
身
代
を
義
直
に
譲
ろ
う
と
氏
勝
に

相
談
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
浅
野
家
の
家
譜
記
録
で
あ
る
「
自
得
公
濟

美
録
」
巻
之
六（

（
（

に
「
山
下
平
八
郎
某
所
蔵
の
旧
記
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
紀
伊
守

殿
御
存
生
之
内 

御
継
子
者
無
御
座
候
間 

紀
伊
国
を
右
兵
衛
督
様
〔
尾
張
宰
相
義
利

卿
の
旧
事
な
り
〕
被
進
度
之
由 

常
々
被
仰
候
間
」（〔　

〕
は
割
註
・
以
下
同
）
と

記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
同
記
録
の
第
一
期
分
が
一
応
の
完
成
を
み
た
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
時
点
で
、
浅
野
家
と
し
て
は
こ
の
幸
長
の
考
え
を
示
す
記
録
の
存

在
を
確
認
し
て
い
た
が
、そ
れ
を
史
実
と
し
て
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

他
の
浅
野
家
関
係
の
記
録
・
図
書
で
、
こ
の
考
え
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、「
山
下
平
八
郎
某
所
蔵
の
旧
記
」
は
一
種
の
参
考
事
例
の
よ
う
な
扱
い
だ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

　
「
自
得
公
濟
美
録
」
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
頃

の
山
下
家
当
主
が
平
八
郎
を
名
乗
っ
て
い
た
か
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、

「
自
得
公
濟
美
録
」
に
載
せ
ら
れ
た
「
山
下
平
八
郎
某
所
蔵
の
旧
記
」
は
、
本
覚
書

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
た
め
同
一
の
記
録
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
記

録
を
得
る
た
め
浅
野
家
の
編
纂
方
が
、
尾
張
藩
の
一
家
臣
の
家
に
ま
で
史
料
調
査
を

行
い
得
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
あ
る
い
は
氏
勝
の
弟
で
浅
野
家
の
家
臣
に

な
っ
た
十
兵
衛
氏
利
（
生
年
未
詳
～
一
六
四
九（

（
（

）
の
系
譜
の
家
が
、
何
ら
か
の
関
与

を
し
た
と
い
う
仮
説
も
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。

二　

浅
野
家
相
続
問
題
に
関
す
る
氏
勝
の
関
与

　

氏
勝
は
義
直
の
名
代
と
し
て
高
野
山
で
行
わ
れ
た
幸
長
の
葬
儀
に
参
列
し
焼
香
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
、
後
に
尾
張
藩
附
家
老
と
な
る
成
瀬
正
成
（
一
五
六
七
～

一
六
二
五
）・
竹
腰
正
信
（
一
五
九
一
～
一
六
四
五
）
両
名
か
ら
、
幸
長
の
紀
伊
領

譲
渡
の
希
望
を
家
康
に
打
診
す
る
事
を
勧
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
氏
勝
は
こ
の
幸
長

の
申
し
出
を
危
う
い
と
考
え
、「
紀
伊
国
御
拝
領
被
成
候
へ
而
も 

名
護
屋
を
御
明
被

成
候
而
ハ
御
座
有
間
敷
候 

左
候
へ
ハ
遠
国
と
申
如
何
ニ
御
座
候
」
と
、
仮
に
紀
伊
領

を
拝
領
し
た
と
し
て
も
、
尾
張
領
を
収
公
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
無
い
と
危
惧

し
て
い
た
。

　

当
時
の
尾
張
領
は
備
前
検
地
に
よ
っ
て
四
十
七
万
石
余
と
算
定
さ
れ
て
お
り
、
紀

伊
領
三
十
七
万
石
余
と
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
徳
川
家
一
門
と
の
釣
り
合

い
を
考
え
れ
ば
、
尾
張
領
に
紀
伊
領
が
加
算
さ
れ
る
見
込
み
は
薄
い
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
江
戸
よ
り
遠
国
と
な
り
諸
々
不
都
合
が
生
じ
る
た

め
、
氏
勝
は
幸
長
の
申
し
出
に
は
乗
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
む
し
ろ
幸
長
の
弟
に
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「
但
馬
守
」（
長
晟
・
一
五
八
六
～
一
六
三
二
）・「
采
女
正
」（
長
重
・
一
五
八
八
～

一
六
三
二
）
の
二
人
の
男
子
が
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
家
督
を
継
が
せ
た

方
が
良
い
と
す
る
見
解
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
御
拝
領
御
同
事 

右
兵
衛
督
様
御
力
ニ
而

御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
有
力
大
名
・
浅
野
家
と
の
昵
懇
な
関
係
を
維

持
す
る
こ
と
で
、
浅
野
家
が
義
直
の
強
力
な
後
援
者
に
成
り
得
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ

は
紀
伊
領
を
拝
領
し
た
と
同
じ
こ
と
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

浅
野
家
側
に
と
っ
て
も
浅
野
家
一
門
へ
の
家
督
相
続
を
望
ん
で
お
り
、
長
晟
の
家

臣
・
木
村
石
見
と
片
岡
道
二
が
、
駿
府
在
中
だ
っ
た
氏
勝
の
元
へ
「
御
内
證
」
で
訪

ね
て
来
て
、
氏
勝
を
通
じ
て
お
か
め
の
方
へ
の
執
り
成
し
を
依
頼
し
て
き
た
。
二
人

は
長
晟
へ
の
家
督
相
続
を
願
い
、
氏
勝
と
お
か
め
の
方
、
そ
し
て
家
康
と
の
関
係
を

利
用
す
る
算
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
氏
勝
も
自
分
が
差
配
す
る
に
は

大
き
す
ぎ
る
事
案
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
幸
長
が
自
分
に
対
し
て
懇
ろ
に
目
を
か
け

て
く
れ
た
恩
義
が
あ
る
と
し
て
、
長
晟
へ
の
家
督
相
続
を
請
け
負
い
、
そ
の
こ
と
で

義
直
の
為
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
「
随
分
情
を
出
シ
」
て
両
名
に
語
っ
た
と
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
父
・
長
政
の
隠
居
領
で
あ
る
常
陸
国
真
壁
五
万
石
を
継

承
し
て
い
た
長
重
と
、
備
中
国
内
に
二
万
四
千
石
を
領
し
て
い
た
長
晟
と
で
は
置
か

れ
た
立
場
に
差
が
あ
っ
た
。
長
重
は
江
戸
詰
で
江
戸
や
駿
府
の
御
側
衆
に
そ
の
人
と

な
り
が
知
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
長
晟
は
京
都
詰
だ
っ
た
た
め
、
幕
閣
周
辺
で
そ

の
人
物
を
知
る
者
が
少
な
い
と
い
う
不
利
な
状
況
だ
っ
た
。
二
万
四
千
石
の
大
名
で

あ
り
な
が
ら
、
江
戸
に
拠
点
を
持
た
な
い
の
は
、
豊
臣
政
権
健
在
中
に
お
け
る
過
渡

的
な
状
況
を
示
し
て
い
る
。
氏
勝
は
こ
の
不
利
な
状
況
下
に
お
い
て
、
家
康
・
秀
忠

の
御
側
衆
へ
接
近
し
、
長
重
の
評
判
が
高
い
中
で
も
長
晟
を
評
価
す
る
声
が
一
定
度

あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
勝
算
を
見
出
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
浅
野
家
の
家
老
衆
が
家
督
相
続
の
「
訴
訟
」
の
た
め
に
駿
府
へ
や
っ
て

来
た
際
、
氏
勝
は
一
人
ず
つ
家
老
を
呼
び
出
し
て
家
督
相
続
に
対
す
る
見
解
を
糺
し

た
。
家
老
衆
は
い
ず
れ
も
ど
ち
ら
か
に
加
担
す
る
わ
け
で
は
な
く
、「
両
人
共
弾
正

少
子
ニ
而
御
座
候 

紀
伊
守
弟
之
儀
ニ
御
座
候
間 

何
を
跡
目
ニ
被
仰
付
候
へ
而
も
忝
可
奉

存
之
由
被
申
候
」
と
、
長
晟
・
長
重
の
二
人
で
あ
る
な
ら
ば
ど
ち
ら
が
家
督
を
継
承

し
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
氏
勝
は
長
晟
を
推
す
自
論
を
展

開
し
た
。

　

氏
勝
は
、「
御
行
跡 

采
女
正
殿
ニ
ハ
は
る
か
上
ニ
而
御
座
候
由
」
で
あ
る
と
半
ば
強

引
に
長
晟
の
人
と
な
り
が
長
重
よ
り
上
で
あ
る
と
し
、
弟
の
長
重
が
兄
の
長
晟
を
差

し
置
い
て
家
督
を
継
ぐ
の
は
「
不
順
」
で
あ
り
、「
御
兄
弟
之
御
間
柄
宜
御
座
有
間

敷
候
」
と
今
後
、
兄
弟
間
の
争
い
に
も
な
り
か
ね
ず
、
こ
れ
は
義
直
の
為
に
も
な
ら

な
い
と
の
懸
念
を
示
し
た
。
ま
た
、
長
重
は
「
弾
正
少
殿
御
跡
職
を
御
拝
領
被
成
候 

紀
伊
守
殿
御
跡
職
を
御
望
可
被
成
儀
ニ
而
ハ
無
御
座
候
」
と
、
す
で
に
父
・
長
政
の

隠
居
領
を
相
続
し
て
い
る
の
で
、
紀
伊
領
の
相
続
は
望
ん
で
い
な
い
と
氏
勝
は
決
め

つ
け
て
、
長
晟
へ
の
家
督
相
続
を
理
由
づ
け
し
て
い
る
。

　

次
に
氏
勝
は
、
義
直
に
と
っ
て
の
長
晟
の
有
意
性
を
説
い
て
義
直
の
母
・
お
か
め

方
へ
も
話
を
通
し
、お
か
め
の
方
も
「
被
入
御
情
」
て
、家
康
へ
の
執
り
成
し
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、お
か
め
の
方
の
部
屋
へ
氏
勝
が
呼
び
出
さ
れ
た
際
、家
康
側
室
の
「
お

わ
ち
ゃ
殿
」（
雲
光
院
阿
茶
局
・
一
五
五
四
～
一
六
三
七
）・「
お
ま
ん
殿
」（
養
珠
院

お
万
の
方
・
一
五
八
〇
～
一
六
五
三
）・「
お
か
ち
殿
」（
英
勝
院
お
梶
の
方
・

一
五
七
八
～
一
六
四
二
）
が
同
席
し
て
お
り
、
お
か
め
の
方
の
願
い
と
し
て
側
室
四

人
で
家
康
へ
申
し
入
れ
た
こ
と
、
こ
の
申
し
出
に
家
康
は
応
え
、
現
将
軍
で
あ
る
秀

忠
へ
計
る
と
し
つ
つ
、こ
の
件
を
請
け
負
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
氏
勝
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

家
康
の
側
室
四
人
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
浅
野
家
の
忠
節
と
義
直
へ

の
後
援
を
考
え
、
長
晟
へ
の
家
督
相
続
を
認
め
る
と
い
う
家
康
の
内
意
が
お
か
め
の
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方
へ
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
お
か
め
の
方
は
こ
の
こ
と
を
内
密
に
氏
勝
へ
伝
え
、

氏
勝
か
ら
長
晟
家
臣
の
木
村
石
見
・
片
岡
道
二
両
名
に
も
内
密
に
伝
え
た
こ
と
で
、

浅
野
家
は
「
大
キ
ニ
悦
申
候
」
と
安
堵
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
後
に

お
か
め
の
方
よ
り
聞
か
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
、
秀
忠
は
長
重
へ
の
家
督
相
続
を
望
ん

で
い
た
よ
う
だ
が
、
家
康
に
よ
っ
て
翻
意
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
家
督
相
続
に

お
い
て
も
現
職
の
将
軍
よ
り
大
御
所
の
見
解
が
優
先
さ
れ
た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　

幸
長
の
死
去
は
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
八
月
二
十
五
日
で
、「
自
得
公
濟
美
録
」

に
よ
れ
ば
「
浅
野
右
近
」（
忠
吉
・
一
五
四
六
～
一
六
二
一
）
と
「
浅
野
左
衛
門
佐
」

（
氏
重
・
生
年
不
詳
～
一
六
一
九
）
の
二
人
の
家
老
が
和
歌
山
を
経
っ
た
の
は
九
月

五
日
、そ
し
て
九
月
二
十
四
日
に
は
家
康
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
た
め
、

氏
勝
へ
の
折
衝
は
こ
の
一
箇
月
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
台
德
院
殿
御
實

紀
』
卷
二
十
四（

（
（

で
は
十
月
十
八
日
の
項
に
長
晟
の
家
督
相
続
記
事
を
載
せ
る
。

　

な
お
、
本
覚
書
に
は
事
後
談
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
家
督
相
続
が
決
定
し
た
後
、

家
康
は
伏
見
城
の
御
広
間
へ
長
晟
を
呼
び
出
し
、
氏
勝
同
席
で
話
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
へ
、
森
忠
政
・
細
川
忠
興
・
黒
田
長
政
・
加
藤
嘉
明
・
有
馬
豊
氏
が
入
っ
て
来
た

の
で
氏
勝
は
退
席
し
た
が
、
こ
の
面
々
が
散
会
し
た
際
、
森
忠
政
よ
り
声
を
か
け
ら

れ
、
今
回
の
家
督
相
続
は
「
偏
ニ
信
州
取
持
被
申
候
由
故
」
だ
と
長
晟
が
「
信
濃
」

す
な
わ
ち
氏
勝
に
感
謝
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
他
の
面
々
か
ら
も
「
是
ハ

大
キ
成
事
取
持
被
申
候
御
手
柄
二
而
御
座
候
」
と
褒
め
た
た
え
ら
れ
、「
い
や
左
様
二
而

も
無
御
座
候
」
と
遠
慮
し
て
返
答
す
る
も
、「
何
も
諸
事
御
頼
可
被
成
」
と
、
自
分

た
ち
も
氏
勝
を
頼
り
に
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
と
い
っ
た
意
味
の
事
を
言
わ
れ
て
困
っ

た
、
と
い
っ
た
一
種
の
手
柄
話
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
経
緯
か
ら
、
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
浅
野
家
と
の
取
次
役
は
氏
勝
に

一
任
さ
れ
た
よ
う
で
、
幸
長
が
亡
く
な
っ
て
「
巷
間
に
流
言
あ
り
、
婚
儀
既
に
破
れ

た
り
と（

（1
（

。」
と
い
う
噂
が
流
れ
た
春
姫
と
の
婚
儀
が
整
っ
た
際
、
氏
勝
が
尾
張
徳
川

家
側
の
使
者
を
勤
め
た
他
、
祝
言
儀
式
も
家
康
の
命
で
氏
勝
が
取
り
仕
切
っ
た
。
ま

た
、
長
晟
が
嫡
子
・
岩
松
（
後
の
三
代
光
晟
・
一
六
一
七
～
九
三
）
を
伴
っ
て
名
古

屋
へ
立
ち
寄
り
、
三
之
丸
南
屋
敷
に
逗
留
し
た
際
、
重
臣
を
引
き
連
れ
て
氏
勝
の
屋

敷
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
の
時
、家
督
相
続
の
詳
細
を
知
ら
な
い
家
老
の
上
田
主
水（
重

安
〔
宗
箇
〕・
一
五
六
三
～
五
〇
）
に
対
し
、
自
分
が
家
督
を
継
げ
た
の
は
「
此
亭

主
之
恩
」・「
此
亭
主
之
影
」
と
氏
勝
に
感
謝
し
、
岩
松
に
対
し
て
も
「
子
々
孫
ニ々

至
迄
必
如
在
有
間
敷
候
」
と
諭
し
て
お
り
、
長
晟
の
氏
勝
に
対
す
る
感
謝
の
程
が
知

れ
る
。

三　

名
古
屋
城
普
請
役
請
負
に
関
す
る
氏
勝
の
関
与

　

氏
勝
は
名
古
屋
城
築
城
時
に
お
い
て
も
浅
野
家
へ
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
名
古

屋
城
築
城
が
発
令
さ
れ
た
際
、
義
直
の
居
城
建
設
で
あ
る
た
め
、
幸
長
か
ら
是
非
に

も
自
分
に
普
請
役
を
命
じ
て
も
ら
う
よ
う
、
氏
勝
を
通
じ
て
家
康
へ
の
執
り
成
し
を

依
頼
さ
れ
た
。
氏
勝
と
し
て
は
あ
ま
り
露
骨
な
こ
と
は
し
た
く
は
な
く
、
と
は
い
え

無
下
に
も
出
来
な
い
の
で
、
家
康
が
自
発
的
に
浅
野
家
へ
下
命
し
て
も
ら
え
な
い
か

と
考
え
、
こ
の
こ
と
を
お
亀
の
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
お
亀
の
方
か
ら
家
康
へ
執

り
成
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て
諸
大
名
が
駿
府
城
へ
出
仕
し
た
際
、

家
康
か
ら
幸
長
に
対
し
て
特
に
「
御
念
頃
」
の
「
上
意
」
が
あ
り
普
請
役
の
下
命
を

得
ら
れ
た
た
め
、
幸
長
は
「
不
大
形
御
満
足
」
だ
っ
た
と
い
う
。
氏
勝
は
名
古
屋
の

普
請
場
へ
は
、
義
直
の
使
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
康
の
使
者
と
し
て
も
出
向
い
て

お
り
、
そ
の
際
、
普
請
役
の
諸
大
名
か
ら
は
「
一
入
御
馳
走
」
を
受
け
、
普
請
奉
行

衆
も
引
き
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
で
、
幸
長
か
ら
も
「
一
入
御
馳
走
」
を
受
け
た
と
す

る
。



105 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

　

公
儀
普
請
役
が
発
令
さ
れ
る
に
及
び
、
諸
大
名
は
「
名
護
屋
之
御
城
普
請
被  

仰

付
被
下
候
様
ニ
と
い
つ
れ
も
御
望
御
座
候
」
と
役
を
得
る
た
め
に
こ
ぞ
っ
て
家
康
・

秀
忠
に
対
し
て
嘆
願
を
行
っ
た
と
す
る
。
本
覚
書
は
あ
く
ま
で
氏
勝
の
立
場
か
ら
み

た
記
述
で
あ
り
、
徳
川
家
臣
団
の
視
点
で
あ
る
た
め
、
全
て
を
客
観
的
記
述
と
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
公
儀
普
請
は
一
種
の
忠
義
性
を
試
さ
れ
る
場

で
も
あ
る
た
め
、
家
中
と
い
う
組
織
体
と
し
て
の
本
音
は
奈
辺
に
あ
り
と
も
、
当
主

個
人
が
取
る
べ
き
姿
勢
と
し
て
、
積
極
的
に
役
負
担
を
申
し
出
る
こ
と
が
、
当
時
の

通
例
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

従
来
、
公
儀
普
請
は
大
名
統
制
策
と
し
て
大
名
家
側
に
一
方
的
に
経
済
的
負
担
を

負
わ
せ
た
と
解
釈
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
堀
内
亮
介
氏
の
研
究（
（1
（

で
も
明
ら
か
に
さ
れ

た
よ
う
に
、
徳
川
家
側
か
ら
も
経
済
的
援
助
と
し
て
石
高
に
応
じ
た
扶
持
米
の
給
付

が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
軽
い
負
担
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
大
名
家

側
の
一
方
的
な
負
担
で
も
な
か
っ
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
従
来
大
名
側
の
本
音
を
示
す
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
『
台
德
院

殿
御
實
紀
』
卷
十
二
の
慶
長
十
五
年
閏
二
月
八
日
の
条（
（1
（

の
福
島
正
則
の
逸
話
の
真
偽

が
疑
わ
し
く
な
る
。
丹
波
篠
山
城
と
名
古
屋
城
の
普
請
役
を
連
続
し
て
命
じ
ら
れ
た

正
則
が
、
加
藤
清
正
・
池
田
輝
政
と
の
会
合
で
不
平
不
満
を
述
べ
、
輝
政
に
家
康
へ

の
執
り
成
し
を
頼
ん
だ
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
時
、
正
則
は
清
正
に
た
し
な
め

ら
れ
て
話
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
や
り
と
り
を
伝
え
聞
い
た
家
康
が
、
諸
大
名

を
集
め
た
際
、
不
平
不
満
が
あ
る
な
ら
ば
謀
反
を
起
こ
せ
ば
よ
い
、
自
分
が
た
ち
ど

こ
ろ
に
攻
め
滅
ぼ
す
と
恫
喝
し
た
こ
と
で
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
二
十
万
人
の
人
夫
が
集

め
ら
れ
て
名
古
屋
城
普
請
が
完
了
し
た
と
す
る
。

　

も
し
、
本
覚
書
が
伝
え
る
よ
う
に
「
名
護
屋
之
御
城
普
請
被  

仰
付
被
下
候
様
ニ

と
い
つ
れ
も
御
望
御
座
候
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
公
儀
普
請
は
徳

川
政
権
へ
の
忠
誠
心
発
露
の
場
と
し
て
、
負
わ
さ
れ
る
側
か
ら
積
極
的
に
申
し
出
る

の
が
暗
黙
の
約
束
事
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
福
島
家
も
浅
野
家
と
同
様
に
自
ら
出
願

し
て
普
請
役
を
得
る
行
動
を
表
向
き
に
は
と
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
親
し
い
間

柄
と
は
い
え
、
普
請
役
を
受
諾
し
た
上
で
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
は
、
表
裏
あ
る
態

度
と
見
ら
れ
自
分
の
信
用
を
落
と
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
逸
話
は
「
武
徳

大
成
記
」・「
烈
祖
成
績
」・「
慶
長
見
聞
集
」
と
い
っ
た
複
数
の
記
録
か
ら
の
引
用
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
『
台
德
院
殿
御
實
紀
』
の
記
述
は
、
正
則
の
「
卒
忽
」（
粗
忽
）

な
印
象
を
利
用
し
て
家
康
の
偉
大
性
を
強
調
す
る
た
め
、
創
作
と
は
言
え
な
い
ま
で

も
、
多
分
に
脚
色
さ
れ
た
話
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

四　

他
記
録
か
ら
み
た
浅
野
家
相
続
問
題

　

以
上
は
、
あ
く
ま
で
も
本
覚
書
に
記
さ
れ
た
範
囲
で
記
し
た
浅
野
家
相
続
に
関
す

る
経
緯
で
あ
る
。
氏
勝
歿
後
、
短
期
間
に
二
度
の
改
易
を
経
て
重
臣
と
し
て
の
立
場

を
喪
っ
た
山
下
家
に
と
っ
て
、
藩
政
ど
こ
ろ
か
幕
政
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

家
祖
・
氏
勝
の
事
績
は
最
大
限
に
喧
伝
し
う
る
家
の
名
誉
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

う
い
っ
た
記
録
は
、
創
作
は
無
い
に
せ
よ
、
多
分
に
我
田
引
水
的
な
解
釈
が
あ
る
こ

と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

長
晟
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
は
、「
享
保
元
年
十
月 

公
儀
江
上
ル
御
扣
書 

浅
野
御

家
譜（
（1
（

」
で
は
、「
兄
左
京
大
夫
幸
長
死
去
、
実
子
コ
レ
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
権
現
様
・
台
徳

院
様
ノ
上
聞
ニ
達
シ
、
其
節
弾
正
少
弼
長
政
カ
後
家
〔
長
生
院
ト
号
ス
〕
存
命
ノ
ヨ

シ
ヲ
聞
召
サ
レ
、
今
度
跡
目
ニ
付
テ
但
馬
守
長
晟
并
ニ
采
女
正
長
重
両
人
ノ
内
後
家

存
念
ノ
通
リ
仰
セ
付
ラ
ル
ヘ
キ
旨
御
内
意
ニ
テ
御
尋
コ
レ
ア
リ
、
後
家
願
ニ
ヨ
リ
テ

但
馬
守
長
晟
へ
御
直
ニ
懇
願
ノ
上
意
ヲ
以
テ
紀
伊
国
相
続
仕
マ
ツ
ル
ヘ
キ
旨
仰
セ
出

サ
ル
」
と
あ
り
、
家
康
・
秀
忠
が
、
長
政
の
正
室
で
あ
り
幸
長
・
長
晟
・
長
重
の
生
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母
で
あ
る
長
生
院
か
ら
の
願
い
で
長
晟
へ
の
家
督
相
続
を
認
め
た
と
し
て
お
り
、『
広

島
県
史（
（1
（

』・『
和
歌
山
県
史（
（1
（

』
等
で
も
こ
の
記
述
を
も
っ
て
長
晟
の
家
督
を
説
明
し
て

い
る
。
本
覚
書
に
は
こ
の
長
生
院
の
動
き
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、『
和
歌
山

県
史
』
は
幸
長
の
遺
言
で
長
晟
を
指
名
し
て
い
た
と
す
る
が
、
そ
の
史
料
根
拠
は
不

明
で
あ
る
。
本
覚
書
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
幸
長
の
遺
言
は
な
く
生
前
の
意
思
は
義
直

へ
の
紀
伊
領
譲
渡
だ
っ
た
わ
け
で
、
遺
言
が
あ
っ
た
な
ら
ば
本
覚
書
の
内
容
と
相
違

す
る
。

　

な
お
、
長
晟
の
父
・
長
政
は
、
長
晟
に
対
し
て
は
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
年
発
給
と
推
定
さ
れ
る
「
淺
野
長
政
意
見
状（
（1
（

」
に

記
さ
れ
て
い
る
。
長
政
は
長
晟
の
散
財
ぶ
り
や
分
別
が
足
ら
な
い
こ
と
に
苦
言
を
呈

し
、「
其
方
ハ
我
等
ニ
む
さ
と
賄
を
さ
せ
、
氣
遣
さ
せ
ら
れ
候
間
不
孝
ニ
候
」
と
、「
不

孝
」
の
言
葉
を
使
用
し
て
長
晟
の
素
行
を
た
し
な
め
て
い
る
。
他
の
条
文
で
も
「
不

孝
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
相
当
に
憂
慮
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い

は
こ
の
認
識
ゆ
え
に
、
自
分
の
隠
居
領
を
次
子
・
長
晟
で
は
な
く
第
三
子
の
長
重
に

譲
り
、
長
重
の
方
を
徳
川
家
に
近
侍
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
家
督
相
続
で
は
家
老
の
浅
野
右
近
忠
吉
と
浅
野
左
衛
門
佐
氏
重
と
で
対
立

が
あ
り
、
左
衛
門
佐
が
長
重
を
推
し
て
い
た
こ
と
が
、
後
の
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

十
一
月
十
六
日
の
長
晟
に
よ
る
左
衛
門
佐
誅
殺
の
遠
因
と
な
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ

る
が（
（1
（

、
こ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
本
覚
書
や
「
自
得
公
濟
美
録
」
で
も
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
浅
野
家
が
改
易
な
い
し
は
徳
川
家
に
吸
収
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
中
、
こ
の
両

家
老
は
浅
野
家
一
門
へ
の
家
督
認
可
に
よ
っ
て
家
の
存
続
を
目
論
み
駿
府
へ「
訴
訟
」

に
出
向
い
て
い
る
。
当
然
藩
論
を
統
一
し
て
臨
ん
だ
は
ず
で
、
こ
の
時
点
で
両
名
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
か
に
加
担
し
て
一
方
を
推
し
た
上
で
「
訴
訟
」
を
行
う
こ
と
は
分

断
を
見
透
か
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
氏
勝
が
両
名
を
尋
問
し
て
得
た
「
何
を
跡
目
ニ

被
仰
付
候
へ
而
も
忝
可
奉
存
之
由
」
と
長
晟
・
長
重
ど
ち
ら
か
に
家
督
相
続
が
認
め

ら
れ
た
な
ら
ば
そ
れ
で
良
い
と
す
る
両
名
の
言
質
が
、
当
時
の
浅
野
家
が
望
む
唯
一

の
選
択
肢
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
左
衛
門
佐
を
誅
殺
し
た
後
、
長
晟
が
幕
閣
へ
提
出

し
た
（
元
和
五
年
）
十
一
月
廿
九
日
付
「
浅
野
左
衛
門
佐
不
届
条
（々
（1
（

」
で
示
し
た
七

つ
の
罪
状
の
内
、
第
五
条
に
「
先
年
紀
伊
国
を
拝
領
仕
候
儀
従
上
様
被
下
候
を
、
左

衛
門
佐
一
人
之
才
学
を
以
拙
子
ニ
被
仰
付
候
、
左
様
之
恩
を
も
不
存
な
と
ゝ
慮
外
を

申
、
従
上
様
私
へ
重
畳
之
御
恩
を
も
か
や
う
ニ
申
か
す
め
候
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、

長
晟
へ
家
督
が
認
め
ら
れ
た
の
は
自
分
の
功
績
で
、
そ
れ
を
常
々
長
晟
に
対
し
て
恩

着
せ
が
ま
し
く
語
っ
て
い
た
と
い
う
長
晟
自
身
の
証
言
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

先
述
し
た
よ
う
に
本
覚
書
は
、山
下
家
の
家
祖
顕
彰
を
目
的
と
し
た
記
録
の
た
め
、

客
観
性
を
欠
く
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
他
、
当
事
者
の
子
息
の
筆
記
と

は
い
え
伝
聞
で
あ
る
点
に
難
が
あ
る
も
の
の
、
当
事
者
し
か
知
り
得
な
い
記
事
が
あ

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
た
め
、
正
史
を
補
完
す
る
一
面
は
持
っ
て
い
る
。
前
号
で
紹

介
し
た
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
の
認
知
問
題
に
関
す
る
記
述
で
は
、
仮
に
脚
色
が

あ
っ
た
と
し
て
も
当
事
者
の
肉
声
を
伝
え
て
お
り
、
認
知
に
至
る
ま
で
の
水
面
下
の

交
渉
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

浅
野
家
相
続
問
題
に
か
か
る
氏
勝
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
そ
の
影
響
力
の
程
は
別

に
し
て
、
お
か
め
の
方
と
い
う
強
力
な
係
累
を
利
用
し
た
家
康
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
も
同
様
だ
ろ
う
。
浅
野
家
側
の
史
料
で
は
参
考
程
度
と
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い

が
、
幸
長
が
義
直
へ
の
紀
伊
領
移
譲
を
考
え
て
い
た
と
い
う
記
述
は
、
幸
長
が
臨
終

の
際
ま
で
後
継
者
を
指
名
し
な
か
っ
た
理
由
に
一
定
の
説
得
力
を
与
え
て
い
る
。

　

長
晟
・
長
重
と
い
う
二
人
の
候
補
が
あ
る
中
、
氏
勝
が
長
晟
を
積
極
的
に
推
し
た
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根
拠
は
明
確
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
最
初
に
接
触
を
試
み
た
長
晟
家
臣
を
通
じ
て
利

権
的
な
約
束
が
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
名
古
屋
城
普
請
現
場
に
お
い
て

諸
大
名
か
ら
当
然
の
よ
う
に
接
待
を
受
け
て
い
る
記
事
か
ら
も
、
そ
う
い
っ
た
利
権

関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
表
向
き
の
理
由

と
し
て
は
、
兄
弟
の
順
番
を
違
え
な
い
こ
と
と
、
義
直
を
後
援
す
る
上
で
長
晟
が
適

役
と
い
う
判
断
に
よ
っ
て
家
督
継
承
者
と
し
て
推
薦
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
義
直

の
後
援
が
得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
を
基
に
、
義
直
生
母
・
お
か
め
の
方
が
浅
野
家
の

た
め
に
動
き
、
そ
の
お
か
め
の
方
が
家
康
の
側
室
を
動
か
し
側
室
四
人
の
連
名
で
家

康
に
嘆
願
し
た
と
い
う
図
式
は
、家
康
へ
の
影
響
行
為
の
一
端
が
見
え
て
興
味
深
い
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
氏
勝
が
知
り
得
る
範
囲
の
み
の
限
界
あ
る
記
録
の
た
め
、
浅

野
長
政
正
室
・
長
生
院
の
嘆
願
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
当
然
水
面
下
で

動
い
て
い
た
は
ず
の
長
重
側
の
動
向
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
長
晟
側
に
付
い
た

限
り
、
知
り
得
る
立
場
に
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
氏
勝
の
行
為
の
み
で

長
晟
へ
の
家
督
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、
歴
史
的
事
象
の
背
景
に

う
ご
め
く
多
彩
な
動
き
の
一
端
を
知
り
得
る
と
い
う
意
味
で
、
本
覚
書
の
内
容
に
一

定
度
の
評
価
を
与
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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屋
城
石
垣
普
請
の
現

場
』
名
古
屋
城
観
光
文
化
交
流
局
・
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
・
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー　

令
和

四
年
三
月
三
十
一
日
発
行
。）

（
12
）�

註
（
9
）
参
照
。

（
13
）�

個
人
蔵
。（『
広
島
県
史 

近
世
史
料
編
Ⅱ
』広
島
県　

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行
に
翻
刻
所
収
。）

（
14
）�『
広
島
県
史 

近
世
1 

通
史
Ⅲ
』
広
島
県　

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日
発
行
。

（
15
）�

和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史 

近
世
』
和
歌
山
県　

平
成
二
年
八
月
三
十
一
日
発
行
。

（
16
）�『
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
文
書 

第
2 

浅
野
家
文
書
』
東
京
帝
國
大
學　

明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
八
日

発
行
に
翻
刻
所
収
。

（
17
）�『
山
梨
県
史 

資
料
編
8 

近
世
1
』
山
梨
県　

平
成
十
年
三
月
一
日
発
行
。

（
18
）�「
自
得
公
濟
美
録
」
巻
十
二
上
（『
広
島
県
史 

近
世
史
料
編
Ⅱ
』
広
島
県　

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一

日
発
行
に
翻
刻
所
収
。）
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本
文
】

（
前
略
）

⑤ 

浅
野
弾
正
少
弼
殿
曰 

紀
伊
守
殿 

同
但
馬
守
殿
御
代
／
々
山
下
道
智
江
御
念
頃
被

　

 

遊
候
筋
目
之
趣 
此
末
々
／
書
申
候

一 �

東
照
宮
様
道
智
を
召 
源
敬
公
御
三
歳
之
御
時
御
守
／
ニ
被  

仰
付 

能
々
守
立
申

候
様
ニ
と
御
念
頃
之

　

 �

上
意
ニ
御
座
候 

其
以
後
弾
正
少
殿 

紀
伊
守
殿
御
両
／
人 

右
兵
衛
督
殿
御
部
屋
へ

度
々
御
出
被
成
候 

御
取
／
次
仕
候 
其
時
道
智
儀
ハ
信
濃
と
申
候 

御
父
子
別
而
／

御
念
頃
御
座
候

一 �

年
月
過
候
て
右
兵
衛
督
殿
御
母
儀
相
應
院
殿 
信
濃
／
ニ
被
仰
聞
候
ハ 

右
兵
衛
督

殿
へ
御
縁
与
御
座
候
様
／
ニ
被
成
度
候 

何
を
か
可
然
候
哉
と
御
大
名
衆
之
御
／
息

女
御
三
人
之
内
ひ
そ
か
に
御
尋
候 

其
時
信
濃
申
／
候
ハ
弾
正
少
殿 

紀
伊
守
殿
御

事
ハ
古
ゟ

　

 

大
御
所
様
江
御
心
入
深
ク
御
座
候 

其
上
右
兵
衛
督
／
様
へ
も
御
懇
ニ

　

 �

御
出
入
被
成
候
間 

紀
伊
守 

〇
様

殿
御
息
女
御
輿
御
入
候

ニ
被
／
遊
可
然
之
由
信
濃
申
候 
其
時
節
ハ
相
應

院
殿
を
お
／
か
め
殿
と
申
候 

信
濃
事
ハ
お
か
め
殿
妹
ニ
嫁
申
候
／
故 
内
外
之
御

相
談
被
仰
聞
候 

其
以
後
紀
伊
守
殿
御
／
息
女
様 

右
兵
衛
督
殿
へ
御
輿
入
申
候
様

ニ
と

　

 �

大
御
所
様
被  

仰
出 

紀
伊
守
殿
不
大
形
御
満
足
被
／
遊
候 

紀
伊
守
殿
被  

仰
候

ハ 

娘
儀
を
右
兵
衛
督
様
へ
／
被
召
仕
候
様
ニ
と
の  

上
意 

誠
難
有
思
召
候
由 

色
々
／
被
仰
聞
候 

其
以
後
ハ
猶
以
御
部
屋
へ
御
出
入
被
成
／
候 

内
外
之
御
取
次 

皆
信
濃
仕
候 

右
御
縁
与
之
時
信
／
濃 

お
か
め
殿
へ
申
候
趣
誰
申
候
哉 

紀
伊
守

殿
具
ニ
／
御
聞
被
成 

是
又
信
濃
ニ
被
仰
聞
御
満
足
被
遊
候
由
／
御
座
候

一 �

其
以
後
紀
伊
守
殿
被
仰
候
ハ 

御
継
子
ハ
無
御
座
候
／
間 

紀
伊
国
を
も
右
兵
衛
督

様
へ
差
上
ケ
申
度
候 

弾
正
／
少
時
ゟ
骨
折
申
候
者
共
不
便
ニ
御
座
候
間 

右
兵
衛

／
督
様
被
召
仕
被
下
候
様
ニ
被
成
度
思
召
候 

此
段
何
／
茂
御
頼
被
成
候
由 

度
々

被
仰
聞
候
之
由
御
座
候

一 �

尾
州
清
須
之
御
城 

名
護
屋
へ
御
引
被
成
候
付 

諸
大
／
名
衆
両
御
所
様
江
被
仰
上

候
ハ 

名
護
屋
之
御
城
普
／
請
被  

仰
付
被
下
候
様
ニ
と
い
つ
れ
も
御
望
御
座
／
候 

其
節
紀
伊
守
殿
信
濃
へ
御
頼
被
成
候
ハ 

名
護
屋
／
御
城
普
請
之
儀
ニ
付 

諸
大
名

衆
御
普
請
被  

仰
付
／
被
下
候
様
ニ
と  

両
御
所
様
へ
何
も
被
申
上
候 

依
／
之
紀

伊
守
殿
も
可
被  

仰
上
儀
ニ
御
座
候
へ
共 

右
／
兵
衛
督
様
御
城
之
御
普
請
を
仕
度

と
申
上
候
儀
も
／
何
と
や
ら
ん 

味
方
く
る
し
く
御
座
候 

又
不
申
上
候
／
儀
も
不

成
事
御
座
候 

哀  

大
御
所
様
ゟ
被  

仰
付
／
候
様
ニ
被
成
度
候
間 

此
趣
を
お
か
め

様
迠
御
内
證
／
申
上
く
れ
候
様
ニ
と
色
々
御
頼
被
成
候 

則
お
か
め
／
殿
へ
信
濃

申
入
候
へ
ハ 

紀
伊
守
殿
被
仰
候
趣
御
尤
／
ニ
御
座
候 

御
次
而
ニ

　

 �

大
御
所
様
へ
可
被
仰
上
候
由
ニ
て
早
速
被
申
上
候
／
へ
ハ 

紀
伊
守
被
申
候
趣
尤
ニ

被  

思
召
候 

御
直
ニ
／
可
被  

仰
出
之
由
ニ
而
諸
大
名
衆
駿
府
之
御
城
へ
／
御
出
仕

之
折
節  

大
御
所
様
被  

仰
出
候
ハ 

今
度
／
名
護
屋
城
普
請
被  

仰
付
候
之
處 

何

も
普
請
可
被
／
致
候
由
御
満
足
ニ
被  

思
召
候 

紀
伊
守
儀
ハ
右
兵
／
衛
督
城
之
儀

ニ
候
間 

一
入
普
請
被
致
度
可
被
存
候
／
間 

普
請
を
御
頼
可
被
成
之
由 

御
念
頃
之  

上
意
ニ
／
而
御
首
尾
能
御
座
候
而 

紀
伊
守
殿
不
大
形
御
満
足
／
被
成 

信
濃
方
へ

色
々
御
礼
被
仰
聞
候 

其
以
後
名
護
／
屋
御
普
請
中 

右
兵
衛
督
殿
御
使
と
し
て
信

濃
儀 

駿
府
／
ゟ
両
度
名
護
屋
へ
罷
越
御
普
請
ニ
御
懸
り
候 

十
九
／
人
之
御
大
名

衆
江
御
使
相
勤
申
候 

實
ハ  

大
御
所
／
様
被  

仰
付
御
使
ニ
罷
越
申
候
故 

御
大
名

衆
一
入
／
御
馳
走
被
成
候 

か
こ
ひ
な
と
御
立
被
成 

何
も
御
手
／
前
ニ
而
御
茶
被

下
候 
名
護
屋
御
普
請
奉
行
衆 

御
旗
／
本
ゟ
五
人
被
遣
候 

此
衆
中
之
内
二
三
人
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宛
相
伴
被
／
致
候 

其
節
も
紀
伊
守
殿
ハ
一
入
御
馳
走
被
遊
候
由
ニ
御
座
候

一 �

此
以
後
紀
伊
守
殿
御
逝
去
被
遊 

高
野
山
ニ
而
御
法
／
事
御
座
候
節
も 

右
ゟ
之
御

念
頃
故 
信
濃
御
使
ニ
罷
／
越 

右
兵
衛
督
殿
御
名
代
ニ
信
濃
御
焼
香
仕
候 

其
砌
／

成
瀬
古
隼
人
正
申
候
ハ 

紀
伊
守
殿
御
存
生
之
内
御
／
継
子
ハ
無
御
座
候
間 

紀
伊

国
を
右
兵
衛
督
様
へ
被
／
進
度
之
由 

常
々
被
仰
候
間 

此
儀
を
被
仰
上
候
へ
而
／

ハ
如
何
と
被
申
候 

竹
腰
古
山
城
守
其
外
列
座
之
者
／
共
如
何
と
申
候
処 

信
濃
申

候
ハ
紀
伊
国
御
拝
領
被
／
成
候
へ
而
も 

名
護
屋
を
御
明
被
成
候
而
ハ
御
座
有
／
間

敷
候 

左
候
へ
ハ
遠
国
と
申
如
何
ニ
御
座
候 

其
上
／
紀
伊
守
殿
御
舎
弟
但
馬
守
殿 

采
女
正
殿
御
座
候
間
／
御
両
人
ニ
御
跡
職
被  

仰
付
候
へ
ハ 

御
拝
領
御
同
／
事 

右
兵
衛
督
様
御
力
ニ
而
御
座
候
と
信
濃
達
而
申
／
候

一 �

其
以
後
但
馬
守
殿
ゟ
木
村
石
見
并
片
岡
道
二
両
人
／
を
御
内
證
ニ
而
駿
府
へ
御
差

越 

信
濃
方
へ
右
両
人
／
ひ
そ
か
に
被
参 

但
馬
守
殿
被
仰
下
候
ハ 

今
度
紀
伊
／

守
逝
去
無
是
非
儀
御
座
候 

継
子
無
御
座
候
故 

家
中
／
之
者
共
迷
惑
至
極
仕
候 

弾
正
少 

紀
伊
守
迄
度
々
骨
／
を
も
折
申
候
者
共
多
御
座
候
処
ニ 

散
ニ々
罷
成
可

／
申
候
儀
不
便
迷
惑
仕
候 

何
へ
成
共
跡
目
被  

仰
付
／
家
来
之
者
共
安
堵
仕
候

様
ニ
と
存
候 

是
ハ
大
キ
成
／
望
近
頃
不
似
合
儀
如
何
敷
御
座
候
へ
共 
紀
伊
守
殿

／
御
跡
職
を
御
つ
き
被
成
度
候
間 

お
か
め
様
へ
御
内
／
證
申
入
相
調
申
候
様
ニ

偏
御
頼
被
成
候
間 

才
覚
仕
／
候
之
様
ニ
と
色
々
様
々
信
濃
方
へ
被
仰
下
候 
信
濃

／
申
候
ハ 

是
ハ
御
尤
成
思
召
共
御
座
候 

然
共
大
成
御
／
事
ニ
御
座
候
間 

信
濃
躰

之
者
取
持
申
儀
ニ
而
ハ
無
／
御
座
候 

然
共
別
而
御
頼
被
仰
下
候 

紀
伊
守
殿
よ
り
／

御
懇
ニ
被
懸
御
目
候 

若
又
此
御
事
思
召
之
通
ニ
相
／
調
候
へ
ハ 

右
兵
衛
督
殿
御

為
ニ
是
程
宜
儀
ハ
無
御
座
／
候
間 

随
分
情
を
出
シ
可
申
候
由 

石
見
并
道
二
迠
申

／
入
候 

然
共
但
馬
守
殿
ハ
常
々
京
都
ニ
御
座
候
故 

駿
／
府 

江
戸
之
御
側
衆
も
具

成
事
ハ
不
被
存
候 

采
女
正
／
殿
御
事
ハ
江
戸
ニ
御
詰
被
成
候
故 

江
戸 

駿
府
之
御

／
側
衆
中
も
御
行
跡
宜
様
ニ
常
々
申
候 

依
之

　

 �

両
御
所
様
御
側
衆
な
と 

か
な
た
こ
な
た
と
信
濃
承
／
合
申
候
処
ニ
采
女
正
殿
ハ

尤
御
行
跡
能
御
座
候 

然
／
共
但
馬
守
殿
ハ
猶
以
御
行
跡
宜
御
座
候
由
申
候
衆
／

中
多
御
座
候
故 

先
以
一
段
之
御
事
と
奉
存
候 

其
内
／
ニ
紀
伊
守
殿
御
家
老
衆 

紀

伊
守
殿
御
跡
目
被  

仰
／
付
被
下
候
様
ニ
と
訴
訟
ニ
駿
府
へ
何
も
被
参
候
之
／
故 

信
濃
方
へ
一
人
宛
呼
候
て 

但
馬
守
殿 

采
女
正
殿
／
何
を
御
跡
目
ニ
と
被
存
候
哉

と 

ひ
そ
か
に
承
候
へ
／
ハ 

両
人
共
弾
正
少
子
ニ
而
御
座
候 

紀
伊
守
弟
之
儀
／
ニ

御
座
候
間 

何
を
跡
目
ニ
被
仰
付
候
へ
而
も
忝
可
／
奉
存
之
由
被
申
候
故 

御
家
老

衆
中
ハ
別
儀
も
無
御
／
座
候 

此
上
ハ
お
か
め
殿
へ
申
入
可
然
と
存 

但
馬
守
／
殿

ゟ
被
仰
下
候
趣
具
ニ
申
入
候 

其
上
ニ
信
濃
申
候
／
ハ
紀
伊
守
殿
御
跡
目 

但
馬
守

殿
へ
被  

仰
付
候
へ
／
ハ
右
兵
衛
督
様
御
為
ニ
宜
事
不
過
之
存
候 

只
今
之
／
尾
州

ニ
紀
伊
国
を
御
添
御
拝
領
御
同
事
御
座
候 

右
／
兵
衛
督
様
御
力
ニ
ハ
是
ニ
増
申
御

候
事
ハ
無
御
座
候
／
但
馬
守
殿 

采
女
正
殿
御
行
跡
之
趣
承
合
申
候
處 

尤
／
采
女

正
殿
ハ
江
戸
ニ
御
詰 

御
旗
本
衆
と
常
々
御
参
／
會
候
故
宜
様
ニ
申
成
候 

但
馬
守

殿
御
事
ハ
常
々
京
／
都
ニ
御
座
候
故 

駿
府 

江
戸
之
御
側
衆
御
行
跡
宜
御
／
座
候

事
を
不
存
候 

此
比
承
合
候
ヘ
ハ 

但
馬
守
殿
御
／
行
跡 

采
女
正
殿
ニ
ハ
は
る
か
上

ニ
而
御
座
候
由 

及
／
承
申
候 

其
上
采
女
殿
へ
紀
伊
守
殿
御
跡
目
被  

仰
／
付
候

ハ
ヽ
不
順
ニ
御
座
候
間 

御
兄
弟
之
御
間
柄
宜
／
御
座
有
間
敷
候 

左
も
御
座
候

ハ
ヽ
右
兵
衛
督
様
御
／
為
ニ
も
成
申
間
敷
候 

其
上
采
女
正
殿
ハ
弾
正
少
殿
／
御

跡
職
を
御
拝
領
被
成
候 

紀
伊
守
殿
御
跡
職
を
御
／
望
可
被
成
儀
ニ
而
ハ
無
御
座
候 

然
共
色
ニ々
御
才
覚
／
御
座
候
由 

此
比
取
沙
汰
御
座
候
間 

少
も
早
ク

　

 �

大
御
所
様
江
被
仰
上 

何
と
そ
但
馬
守
殿
へ
被  

仰
／
付
候
様
ニ
御
願
御
尤
御
座
候 

左
候
へ
ハ
右
兵
衛
督
／
様
御
為
ニ
此
上
ハ
無
御
座
候
由 

具
ニ
申
候
ヘ
ハ 

旁
／
以
お

　

 �

か
め
殿
も
被
入
御
情 

早
速  

大
御
所
様
へ
被
／
仰
上
候 

能
々
御
聞
届
被
成
〇之

由

御
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座 

其
後
お
か
め
殿
御
／
部
屋
江
信
濃
ニ
参
候
様
ニ
と
被
仰
候
故
罷
越
申
候
／
ヘ
ハ 

お
わ
ち
や
殿
後
一
位
殿 

お
ま
ん
殿
後
養
珠
院
／
殿 

お
か
ち
殿
後
永
昌
院
殿 

お
か
め
殿
後
相
應
院
殿

／
右
四
人
御
寄
合
被  

仰
聞
候
ハ 

此
比
お
か
め
殿
迠
／
被
申
候
紀
伊
守
殿
御
跡

職
之
事 
此
四
人
と
し
て
申
／
上
候
ヘ
ハ
御
氣
色
ニ
應
シ
申
と
相
見
へ
申
候  

将
／

軍
様
江
被  
仰
進
候
間 

定
而
頓
而
能
御
返
事
可
参
／
と
被
仰
聞
候 

早
速
被
仰
上
忝

奉
存
候
由 

信
濃
申
候
／
由
御
座
候

　

 �

大
御
所
様
思
召
ハ 

弾
正
少
殿
ゟ
紀
伊
守
迠
度
々
／
御
忠
節
御
座
候 

其
上
但
馬
守

殿
御
人
柄
も
能
御
座
／
候
由 
右
兵
衛
督
様
御
為
色
々
御
引
合
被
成 

但
馬
守
／
殿

へ
被  

仰
付
可
然
と
被  

思
召
之
由 
お
か
め
殿
／
信
濃
ニ
そ
と
被
仰
聞
由
ニ
御
座

候

　

 �

右
之
趣
石
見
并
道
二
江
ひ
そ
か
に
申
聞
候
ヘ
ハ 

大
／
キ
ニ
悦
申
候 

其
以
後
但
馬

守
殿
へ
無
相
違
紀
伊
国
／
御
拝
領
被
成
候 
扨
其
後
お
か
め
殿 

信
濃
へ
被  

仰
／

聞
候
ハ  

将
軍
様
思
召
ニ
ハ
紀
伊
守
殿
御
跡
職 
采
／
女
正
殿
へ
被
下
度  

思
召
候 

然
共  

大
御
所
様
ゟ
／
能
々
被  

仰
進
候
之
故 

但
馬
守
殿
へ
御
立
被
成
候

　

 �

将
軍
様
御
意
ニ
ハ
采
女
ニ
被
下
候
様
ニ
可
被  

仰
／
進
と
兼
々  
思
召
之
内
ニ  

大
御

所
様
ゟ
但
馬
守
／
ニ
可
被
下
と
被  

仰
下
候
故 

無
是
非
思
召
候
と
／
御
意
御
座
候

由

　

 �

大
御
所
様
ゟ
遅
ク
被  

仰
進
候
ハ
ヽ
大
形
采
女
殿
／
へ
御
立
被
成
儀
も
可
有
御
座

候
哉 

但
馬
殿
御
仕
合
／
と
お
か
め
殿
信
濃
ニ
ひ
そ
か
に
被  

仰
聞
候 

其
以
／
後

伏
見
之
御
城
へ  

大
御
所
様
被
成
御
座
候 

但
馬
／
守
殿
も
御
出
仕
被
成
御
廣
間
ニ

御
座
候
之
故 

信
濃
／
罷
出
候
ヘ
ハ 

御
側
へ
御
呼
御
咄
被
成
候 

其
所
へ
森
／
美

作
殿 

細
川
越
中
殿 

黒
田
甲
斐
殿 

加
藤
左
馬
助
殿
／
有
馬
玄
蕃
殿
御
越
候
故 

信

濃
其
所
を
立
去
申
候
へ
／
ハ 

何
も
其
儘
居
申
御
咄
仕
候
様
ニ
と
被
仰
候 

其
内
／

追
々
何
も
御
出
被
成
候 

但
馬
守
殿 

美
作
殿
へ
被
仰
／
候
ハ 

今
度
紀
伊
守
跡
職

被  

仰
付
候
ハ 

偏
ニ
信
州
／
取
持
被
申
候
故
ニ
而
候
由
色
々
被
仰
入
候
ヘ
ハ 

美
／

作
殿
初
何
も
是
ハ
大
キ
成
事
取
持
被
申
候
御
手
柄
／
ニ
而
御
座
候
な
と 

い
つ
れ
も

被
仰
候 

信
濃
申
候
ハ
／
い
や
左
様
ニ
而
も
無
御
座
候
な
と
御
挨
拶
仕
候
由
／
御
座

候 

何
も
諸
事
御
頼
可
被
成
な
と
被
仰 

あ
ま
り
／
ニ
た
へ
か
た
く
有
之
由
申
候

一 �

扨
其
後
紀
伊
守
殿
御
息
女
様
於
名
護
屋
宰
相
殿
へ
／
御
輿
入
申
候
ニ
付 

但
馬
守

殿
御
親
ニ
被
為
成
候 

右
／
兵
衛
督
殿
を
其
時
ハ
宰
相
殿
と
申
候 

双
方
之
御
使
／

信
濃
一
人
ニ
被  

仰
付
候
て 

御
首
尾
能
相
調
申
候
／
御
祝
言
之
御
儀
式
も
信
濃
へ  

大
御
所
様
被  

仰
／
付 

御
首
尾
能
相
済
申
由
御
座
候

一 �

尾
張
殿
江
戸
上
御
屋
敷
初
之
火
事
御
座
候
時 

其
以
／
後
豊
後
ニ
作
事
奉
行
被　

仰
付
候 

其
時
ハ
信
濃
を
／
豊
後
と
申
候 

豊
後
御
断
申
上
候
ハ
加
様
之
御
作
事
／

申
付
候
儀 

終
ニ
無
御
座
候
間 

御
免
被
成
被
下
候
様
／
ニ
と
達
而
申
候
ヘ
ハ 

中
納

言
殿
御
立
腹
被
成
候 

其
／
時
ハ
宰
相
殿
を
中
納
言
殿
と
申
候 

豊
後
儀
ハ
江
戸
／

御
屋
敷
之
内
ニ
引
籠
罷
在
候 

此
儀
但
馬
守
殿
御
聞
／
被
成 

御
笑
止
ニ
被
思
召 

豊

後
居
申
候
所
へ
度
々
御
／
越
被
成 

色
々
御
肝
煎
被
遊 

首
尾
能
相
済
申
由
御
座
／

候 

但
馬
守
殿
色
々
御
念
頃
之
由
御
座
候

一 �

扨
其
後
但
馬
守
殿 

岩
松
殿
〔
後
安
藝
守
殿
／
紀
伊
守
殿
〕
を
御
同
道
／
被
成 

江

戸
へ
御
下
向
之
折
節　

名
護
屋
へ
御
立
寄 

南
／
屋
敷
ニ
御
逗
留
被
成 

於
御
城
御

馳
走
共
御
座
候 

其
／
時
節
御
父
子
様 

豊
後
屋
敷
へ
申
請 

御
膳
差
上
申
／
候 

御

供
ニ
ハ
上
田
主
水
正 

浅
野
摂
津 

寺
西
将
監 

竹
／
本
外
記 

木
村
石
見 

杦
田
新
兵

衛
并 

片
岡
道
二
被
召
／
連
候 

扨
か
こ
ひ
ニ
て
豊
後
御
茶
立
申
候
折
節 

但
馬
／
守

殿
仰
ニ
ハ
主
水
者
具
成
事
被
存
間
敷
候 

此
亭
主
／
之
恩
を
ハ
大
キ
ニ
御
請
被
成
候 

今
加
様
ニ
両
国
被
／
下
置
候
事
ハ 

悉
皆
此
亭
主
之
影
ニ
而
候 

此
委
細
之
／
儀
ハ
道

二
能
存
候
間 

聞
可
被
申
候 

岩
松
儀
ハ
幼
少
／
ニ
候
へ
共 

能
此
事
聞
置 

亭
主
并

子
々
孫
ニ々
至
迄
／
必
如
在
有
間
敷
候
由
被
仰 

色
々
御
懇
之
仰
共
御
座
／
候 

其
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時
豊
後
儀
ハ
忝
御
意
共
ニ
御
座
候
由
申
上
候
／
御
相
伴
ニ
被
罷
出
候
御
家
老
衆
中

も
右
之
仰
之
趣
／
被
承
候
由
申
候

一 �

於
尾
州
大
納
言
殿
鹿
狩
被
遊
候
時 

山
下
市
正
儀
申
／
事
出
来
候
て 

尾
州
立
退
申

候 

其
節
も
但
馬
守
殿
御
／
笑
止
ニ
被
思
召 

山
下
十
兵
衛
を
為
御
使 

藝
州
ゟ
名
／

護
屋
豊
後
方
へ
御
差
越
被
成 

色
ニ々
御
懇
ニ
御
座
候
／
由
申
候

一 �

当
紀
伊
守
殿
御
祝
言
被
遊
候
節 

大
和
儀
ハ
御
代
々
／
被
懸
御
目
候
由
ニ
而 

大
納

言
殿
ゟ
為
御
使 

大
和
儀
／
尾
州
ゟ
江
戸
へ
罷
越
申
候 

其
時
ハ
豊
後
を
大
和
と
／

申
候

　

 �

右
之
通
ニ
御
座
候
故 

御
代
々
被
懸
御
目 
忝
奉
存
候
／
由
申
候 

道
智
申
聞
候
品
々

御
座
候
へ
共 

有
増
書
付
／
申
候

⑥ 

一
筆
致
啓
上
候 

弥
御
息
災
ニ
御
勤
仕
被
成
之
由
及
／
承
目
出
度
奉
存
候

一 �

泰
心
院
様
御
部
屋
之
時 

貴
宅
ニ
而
も
私
宅
ニ
而
も
／
緩
々
と
得
貴
意
候
事
終
ニ
無
御

座
候
へ
共 

数
十
年
／
乍
慮
外
御
な
し
ミ
御
座
候 

其
外
之
御
仲
備
衆
ヘ
ハ
／
其
縁

無
御
座
候
ニ
付 

御
手
前
様
へ
私
願
之
趣
申
上
／
候 

此
儀
可
然
縁
を
求 
御
内
證
可

申
上
儀
ニ
御
座
候
／
へ
共  

御
意
彼
是
ニ
遠
慮
御
座
候 

私
法
躰
衰
老
之
／
身
ニ
候

故 

推
参
を
も
不
顧
御
直
ニ
申
上
候

一 

私
亡
父
山
下
道
智
儀
ハ  

権
現
様
ニ
御
奉
公
仕
候
／
江
州
ニ
而
御
知
行
被
下
御
墨
印

　

 

尓于

今
御
座
候

一 �

源
敬
様
御
名
五
郎
太
様
と
申
候
而
御
三
歳
之
御
時

　

 �

権
現
様
御
直
ニ
山
下
道
智
を
被
為
屬
候 

其
前
津
金
／
修
理
を
被
為
屬 

道
智
と
両

人
御
守
役
相
勤
候
由 

駿
河
御
城
ニ  

権
現
様
被
為
成
御
座
候
時 

御
二
ノ
丸
／
二
而

候
哉 

内
之
百
間
長
屋 

又
御
三
ノ
丸
ニ
而
候
哉
／
外
之
百
間
長
屋 

此
二
百
間
長
屋

ニ  

五
郎
太
様
衆
／
罷
在
候 

内
之
百
間
長
屋
ハ
修
理
支
配 

外
之
百
間
長
／
屋
ハ

道
智
支
配
仕
候
由 

古
キ
衆
ニ
拙
者
ハ
駿
河
ニ
／
而
道
智
支
配
ニ
逢
申
候
と
被
申
候
方 

私
も
承
候 

其
／
後
成
瀬
内
匠
被
仰
付 

三
人
ニ
而
相
勤
候
由 

右
三
人
／
へ
平
岩
主

計
頭
殿
連
状
な
と
も
私
尓
今
所
持
仕
候

　

 �

源
敬
様
御
四
歳
之
時 

甲
斐
国
を
被
進 

御
八
歳
之
時
／
尾
張
国
を
被
進
候 

追
々

御
人
多
成
候
由
ニ
御
座
候

一 �

権
現
様
尾
張
国
を  

源
敬
様
へ
被
進
候
時 

清
須
ノ
／
城
ハ
水
攻
之
地
ニ
而
如
何
ニ

候 

御
城
を
古
渡
か
名
／
古
屋
か
小
牧
へ
ひ
か
せ
ら
れ 

乍
憚
可
然
趣 

相
應
院
／

様
へ
山
下
道
智
申
上
候
処 

其
趣
相
應
院
様  

権
現
／
様
へ
被
仰
上
候
へ
ハ 

尤
ニ

被
思
召 

清
須
ノ
城
を
名
／
古
屋
へ
御
移
被
為
遊
候
由

一 �

大
坂
冬
夏
両
御
陣
共
ニ  

源
敬
様
諸
事
之
御
陣
用
意
／
ハ  

権
現
様 

山
下
道
智
へ

被
仰
付 

道
智
ハ
駿
河
ゟ
／
御
先
立 

名
古
屋
へ
罷
越 

諸
事
相
調
候
由 

冬
御
陣
ニ

／
天
王
寺
之
小
屋
割
等
迠
仕  

権
現
様 

道
智
を
御
褒
／
美
之
由 

其
節
ノ
小
屋
割

之
事 

于
今
人
〳
〵
申
唱
候

一 �

大
坂
夏
御
陣
之
節  

源
敬
様
於
名
古
屋
城
御
祝
言
／
御
座
候
時  

権
現
様
名
古
屋

之
城
ニ
被
為
成
御
座
／
御
前
様
御
輿
入
候
を
御
待
請
被
為
遊
候 

其
節
御
祝
／
言

一
巻  

権
現
様
悉
ク
山
下
道
智
へ
被
仰
付 

諸
事
／
相
調
申
候
由

一 �

大
坂
夏
御
陣
落
城
候
て  

権
現
様
御
帰
陣
被
為
遊
／
於
二
条
ノ
御
城 

山
下
道
智

冬
度
御
陣
中
能
相
勤
候
／
由
ニ
而 

為
御
褒
美
御
加
増
五
百
石
拝
領
仕
候

　
 �

権
現
様
上
意
ニ
而
御
加
増
拝
領
仕
候
者 

此
時
尾
州
／
之
諸
士
之
内
ニ
道
智
一
人
之

由 

道
智
常
々
申
候

一 �
公
方
様  

源
敬
様
へ
御
成
之
度
毎
ニ
道
智
皆
惣
奉
／
行
仕
候 

其
外
御
上
洛 

又
ハ

行
幸 
或
御
作
事 

或
江
戸
／
御
城
西
丸
其
外
所
々
石
垣
を
築
申
候
時 

伊
豆
国
ゟ

／
石
出
候
惣
奉
行
皆
道
智
仕
候

一 �

源
敬
様
之
御
前
様
御
輿
入
候
て
十
ケ
年
過
候
へ
共
／
御
子
様
無
御
座
候
ニ
付  

相
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應
院
様
ゟ  

東
福
門
／
院
様
へ
被  

仰
上  

東
福
門
院
様
ゟ
貞
松
院
様
を
／
被
進

候
由 
然
所
ニ
被
召
仕
候
方
御
懐
胎
ニ
候

　

 �

源
敬
様
大
乳
ハ
矢
崎
左
京
母
ニ
而 

右
之
儀
能
存
知
／
山
下
道
智
方
へ
被
参 

御
懐

人
之
事
委
細
物
語
之
由
／
然
共
道
智
無
心
元
存 

御
懐
人
之
方
へ
も
逢
候
て
直
／

ニ
承
候 

少
も
疑
敷
儀
無
御
座
候 

依
之
其
時
分
御
用
／
達
候
衆
中
連
座
之
時 

道
智

申
出
候
へ
ハ 

彼
是
異
儀
／
有
之
由 

道
智
ハ  

御
前
様
并
二
ノ
丸
様
ニ
御
子
様
／

御
出
生
候
ハ
ヽ
御
次
男
ニ
成
共 

又
ハ
御
家
来
ニ
成
／
共
可
被
遊
候 

今
迠
御
子
様

無
御
座
候
処 

幸
之
御
事
／
と
申
候
由 

と
か
く
取
持
可
申
人
無
御
座
候
故 

此
上

／
ハ
道
智
一
人
申
上
候
て
も
不
苦
儀
と
存 

御
子
様
御
／
懐
胎
之
趣
委
細
申
上
候

処  

源
敬
様
下
々
の
腹
ニ
／
御
子
様
御
出
生
を
御
い
や
ニ
被
思
召
候
哉 

曽
而
御
／

覚
不
被
遊
候
間 

な
き
物
ニ
仕
候
様
ニ
と  
御
意
ニ
／
候 

其
時
道
智
種
々
申
上
候
へ

共  

御
意
少
も
替
不
／
申
候 

此
段
大
乳
并
御
袋
様
へ
申
候
へ
ハ  

御
袋
様
ハ
／
上

と
下
と
の
儀
ニ
候
ヘ
ハ 

不
及
力
候
と
て
不
大
形
／
御
落
涙
ニ
候 

此
上
ニ
も
道
智
ハ

様
々
僉
儀
仕
候
ニ
／
如
最
前
御
子
様
ニ
無
疑
候
故 

重
而
御
前
へ
罷
出
御
子
／
様
御

誕
生
之
御
沙
汰
御
い
や
ニ
被
思
召
候
ハ
ヽ 

私
才
／
覚
ニ
而
か
く
し
置 

御
成
人
被
遊

可
然
御
生
付
ニ
候
ハ
／
ヽ 

御
家
来
ニ
成
共
被
遊
様
ニ
と
色
々
申
上
候
へ
共

　

 �

御
意
替
儀
無
御
座
候 

然
共
道
智
覚
悟
を
以  

御
袋
様
／
ハ
大
乳
と
一
所
ニ
矢
崎
左

京
屋
敷
へ
御
移
り 

寛
永
二
／
年
丑
七
月
廿
九
日
午
刻
ニ  

若
君
様
御
誕
生
被
遊
候

／
道
智  

御
前
へ
罷
出  

若
君
様
御
誕
生 

又
彼
是
申
上
／
候
処 

最
前
之
通  
御
意

替
事
無
御
座
候
故 

其
時
道
智
／
申
上
候
ハ 

女
性
偽
申
候
者 

女
性
之
儀
ハ
勿
論 

今
度
誕
／
生
之
男
子
を
も
急
度
被
仰
付 

男
子
之
父
を
も
御
僉
／
儀
被
遊
様
ニ
私

儀
ハ
女
性
之
頼
申
候
と
て
無
筋
事
／
申
上
候
と
諸
人
之
嘲
及
承
無
面
目
次
第
ニ
候 

此
上
／
ハ
私
も
覚
悟
仕
候
と
申
上
候
へ
ハ 

少
御
思
案
被
遊
／
た
と
へ
御
子
様
之

御
覚
候
て
も 

諸
人
御
子
様
ニ
而
／
有
間
敷
と
申
候
由
御
聞
及
ヒ
成
候
間 

只
今
御

子
様
と
ハ
難
被
仰
出
候  

急
キ
な
き
者
ニ
仕
候
様
ニ
と

　

 �

御
意
ニ
候
故 

道
智
申
上
候
ハ 

諸
人
ハ  

殿
様
曽
而
／
御
覚
無
之
由 

御
意
承
傳
候

故
ニ
而
御
座
候

　

 �

殿
様
ニ
御
子
様
と  

御
意
御
座
候
者 

誰
人
か
／
御
子
様
ニ
而
無
御
座
と
申
人
候
ハ
ん

哉
と
種
々
様
／
々
強
而
申
上
候
へ
ハ 

左
候
ハ
ヽ
む
ま
れ
子
ハ
信
濃
／
ニ
被
下
候
間

　

 �

〇
かと

も

く
も
仕
候
ニ
と
御
意
御
座
候 

右
／
其
時
道
智
難
有
忝
奉
存
候 

御
子
様
の
御

事
ハ
成
程
／
穏
便
ニ
仕 

私
方
ニ
可
奉
入
置
と
申
上
候
て  

若
君
／
様
を
矢
崎
左
京

屋
敷
ゟ
道
智
屋
敷
へ
奉
移
候 

道
智
／
女
房
ハ  

相
應
院
様
之
御
妹
ニ
而 

後
年
寄
法

躰
仕
／
隆
正
院
と
申
候 

右
隆
正
院  

若
君
様
を
御
守
仕
候
／
矢
崎
屋
敷
ニ
被
成
御

座
候
内 

矢
崎
屋
敷
之
向
ニ
山
／
本
内
蔵
助
罷
在
候 

内
蔵
助
女
房
ハ
右
隆
正
院
姪

女
／
ニ
而
候
故 

是
へ
も
御
越
御
慰
メ
申
候
由  

道
智
江
戸
／
畄
守
之
内
ニ
竹
中
源

助
祖
母
清
正 

又
横
井
伊
織
方
／
へ
も
御
慰
ニ
被
為
成
候
由 

是
皆
隆
正
院
伯
母 

或

　

 

姪
／
女
之
方
ニ
而
候  

若光
義
様君

様
御
二
歳
君
様
御
二
歳
之
時  

御
前
様
／
ゟ
道
智
方
へ

　

 

御
意
之
趣
候
て  

若光
義
様君

様
道
智
屋
敷
／
ゟ
竊
ニ
御
城
へ
被
為
入
候

　

 �

右
御
懐
胎
御
誕
生
前
後
之
御
首
尾 

私
兄
山
下
佐
左
／
衛
門
父
道
智
へ
委
細
相
尋 

委
ク
書
記
置
申
候 

私
も
／
写
尓
今
所
持
仕
候 

道
智
一
人
之
覚
悟
を
以 

御
誕
生
／

も
御
子
様
ニ
も
仕
候 

其
節
之
儀
語
傳
を
聞
及
候
衆
／
于
今
道
智
御
子
様
ニ
仕
候
様

ニ
物
語
被
致
人
御
座
／
候 

右
ハ
佐
左
衛
門
書
記
申
候
内 

あ
ら
ま
し
書
出
シ
／
申

上
候

一 �

山
下
道
智
眼
病
ニ
而
目
不
見
ニ
付 

其
身
隠
居
知
行
／
千
石
を
末
子
佐
左
衛
門 

一
郎

兵
衛 

私
三
人
之
子
共
／
へ
御
分
被
下
様
ニ
道
智
奉
願
候
處 

願
之
通
御
分
被
／
下

　

 
候 
次
男
権
之
助
ハ
叔
父
平
左
衛
門
名
跡
を
継
キ
／
申
候
右故

支
配
分
ハ
願
不
申
候 

　

 �
三
人
之
兄
弟
へ
被
下
／
成
候
御
知
行
御
切
米
ハ
指
上
ケ
申
候 

其
節
道
智
如
／
何

存
候
哉  
権
現
様
ゟ
道
智
へ
御
知
行
被
下
候
御
／
墨
印
ハ
私
へ
譲
り 

于
今
所
持
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仕
候
〔
此
節
ハ
道
智
俗
／
名
半
三
郎
と
申
〕
／
〔
候 

後
ニ
信
濃 

又
豊
／
後 

又
大

和
と
申
候
〕

一 �

泰
心
院
様
御
九
歳
之
御
時 

私
被
為
屬
候 

御
十
四
歳
／
之
御
時 

私
を
被
為
召  

御

意
ニ
ハ
御
身
之
上
ニ
悪
／
敷
儀
御
座
候
者
申
上
候
様
ニ
と
仰
ニ
候 

御
幼
少
之
／
御
心

ニ
悪
敷
儀
を
御
聞
被
成
度
と
の  

思
召
乍
恐
／
奉
感 

そ
れ
ゟ
時
々
密
ニ々
乍
憚
申

上
候 

御
十
六
歳
／
之
御
時  
泰
心
院
様
へ
申
上
候
ハ 

任  

御
意
只
今
／
迠
ハ
彼

是
申
上
候
へ
共 

私
申
上
ル
役
人
ニ
而
無
御
／
座
候  

大
殿
様
被
為
聞
何
様
成
儀
を

達  

御
耳
候
／
哉
と
御
不
審
ニ
可
被
思
召
候 

老
中
も
御
守
之
者
も
／
無
心
元
可
存

候 

然
ハ
還
而
御
為
ニ
如
何
ニ
候 

向
後
／
ハ
御
免
被
遊
候
様
ニ
御
守
之
者
ハ
申
上
候 

役
人
ニ
／
被
申
上
ケ
候
様
ニ
と  

御
意
御
座
候
者  

思
召
様
／
々
可
有
御
座
候
と
申

上
候
處
ニ
御
落
涙
被
遊 

主
人
／
と
成
内
之
者
と
成
候
へ
共 

只
今
迠
其
方
志
を
立

申
／
上
候
事
御
満
悦
ニ
被
思
召
候 

以
来
共
ニ
御
免
ハ
不
／
被
遊
候
と
の  

御

　

 �

意
ニ
候
右故 

私
も
落
涙
仕 

そ
れ
ゟ
／
た
と
へ
身
ハ
何
様
ニ
成
候
共 

此
上
ハ
と
存 

弥

思
深
／
ク
罷
成
候 

此
段
ハ
十
七
年
以
前 

私
江
戸
下
り
御
免
／
被
遊
候
時
書
付
候

て 

土
屋
庄
左
方
を
頼
申
上
候 

庄
／
左
覚
被
居
候
哉
と
奉
存
候 
誠
御
若
年
之  

殿

様
太
／
平
之
御
時
代
ニ
御
身
之
悪
を
御
聞
被
遊
度
と
の

　

 �

思
召
奉
感
候 

私
智
徳
も
御
座
候
者 

御
益
ニ
も
可
成
／
候
へ
共 

下
懸
短
慮
ニ
候
へ

ハ 

後
々
ハ
不
調
法
成
事
／
共
右
御
機
嫌
を
も
そ
こ
な
ひ
申
候
と
奉
存
候

一 �

右
道
智
次
男
権
之
助
せ
か
れ
仁
左
衛
門 

四
男
一
郎
／
兵
衛
せ
か
れ
半
平 

此
両
人

又
三
男
佐
左
衛
門
せ
か
／
れ
ハ
中
村
夕
雲
名
跡
ニ
罷
成
候 

右
仁
左
衛
門
ハ
父
／

と
同
宗
門
ニ
而
浄
土
宗
ニ
而
半
平
一
人
道
智
宗
門
／
ニ
而
御
座
候 

半
平
病
氣
ニ
而
幼
少

之
せ
か
れ
一
人
／
御
座
候 

行
末
難
頼 

然
ハ
道
智
骸
所
既
及
断
絶
候
ハ
／
ん 

道

智
儀
ハ
右
之
通
舊
功
之
者
ニ
候 

今
之
中
村
又
／
蔵
次
男
三
歳
ニ
罷
成
候 

山
下
之

名
字
を
相
續 

十
四
／
五
歳
ニ
罷
成
候
者 

被
召
出
被
下
様
ニ
乍
恐
奉
願
候
／
益
々
被

懸
御
心
御
執
成
奉
頼
存
候 

私
七
十
三
歳
之
／
衰
老
ニ
而
明
日
之
命
も
難
計
候 

右

又
蔵
せ
か
れ
も
／
幼
少
ニ
而 

そ
た
ち
も
難
知
レ
事
な
か
ら
奉
頼
置
候 

此
／
外
ハ

同
姓
之
内
ニ
無
御
座
候 

加
様
ニ
申
上
候
と
て
／
不
及
申
事
ニ
御
座
候
へ
共 

三
歳
之

せ
か
れ
を
只
今
／
名
跡
ニ
と
ハ
不
奉
願
候 

行
末
之
儀
を
私
存
命
之
内
／
ニ
と
奉
存

奉
願
候 

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
下
道
山

　
　
　

 

八
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
判

　
　

 

織
田
宮
内
様

　

 

右
ハ
元
禄
十
四
年
巳
八
月

　

 

右
者
道
山
様
御
手
跡
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
下
一
問
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

書
物

⑦ �

御
手
前
儀
成
人
被
致
候
ハ
ヽ 

道
智
老
御
名
字
相
續
／
御
奉
公
之
儀
奉
願
候
処 

成

人
候
ハ
ヽ
願
之
通
相
應
／
ニ
可
被
召
出
旨
被  

仰
出
候 

依
之
左
之
書
付
之
通
／
遣

之
候

一 

慶
長
七
年

　
 �

権
現
様
御
旅
立
之
前
日 

大
原
主
殿
助 

山
下
半
三
郎
／
江
御
知
行
被
下
候 

右  

上

意
承
候
方
聞
違
ニ
而
千
／
石
之
地
一
通
計
所
付
を
書
及  

上
覧
候
處 

大
原
主
／
殿

助 
山
下
半
三
郎
両
人
江
可
被
下  

上
意
之
処
ニ
／
明
日
御
旅
立
ニ
而
早
速
難
成
候
由

達  

上
聞 
左
候
／
ハ
ヽ 

右
千
石
之
地
両
人
之
宛
名
ニ
仕
候
へ
と  

上
／
意
ニ
而
半

三
郎
名
を
書
添 
右
御
黒
印
両
人
江
被
下
／
候
之
故 

御
年
寄
衆
御
黒
印
ハ
鬮
取
ニ
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仕
候
様
ニ
と
／
の
事
ニ
而 

道
智
老
鬮
ニ
御
勝 

御
黒
印
ハ
道
智
老
御
／
取
候
由 

道
智

老
御
物
語
ニ
候 

右
御
黒
印
ハ
我
等
へ
被
／
下
候 

御
手
前
江
只
今
遣
候
之
間
御
頂

戴
尤
候

一 �

肥
前
忠
吉
之
刀
者
鍋
嶋
信
濃
守
殿
ゟ
国
打
之
刀
之
／
由
ニ
而 

道
智
老
江
参
候
由
傳
承

候 

右
忠
吉
新
身
ニ
／
候
へ
共 

物
切
ニ
候 

指
料
ニ
仕
候
様
ニ
と
て 

我
等
十
／
六
歳
之

時 

道
智
老
被
下
候
故 
常
々
此
刀
を
指
申
候
／
我
等
廿
歳
余
之
節 

道
安
老
た
め

し
者
拝
領
ニ
而 

竹
／
腰
山
城
守
殿 

未
虎
之
助
殿
と
申
候
時 

下
屋
敷
ニ
而
／
た
め
し

者
被
致
見
物
度
由
ニ
而 

右
之
た
め
し
者
虎
／
之
助
殿
下
屋
敷
へ
遣 

佐
左
衛
門
殿

も
御
越 

我
等
も
／
参
候 

此
時
た
め
し
者
三
人
有
之 

虎
之
助
殿
見
物
ニ
／
而 

宇
津

木
八
左
衛
門
切
申
候 

道
安
老
拝
領
之
た
め
／
し
者
一
ノ
胴
者
我
等
も
ら
ひ
候
て 

右
忠
吉
之
刀
ニ
／
而
切
申
候 

土
段
迠
切
レ
候 
き
れ
あ
ぢ
よ
き
と
て
い
／
つ
れ
も

褒
被
申
候 

右
刀
砂
引
之
儘
ニ
而
年
久
敷
指
／
申
候 
鍔
ハ
へ
ち
孫
四
郎
す
り
申
候

由 

道
智
老
御
咄
／
ニ
候 

大
鍔
ニ
而
ふ
ち
う
す
く
候
之
故 

後
々
我
等
ふ
／
ち
を
す

り 

ち
い
さ
く
仕 

赤
銅
ニ
而
ふ
ち
を
取
申
候
／
忠
吉
刀
新
身
ニ
候
へ
共 

道
智
老
右

之
御
言
葉
有
之
／
故
此
度
遣
候

一 �

か
る
た
め
し
具
足
ハ
は
り
た
大
和
作
ニ
而
候 

成
田
／
藤
右
肝
煎
尓
て
具
足
も
甲
も

貫
目
何
程
と
定
出
来
／
候
て 

三
匁
五
分
玉
十
五
間
ニ
而
一
枚
〳
〵
打
申
候 

壱
／

枚
ニ
玉
二
ツ
た
ま
り
申
候
も
有
之 

壱
ツ
た
ま
り
申
／
候
も
有
之 

又
ぬ
け
申
候
も

有
之
候 

う
ら
ニ
少
も
わ
／
れ
め
候
へ
ハ 

ぬ
け
候
内
ニ
定
候 

悉
打
仕
廻
び
や
う
／

を
は
な
し 

玉
の
た
ま
り
申
候
ハ
此
方
ニ
畄
置 

ぬ
け
／
候
分
ハ
両
目
一
ツ
〳
〵
書

畄 

如
此
之
両
目
ニ
仕
ぬ
け
／
候
板
も
出
来
之
節 

一
所
ニ
持
参
仕
候
様
ニ
申
付 

出

／
来
候
て
大
和
持
参
候 

此
方
之
畄
書
取
出 

其
所
々
之
／
板
引
合
大
サ
両
目
違
不

申
候
へ
ハ 

請
取
候
て
打
申
／
候 

然
と
も
切
々
ぬ
け
申
候
故 

後
ニ
ハ
少
之
両
目
の

／
違
申
候
分
ハ 

さ
し
ゆ
る
し
候
之
様
ニ
覚
申
候 

毎
度
／
右
之
玉
薬
ニ
而
打 

如
約

束
幾
度
も
仕
直
さ
せ
申
候 

悉
／
出
来
候
て 

び
や
う
し
め
ニ
仕 

筒
之
内
た
ま
り
申

候
／
を
よ
き
程
残
シ 

其
外
ハ
玉
跡
打
出
さ
せ
候 

甲
も
初
／
ハ
具
足
の
こ
と
く
か

ら
ミ
候
て
打
申
候 

玉
の
た
ま
／
り
申
候
も 

又
ぬ
け
申
候
も
有
之
候 

び
や
う
を

取
放
／
具
足
之
こ
と
く
一
枚
〳
〵
打
申
候 

是
又
た
ま
り
申
候
／
玉
跡
こ
と
ニ
有

之
も
見
分
如
何
ニ
候
故 

よ
き
程
残
／
シ 

其
外
玉
跡
打
出
さ
せ
申
候 

祖
父
具
足
屋

彦
十
郎
／
ニ
お
と
さ
せ
申
候 

数
年
江
戸
往
来 

其
上
久
敷
成
候
／
故 

唯
今
ハ
ぬ
り

も
糸
も
古
ク
成
申
候 

具
足
ひ
つ
ハ
／
道
智
老
被
下
候
右
具
足
び
つ
ニ
入
日
記
有

之
候

一 �

春
屋
墨
跡
懸
物
ハ
道
智
老
被
下
候 

表
具
取
合
せ
ハ
／
道
智
老
ゟ
金
森
宗
和
老
へ

御
頼
出
来
申
候

一 �

諸
大
名
衆
ゟ
道
智
老
へ
之
書
状
者
我
等
人
々
へ
も
／
ら
ひ
集
つ
き
立 

巻
物
ニ
仕
候

　

 �

間
遣
候 

又
道
智
老
御
／
影
ハ
佐
左
衛
門
殿
御
仕
立 

表
具
迠
被
成
被
下
候 

是
／

又
御
請
取
可
有
候 

讃
者
堀
勘
入
記
之
被
申
候 

以
上

　
　

 

戌 

夘
月 

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
下
道
山

　
　
　
　

  

山
下
兵
五
郎
殿

⑧ 

道
智
老
御
器
量
之
覺

　
　

 

道
智
老
御
器
量
之
覚

一 �

元
和
元
年
夘
五
月
大
坂
落
城 

権
現
様
二
条
ノ
城
江
／
御
帰
被
遊
候
以
後  

相
應
院

様  

御
前
ニ
被
成
御
／
座 

成
瀬
隼
人
殿 

安
藤
帯
刀
殿
も  

御
前
へ
被
出
候

　

 �
上
意
ニ
山
下
半
三
郎
両
御
陣
中
能
情
ニ
入
候 

御
加
／
増
可
被
下
由
仰
ニ
候
處  

相

應
院
様
者
半
三
郎
儀
／
者
御
心
安
者
ニ
候 

先
其
分
ニ
と
御
時
宜
之
由 

隼
人
／
殿
ハ

御
加
増 
先
少
計
被
下
候
様
ニ
被
申
上
候
へ
ハ
／
何
程
と
存
候
哉
と  

上
意
ニ
候 
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五
百
石
程
可
被
下
／
哉
と
申
上
候
へ
ハ 

そ
れ
ハ
少
分
ニ
候 

宰
相
か
為
ニ
／
候 

一

か
と
御
加
増
被
下
可
然
と  

上
意
之
処 

隼
人
／
殿
先
少
被
下 

又
重
而
被
下
様
可

然
と
被
申
上
候 
相
／
應
院
様
ニ
ハ
猶
以
少
計
と
被
仰
上
候
故 

左
候
ハ
ヽ
／
五
百

石
被
下
由  

上
意
ニ
候 

隼
人
殿
道
智
江
其
方
／
へ
一
か
と
御
加
増
可
被
下  

上
意

之
処 

先
少
被
下
／
重
而
又
御
加
増
被
下
方
可
然
と
申
上
候
間 

尾
州
之
／
内
何
方

ニ
而
も
望
ニ
取
被
申
候
様
ニ
と
御
申
候
故
／
愛
智
郡
之
内
古
井
村
五
百
石
望
ニ
取
候

由 

道
智
老
／
御
物
語
ニ
候

一 �

奥
州
ノ
伊
達
正
宗
ハ
道
智
老
を
壱
万
石
ニ
而
呼
申
／
度
と
被
申
候
由 

元
祖
成
瀬
隼

人
殿
ハ
道
智
老
何
そ
／
理
強
ク
御
申
候
事
候
ヘ
ハ 

又
壱
万
石
か
鼻
ニ
出
候
／
と

被
申
候
事
度
々
之
儀
ニ
候
由
聞
傳
ヲ 

佐
左
衛
門
／
殿
其
外
兄
弟
衆
御
申
候

一 �

福
嶋
左
衛
門
大
夫
殿
家
老
福
嶋
殿
一
ノ
先
手
仕
候
／
武
功
の
す
ぐ
れ
た
る
福
嶋

丹
波
ハ
三
万
石
之
身
代
／
之
由 

此
人
尾
張
之
山
下
殿
ハ
下
戸
な
ら
ハ
不
知 

一
／

は
い
な
る
な
ら
ハ
今
の
世
ニ
ハ
有
間
敷
也
と
褒
／
申
候
由 
佐
左
衛
門
殿
御
物
語
ニ

候 

た
れ
の
咄
と
申
／
事
ハ
失
念
申
候 

此
下
戸
ハ
臆
病
ニ
な
く
ハ
と
の
事
／
ニ
て

可
有
と
佐
左
衛
門
殿
御
申
候

一 �

瑞
竜
院
様
御
意
ニ
山
下
道
智
か
様
成
者
ハ
今
の
世
／
ニ
ハ
な
き
と
御
褒
被
遊
候
由 

中
村
芳
隆
御
意
を
承
／
候
由 

我
等
へ
物
語
ニ
候 

其
外
右
之
御
意
ハ
度
々
之
／
事

と
被
申
候
方
も
御
座
候

一 �

佐
左
衛
門
殿 

一
郎
兵
衛
殿
ハ
道
智
老
之
御
事
御
申
／
出
候
て
ハ
無
類
ニ
御
褒
候 

有
時
我
等
佐
左
衛
門
殿
／
江
向 

関
ヶ
原
御
陣
之
事
申
出 

石
田
治
部
少
輔
謀
叛
／

を
企 

天
下
之
大
名
小
名
手
ニ
付
候 

其
大
志
可
申
様
／
無
之
候 

此
時
道
智
老
を
治

部
少
と
取
替
候
ハ
ヽ 

如
／
何
と
問
候
ヘ
ハ 

佐
左
衛
門
殿
御
あ
い
さ
つ
ニ
道
智
／

老
な
ら
ハ
治
部
少
ゟ
能
候
ハ
ん
と
御
申
候 

親
之
事
／
ニ
て
も
よ
き
ハ
よ
き 

悪
敷

ハ
悪
敷
と
存
ル
者
ニ
候
／
此
あ
い
さ
つ
ニ
て
抜
群
成
道
智
老
之
御
器
量
と
存
／
候 

佐
左
衛
門
殿
又
勘
弁
有
間
敷
人
尓
て
無
之
候
時
／
分 

悪
敷
節
御
出
生
残
念
成
事

候 

関
ヶ
原
合
戦
之
時
／
者
道
智
老
ハ
寺
西
備
中
殿
と
所
縁
有
テ 

備
中
守
／
殿
一

所
ニ
加
州
大
聖
寺
ノ
城
之
番
手
ニ
被
居 

大
坂
両
／
御
陣
之
時
ハ  

源
敬
様
之
大
番

頭
ニ
而
御
旗
本
ニ
被
／
居
候 

不
及
是
非
候

一 �

紀
州
對
山
様
御
守
を
被
仕
候
伊
達
源
左
衛
門 

後
法
／
躰
了
倉
と
申
候 

此
人
者

　

 �

権
現
様
之
御
代
ゟ
之
人
ニ
候 

右
了
倉 

尾
張
之
山
下
／
殿
之
お
ら
れ
候
へ
ハ 

あ
た

り
ニ
人
ハ
な
き
様
ニ
見
／
へ
候
と
小
菅
宗
鑑
へ
被
申
候
由 

宗
鑑
物
語
ニ
候

一 �

平
岩
弥
左
衛
門
弟
平
岩
又
右
衛
門
ハ
御
使
番
ニ
而
／
候 

此
人
ハ
我
等
ハ
見
不
申
候 

何
様
丈
夫
成
者
ニ
而
／
人
も
ゆ
る
し
申
候
者
之
由
聞
傳
候 

平
岩
七
兵
衛
ニ
／
我
等

又
右
衛
門
事
尋
候
へ
は 

兄
之
弥
右
（
左
カ
）衛
門
ゟ
氣
／
強
成
者
之
由 

七
兵
衛
も
褒
咄
ニ

候 

此
又
右
衞
門
志
／
水
監
物
殿
へ
申
候
ハ 

こ
な
た
の
伯
母
聟
之
山
下
殿
／
程
之

氣
強
成
人
終
見
不
申
候
由 

又
右
衛
門
申
候
と
／
て
以
前
之
物
語
之
次
而
ニ
監
物
殿

我
等
へ
物
語
ニ
／
候 

抜
群
之
御
器
量
故
ニ
候

一 �

岩
田
長
右
衛
門
殿 

後
法
躰
不
仁
と
申
候 

此
人
我
等
／
兄
一
郎
兵
衛
殿
へ
物
語
ニ 

道
智
老 

成
瀬
隼
人
殿
と
／
以
前
口
論
之
時 

不
仁
も
其
砌
ニ
居
候
て
致
難
儀
候
／

隼
人
殿
今
脇
指
ぬ
き
被
申
哉
と
見
合
せ
候 

道
智
老
／
丈
夫
成
事
感 

物
語
ニ
候 

隼

人
殿
ハ
一
岳
殿
事
ニ
候
／
一
郎
兵
衛
殿
此
事
道
智
老
へ
不
仁
物
語
之
趣
被
申
／
候

処 

道
智
老
御
挨
拶
ニ
お
れ
か
道
理
故
と
御
申
候
／
由

一 �

松
平
伊
豆
守
殿
御
年
寄
ニ
被
仰
付 

天
下
之
御
用
よ
／
く
御
達
シ
候
と
て
諸
人
取

沙
汰
之
節 

御
旗
本
衆
名
／
ハ
失
念
申
候 

尾
張
之
山
下
か
才
知
之
様
成
人
ニ
候
／

と
被
申
候
由 

佐
左
衛
門
殿
御
咄
ニ
候

一 �

御
旗
本
衆
名
ハ
不
承
候 

尾
張
之
山
下
ハ
何
事
ニ
も
／
成
間
敷
と
思
ハ
ぬ
人
也 

天

江
上
ル
事
可
成
哉
と
申
／
候
共 

富
士
山
江
上
り
可
見
合
と
可
申
人
也
と
被
申
／
候

由 

佐
左
衛
門
殿
御
物
語
ニ
候
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一 �
糀
町
御
屋
敷
御
作
事
之
時 

道
智
老
奉
行
ニ
候 

御
作
／
事
見
廻
ニ
本
多
上
野
介
殿 

酒
井
雅
楽
頭
殿 

其
外
御
／
老
中
御
越
之
時 

御
作
事
場
ニ
而
道
智
老
御
出
合 

は
／

ふ
へ
竜
虎
之
作
物
上
ケ
申
筈
ニ
而
作
立
候 

竜
ハ
八
／
間
有
之
候 

雅
楽
頭
殿
此
竜

上
り
可
申
哉
と
道
智
老
／
江
御
申
候 

上
野
介
殿
ハ
お
れ
を
ひ
い
き
ニ
思
ふ
人
／
故 

あ
の
ご
り
よ
の
上
也
と
思
ふ
ニ
あ
か
ら
ぬ
と
い
／
ふ
事
な
し
と
被
申
候
由 

道
智

老
御
咄
ニ
候

一 

寛
永
六
巳
年

　

 �

大
猷
院
様
御
代
々
江
戸  
御
城
御
普
請
有
之  

尾
／
張
様 

紀
州
様
ゟ
石
垣
石
を
御

上
ケ
候
ニ
付 

尾
州
ゟ
／
ハ
山
下
豊
後
惣
奉
行
ニ
被  

仰
付 

伊
豆
山
江
被
遣
／
候
役

人
多
ク 

同
心
衆
迠
参
候
由 

成
瀬
隼
人
正
ハ
豊
／
後
為
相
談
被
遣
候
由 

於
豆
州

ハ
両
人
之
居
所
二
里
／
程
隔
り
申
候
由 
又
紀
州
ゟ
ハ
大
崎
玄
蕃
惣
奉
行
ニ
／
而 

同
豆
州
江
被
遣
候 

彦
坂
九
兵
衛
是
又
玄
蕃
へ
為
／
相
談
被
遣
候
由 

尾
州 

紀
州
之

丁
場
何
程
隔
り
候
事
／
ハ
不
承
候 

石
切
并
人
夫
両
方
共
ニ
山
江
上
ケ
石
を
／
切
せ

申
候
由 

此
時
紀
州
之
舩
ハ
千
二
百
艘 

尾
州
之
／
舩
者
漸
九
十
三
艘
有
之
候
由 

道

智
老
御
咄
ニ
而
候
／
則
書
畄
置
候 

道
智
老
ハ
先
家
作
事
被
成
座
敷 

其
外
／
所
々

御
作
り
候  

公
儀
ゟ
も
数
多
之
役
人
来
集
り
／
被
居
候
由 

毎
日
道
智
老
尓
て
料
理

出
候
由 

上
下
之
／
家
具
都
合
千
人
前
江
戸
ニ
而
調 

中
村
覚
左
衛
門 
伊
／
豆
江
持

参
申
候
由 

覚
左
衛
門
物
語
ニ
候 

道
智
老
伊
／
豆
へ
被
遣
候
時  

殿
様
ゟ
五
百
両  

相
應
院
様
ゟ
／
三
百
両
被
下 

自
分
才
覚
之
金
子
彼
是
都
合
千
何
百
／
両
と
や
ら

ん
御
持
参
之
由 

不
残
御
遣
候
由 

小
川
吉
／
兵
衛 

中
村
覚
左
衛
門
申
候 

後
世
ニ

成
瀬
一
岳
老
物
／
語
ニ
豆
州
尓
て
山
下
殿
ハ
金
子
多
遣
被
申
候 

お
れ
／
は
何
も
せ

ぬ
様
ニ
而
居
候
へ
共 

そ
れ
さ
へ
伊
豆
ニ
／
千
両
計
遣
申
候
由
御
申
候
を
其
座
ニ
居
候

て
聞
申
／
候
由 

武
野
瑞
月
物
語
ニ
候 

道
智
老
伊
豆
ニ
而
ハ
松
／
木
を
切
せ
石
を
出

候
所
ゟ
舩
場
迠
之
道
を
作
せ 

松
／
木
ニ
而
下
ゟ
積
重 

土
石
砂
を
以
成
程
道
を
よ

く
つ
／
か
せ
山
ゟ
舩
場
へ
之
往
来
之
者
共
ニ
数
日
ふ
ミ
か
／
た
め
さ
せ 

石
ハ
一

圓
不
出
舩
積
無
之
候 

紀
州
方
ニ
／
ハ
山
ゟ
舩
場
へ
之
道
を
作
り 

石
を
切
候
て
ハ

舩
積
／
江
戸
へ
遣 

其
比
雨
降
り
多
ク
之
人
夫
往
来
故
作
り
／
候
道
損
シ 

車
力
不

叶
人
夫
之
往
来
も
難
成
候
由 

天
／
氣
上
り
道
作
り
候
て
も
地
か
た
ま
ら
す 

紀
州

衆
久
／
敷
及
難
儀
候
由 

尾
州
方
ハ
道
ハ
能
石
ハ
切
置 

手
廻
／
能
候
之
故 

早
速

石
を
舩
積 

江
戸
へ
遣 

追
々
舩
積
御
／
上
ケ
石
数
相
済
申
候
ニ 

紀
州
方
ニ
ハ
道
久

敷
か
た
／
ま
ら
ぬ
故
ニ
お
く
れ 

石
数
着
舩
す
く
な
し 

依
之
道
／
智
老
此
方
ハ
上

ケ
石
仕
廻
申
候 

切
置
候
石
有
之
候
／
間
三
千
程
か
さ
ん
と
彦
坂
九
兵
衛 

大
崎
玄

蕃
方
へ
／
御
申
遣
候 

彦
坂 

大
崎
返
答
ニ
ハ 

尤
借
申
度
候
へ
／
共 

国
之
ひ
け
ニ
成

候
と
て
終
か
り
不
申
候 

紀
州
方
／
致
迷
惑
候
由 

道
智
老
御
咄
ニ
而
我
等
も
承 

則

書
畄
置
／
候 

大
崎
玄
蕃
ハ
本
ハ
福
嶋
左
衛
門
大
夫
殿
衆
ニ
而
／
備
後
三
原
城
を
預

り
申
候
由 

福
嶋
殿
身
代
果
候
て
／
大
崎
を  

公
儀
ゟ  

紀
州
様
へ
被
召
抱
候
様
ニ

と
／
の
事
ニ
而 

紀
州
尓
て
七
千
石
被
下
候
由 

武
功
多
ク
／
才
知
も
有
者
と
聞
へ
申

候  

紀
州
様
ニ
も
大
崎
を
／
御
撰
出
候
半 

大
崎
新
道
ニ
而
大
石
積
車
力
ニ
道
損
／
シ 

雨
降
ナ
ハ
弥
損
せ
ん 

然
ハ
重
而
道
作
申
候
共 

か
／
た
ま
ら
じ
と
心
付
る
ハ 

先
道

を
肝
要
と
て
仕
事
也
／
佐
左
衛
門
殿
牢
人
已
後
伊
豆
ニ
而
之
道
智
老
事
御
／
物
語

之
内
ニ  

台
徳
院
様
西
丸
ニ
被
成
御
座

　

 �

相
應
院
様
西
丸
へ
御
登
城
被
成
候
処  

上
意
ニ
ハ
／
山
下
豊
後 

伊
豆
ゟ
出
候
石
能

候
て 

酒
井
雅
楽
頭
者
／
と
土
井
大
炊
頭
者
と
右
之
石
を
う
は
い
あ
ら
そ
ひ
／
喧

嘩
を
仕
出
候 

豊
後
石
ニ
念
を
入
候
間 

褒
テ
遣
被
／
申
候
様
ニ
と  

上
意
ニ
候
故  

相
應
院
様
ゟ
道
智
／
老
江
御
文
を
被
下
候 

紀
州
之
石
舩
ハ
ち
い
さ
き
四
／
半
ニ
丸

之
内
ニ
紀
ノ
字 

尾
州
之
石
舩
ハ
ち
い
さ
き
／
も
め
ん
の
四
半
ニ
丸
之
内
ニ
尾
ノ
字
ニ

候 
道
智
老
／
ハ
築
方
ニ
よ
き
様
ニ
石
を
御
切
せ
候 

依
之
渡
方
雅
／
楽
頭
殿 

大
炊

頭
殿
衆 
請
取
方
衆
へ
い
つ
れ
の
石
ニ
／
而
も
参
次
第
請
取
候
て
渡
候
へ
ハ 

請
取
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方
衆 
尾
州
／
石
ハ
早
速
請
取 

紀
州
石
ハ
請
取
か
ね
候
故 

尾
州
石
／
之
舩
印
見

へ
候
ヘ
ハ 
い
つ
れ
も
進
ミ
う
は
い
あ
い
／
申
候
由 

依
之
尾
州
之
舩
少
と
い
へ
と

も
往
来
早
ク
／
候
由 

佐
左
衛
門
殿
御
咄
ニ
候 

其
節
者
佐
左
衛
門
殿
／
十
歳
ニ
候 

然
共
覚
よ
く
御
人
ニ
候
之
間 

其
節
御
聞
／
候
事
御
覚
候
半 

又
語
傳
も
御
聞
候
ハ

ん 

右  

相
應
／
院
様
ゟ
道
智
老
江
之
御
文
ハ 

岡
村
作
大
夫
所
持
申
／
候
を 

佐
左

衛
門
殿
御
覧
候 

道
智
老
可
被
下
様
無
之
／
候 

我
等
ニ
取
置
候
へ
と
佐
左
衛
門
殿

牢
人
已
後
御
／
申
候
之
故 
我
等
作
大
夫
方
江
先
年
申
遣
候
へ
ハ

　

 �

相
應
院
様
御
文
ハ
無
御
座
候  
源
敬
様
之
御
書
ハ
／
御
座
候
と
て
伊
豆
江
被
下
候

御
書
計
越
申
候
故 

巻
／
物
之
内
へ
つ
き
入
候 

御
覧
可
有
候

一 �

源
敬
様
道
智
老
を
御
六
ケ
敷
被  

思
召
候
故 
隆
正
／
院
殿
ニ  

御
意
被
成
候
ハ 

道

智
を  

宰
相
様
江
御
／
屬
被
成
度
候 

一
は
い
の
御
加
増
ニ
而
四
千
石
ニ
被
／
成
被
遣

度
由  

殿
様
御
意
と
な
し
ニ
隆
正
院
思
寄
／
之
様
ニ
申
候
へ
と  

仰
之
由 

依
之
隆

正
院
殿 

道
智
／
老
江
御
申
候
ハ 

宰
相
様
ハ
こ
な
た
の
御
守
立
ニ
候
／
其
上
間
柄

悪
敷
人
〳
〵
と
一
所
ニ
御
座
候
事
も
如
／
何
ニ
候　

宰
相
様
江
御
奉
公
被
成
候
へ 

左
候
ハ
ヽ
／
一
倍
之
御
加
増
ニ
候
ハ
ん
と
御
申
出
候 

其
座
ニ
佐
／
左
衛
門
殿
も
御

入
候 

右
御
聞
候
と
道
智
老
以
之
外
／
氣
色
損
シ 

そ
れ
は
た
れ
か
い
ハ
せ
候
と
て

隆
正
院
／
殿
を
大
ニ
御
し
か
り 

殿
の
お
達
尓
あ
き
は
て
め
さ
／
れ
候 

御
幼
少
ゟ

随
分
守
立
候
ニ
と
て 

畳
を
た
ゝ
き
／
大
ニ
御
腹
立
之
由 

佐
左
衛
門
殿
御
物
語
ニ
候

一 �

佐
左
衛
門
殿
ハ
幼
少
ゟ
道
智
老
御
側
ニ
御
置
御
遣
／
候
由 

道
智
老
虚
言
ら
し
き

事 

終
ニ
聞
不
申
候 

唯
一
／
ツ
虚
言
と
存
事
ハ 

道
智
老
江
見
廻
ニ
被
参
候
衆 

御
／

拝
領
之
茶
壺
見
度
と
被
申
候
御
見
せ
候
事
い
や
ニ
／
思
召
候
哉 

右
茶
壺
預
ケ
置

候
者
居
不
申
候
由 

御
挨
／
拶
ニ
候 

其
者
い
か
尓
も
屋
敷
ニ
居
申
候
と
佐
左
衛
／
門

殿
御
咄
ニ
候

一 �

道
智
老
御
正
直 

御
慈
悲
ふ
か
き
御
人
ニ
候 

是
ハ
一
／
類
方
い
つ
れ
も
被
被
（
マ
ヽ
）存
候 

若
輩
之
我
等
式
（
マ
ヽ
）迠
左
様
／
ニ
存
候

一 

右
之
外
道
智
老
勤
行
才
知
物
語
ニ
成
事
多
候

一 �

道
智
老
之
御
器
量 

其
子
孫
た
る
人
ハ
大
躰
知
被
申
／
候
様
ニ
と
書
付
申
候 

先
祖

之
儀
と
て
美
目
ら
し
き
／
事
人
前
尓
て
咄
被
申
候
事
ハ
必
無
用
ニ
候 

人
聞
不
／
可

然
候 

以
上

　
　

 

戌 

夘
月 

日　
　
　
　
　
　

 

山
下
道
山

　
　
　
　
　

 

山
下
兵
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
下
一
問
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

書
物

山
下
道
智
繪
像
之
讃 

山
下
佐
左
衛
門
依
所
望
／
堀
勘
兵
衛
貞
高
書
之

　
　

 

寫

⑨山
下
氏
勝 

姓
藤
原
、
幼
メ
名
二
萬
壽
丸
ト

一
、
漸
長
シ
テ
而
字
ス

二
半
三
郎
ト

一
、
／
假
テ

レ

官
ヲ
曰
二
信
濃
守
ト

一
、
又
改
メ

二
豊
後
守
ト

一
改
ム

二
大
和
守
ト

一
、
其
先
飛
騨
／
國
ノ
人
、

而
小
山
氏
ノ
支
─
別
也
、
小
山
氏
出
ツ

レ
自
ニ
大
織
冠
鎌
足
／
十
─
五
─
世
孫
下
野
大

掾
政
光
一
、
政
光
従
テ

二
源
頼
朝
卿
ニ

一
有
二
軍
─
／
功
一
、
食
ム

二
邑
ヲ
野
之
下
州
ニ

一
政
光

子
朝
政
號
レ
、
小
山
ト
、
爾
來
代
─
々
／
稱
レ
小
山
ト
、
其
子
孫
分
─
ニ
處
ス
群
國
ニ

一
、

或
冒
シ

二
小
山
氏
ヲ

一
、
或
易
ヲ

レ
其
ノ
號
ヲ
、
／
氏
勝
先
祖
曽
移
ル

二
飛
騨
國
ニ

一
依
テ

二
其

所
ノ

レ
居
之
地
ニ

一
、
稱
ス

二
山
下
氏
一
、
／
到
二
大
和
守
時
慶
一
十
─
餘
─
代
、
在
レ
飛
州

ニ
而
知
ラ
ル

レ
其
名
ヲ
、
時
慶
ハ
即
／
氏
勝
ノ
父
也
、
氏
勝
以
二
永
禄
十
一
年
戊
辰
四
月
六

日
一
、
生
ル

二
／
於
飛
州
荻
町
城
ニ

一
、
壯
歳
奉
レ
仕
ニ  

東
照
大
神
君
ニ

一
、
於
江
州
／
蒲
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生
郡
賜
フ

レ
采
─
地
ヲ
、
屡

シ
ハ
〳
〵

 

被
ル

レ
眷
─
遇
ヲ
、
慶
長
七
年  

神
君
命
〆
曰
、
／
義
直
生
テ

而
三
─
歳
、
以
テ

レ
其
ノ
幼
ヲ
故
令
〆

レ
汝
爲
ヲ

一
レ
調
─
護
焉
、
蓋
氏
勝
／
依
テ
ナ
リ

二
為
其

母
之

婭
二

一
也
、
義
直
卿
者  

神シ
ム
ニ君
ノ
季
子
也
、
鍾
─
／
愛
最
モ
─
多
、
故
出
─
則
必

─
従
焉
、
氏
勝
無
シ

レ
不
ト
云
フ

レ
扈
─
二
従
セ
義
直
卿
ニ

一
、
同
／
八
年
義
直
卿
賜
フ

二
武
州

忍
城
ヲ

一
、
彼
ノ
地
斥
─
鹵
卑
濕
ナ
リ
也
、
氏
勝
／
潜
ニ
憂
フ
、
憑
テ

レ
母
─
公
ニ
説
ク

二
其
ノ

不
利
ヲ

一
、
翌
年
義
直
卿
守
タ
リ

二
甲
斐
國
ニ

一
、
同
／
十
二
年  

神
君
封
シ

二
義
直
卿
ヲ
于

尾
張
ノ
國
ニ

一
、
以
二
清
須
ノ
城
一
為
／
レ
本
營
ト
、
夫
尾
張
國
南
ハ
對
シ

レ
伊
勢
ニ
、
而
海
─

潮
乾
キ
盈
ツ
、
西
ハ
隣
ヲ

レ
美
濃
、
／
而
河
─
水
環
リ
─
曲
ル
、
北
ハ
有
二
木
曽
川
一
、
峻
─

流
横
ニ
帯
テ
到
リ

レ
西
南
ニ
、
兼
レ
濃
／
水
ヲ
合
─
流
〆
以
入
ル

レ
海
ニ
、
洪
─
水
汎
─
濫
ス
ル
、

則
逆
─
行
〆
浸
ス

二
清
須
城
ヲ

一
是
水
─
／
攻
ノ
之
地
ナ
リ
也
、
氏
勝
─
覺
知
〆
而
説
レ
其
ノ

害
ヲ
、
神
君
大
ニ
─
喜
曰
ク
、
宜ヘシと ク
擇
テ

二
要
害
ノ
之
地
ヲ

一
、
而
移
ス

二
城
─
壘
ヲ

一
矣
、
氏

勝
曰
ク
、同
州
古
渡
名
護
／
屋
小
牧
ノ
三
─
所
、共
ニ
是
高
─
陽
之
地
〆
、而
古
壘
ナ
リ
也
、

改
築
テ
以
爲
／
レ
城
ト
則
可
ナ
リ
也
、
或
ハ
有
レ
拒
ク
者
、  
神
君
遂
用
テ

二
氏
勝
之
言
ヲ

一
、

移
シ

二
城
／
名
護
屋
ニ

一
、
築
レ
石
─
壁
ヲ
、
浚
シ

レ
塹
湟
ヲ
、
而
爲
レ
本
營
ト
、  

神
君
命
レ

氏
勝
／
爲
ニ
一
─
隊
ノ
長
一
、
統
二
領
ス
騎
士
ヲ

一
、
及
鳥
─
銃
、
且
─
又
掌
ル

レ
國
─
務
ヲ
、

是
─
以
事
／
無
レ
大
小
ト
、
悉
與
リ
聞
辨
─
决
ス
焉
、
慶
長
甲
寅
冬
難
波
ノ
之
役
、
氏
／

勝
先
テ

レ
義
直
卿
ニ
自
レ
駿
府
到
レ
尾
州
ニ
督
シ

二
軍
卒
ノ
之
規
─
則
ヲ

一
、
整
ヘ

二
兵
／
馬
ノ

之
主
─
用
一
、
下
レ
法
─
令
ヲ
、
義
直
卿
待
テ

二  

神
君
ノ
台
駕
ニ

一
、
而
陣
ス

二
天
／
王
子

ニ
一
、
氏
勝
作
二
爲
シ
割
修
ヲ

一
、
分
二
配
ス
軍
士
ヲ

一
、  

神
君
大
賞
ス

二
、
其
節
─
／
制
ヲ

一
、

翌
─
年
難
波
ノ
兵
又
起
ル
、  

神
君
自
─
征
ス
焉
、
義
直
卿
発
レ
駕
、
／
氏
勝
執
レ
御
ヲ
、

此
─
行
也
豊
臣
族
滅
ス
、  

神
君
凱
─
旋
〆
、
而
後
感
ス
／
レ
其
勞
ヲ
、
加
─
二
倍
ス
采
─

地
ヲ

一
、
此
時
尾
州
ノ
士
依
テ

二  

神
君
ノ
之
命
ニ

一
、
賜
フ

レ
食
／
邑
ヲ
者
、
氏
勝
只
一
─

人
也
、
先
レ
是
義
直
卿
嫁
二
淺
野
幸
長
女
ヲ

一

神
君
來
レ
尾
州
、
行
レ
婚
禮
ヲ
、
氏
勝
監
ス

レ
其
事
ヲ
、
其
ノ
儀
不
レ
惑
ハ
、
最
協
フ
／
レ
賢

旨
ニ
、
義
直
卿
享
ス

二  

後
相
國
于
江
戸
ノ
旅
舘
ニ

一
、
氏
勝
嘗
テ
造
リ
／
レ
殿
舎
ヲ
、
管
ス

レ

饗
─
應
ヲ
、  

後
相
國
褒
メ

二
経
─
始
亟
ニ
成
ル
ヲ

一
賜
レ
物
若
─
干
、
爾
／
後
義
直
卿
饗
ス
ル

二  

相
國  

大
樹
ヲ

一
之
時
、
氏
勝
無
シ

レ
不
ト
云
フ

レ
預
リ
知
ラ
／
焉
、
毎
度
奉
レ
拜
二  

台
─

顔
ヲ

一
蒙
二
懇
欵
之
命
ヲ

一
、
夫
將
軍
家
享
燕
ノ
／
之
式
、
自
レ
義
満
公 

到
テ

二
秀
吉
公
ノ

時
ニ

一
、
雖
レ
其
法
、
近
─
年
絶
テ
／
而
無
シ

二
知
レ
之
ヲ
者
一
、
氏
勝
温
メ

レ
故
ヲ
追
ニ

レ
例
ヲ
、

作
二
爲
ス
規
模
ヲ

一
、
世
以
稱
─
美
ス
／
焉
、
初
義
直
卿
無
レ
子
、
氏
勝
深
ク
憂
レ
之
、
適

有
光
義
卿
ノ
之
降
／
誕
一
、
氏
勝
以
爲
ヲ
、
實
ナ
ラ
ハ
則
爲
レ
家
嫡
ト
矣
、
虚
ナ
ラ
ハ
則
可
レ
廢

─
置
ス
焉
、
鞠
─
二
養
ス
ル
ヿ
／
私
家
ニ

一
二
年
、
遂
爲
レ
令
─
嗣
ト
、
寛
永
己
巳
改
メ
─
二

築
ク
江
戸
ノ
外
─
郭
ヲ

一
取
ル

二
／
石
ヲ
於
豆
─
相
ノ
之
山
ニ

一
、
氏
勝
到
レ
彼
ノ
地
ニ
出
シ

レ
大

─
石
ヲ
、
載
テ

レ
巨
舩
ニ
以
テ
達
／
江
戸
ニ
、
幕
下
有
レ
喜
─
色
、
氏
勝
有
二
傳
─
護
ノ
之

舊
功
一
、
故

神
君
ヨ
リ
已
來
、  

相
國  

大
樹
懇
詞
屡
─
下
レ
ス
ヿ
恩
─
賜
ヲ
居
多
、
誠
／
可
レ
謂
ツ

二
華

褒
ノ
之
榮
ト

一
者
ナ
リ
也
、
寛
永
壬
午
譲
ル

二
采
─
地
ヲ
於
氏
紀
ニ

一
、
義
／
直
卿
ハ
別
ニ
賜
フ

二
湯
─
沐
ノ
之
邑
ヲ

一
剃
─
薙
名
ク

レ
道
智
ト
、
承
應
二
年
癸
巳
／
十
一
月
廿
日
棄
レ
世
、

享
年
八
十
六
歳
、
號
ス

二
光
遠
院
日
賢
ト

一
、

⑩我
等
撰
書
創
業
録
ハ
堀
勘
入
と
致
相
談
記
之
候 

然
所
先
年

泰
心
院
様
此
書
之
事
被
為
聞 

指
上
ケ
候
様
ニ
と  

御
意
有
之
候
／
我
等
申
上
候
ハ 

私

文
盲
ニ
而
書
續
申
候
故 

書
違
又
ハ
相
違
之
事
共
ひ
た
／
も
の
書
置
申
候
故 

及
清
書
申

事
ニ
而
無
之
趣
申
上
候 

其
後
も
度
々
／
御
意
候
へ
共 

右
之
通
申
上
候 

我
等
隠
居
候

て
并
（
並
か
）河
自
晦
我
等
廣
井
之
屋
敷
へ
／
被
参
被
申
聞
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キーワード
名古屋城　天守台石垣　石列　西小天守　縄張
の計画変更　

はじめに
　名古屋城では、天守台及びその周辺石垣の現
況把握のため、各種の調査を行ってきた。これ
らの調査の総合的な報告は現在作成中である
が、天守台周辺の内堀内で実施した発掘調査に
ついては、既に 2 冊の報告書を刊行した（木村・
西本 2019）（二橋他 2023）。この発掘調査の大
きな成果として、大天守台西側の内堀内で検出
した 2 条の石列がある（二橋他 2023）（以下「報
告書」とする）。　
　この石列の評価については、発掘調査の成果
に加えて絵図等の歴史資料の検討など、総合的
な調査研究が必要である。本論は、研究史の再
整理も踏まえ、発掘調査成果を含む遺構の検討
を行い、今後の総合的な検討にむけて課題を整
理するものである。

１　大天守台西側の石列について
　石列は、検出された当初から、中井家文書「な
こや御城惣絵図」に記された小天守風の建造物

（1）

にあたるものの可能性が検討された。しかしな
がら、一方でそれを否定する意見も存在する。
現時点ではまだ不明な点も多く、それに対する
結論が得られるわけではないが、今後の検討を
進めていくための基礎的な整理を行う。遺構の
詳細な図面等は前掲報告書を参照されたい。な
お、本稿は報告を前提とする筆者個人の見解で
ある。
　石列は、天守台石垣や内堀の対岸（御深井丸
側）石垣の地下部分の状況を検討するため、堀
底のレーダー探査、それを踏まえた発掘調査な
どを進める中で発見された。レーダー探査では、

現地表下 119cm 以下で堀を横断するような溝
状の反応が見られた。大天守台北面では、その
ような強い反応は確認されていない。この反応
が強い部分の発掘調査の結果検出されたのが問
題の石列である。石列の概要を報告書の記述に
従い、簡潔に整理する。なお、調査目的上、発
掘調査は近世面の検出までにとどめている。

〈石列の概要〉
　天守台西側の内堀内で東西方向に約 26m の
間隔を持ち、平行して延びる 2 条の石列が検出
された。北側の石列の石材はいずれも北側に面
をなし、南側の石列は南側に面をもつ。
　石列を構成する石材は、いずれも築城期と判
断している盛土内に設置されているか、その盛
土の造成前に設置されており、「構築時期は築
城期に近い時期」と判断されている。大天守台
西面の直前から、内堀御深井丸側石垣の前面ま
で内堀を横断するものと想定され、その長さは
北が 16.0m、南が 15.3m である。石列は大天守
西面の石垣とは組み合っておらず、また西端は
内堀御深井丸側石垣に接していない。いずれの
石列も西端で折れるような様子は見られない。
　平面的な位置としては、天守台石垣の西面に
見られる「切欠き

（2）

」は、この石列のちょうど中
央部付近にあたる。
　石列は、宝暦期の天守修理の際の整地土とそ
の土に含まれる礫群によって覆われている。報
告が述べるように、宝暦修理の際に、堀底も改
変されたとみられ、築城期盛土の上位には、宝
暦期とみられる層が堆積している。そのため、
宝暦期以前の状況は不明である。

２　遺構の検討
　ところでこの石列に関して、平行する 2 条が
検出されたことが今回の調査の新知見である
が、この内の一条は、戦後の現天守閣再建工事

名古屋城大天守台西側の石列を巡って

村木　誠

135



43

図 1　�内堀内石列平面図（二橋他 2023一部改変） 134
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に伴うボーリングの際に、天守台西側の堀で確
認された、「石垣の基礎と思われるもの」（城戸
1959, p.118）である可能性が高い。ボーリング
実施地点は、石列が検出された調査地点と一致
しないが、各トレンチ内で現天守閣再建時とみ
られる攪乱が見られ、攪乱が石列にまで達して
いるトレンチもあることから、石列の存在が確
認されたものと思われる

（3）

。
　城戸は、その石列を天守周辺の縄張り計画の
変遷を示す根拠として理解した。縄張りの計画
変更の研究との対比は、西小天守の問題とも関
連するため後述するが、まずは、そうした議論
に向けて、この遺構に関連する事実を、報告を
基本とし、今後のために更なる検討をしておき
たい

（4）

。
　この石列はいずれも、築城期の盛土内に設置
されている。この築城期の盛土は、暗褐色土中
に、名古屋城の基盤層である熱田層の土塊を多
く含む特徴的なものである。城内の各所で確認
されているが、熱田層を大きく掘り下げた内堀
内の各トレンチでも確認でき、厳密な同時代性
を示すとはいえないものの、築城期に大規模に、
おそらく堀の掘削土を用いて整地されたとみら
れる。
　平行する 2 条の石列が石垣をなす可能性を検
討する。各石列の背後（面をなさない側）は、
宝暦期と思われる円礫の集積面までの掘削でと
どめており、栗石やその背面土等の石垣として
の構造を持つのかどうかは確認できていない。
この 2 条の石列の南北の中間地点で東西方向に
堀を横断して行ったＧ区においても、ほぼ宝暦
期の包含層（（木村・西本 2019）の 10 層）ま
での掘削としているため、築城期の石列間の堆
積状況は確認できていない。石列の背面構造（2
条の石垣間の堆積状況）は不明であり、石列間
の構造の面からは、これらがそれぞれ石垣の一
部かどうかは確定できない。

　Ｇ区内サブトレンチ内の 12 層（木村・西本
2019）は、近世包含層の下位で、御深井丸側の
石垣面に接していることから、築城期の盛土の
可能性があるが、他と大きく異ならない盛土で
あり、石垣の背面盛土と積極的には言いにくい。
　また、この盛土が築城期の盛土であるとした
場合、石垣面から 2.5m ほどのところの近世包
含層の落ち込みがあるが、W 区、Ｙ区の石材
の西端とは一致しておらず、石材の抜取り痕と
も考えにくい。Ｇ区内では、石列の存在をうか
がわせる痕跡は見られないとしてよいだろう。
　報告が指摘するＹ区北側東西トレンチの所見
と合わせて、内堀内には、2 条の石列をつなぐ
南北方向の石列はなかったと判断してよい。
　石列と両端の石垣との関係をもう少し検討し
ておこう。先に、天守台側石垣と近い時期であ
ることを想定したが、両者は組み合っておらず、
同時に積み上げられたとする根拠があるわけで
はない。
　X 区においては、天守台石垣直前は石材が 2
段になっているが、上段の石材は近世の包含層
中に埋まっているため、石列を構成するもので
はないと判断されている。下の石材 X-6 は、
天守台石垣との間に約 10㎝の隙間があり、現
状では近世の包含層とみられる土が埋まってい
る。また石材 X-6 の形状が、他の石材とやや
異なっていることも指摘されている。
　W 区については、石材東端と大天守台の間
は 1.5m 程ある。土層の状況から、天守台前面
の石材が抜き取られた可能性も想定されてお
り、X 区の状況が本来の姿に近いとみられ、天
守台石垣築造後に、それに接するように築かれ
たものと判断する。
　また天守台側において、この石列は天守台石
垣とは組み合っていない。このことの検討材料
として、小天守との間の橋台の状況を参考に見
ておこう。
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　橋台と大天守がなす入角部は、本丸側（東面）
では先に築いた大天守台の前面に石材を積み上
げ、その隙間を角礫等で埋めている状況が確認
できる（写真 1）。一方で、内堀側（西面）の

入角部を見ると、標高 15m 以下の下半部分（概
ね大天守台の本丸側石垣の基底部の高さまで）
は、それぞれの石垣面の石材が互いに入る部分
があり、組み合っているように観察される一方、
上半部分については、本丸側と同様、組み合っ
ておらず、天守台石垣の前面に礫を詰めている。
　大天守台と入隅をなす石垣面はこのほかに、
大天守台東面から東に延びる内堀石垣がある
が、こちらも下半部は組み合っていると思われ
る一方、上半では大天守台石垣の構築後、築い
ているように観察される。
　こうした事実からは、内堀内で天守台と入角
をなす石垣面を築く際には、本丸側基底部程度
の高さまでは同時に築き、それ以上はまず天守
台石垣を積んだのち、接続する石垣を積んだ可
能性が考えられる。
　また、内堀内に築かれた遺構という点では、
不明門北の土橋があるが、こちらの石垣は、レー
ダー探査の結果から、内堀構築後に築かれてい
ると判断されている（名古屋城 2022）。現地観
察でも、東面は内堀に石垣に当てる形で築かれ
ており、西面は濃尾地震により崩壊し積み直さ
れているが、積み直しは内堀内だけで完結して
おり、堀の石垣とは組み合っていなかったと思
われる。
　一方御深井丸側については、石材が確認され
たのは石垣面より 1m 以上手前までであり、石
垣までの間は、石材が本来存在しなかったのか、
抜き取り等されたのかは確認できていない。そ
のため、石列の東西の規模は確定できず、現状
の堀を前提とすると最大でも 20m 程度である。

　この石列がこれまで述べられたように西小天
守の石垣の基礎であったとした場合の検討を行
う。切欠きの高さまで積み上げた場合、天端は
どのような規模になるだろうか。
　二条の石列間（南北方向）は検出面では

写真 1　�大天守と橋台東面入隅部�
（右：大天守南面、左：橋台東面）�
すべて大天守南面が先に築かれる

写真 2　�大天守と橋台西面入隅部�
（右：橋台西面、左：大天守南面）�
矢印部分までは組み合い、それ以
上は大天守が先に築かれる

←

132



46

名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

26m ほどあるが、仮にそれぞれの位置に石垣
が築かれたとし、内堀内から立ち上がる小天守
と大天守をつなぐ橋台石垣と同様な勾配で築か
れたと考えてみよう。堀底面から橋台石垣上端
までの水平距離は概ね 5.5m ほどであることか
ら、この石列の場合に当てはめると、天端の幅
は 14m 程度ということになる。なお、橋台の
石垣面の基底部付近の角度は、60 ～ 65°程度で、
石列石材の角度の中では上限に近い。
　橋台の東側石垣は本丸からたちあがっている
が、内堀から立ち上がっていると仮定し、西面
の勾配を参考にすると、橋台の内堀地表面レベ
ルでの幅は概ね 20m 程度、上面の幅は 9m、小
天守の場合も同様に仮定すると、内堀地表面レ
ベルで南北 30m、東西 40m 程、上面では南北
18m、東西 26m となる。
　石列が石垣の基底部付近であり、その石垣の
上端の高さが切欠き底部ほどであったと仮定す
ると、上面の幅は橋台と小天守の中間的な規模
になり、南北方向に関する限り小規模な建物で
あれば設置することができると言えよう。
　本丸北辺の不明門北の土橋は、現状の堀底の
石垣で幅約 9m、本丸南辺の表二之門南の土橋
は約 10.5m であり、検出された石列よりはは
るかに小規模である。
　ここまで述べてきたように、この石列が石垣
の 2 辺である可能性は、遺構の平面形態でも、
背面構造の面でも明確な根拠は得られない。し
かしながら、積極的に否定する根拠もなく、位
置関係や規模から考えても、石垣の二辺である
可能性は高いと判断する。

３　石列評価の前提─研究史の検討
　この石列の評価を巡っては、すでに様々な意
見が示されたが、中心はこの石列が、築城期に
絵図に示された西小天守のものか等、築城期の
縄張りの計画変更に関わるものであった。

　本稿も、検出遺構の評価を通じ、その議論に
備えることを目的としており、それに向けてこ
れまでの研究の成果を概観しておく。
　この石列については、先述の通り、城戸が「石
垣の基礎と思われるもの」（城戸 1959, p.118）
と同じものの可能性が高い。城戸がここに「石
垣の基礎」を想定したのは、自らが示した本丸
の縄張りの計画変更（城戸 1941）があったこ
とを前提としている。城戸は、絵図の分析をも
とに、次のように縄張り計画の変遷を述べた（Ⅰ
～Ⅴは筆者が便宜上つけたもの、資料名は現在
の一般的な名称に改めた）。
Ⅰ　�「なこや御城惣指図」（中井正知氏・中井正

純氏所蔵）は「由緒正しい信じ得べきもの
でなければならない」として、創築の計画
図とする。当初は天守西側堀を幅広くし、
その中に天守西側から続く橋台、櫓（本稿
の西小天守）を設ける計画

Ⅱ　�「徳川侯爵家所蔵名古屋城古図」、主図合結
図が示す通り、櫓を中止して、代わりに枡
形を築く計画

Ⅲ　�Ⅱの枡形も中止し、天守西北隅と御深井丸
は地続きとする、いわゆる丁場割図に示さ
れた計画

Ⅳ　�天守と御深井丸が地続きでは、防備上遺憾
を感じられるので、何時の時にか現状のよ
うに、この部分に堀を掘削

Ⅴ　�当初計画では小天守南側に存在した小天守
登段を北面に変更（現状）

　
　城戸のこのような先駆的な研究を踏まえ、更
に詳細に検討したのが内藤昌である（内藤
1985）。内藤は、絵図類を①中井家蔵「なこや
御城惣指図」、②「名護屋初築之図」などの兵
学図、③「名古屋城普請町場請取絵図」などの
普請図、④中井家蔵「なこや御城之指図」に分
類したうえで、絵図に示された縄張り等を比較
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検討した。現状遺構との比較の上、①～④をそ
れぞれ第一次計画～第四次計画とし、現状を第
五次計画とする計画変更があったとした

（5）

。
　内藤の変遷観は城戸のものを基本としてお
り、西側に小天守を持つ第一次計画、小天守に
かえて枡形を構える第二次計画、枡形をなくし、
御深井丸と天守を直結させる第三次計画、天守
北西部にも堀を巡らす第四次計画、小天守への
入口を北側へと変更した現状の第五次計画であ
り、その後の研究はこの内藤の 5 段階の変遷案
を基本とすることとなる

（6）

。
　近年になり、第三次計画の根拠資料とされた
丁場割図について研究の進展があった。内藤の
③を示す資料の中でも、原本と判断される絵図
が発見され、新しい知見がもたらされた（及川
2019・2022）（原 2022）。
　及川は、靖国神社遊就館所蔵の絵図が、名古
屋城公儀普請の際の丁場割を示した絵図のオリ
ジナルであることを示し、これまで知られてい
る絵図はこれを写したものであることを示し
た。あわせて、原図には色紙を貼るためのヘラ
の筋が残り、色紙の脱落が確認できること、写
しには、脱落が補修されている部分もある一方、
脱落のまま写されている場合もあることを示し
た。原は更に、同絵図の本丸北西部分にもヘラ
の跡があることを述べ、それを復元すると本来、

内藤が第二次計画とした、兵学図に示された桝
形を築く縄張りに類するとした。そして、天守
北西部に何も築かない第三次計画が存在しな
かった可能性を示した。
　第三次計画が本来無かったとすることは、検
討の当初よりこの計画には防備上の課題がある
ことが指摘されていた（城戸 1941）ことを考
えると、妥当であると思われる。以下では、大
天守北西部に堀を掘らず、枡形を築く計画とし
て第二次計画と一体として扱う。
　こうした縄張計画の変遷は、絵図等の歴史資
料の検討に基づいており、実際の遺構等と整合
させるため、計画と施工を分けることで説明が
なされてきた。この点も整理しておく。
　城戸の議論のスタートは、大天守西面に見ら
れる切欠きを、第一次計画に示された西小天守
の入口と解釈することであり、西小天守が計画
だけでなくある程度実施されたと解釈した。一
方で、同じ論文中で「天守西北隅と御深井丸は
平地の地続きに完成された」（城戸 1941, p.78）
とも述べ、その根拠として、丁場割図に示され
た間数の合計が、現在の堀の長さより短いこと、
堀の外側石垣面に、当初築かれた石垣と、後に
堀を掘ったのちに築いた石垣の手法の違いを示
す目地が見られることを述べている。西小天守
入口を作る第一次計画は、天守北西部の堀を伴
う計画であるため、地続きに完成されたことと
両立しないが、同文献中で、地続きに完成され
たものを堀で囲繞した縄張に変更した修築工事
について論じており、実際の施工は、第二・三
次計画によると考えていたと思われる。
　施工が第二・三次計画に基づく点は、丁場割
図の性格上、基本的に後の論者によっても維持
されている。後藤久太郎は、「なこや御城惣絵図」
で、西小天守のみ名称・規模が記された付箋が
ないことから、計画で終わり、実際には作られ
なかったとしている（後藤 1978）。また、当初

図 2　�内藤氏の第 1～ 5次計画模式図�
（高田 2001より転載）
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は本丸と御深井丸が地続きであったことを示す
「石垣を積み足したと見られる部分」（同 , p.63）
の存在を指摘する。
　内藤も第一次計画は、まったくの計画図に過
ぎず、大天守北西部の堀は、慶長十六年から
十七年の幕府穴太による普請としている。内藤
は、その理由として「泥田に接して構築した」
本丸西北部の地盤問題を挙げた（内藤 1985, 
p.43）。
　千田嘉博は 2012 年の段階で、天守台の切欠
を西の小天守への出入り口とし、ある段階まで
第一次計画によって石垣工事が行われたとす
る。また、実際の施工では、第三次計画の丁場
割図のようなものであったと考えねばならない
とし、その後、幕府穴太により小天守西側の枡
形をなくす工事と大天守北西に堀を掘る改修が
なされたとした（千田 2012）。千田は今回の石
列の発見を受けて、第一次計画の「「幻の西小
天守」」について、「堀底に西小天守台石垣の基
礎石を発見したことで、実際に着工していたと
わかった」とし、それは「家康の意思で取りや
めたことが確実」、「大天守がそのまま御深井丸
に接する設計段階を経て、最終的に現在私たち
が知る名古屋城の大・小天守のかたちを家康は
選んだ」とした（千田 2023）
　高田祐吉も第二・三次計画によって施工され
たことについては異論を述べておらず、大天守
北西部の改修の施工者は前田利光であったとし
ている（高田 2001）。
　一方、原史彦、服部英雄もいずれも第三次計
画とされた丁場割図に基づいた施工を前提とし
ているが、天守台北西部について、一度地続き
の状態で築造した後、その下部に石垣を積み足
すという改修を行ったことには懐疑的であり、
第三次計画の策定後、実際の施工前の短い期間
の間に、堀を掘るように計画変更された可能性
を想定している（原 2022）（服部 2022）。

　これまでの整理により、第一次計画が実際に
施工されたのか否か、第二・三次計画に基づい
た地続きの案が施工されたのか否かという点に
議論があることがわかる。
　小天守への入口を変更する第四次計画から第
五次計画への変更については、絵図が共通して
示す状況と現状が異なること、現天守閣再建時
に、西側の入口の痕跡が発見されたことから、
改変自体は意見が一致している。その施工につ
いて、城戸は「穴蔵の内部では、その跡をのこ
しているが、外面では、他の部分と一体に積ま
れて、その跡をのこしていないことから、それ
はおそらく工事の途中でおこなわれたもの」（城
戸 1972）としている。これに対し、高田祐吉
は石材に見られる刻印の検討を根拠として、こ
の変更は、加藤清正の築造後、慶長 16 年（1611）、
戸波駿河によって実施されたとする。千田は、
穴蔵内部の出入口痕に加え、小天守台南西角の
角石に刻まれた「加藤肥後守内　南条元宅」の
位置から、加藤清正によって完成された小天守
台が、慶長 16 ～ 17 年（1611 ～ 12）に幕府穴
太により改修されたとしており（千田 2012）、
第五次計画の施工のタイミングは議論が分かれ
る。
　天守付近の縄張り計画の変更の議論では、遺
構等の具体的な根拠に乏しく、議論が分かれて
いる点がある。次のように整理する。
Ａ　�第一次計画の西小天守を一部とはいえ施工

したのか、或いは単なる机上の案か。
Ｂ　�丁場割図（第二・三次計画）を実施に向け

た計画とする点は一致するが、実際に、天
守北西部と御深井丸を地続きで実際に施工
したか否か。第二・三次計画から堀で囲繞
する計画に変更されたタイミングは論者に
よって異なる。

Ｃ　�小天守西の出入り口については、計画が変
更された点は一致するが、改修のタイミン
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グと施工者については意見が分かれる。
　　�　本論で取り上げた石列の評価に関わるの

は主としてＡであるが、Ａは天守北西部で
の堀の有無にも関わるため、その議論がＢ
とも関連する。そのため、ここではＡ、Ｂ
について合わせて検討する。また、Ｃにつ
いては適宜触れることとする。

４　計画変更の根拠検討
　天守周辺の縄張り計画変更について、その検
討の歩みを見てきた。そこでも言及した通り、
実際の遺構の調査が多くなく、文書・絵図等の
検討に基づいて議論が行われており、それぞれ
の見解を裏付ける実際の遺構等の根拠の提示、
検証は十分とは言い難い。まず、その根拠とさ
れているものについて検討する。
　天守付近の計画変更の根拠として、実際の遺
構として示されているのは、次の通りである。
ａ　�大天守台西面に残る切欠きの存在は、西の

小天守を造ろうとしたことを示す
ｂ　�内堀内の石列は、天守北西部が地続きで施

工された根拠
ｃ　�内堀御深井丸側石垣で確認された目地は、

堀を新たに掘削した改修の痕跡
ｄ　�小天守南西隅の穴蔵側での入口痕跡は小天

守出入口が存在した痕跡

　ａの切欠きについては、宝暦期の積み直し範
囲内にあり、また戦後の工事による影響も受け
ているため、遺構そのものは本来のものではな
い。しかし、これまでの論者の指摘通り、宝暦
期以前から存在するものである。絵図上では、
第一次計画の西小天守または第二・三次計画の
桝形を形成する案において示されており、必ず
しも西小天守と直結するわけではない。いずれ
にしても、石垣の最上部にあるため、これを築
いた時点では石垣下部の形状は確定しているは

ずである。第三次計画を変更して堀を掘った場
合には、切り欠きは不要ということになる（原
2022）。
　ｂの内堀内の石列は、これまで第三次計画を
実施した根拠とした城戸の論があったが、今回
の調査で 2 条存在することが明らかになり、そ
のような説明の根拠とはなり難いことが確認さ
れた。
　次にｃは、城戸や後藤が示した内堀御深井丸
側石垣に見られる目地らしきものである。
　城戸が示した写真（城戸 1941, p.80）は鮮明
さを欠き、後藤のもの（後藤 1978, p.48）との
比較が難しいが、近い地点を示している。
　城戸によると、この目地は「水抜き」の北側
にあたるという。「水抜き」は、現在も見られ
る石樋のことと思われるが、現状では、立面図

（図 3）に示した通りその位置に明確な目地を
認めることができない（名古屋城 2023）。
　一方、後藤が示した写真では、遠景ではある
が、右に向かって下がる目地らしきものが確認
できる。しかし、現在当該の地点付近には、写
真に示された目地は認められず、築石が同一か
どうかの判断も難しい。後藤の写真についての
情報は現時点で得られておらず、築石そのもの
が変わっている可能性も想定しなければならな
い。
　いずれにしても、現在の石垣面では、城戸、
後藤が示した目地らしき痕跡は確認できない。
当該地点付近での現代の積み替えなどは把握で
きておらず、この間の事情は不明である。
　なお、この地点は木子清敬による濃尾地震の
記録（東京都立図書館蔵）では、「孕ミ」、「崩壊」
とされた部分に近接する。城内で木子がこのよ
うに記録した箇所では、概ね積み直しが行われ
ており、「崩壊」の部分に加え、「孕ミ」の部分
まで積み直された可能性が高い。現時点では、
濃尾地震後の積み直し痕跡を現地の石垣で明確
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に特定できないものの、図の中で、落し積みで
間詰石がない部分は濃尾地震後の積み直しの可
能性が高いと思われ、城戸や後藤が目地らしき
痕跡を確認したと思われる段階でも、当該部分
に近世期の石垣は残されていなかったと考えら
れる。
　また、そもそも城戸、後藤が示した目地らし
きものの位置は、南側の石列の検出地点より
10m 程北にあたると思われ、石列と関連した
目地とみることも難しいように思われる。
　すなわち、城戸、後藤が示した目地は、縄張
りの計画変更に伴う石垣の積み足しにかかわる
ものではない可能性が高い。
　続いて、本論の趣旨からは外れるが、本丸付
近の計画変更という観点から、小天守南西の出
入口痕跡も検討しておこう。小天守の穴蔵石垣
西辺の当該部分は、天守焼失後の写真を見る限
り直線状となっており、近世には出入口痕跡は
全く露出していなかったものと判断される。そ
のため、この部分については、現天守閣再建に
先立つ穴蔵石垣修復のための積み直しの際にも
手が加わっていないと思われ、戦前の姿＝近世
期の姿を残していると判断される。なお、この
部分については戦後の積み直し工事の記録写真
が残されているが、その際にどの範囲まで石材
が変わったのか、明確には確認できない。
　また、その出入口痕跡の外面は、大天守台の
切欠き部分とは異なり、明確な痕跡を残してい
ない。そのため、外面は完成することなく、一
連の工事の途上で計画変更されたとの解釈もな
された。
　しかしながら、現在の当該部分の外部石垣を
周辺部分まで広げて検討してみると、確かに出
入口の明確な痕跡は認められないが、本来出入
口部分の算木積みに用いた可能性がある、加工
度が高く直線的な辺を持つ石材が平石部に点在
している。小天守の平石部では他にあまり確認

できない特徴であり、外部石垣も出入口を築き、
算木積みがなされたとの想定も可能な状況であ
る。その場合、その改変にあたって、宝暦の改
修の時点でも維持された大天守台の切欠きとは
異なり、本来の形を残すという意図がなかった
ことになるが、改変の時期は、「工事中」（前掲
城戸 1959）に限ることはできない。

５　内堀内石列の解釈を巡って
　以上までに行った遺構の検討と、研究史の再
検討を踏まえ、石列をどのように解釈できるか
について整理する。なお、本稿では遺構の議論
に集中し、それ以上の解釈・評価は機会を改め
ることとする。
　石列の石垣の築造に先立つ堀の掘削の問題か
ら検討する。
　冒頭で整理した発掘調査の成果と、前項のｂ
及びｃの検討から、天守台北東部を陸続きに施
工した後、堀を掘削し天守台下部に石垣を積み
足したと考える根拠は現時点ではない。前述の
服部や原が想定する通り、実際の施工の困難さ
から考えても、施工の当初から堀を掘削したと
考えるのが妥当であろう。
　次に、内堀に築かれた 2 条の石列である。天
守北西部が地続きに造られたことの根拠とはな
らないことはすでに述べた通りである。当初か
ら堀を掘削したうえで、平行する 2 条が築かれ
たと考えられ、更に大天守西面の切欠きを中心
に対称であることや、切欠きの高さでも南北方
向には建物を築くことができるだけの天端規模
を持ち、土橋などとは明らかに規模が異なるこ
とから、何らかの建物の基礎となる石垣の 2 辺
の基礎部分である可能性は高いと考える。
　しかし、この石列は天守台石垣とは組み合っ
ておらず、下半では組み合っている小天守につ
ながる橋台や内堀に続く石垣とは異なり、西小
天守に対する否定的な論拠となりえる。しかし、

126



52

名古屋城調査研究センター研究紀要　第 5号（2024 年）

こうした築き方の理由として、橋台の西側入角
の状況から推測される天守台石垣の構築段階に
よる違い、すなわち、下半を築造した段階まで
は、その計画がなく、その後、石垣の上半部を
築く段階で築かれたとする説明は有効であろ
う。その場合は、当初計画は、堀は掘るものの
堀内には何も築かないというものになる。
　遺構の検討に基づいたここまでの想定は、
①天守台を堀により囲繞する
②�大天守台石垣を本丸面の高さまで築造。この

時点で、石列は築かれていない。
③大天守西面に石列を築く。
④�石列と並行して天守台石垣の上半部分を築造

する。大天守台西面最上位には切欠きを造る。
この時点で、石列の上位がどこまで築かれた
かは不明。

⑤�西側の構造物築造中止
　遺構の検討からは、石列の構築を上記のよう
に整理すると、確認した事実と整合的な説明と
はなる。これに当てはまるものを既知の絵図資
料に求めるならば、現時点では第一次計画の西
小天守のみが候補となる。しかし、問題となる
のは石列の東西方向の規模である。内堀の幅が
現状である限りは、東西方向は 20 ｍを超える
ことができない。
　本丸西辺の内堀は、いずれの絵図でも南北が
一直線で描かれているが、そのような形状とす
ると、西辺の中央付近で水堀が大きく入り込ん
だ「鵜の首」がある以上、内堀にこれ以上の幅
は期待できない。内堀の北西部が当初幅広く計
画されたとする根拠は、絵図上だけでなく、遺
構上にも現状はない

（7）

。とすると、堀を掘削した
時点で規模的に築造が困難なことが明らかな西
小天守を、あえて築造し始めたことになり、説
明としては難しいものになる。

６　縄張り計画の変遷についての予察
　さて、以上まで検討してきたことを踏まえる
と、今回検出された石列の遺構からの検討を、
絵図などの情報と整合的に理解するのは難し
い。また遺構の検討からは、城戸に始まる天守
付近の縄張り計画の変遷もあわせて再検討する
余地があるように思われる。
　すなわち、石列が仮に第一次計画に表現され
た西小天守であっても、それとは関連しないも
のであっても、遺構の構築状況は今回の検討の
通りとならざるを得ず、いずれも城戸に始まる
天守縄張りの計画の変遷とは一致しない。
　すなわち、西小天守でないとすると、絵図資
料上は未知の構造物が施工されたことになり、
現在の計画変遷案そのものが成立しない。
　一方で、第一次計画の西小天守の基礎の一部
だとすると、第一次計画としてその計画があり、
実際にそのように施工されることになるにも関
わらず、第二・三次計画として大天守と御深井
丸を地続きとする丁場割がなされたことにな
る。
　また、計画変更の順序についても、具体的な
遺構の上では確認できないことが多いことは述
べた通りである。
　こうした遺構の状況と、計画変遷が矛盾する
原因の一つは、本来、目的や性格の異なる丁場
割図や中井家伝来の絵図類を、計画の順序とし
て、一連の流れの中で理解しようとすることに
もあるように思われるが、この点については、
本論の趣旨を超えるため、今後の検討課題とし
ておく。
　また、こうした説明のつかない事象に対し、
これまで知られる絵図にはない構築物が築かれ
た可能性や、記録にない計画変更なども想定す
べきではあるものの、まずは、遺構の面でも、
歴史資料の上でも、根拠のある議論を進められ
るよう、現在ある情報をより整合的に理解する
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ことを目指して、今後計画している総合的な天
守台石垣の報告書に取り組みたい。
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（１）�ここでは仮に、現在しばしば言及される「西小天守」と

いう名称で表すこととする。

（２）�大天守台西面上端の目地は、これまで「水抜き」「塞込部」

など様々な名称で呼ばれてきたが、ここでは「切欠き」

で統一する。

（３）�城戸が確認したのは南側の石列と考えられるが、南側石

列の検出地点は実際のボーリング実施地点とは一致しな

い。

（４）�発掘調査以外の各種石垣調査の成果に関しては、現在総

合的な報告書を作成中である。

（５）�内藤が述べる通り（内藤 1985）、（城戸 1941）段階では、

「なこや御城之指図」の「現実性を十分に確認できない

時代的な制約」があったため、Ⅳの記述が曖昧なものと

なっている。	  

　なお、内藤の検討は、絵図に示された名古屋城全体の

縄張りや遺構の配置を比較対照する包括的なものである

が、ここでは天守台周辺の議論のみを取り上げている。

（６）�以下では城戸の論考に触れる際にも便宜的に内藤が用い

た第〇次計画と表現する）。後述するように、この一～

五の順の再検討は必要である。

（７）�今後の調査により、石列の西端が御深井丸側石垣によっ

て切られているような状況が確認できれば証拠となろ

う。
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〈資料紹介〉二之丸庭園余芳出土の漆喰片

花木　ゆき乃

キーワード
名古屋城二之丸庭園　漆喰　たたき　余芳　手
水

はじめに
　二之丸庭園は、特別史跡名古屋城跡の二之丸
北側に位置する。
　当初の二之丸庭園は中国風の庭だったようで

『中御座之間北御庭惣絵』（名古屋市蓬左文庫所
蔵）にその様相が描かれている。その後、10
代藩主斉朝によって大きく改変され、回遊式庭
園となった。その様子は『御城御庭絵図』（名
古屋市蓬左文庫所蔵）に描かれている。明治以
降は軍事施設や大学施設として利用された。
　二之丸庭園では平成 25 年（2013）から保存
整備事業を実施しており、発掘調査も継続的に
行っている。平成 27 年（2015）の発掘調査で
は余芳の手水跡が確認された。本稿では発掘調
査で出土した余芳の手水跡の一部である漆喰片
について報告する。

１．余芳の概要
　余芳は庭園内に複数設けられた茶亭の一つで
あ り、 文 政 6 ～ 10 年（1823 ～ 1827） 頃、10
代藩主斉朝による庭園改変に伴い設置されたと
考えられている。北池の東側に位置したことが

『御城御庭絵図』等の絵図から確認できる。『御
城御庭絵図』では、建物は四畳半で建物南側に
は濡れ縁があり、軒先手水が配置されている。
建物の西側に飛石、建物の東側に築山と石組が
描かれていることから、東側は視界を遮断し、
西側に視線を向ける空間構成となっていること
が読みとれる（口絵 13）。
　ほぼ真南から 14 代藩主慶勝が余芳を撮影し
た古写真（徳川林政史研究所所蔵）には、建物
南側に手水鉢と灯籠が配置され、建物西側には

沓脱石が設置されている様子が収められてい
る。
　明治になると庭園内の建物は順次撤去されて
いった。余芳は同じく庭園内の茶亭の一つで
あった風信と同様に民間に売却され、移築や増
改築がなされた。昭和 48 年（1973）には名古
屋市の有形文化財に指定された。平成 23 年

（2011）に所有者から名古屋市へ寄附され、市
が名古屋城内にて解体部材を保管している。
　二之丸庭園整備事業の一部として移築再建を
行うための調査等を経て、現在は原位置（図 1）
への移築再建工事中である。

２．余芳発掘調査結果
　二之丸庭園の基本的な層序は、表土─現代層
─近代層─近世層である。明治期になると二之
丸は陸軍省所管となり、陸軍の施設が建てられ
た。施設の基礎は、近世の盛土層とほぼ変わら
ないレベルもしくは近世の盛土層を削平してい
る。終戦後は陸軍の施設の多くが除去されたが、
一部は大学等の校舎や学生寮として利用され
た。その後、公園整備に伴う造成が行われ、昭
和期の発掘調査を経て一部の遺構は整備され、
二之丸庭園は現在の姿となった。

余芳余芳

図 1　余芳移築再建位置
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　余芳周辺にはレンガ造りの陸軍兵舎が建設さ
れた。近現代層は明治期以降に兵舎跡の基礎や
撹乱坑を埋めた盛土で、その下層に近世の盛土
層が一部残っていた。
　調査区のほぼ全域で陸軍期の兵舎跡を検出し
たが、兵舎跡の石敷き廊下の下から、たたきと
石を用いて鉢状に造られている遺構を検出した

（口絵 14、写真 1）。東西約 1,150 ｍｍ、南北約
850 ｍｍが残存する。遺構の北側では近代以降
の鉄管が検出され、南側の一部は兵舎跡によっ
て破壊されているが、概ね楕円形であったと思
われる。たたきで鉢状に構築され、北側と西側
に石が配置されている。内面は緩やかに内湾し
ている（口絵 15）。内面全体に赤いたたきを厚
さ 4 ～ 8 ｍｍほど塗り重ねている。鉢状のたた
きの底面には直径約 60 ｍｍの排水用の穴が穿
たれている。石を据えてから石に沿わせてたた
きを施工したと考えられる。石質は、北池の護
岸石に用いられている石に類似する。
　遺構の出土位置や石組の様子、現存する北池
との位置関係を『御城御庭絵図』と比較した結
果、検出した遺構は余芳の手水跡であると判断
した。鉢状のたたきの南側に手水鉢が置かれて
いたと推定されるが、手水鉢とたたきの一部は
兵舎建設の際に除去されたと考えられる。
　手水跡の北側では長さ約 400 ｍｍ、幅約 300
ｍｍのほぼ正方形の石を検出した。発掘調査報
告書

（1）

ではこの石の性格については触れられてい
ないが、余芳移築再建の検討を進める中で、手
水跡との位置関係や標高、石の形状から余芳の
礎石である蓋然性が高いと判断した。

３．余芳出土の漆喰片について
　手水跡の周辺で大小合わせて 12 点ほどの漆
喰片が出土した。漆喰片は材質、出土位置から
手水跡の一部と考えられる。小さいものは 10
ｍｍほどで大半が 100 ｍｍ程度の小片である。

　本稿で報告する漆喰片
（ 2 ）

は、出土した漆喰片の
うち最も残存状況がよく、余芳移築再建におけ
る手水跡の復元根拠資料の一つとして、その形
状や製作技法等の検討に用いたものである。
　破片は遺構とは接合しない。漆喰片の出土位
置や原位置を保つ石の配置から、漆喰片は手水
跡の東側の一部であったと考えられる（写真 2、
丸印部分が漆喰片）。
　白漆喰で全体のベースを作り、内面と上端部、
外面の上部を赤漆喰で上塗りしている（口絵
16
（3）

・17、図 3）。外面の赤漆喰と白漆喰の境目
あたりから内側に屈曲している。赤漆喰部分に
は粒径約 2 ～ 6 ｍｍの黒色や灰色の小礫が混じ
る。漆喰片全体の厚さは均一ではなく、側面部
では白漆喰部分の厚さは約 30 ～ 90 ｍｍ、赤漆
喰の部分の厚さは約 4 ～ 8 ｍｍである。上端部
は平滑に仕上げられている。小礫を混ぜた赤漆
喰で上塗りして仕上げていることから、赤漆喰
部分のみが露出していたと考えられる。

　『御城御庭絵図』では二重線で囲まれた範囲
がたたきと考えられる（図 2）。漆喰片の上端
部の平滑仕上げは二重線で表現されている部分
に相当すると思われることから、絵図の表現と
も合致する。ただし、赤い着色はされていない。
絵図では東側に小石が配置されているようにみ
えるが、遺構の状況や漆喰片の割れ口から推定

写真 1　手水跡の検出状況（南東から）
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することは難しい。また、手水鉢が台石の上に
据えられているように描かれるが、台石が存在
したかどうかについては、兵舎基礎によって該
当部分が破壊されていたため遺構からは判断で
きなかった。
　遺構と漆喰片の検討から、手水跡は鉢状で内
面底部中央に排水用の穴が設けられ、上端部は
平滑であったと考えられる。さらに、内面と上
端部および外面の上部半分ほどが小礫を混ぜた
赤漆喰で上塗りして仕上げていることから、赤
漆喰部分のみが露出していたと推定できる。

５．まとめ
　余芳の発掘調査で出土した漆喰片について、
形状や製作技法等に関する所見を遺構の概要と
ともに述べた。余芳の移築再建事業において二

之丸庭園時代の様子は解体部材、発掘調査結果、
古写真、古絵図等の資料から各種検討が行われ
た。そのうち、余芳の位置は手水跡や礎石の遺
構から特定できた。手水跡の形状や製作技法に
ついては余芳の手水跡の遺構と漆喰片の検討を
総合し、手水跡は鉢状で上端部は平滑、小礫を
混ぜた赤漆喰で上塗りして仕上げている部分の
みが露出していたと推定した。
　二之丸庭園では発掘調査により多春園跡や権
現山北西部の園路跡等でもたたきが検出されて
おり、露出展示となっている北池や南蛮練塀も
たたきで造られている。しかしながら、一口に
たたきと言っても製作方法や色味、硬さ、劣化
程度は様々であり、漆喰やモルタルとの判別が
難しいものもある。成分分析等の自然科学分析
も活用して、たたきや漆喰、近現代のモルタル
等について整理を行い、二之丸庭園のたたき構
造物の整備検討に活かしていきたい。
　手水跡は保護層を設けた遺構直上に復元され
ることになっている。建物とその周辺の茶庭が
一体となり、かつての二之丸庭園の風景が感じ
られる整備となるよう努めていく。

註

（１）�名古屋市『名勝名古屋城二之丸庭園発掘調査報告書　第

1 次（2013）～第 3 次（2015）』2017

（２）�漆喰の材料は、石灰・海藻糊・（砂（細骨材））・苆である。

「壁の上塗りに用い、また石・瓦のすきまをふさぐのに

用いる。白色を主とするが、種々の色を加えることもあ

る。」とある（『角川古語大辞典』）。	  

　たたきの材料は、石灰・苦汁・水・砂（細骨材）・土

である。「地面に敷いて木槌でたたき固めたもの。また、

その作業。砂利のない時は砕石を用いる。三種を混ぜる

ので「三和土」の字を当てることがある。商家の土間、

また数寄屋の軒回り、露地（ろぢ）の飛び石の間、炊事

場、便所など、水のかかるところに敷く。略して、叩（た

たき）とも。」とある（『角川古語大辞典』）。	  

写真 2　漆喰片出土状況（北東から）

図 2　『御城御庭絵図』余芳手水部分拡大
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　漆喰片は手水の一部として作られていることから用途

としてはたたきの範疇に入ると考える。遺構と漆喰片は

一連のものであるため、名称はどちらかに統一すべきと

考えるが、二之丸庭園内の他地点出土のたたきの成分分

析結果も含めて、漆喰とたたきの明確な違いを整理しき

れていないため、名称は名古屋市『名勝名古屋城二之丸

庭園発掘調査報告書 第 1 次（2013）～第 3 次（2015）』

（2017）の表現を踏襲した。

（３）�口絵 15、口絵 16 は（1）の報告書より転載。

参考文献

角川書店『角川古語大辞典』第四巻 1994

彰国社『建築大辞典　第 2 版＜普及版＞』2007

土木学会関西支部 編 井上晋 他著『コンクリートなんでも小

事典 固まるしくみから、強さの秘密まで』講談社 2008
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図 3　余芳出土の漆喰片
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長久手市猪鼻堰跡残石群測量調査報告

大村　陸、川出　康博
（1）

、木村　有作
（2）

、田口　一男
（3）

、二橋　慶太郎、高橋　圭也、服部　英雄

キーワード
築城　石垣　残念石　香流川　石丁場　矢穴
刻印　GNSS　フォトグラメトリ

１　はじめに
　名古屋城の石垣は公儀普請で集められた 20
大名によって築かれた。石垣石材の採石地は尾
張・美濃地域を中心として各地に点在しており、
その採石地及び名古屋城の周辺には採石したが
石垣には用いられなかった残石（残念石とも言
う）が今でも多く残されている。
　愛知県長久手市の猪鼻堰跡残石群（以下、本
稿の「残石群」はこれを指す）はそのひとつで、
色金山南東の香流川河岸に残石が密集している
箇所があり、残石には矢穴や刻印も見ることが
できる。有志によってこの残石群の測量図を作
成し、石材や矢穴、刻印の調査を実施した。ま
た、合わせて長久手市内に所在する残石も調査
した。本稿ではこれらの成果を報告し、この残
石群の位置づけについて考察を述べる。本稿の
執筆分担については各章末に記した通りであ
る。（大村）

２　名古屋城石垣用材の採石地について
　名古屋城石垣用材の採石地

（4）

はこれまで様々な
視点から検討されており、多くの研究成果が蓄
積されている。まずは研究史を整理し、現時点
で推定されている採石地の一覧を提示する。

（1）名古屋城石垣用材の採石地研究史
採石地に関して最も古く指摘しているのは城

戸久で、名古屋城の通説全般を再検討するなか
で築城時の文献資料を取り上げ、その記載から
採石地が美濃・三河・尾張・伊勢（篠島

（5）

）・紀伊・
摂津・播磨・讃岐・肥前に分布するとした（城
戸 1943、1959）。80 年前ほどの論考であるが、

典拠としている資料やその解釈は今も大きく変
わってはおらず、城戸の研究が基盤となって研
究が進んできたといえる。横井時綱も最初期に
研究を行った一人で、岐阜県海津市行基寺付近
でみられる残石から「河戸石」を命名したほか、
南知多町篠島や小牧市岩崎山の残石を報告して
いる（横井 1954、1959、1966）。
　続く研究として挙げられるのが高田祐吉によ
る刻印・残石の研究である（高田 1989、1999、
2001、高田・加藤 2013）。高田は名古屋城内の
石垣にみられる刻印の調査を長年実施するとと
もに、名古屋市内及び周辺一帯に散在する残石
を調査報告している。膨大な労力と時間をかけ
た踏査によって収集された刻印・残石の情報は、
採石地を検討するにあたって大いに参考とな
る。
　こうした体系的な調査のほかに各地の採石地
でも分布調査等が進められてきた。これまでに
調査されているのは、岐阜県本巣市船来山、愛
知県蒲郡市域、愛知県西尾市幡豆地域、岐阜県
海津市域、愛知県南知多町篠島である（船来山
古 墳 群 発 掘 調 査 団 1999、 松 下 2006、 加 藤
2008、海津市教育委員会 2012、石橋 2014、加
藤 2019）。それぞれで調査の具合は異なるが、
山中や島内における矢穴石の分布が調査される
ことにより、詳細な採石状況が明らかになって
いる。
　近年では岩石学からの視点によって採石地研
究が大きく飛躍している。田口一男は名古屋城
石垣中の花崗斑岩に着目し採石地の石材と同様
に蛍光 X 線分析をして産地推定を行ったほか、
各採石地にみられる石材の岩石記載の報告、名
古屋市守山区東谷山及び愛知県瀬戸市山口で新
たに確認した石丁場の報告などを行っている

（田口・鈴木 2015、田口・佐藤 2015、田口・佐
藤・中野 2019）。西本昌司は本丸搦手馬出石垣
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の修復工事に伴う調査成果を用いて、石垣石材
の岩石学的特徴を整理している（西本・市澤
2018、市澤・西本 2018、西本 2020）。
　また、文献資料の研究でも近年新たな知見が
得られており、後藤典子は整理調査が進む細川
家史料等から築城時の採石過程の実状を明らか
にしている（後藤 2022）。このように新発見の
石丁場や文献資料、石垣の解体工事などによっ
て採石地研究は着実に進展しており、より実態
の解明に近づいてきている。
　このような先行研究の一方で名古屋城では長
年にわたって各所で石垣の修復工事を行ってき
た。1989 年刊行の塩蔵門跡石垣修理工事報告
書以降は解体石材全点の産地が調査報告されて
いるが、採石地研究とは対応しておらず、調査
内容も不明なまま多種多様な石材産地が報告さ
れている（名古屋市 1989、1992、1994、1997、
1998、2000、2002、2006

（6）

）。岩石学による研究

が蓄積された現状では参考とすることができ
ず、再検討が必要である。調査状況が変化した
のは本丸搦手馬出石垣の調査以降で、現在では
過去の石垣修復時の調査のように石材を産地で
区別することはほとんどなく、岩石種によって
判別している。

（2）名古屋城石垣用材の採石地の整理
ここまで名古屋城石垣の採石地に関する研究

を見てきたが、現状で推定されている採石地を
調査状況によって 4 つに分類し、整理しておく。
分類基準は下記の通りで、全 13 箇所を整理し
て分布を図 1 に示した。
A 類 分布調査等及び文献資料があるもの

A-1 美濃 津屋・駒野・河戸
（7）

A-2 尾張 山口
A-3 三河 幡豆（三河湾沿岸）
A-4 尾張 篠島

（8）

0 10km

図 1　名古屋城石垣用材の採石地（推定）
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B 類 分布調査等のみあるもの
B-1 美濃 船来山
B-2 尾張 東谷山
B-3 紀伊 曽根

C 類 文献資料のみあるもの
C-1 尾張 岩崎山
C-2 尾張 瀬戸
C-3 尾張 石仏
C-4 土佐 古満目

D 類 可能性のみ指摘されているもの
（9）

D-1 播磨 高砂
D-2 讃岐 小豆島

（10）

本章では名古屋城の採石地について整理を
行ったが、全国各地で調査が進む石丁場と比較
すると名古屋城の調査状況は全く不十分であ
る。新たな石丁場の発見も視野に入れつつ、詳
細な測量調査や分布調査、史料調査、岩石学的
調査などを総合した調査を進めていく必要があ
り、こうした課題意識のもと長久手市猪鼻堰跡

残石群の調査の実施に至った。（大村）

３　猪鼻堰跡残石群の位置と環境
　猪鼻堰跡残石群（いのはなせきあとざんせき
ぐん）は、愛知県長久手市岩作壁ノ本の香流川
湯ノ花水門の南西に位置している。
　現在湯ノ花水門として管理されているコンク
リート製の水門は、少なくとも戦前まで猪鼻堰
という名称であった。この水門は、1934 年に
地元の郷土史家浅井菊壽氏が著した『長久手村
誌』によれば、1933 年 2 月に国の補助と地区
の資金で建設され、それまでの棚下の水門から
棚上から水が落ちる仕組みに作り替えられたと
ある（浅井 1934）。また、同書によれば、1933
年より前の 1922 年に当該地域の常設委員の浅
井延太郎氏と土木委員の浅井庄太郎氏により、
木材を巨石に換えてコンクリート製として頑丈
にしたという記述がある。1922 年以前には、
猪鼻堰は木材で作られており、その起源は『香

図 2　猪鼻堰跡残石群の位置
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流川物語』によれば、江戸時代初期にまで遡る
とされている（小林 1977）。その事を示すよう
に『尾張名所図会』にも猪鼻堰は描かれている
が（図 3

（11）

）、現在のような立派な堰ではなく猪
鼻堰が古くから岩作（やざこ）地域へと香流川
の上流の上郷村から水を引き入れるという役目
を果たしていたことが窺える。その水量は『長
久手村誌』によれば、岩作村に田の必要の約半
分の水量を供給していたと記されている。それ
だけこの水門は岩作村にとって大切な水源であ
り、水神が祀られていたが水神は現在色金山の
中腹に祀られている。この場所は水の通り道で
あると同時に、現在のように大きな道路ができ
る前には、香流川沿いの細い道が唯一の人の行
き来ができる道であった。猪鼻という名前は地
域では、水が勢い良く落ちる様から猪の鼻と名
付けられたといわれている。
　現在の水門の状況を見る限り 1933 年に建て
られたものがそのまま立っているとは考えられ
ない。尾張建設事務所と長久手市に確認をした
が、現在の堰が建てられた正確な年代はわから
なかった。確認できたのは、1981 年に傷んだ
箇所の補修工事があり、その後 2000 年の東海
豪雨で傷んだ箇所を翌年に補修していることだ
けである。

　今回調査したこの地域の歴史的背景として、
古代から石材加工や巨石に関する歴史が多数
残っている点が注目に値する。猪鼻堰のある一
帯は、現在は岩作区と呼ばれ、1889 年までは
岩作村であった。市内随一のこの難読地名は『尾
張国地名考』によれば、岩が縮まった「や」と
坂が転じた「さこ」が由来であるとされている。
小林元氏は『香流川物語』にて岩作の「ヤ」を
岩、「ザコ」をサクやハザマと同じ谷の一部が
迫って狭くなっている地形の事とし、まさに猪
鼻付近の地形を指すのではないとしている。ま
た、岩作区の氏神を祀る式内社として石作神社
がある。石作氏はその名前の通り石材加工を職
能としており、『新撰姓氏録』の項において、
垂仁天皇の皇后である日葉酢媛命の石棺を作り
献上した功績により、石作連の姓を賜ったと記
されている。
　加えて、色金山の山頂には、1584 年の小牧・
長久手の戦いの際に徳川家康がこの色金山で軍
議を開いた際に腰掛けたと伝わる「床机石」が
残っている。そもそも色金山の山頂には古墳時
代後期の円墳が存しており、色金山において床
机石も磐座として信仰されてきたとも考えられ
ている。
　香流川の由来についても、古くは「金連」と
いう字を当てることもある。そのため、小林氏
は鉱山や製鉄との関連性を指摘している。（川
出）

４　名古屋周辺の水環境から見た香流川と採石
環境
　香流川は、現在では一級河川庄内川の支流で
ある矢田川のさらに一支流として位置づけられ
る。江戸期資料には「金流」・「金連」と書くも
のがあり、上流を鴨田川、もともとは野田川が
本名という

（12）

。
　現在の長久手市域の最南東域にある、標高図 3　『尾張名所図会』色嶺、御床机石、安昌寺を拡大
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180 ｍ級の三ケ峯丘陵を水源として、北熊・前
熊・大草・岩作を経て、名古屋市域の藤森に至
り、猪子石で矢田川に合流する。途中、高根山
塊に当たり古生層の丘陵を横断し、10 ｍほど
の落差ができる。そこに作られたのが現在の湯
ノ花水門（かつては猪鼻堰）であり、下流右岸
の地域用水の供給源となっている。
　北熊・前熊・大草・岩作の各村では、江戸時
代後半から明治時代にかけて村絵図が作られ、
居住域・生産域など村人の活動範囲が印されて
いた。岩作村絵図のうち「愛知県岩作村絵図」（年
不詳・徳川林政史研究所蔵）には、堰とそこか
ら延びる用水路が描かれている

（13）

。一方、北熊村
絵図には村の最奥に「石場」の名がみえる。絵
図に特筆があるわけでないものの、石材の生産
地としての命名が類推される

（14）

。
　名古屋城の採石地に関しては、主に島嶼部や
半島部の海岸や村落近くの里山域から採石され
ており、採石後の石材搬出には海・河川等が活
用されている可能性が高い。香流川流域におい
ても、香流川が石材搬出路として注目されたこ
とに疑念はないと思われる。香流川は、前述の
ように、瀬戸市域方面から流れてくる矢田川に
合流し、矢田川は現在、次に一級河川庄内川に
合流して伊勢湾にそそいでいる。ただ矢田川に
ついては、おそらく、近世初頭以前は庄内川に
は合流せず、独立した一河川として伊勢湾に
至っていた可能性が高い

（15）

。
　矢田川から伊勢湾に至るルートの下流域は、
弥生時代以前は干潟性の浅い海であり、かつて
の海中の澪筋が、古墳時代以降の陸地化に伴い
河川化（旧・笈瀬川）していったと考えられる。
このかつての矢田川に関しては熱田干潟を経
て、山崎川・天白川水系ともつながることで、
古墳時代以来の人と物資の往来の主軸となって
いたと考えられる。（木村）

５　測量調査成果
　本稿で報告する調査は、執筆者を中心とした
有志によって 2023 年に 4 度に分けて実施した
ものである。本章ではその内の調査の経過及び
測量調査の方法について取扱い、他の調査を次
章以降に報告していく。
　測量調査の概要としては、GNSS 測位によっ
て基準点を取得後、フォトグラメトリによる 3
次元測量を行った。並行して LiDAR を用いて
広範囲を簡易計測し、両者によって平面図を作
成した。

（1）調査の経過
調査の経過を整理すると、第 1 回調査は

2023 年 7 月 29 日に実施し、残石群で GNSS 測
量を行った（参加者：大村、二橋、高橋、田口
及び名古屋城調査研究センター 濵﨑健）。第 2
回調査は 9 月 24 日に実施し、残石群で LiDAR
による簡易計測を行い、長久手市内の残石を調
査した（参加者：大村、二橋、高橋、川出、木
村、田口及び名古屋市文化財保護室 山田暁）。
第 3 回調査は 10 月 15 日に実施し、残石群周辺
の清掃と 3 次元測量のための写真撮影、左岸の
石材調査、右岸の矢穴調査を行った（参加者：
大村、二橋、高橋、服部、川出、田口、山田及
び名古屋城調査研究センター 村上慶介）。第 4
回調査は 11 月 5 日に実施し、右岸の石材調査、
両岸の矢穴調査、刻印調査を行った（参加者：
大村、二橋、川出、田口、濵﨑）。

（2）測量調査の方法
残石群は河岸に位置しており、下半部が水に

浸かる残石も多くあったため、測量調査は困難
を極めた。まず、基準点の設置ではトータルス
テーションを使用しなかったため既知点は用い
ず、GNSS 測位によって残石群の範囲内に新規
の基準点を設定した。GNSS 測位には 2 周波
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図 6　猪鼻堰跡残石群 平面図
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RTK-GNSS 受 信 機 の マ イ ゾ ッ ク ス GEO 
WALKER をレンタルして使用した。測位は 1
点ごとに 3 回実施し、その平均値を座標とした。
8 点の基準点を設置し、計 24 回の測位を行っ
たがどれも誤差は 1㎝未満であった。

フォトグラメトリによる 3 次元測量には、
Agisoft Metashape Professional （ver. 2.0.4）を
使用した。写真撮影は Nikon D3300 を用いて、
903 枚の撮影画像のうち 793 枚がアラインメン
トしたが、撮影範囲の大半が 3D モデル化され
ず、水門付近と陸地に所在していた残石に限定
された。原因としては河川の水面が強く影響し
ていると考えられ、水面近くの残石はフォトグ
ラメトリでは記録することができなかった。モ
デル化した基準点も 4 点に限定されたが、座標
補正の誤差（RMS 値）は 0.1㎜以下であったた
め、精度は担保されていると考えられる。
　当初よりフォトグラメトリによる残石群の測
量調査は困難であることが想定できたため、事
前 に LiDAR に よ る 簡 易 計 測 を 実 施 し た。
LiDAR の機器には Apple iPhone12 Pro を使用
し、abound Labs Metascan のアプリで 3D モ
デルを作成した。LiDAR では残石群の全域を
モデル化することができたが、基準点による座
標補正ができないため、LiDAR によって計測
されたスケールに依拠した。計測範囲が約 400
㎡と広範囲にわたったため、誤差も大きく出て
いると考えられるが、おおよその残石の位置は
記録することができた。
　なお、残石群は庄内川水系香流川の河川区域
内に位置しており、尾張建設事務局に作業届を
提出して除草及び測量調査を実施した。測量調
査に伴って設置した基準点は調査後に全て撤去
した。
　このような測量作業によって、2 種類の 3D
モデルを作成した。前者がフォトグラメトリに
よって作成した範囲が部分的なモデル、後者が

LiDAR によって簡易的に作成した全域のモデ
ルである。これらの記録によって残石群の図面
を作成した（図 6）。（大村）

６　石材調査成果
（1）石材総数・石質の割合
　猪鼻堰跡残石群に見られる石材について、最
大長 30㎝以上のものをカウントし、それぞれ
の石質を調査した。その結果、石材の数量は左
岸で 222 石、右岸で 150 石、総数は 372 石であっ
た。石質別に集計すると、花崗岩が 1 石、花崗
閃緑岩が 188 石、砂岩が 19 石、チャートが 12 石、
ホルンフェルスが 152 石であった（表 1）。水
門付近に露出する岩石はホルンフェルスであ
り、これが一番多い石質と思えるが、一番多い
のは花崗閃緑岩で全体の 51％を占めていた。
花崗岩や花崗閃緑岩は長久手市域の表層地質図

（図 7）を見ると露出がなく、水門下流にこれ
だけの花崗閃緑岩が存在すること自体が人為的
にこの場所に集積されたことを示している。
　水門の左岸と右岸にグリッドを設け（上流か
ら下流方向に 2 ｍ幅で設定）、各グリッド内の
石材の石質を調べることで、特徴が見られるか
確認した（図 8）。左岸と右岸では石質量比に
違いが認められた。左岸はホルンフェルスが一
番多く、110 石で全体の 50％、次が花崗閃緑岩
の 86 石で 39％、この 2 つの石質で全体の 89％
を占めた。右岸は花崗閃緑岩が一番多く、102
石で 68％を占め、次がホルンフェルスの 42 石
で 28％と右岸でもこの 2 つの石質が全体の
96％を占めていた。
　左岸側ではコンクリート護岸はなく、竹林や
草地となっているのに対して、右岸側は上に道
路があることもあり、水門近くまでコンクリー
ト護岸となっている。石材はこの護岸がされて
いない部分に集積された状態で存在している。
　グリッドごとにみると、左岸側では水門近く
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の LA から LE にかけての範囲とグリッドの中
央部である LP からＬＱの範囲に石材の集中が
確認できる。LA から LE までは花崗閃緑岩が
多いのに対して、LP から LQ はホルンフェル
スとチャートが多いという石質の違いが見られ
る。右岸では石材はＲＦに集中して多く、RA
から RI までのグリッド内に 92％の石材が存在
する。

（2）石材背景の検討（在来と搬入）
水門下流の右岸にはホルンフェルスの露岩を

見ることができる。周辺の地質概査でもホルン
フェルスが露出していることが分かっている
が、花崗閃緑岩の露出は見られない。右岸のす
ぐ北西方には色金山があり、頂上部には小牧・
長久手の戦いで徳川家康が腰を掛けたと言われ
る「床几石」があるが、これもホルンフェルス
である。
　周辺に花崗閃緑岩は存在しないとなると、ど
こかから搬入したことになる。この花崗閃緑岩
は優白質で片理が乏しく、カリ長石がやや大き
い特徴があり、10 ～ 20㎝ほどの暗色包有物が
見られる。領家帯花崗岩では「伊奈川花崗岩
体

（16）

」に属するものと思われる。
　『長久手町史』には愛・地球博記念公園内に

表 1　残石群における石材総数・石質の割合

図 7　長久手市域の地質図

猪鼻堰跡残石群
①

②

③

④

⑤

① 付加体、混在岩
② 堆積岩、非海成層砂岩、砂岩泥岩互層ないし砂岩・泥岩
③ 堆積岩、谷底平野・山間盆地・河川・海岸平野堆積物
④ 堆積岩、段丘堆積物
⑤ 堆積岩、非海成層礫岩

シームレス地質図 V2 を使用
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風化した花崗岩の露出があったとの記述があり
（長久手町 1983）、現地を実際に踏査したが、
地表面が整地されており、花崗岩を確認するこ
とはできなかった。何回か付近の地質調査をし
ている際に、リニモ公園西駅南側のロータリー
の景石中に残石群と同様の岩相で矢穴列をもつ
花崗閃緑岩を発見した。この石材がどこから
持ってこられたのか長久手市土木建築課に問い
合わせたところ、公園西付近の宅地造成の際に
地中から割石が多く出土し、その一部を景石と
してロータリーに設置したとの情報を得ること
ができた。この石材の計測値等の詳細は 10 章
で報告している。
　宅地造成地の地名は「石場」といい、荒れ地
であったというが、名古屋城の石垣用材として
の採石地であったという伝承も存在している

（長久手町 1983）。この伝承が事実とすれば、
水門にある花崗閃緑岩はこの「石場」で採石さ
れたもの可能性がある。（田口）

７　矢穴調査成果
（1）猪鼻堰跡残石群に残る矢穴痕について

石材を分割、加工する技術の一つとして、「矢
穴技法」がある。石材表面にミシン目状に複数
の穴（矢穴）を掘り込み、その中に「矢」と呼
ばれる楔状の工具を打ち込んで石材を任意の大
きさに分割する。分割された石材には、割面に
矢穴痕が残るため、これらを分析することによ
り使用された矢の個数、割面の設定など、過去
の採石、加工技術の一端を垣間見ることができ
る。矢穴痕は時代ごとに形状が変化することが
明らかになっており（森岡・藤川 2008）、石材
が分割された時期を推定するための手がかりと
もなりうる。
　猪鼻堰跡残石群では多数の残石に矢穴痕が残
るため、これらを分析することにより採石、加
工がおこなわれた時期の推定を行う。

図 8　グリッドごとの石質分布
L1  LZ  LY   LX  LW LV  LU  LT   LS  LR  LQ  LP   LO  LN LM  LL  LK   LJ   LI   LH  LG  LF   LE   LD  LC  LB  LA

R1  RZ  RY  RX RW RV   RU RT   RS  RR  RQ RP  RO RN RM  RL  RK   RJ   RI   RH RG  RF   RE  RD RC  RB  RA
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（2）矢穴痕を有する石材の分布
調査によって全 372 石のうち 37 石に矢穴痕

の残存が確認された。これらの石材は右岸側に
多く見られる傾向にある。矢穴が穿たれている
のはすべて花崗閃緑岩であり、ホルンフェルス、
砂岩などには一切確認されなかった。

（3）矢穴の大きさ
残石群に残るすべての矢穴、矢穴痕について、

先の森岡・藤川らによる研究を参考に各部を計
測した（図 9）。このうち、矢穴の大きさ（矢
穴口長辺×深さ）を示したのが図 10 である。
大きさの分布には傾向があり、大別して矢穴口
長辺 3 ～ 7㎝、深さ 2 ～ 7㎝の比較的小型の矢穴、
矢穴口長辺 8 ～ 16㎝、深さ 4 ～ 11㎝の比較的
大型の矢穴の 2 種を確認した。個別の矢穴形状
に目を向けると図 11 に示す通り、小型の矢穴
は矢穴口長辺に対し矢穴底短辺が狭く U 字状
となるのに対し、大型の矢穴は矢穴底短辺が広
くコの字状となる。大型、小型の矢穴は一つの
矢穴列上に共伴しないが、図 11 右では短辺側
面に大型矢穴、長辺側面に小型矢穴が確認され、
同一石材上に共伴する例もみられる。

（4）石材の形状
石材の形状は、石材上に設定される矢穴列（2

個以上の矢穴が一直線に並んだもの）により左
右される。各石材の矢穴列の本数を見ると、全
石材 37 石中 22 石は一列のみであるが、13 石
では 2 列、2 石では 3 列がみられた。複数の矢

図 10　猪鼻堰跡残石群における矢穴の大きさ

図 9　矢穴の各部名称（森岡・藤川 2008）

湯の花水門
名古屋城 ( 築城期 )
名古屋城 ( 宝暦期 )

矢穴口長辺 (cm)

深
さ
(c
m
)
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穴列がみられる石材は、石材の複数の側面を矢
穴列によりカットするため図 12 のように比較
的小型で方形に近い形状となる。しかし、本遺
跡ではこうした小型石材だけでなく、一辺が
1m近くになる大型の矢穴石も確認されている。
名古屋城搦手馬出では解体工事に伴い築石の寸
法を計測したが、表面縦長約 40㎝、横長約 80
㎝がその平均であったとしている（名古屋市編
2006）。先に示した大型の矢穴石はこの範囲に
収まり、築石面の規模は近世石垣にも使用でき
る大きさである。本遺跡内の残石は大半が埋没
し、特に控え等の長さが不明瞭なため結論付け
ることはできないが、近世石垣にも使用可能な
矢穴石が複数分布することは、残石の性質を考

えるうえでも重要な点であると考えている。

（5）矢穴が穿たれた時期の推定
残石が採石、加工された時期を明らかにする

ため、名古屋城の石垣に残る矢穴痕との形状比
較を行った。名古屋城は残石群から最も近い矢
穴技法による石垣を備えた近世城郭であり、石
材供給先の候補となること、史料により石垣の
構築時期が明確であることから、時期推定の手
がかりとなりうる。名古屋城を対象に検討した
研究（二橋 2022）で示した慶長 15 年（1610）
頃の築城期石垣の矢穴 66 例のほか、大天守の
天守台石垣にみられる宝暦 2 ～ 5 年（1752 ～
55）の「宝暦大修理」に伴い積み直された範囲

（17）

に残る矢穴 10 例を抽出し、残石群の矢穴と比
較した。
　上記のとおり、両者の矢穴の大きさを比較し
たものを図 10 に示した。残石群の大型矢穴は
名古屋城築城期（慶長）の矢穴と、小型矢穴は
宝暦大修理時の矢穴と大きさが類似する。また、
森岡・藤川らの矢穴編年（森岡・藤川 2008）
を参照したとき、前者は A タイプ（近世初期
に広く普及）、後者はCタイプ（江戸中期～現代）
に大きさが類似する。
　以上の点から、残石群では江戸時代前期と江

図 11　猪鼻堰跡残石群の矢穴 3Dモデル

A

a
A

a

B b

B b

C c

C

eE

e
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dD
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図 12　2列の矢穴列がある残石（石材番号RD4）
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戸時代中期以降の 2 時期にわたる石材加工の痕
跡を見出すことができた。ただし、C タイプ矢
穴については慶長期に出現、元和・寛永期には
多用されていた可能性を示す指摘（坂本 2019）
もあり、この場合採石、加工時期を 1 時期とす
ることも否定できない。
　いずれにせよ、矢穴形状の変遷には一定の振
れ幅が存在するため、本稿では周辺地域におけ
る残石の散布、刻印の存在、尾張名古屋城との
矢穴形状の類似を重視し、江戸時代初期と江戸
時代中期以降の 2 時期にわたる加工があったこ
とと推定しておきたい。（二橋）

８　刻印調査成果
（1）猪鼻堰跡残石群の刻印

猪鼻堰跡残石群で露出している石材をすべて
確認したところ、刻印がついているものを計 3
石発見した。どれも 1 石につき 1 個の刻印がつ
き、写真撮影と拓本によって記録した（図 13）。
　刻印 1 は「銭」と呼ばれるものの一種で、水
門下流の右岸にあるホルンフェルスの露岩に刻
まれている。平面位置は図 3 に示す通りで、刻
印の大きさは幅約 23cm 高さ約 24cm である。
ノミ痕は輪郭に沿って点々と刻まれているのみ

で、中央上部から左下部にかけては石材形状の
凹凸に影響されてノミ痕が省略されていた。
　刻印 2 は「八」と刻まれており、右岸の花崗
閃緑岩で確認した。大きさは幅約 8.5cm 高さ約
6cm で、ノミ痕は深さ約 1cm と深彫りされて
いた。刻印 3 も 2 と同様に「八」で、右岸の水
面近くの花崗閃緑岩で確認した。大きさは幅約
8cm 高さ約 4cm で、ノミ痕は深さ約 0.5cm で
あった。

（2）他事例との比較検討
残石群で確認した「銭」と「八」の刻印につ

いて、それぞれの特徴から他事例と比較するこ
とで刻印の評価について検討を行う。
　刻印 1 の図柄は高田祐吉が「銭」としている
刻印の一種と考えている（高田 1989）。ただし、
名古屋城で確認できる「銭」には多くで紐の表
現がされており、銭の穴に紐を通すように斜線
が入るものや銭の外側に斜線がつくものが大半
である。それに比べると刻印 1 には斜線が入ら
ず、銭のみを表現したものとなっている。名古
屋城にも類似した刻印はごく一部で確認でき、
本丸内堀西南隅外側石垣［015H

（18）

］に 1 点（細
川忠興丁場）、本丸内堀東南隅外側［026H］に

図 13　猪鼻堰跡残石群の刻印

刻印１（左 : 拓本、右 : 写真）

刻印２

刻印３0 5cm
0 3cm
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1 点（池田輝政丁場）、西之丸外堀榎多門土橋
東石垣［253W］に 1 点（福島正則丁場）・2 点（毛
利秀就丁場）のように数点確認したのみであ
る

（19）

。また、名古屋城の採石地を流用したと考え
られている豊橋市吉田城の石垣でも類似する刻
印を確認できる（高橋・柳 1972）。ただ、これ
らの刻印は大きさが 15㎝角程度で、刻印 1 と
比べると一回り小さい。これらのことから名古
屋城で完全一致するものは確認できておらず、
様々な大名が用いていることから大名の特定も
難しいと思われる。
　他城事例を参照すると、刻印 1 の図柄は黒田
家の家紋「裏銭紋」と類似する。江戸城では黒
田家の刻印として用いられており、赤坂御門石
垣では多数確認することができる。黒田家の採
石地とされる真鶴半島では「ししどの窟前」の
残石に見られるほか（菅野 2011）、沼津市戸田
の鍋島藩丁場でも類似する刻印がある（鈴木
2014）。大坂城でも黒田家の刻印として黒田家
丁場や採石地とされる小豆島天狗岩丁場で確認
できる。一方で名古屋城の黒田長政丁場では、
小豆島で見られる「丁」や「＃」の刻印が共通
するものの（高田ほか 2018）、「裏銭紋」の刻
印は確認できていない。
　刻印 2・3 の「八」は、文字自体に注目する
とどちらも払いの表現がされており、「八」で

あることは間違いないと考えられる。彫りの深
さや字体がやや異なっていることを考慮すると
同一工人ではない可能性がある。この「八」の
図柄が名古屋城で確認されているのは�1�箇所の
みで図14右の�1�点である。これは一般的な刻印

とは異なっており、名古屋城では「序数刻印」
と呼ぶ、根石から上へ順に�1�段ずつ数字を刻む
ものに含まれる「八」である。この序数刻印は
木村有作・服部英雄によって報告されており（木
村・服部�2021）、城内で唯一「三～十三」（十一が
欠）と上部まで続く箇所である。丁場境の目印
とも考えられ、刻印は寺澤広高丁場にあたる
（鍋島勝茂丁場との境）。序数刻印は城内でも
特異な刻印なため、刻印�2・3�がこれにあたる
とは考えにくい。また、類似する刻印としては
「◯に八」があり、本丸内堀東南隅内側石垣
［020H］（細川忠興丁場）や同外側石垣［027H］
（池田輝政丁場）、本丸馬出北東園路側石垣
［127H］（加藤嘉明丁場か）など様々な大名丁
場で見ることができる。
　「八」を他城事例で参照すると、大坂城でも
序数刻印と同様のものがあり、段数や間数ごと
に数字が刻まれる。その他に「八」を用いる事
例は確認できていない。名古屋城でも「一」や

「二」、「三」は大名の刻印として多く確認でき
るため、同様なものとして「八」があった可能
性がある。
　残石群で確認した刻印を評価するにあたって
図柄とともに特徴的なのが、刻印 1 のつけられ
ている位置である。刻印 1 があるホルンフェル
スの露岩は、残石群で最も大きい石材であり、
河床の岩盤と一連のため、江戸時代から動いて
いないと考えられる。周囲で最も目立つ石材と
いえるが、刻印がつけられているのは河川の流
路側の水面近くという目立ちにくい箇所である

（図 10）。
　伊豆半島の石丁場では、山の入口や街道沿い図 14　残石群の刻印と類似する他事例

「銭」刻印
本丸内堀東南隅外側

[026H]

「八」刻印
本丸内堀西内側石垣

[005H]

0 3cm

0 3cm
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など人目につきやすい箇所に一帯が大名の所有
物であることを示す「標識石」と呼ばれる目印
を見ることができ、名前や巨大な刻印を刻むも
のがある（鈴木 2014、栗木 2015）。これと比較
すると、刻印 1 は名古屋城の類例より一回り大
きく、刻印がつくホルンフェルスの露岩から採
石された痕跡がないことが共通する。また、一
見目立ちにくい水面近くも水上交通の視点から
は見えやすいと想定できる。採石地の探索の実
態は文献資料などにも残されていないが、川を
遡上しながら行った可能性もある。「銭」の図
柄が小豆島天狗岩丁場では黒田家丁場の標識と
して用いられていることも考慮すると、「標識
石」としての性格も視野にいれておきたい。（大
村）

９　猪鼻堰跡残石群の位置づけ
　ここまで猪鼻堰跡残石群の石材調査、矢穴調
査、刻印調査の成果を述べてきたが、それぞれ
の成果を整理し、歴史的背景も踏まえた残石群
の位置づけについて考察する。
　石材調査では残石群の石材 372 石の半数が周
辺に露頭がない花崗閃緑岩で、その採石地とし
て上流に位置する「石場」の可能性を指摘した。
矢穴調査では 37 石に矢穴を確認し、大きさに
よって 2 種類に大別できた。それぞれ名古屋城
の矢穴に類似するものがあり、江戸時代初期と
江戸時代中期以降の 2 時期に渡って採石があっ
た可能性を指摘した。刻印調査では 3 石 2 種類
の刻印を確認したが、名古屋城で完全に一致す
るものは現状確認できておらず、大名の特定に
は至らなかった。「銭」の刻印については「標
識石」とも想定されうることを示した。
　残石自体は名古屋城築城に伴うものと評価で
きることを前提として、歴史的背景を考慮する
と、猪鼻堰跡残石群の形成には①名古屋城の石
垣用材の集積場と②湯ノ花水門の建造に伴って

収集された用材という 2 つの可能性が考えられ
る。
　まずは集積場としての要素を見ていく。江戸
時代末期から明治時代初期にかけて刊行された

『尾張名所図会』には、残石群周辺の鳥瞰図が
描かれており、「猪鼻堰」は滝のような流れで
二段になって表現されている。天保 15 年（1844）
に書かれた『尾張志』には「猪は水の潴れるさ
ま鼻はすべてもののさし出る端にいふ」「石畳
を布き、両岸を距て、流を遮る」とある。ここ
から上部は用水として利用され、下部の石堰に
よって水流が大きく変わる場であったことが分
かる。猪鼻堰は水上交通の要所と考えられ、香
流川上流部で採石した花崗閃緑岩を運搬する際
の集積場として用いられた可能性がある。この
ため、ホルンフェルスの露岩には一帯の所有を
示す標識としての刻印が刻まれ、そこにはない
江戸時代初期の矢穴がついた花崗閃緑岩が集中
すると想定できる。江戸時代中期以降の矢穴も
見られることは、集積場が江戸時代を通して維
持され、名古屋城石垣の修理に利用されたこと
を示しているとも考えられる。
　一方で、現在残石群の上流にある湯ノ花水門
の歴史的背景をみると異なる可能性も指摘でき
る。現在のコンクリート造の水門を確認できる
最も古い古写真は昭和 60 年（1985）に撮影さ
れたもので、水門自体は現在と大きく変わりな
い。これ以前の記録は昭和 8 年（1933）まで遡
り、『長久手村誌』には「棚下の水門を廃し、
棚上より落水するように改修せり」（浅井
1934）とあることから当初は現在の一段下に水
門があったことが分かる。また、その前文とし
て「古来木材を以て棚とし水を引入せしが、大
正十一年地の常設員浅井延太郎、土木員浅井庄
太郎木材を巨石に換えコンクリートして頑丈せ
り」とある。つまり、大正 11 年（1922）に木
造の水門から巨石とコンクリート造の水門に建
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て替えられ、これが昭和 8 年（1933）に廃止さ
れている。文章のみで詳細は分からないが、コ
ンクリート造に建て替えるタイミングで他の場
所から用材として名古屋城の残石が搬入され、
土台として使用された残石が水門の廃止によっ
て現在のように露出したと考えることができる。
　以上、残石群の形成背景の 2 つの可能性を提
示した。残石自体は名古屋城築城に伴うものと
考えられるが、集積場とする場合は実際の採石
箇所が特定できておらず、水門用材とする場合
はホルンフェルスの露岩につけられた刻印の説
明ができない。どちらも確証が得られず、両者
の可能性が複合していることも考えられるた
め、あえて限定しない位置づけとしたい。（全員）

10　長久手市内に残存する残石
　長久手市内には猪鼻堰跡残石群のほかに、安

昌寺南、石作神社、助六 1 号墳墳丘上、神明神
社鳥居基礎、公園西駅ロータリーの 5 ヶ所で矢
穴のついた残石を確認している。分布状況は図
15 に示した通りである。残石の分布は特徴的
で、全て香流川流域に位置するといえる。安昌
寺向かいの残石と公園西ロータリーの残石は香
流川が形成した沖積平野（氾濫原）に、他の残
石は香流川に面した丘陵裾部に位置している。
① 安昌寺南残石（図 16、表 2- ①）

位置：長久手市岩作元門 1-11
立地：猪鼻堰跡残石群から約 120m 南西に位

置している。香流川の現流路からは 40m 離れ
ており、香流川の氾濫原に位置している。
　岩石特徴：石 1（図 13 右）は 10㎝程度の暗
色包有物、1㎝程度のカリ長石を含む。片理は
目立たない。石 2（図 14 左）は風化によって
オニオンストラクチャーが目立っている。

図 15　長久手市内の残石分布図
地理院地図 Vector を使用

0 200m

①

猪鼻堰跡残石群②

③

④

⑤
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　考察：石 1 は民家に立てかけられていること
から、この位置に置かれた時期は民家構築後で
ある。民家は戦後の構築と考えられる。

②石作神社残石（図 17、表 2- ②）
位置：長久手市岩作宮後 17-17
立地：石作神社の参道階段下に位置している。

香流川の現流路からは約 600m 離れた低丘陵
（岩作丘陵）の裾部に位置している。岩作丘陵
は猿投山から続く丘陵地帯の先端にあたる。
　岩石特徴：上面が自然面と考えられる。石材
は①と同じ特徴を有する。
　考察：残石にはしめ縄が巻かれ、石作神社の
御神体として祀られている。石作神社は社伝に
よると承和元年（834）に創建された神社である。
石作神社は『尾張名所図会』にも描かれており、
現在残石がある位置に巨石のようなものが表現
されている。

　周辺には 15 世紀後葉から 16 世紀初頭に築城
され 17 世紀前半に廃城となった岩作城が存在
したが、発掘調査や文献調査から石垣の存在は
確認されていない

（20）

。このため、残石は岩作城築
城時ではなく、名古屋城に伴うものと考えられ
る。

③助六 1 号墳墳丘上残石（図 18、表 2- ③）
位置：長久手市助六
立地：香流川右岸の丘陵地帯上に位置する神

明古墳群の一つである助六 1 号墳の墳丘上に位
置している。
　岩石特徴：カリ長石が小さいが、おおよそ①
と同様。暗色包有物を含む。
　考察：助六 1 号墳の石室を構成する石材は古
墳周辺では取れない花崗岩類である。また、石
室の天井石が発掘調査当時確認できなかった

（20）

こ
とから他の残石と近い採石地から古墳時代に採

図 16　安昌寺南残石 図 17　石作神社残石

表 2　長久手市内残石計測表

高さ 幅 長さ(控え) 矢穴口長辺 矢穴口短辺 深さ 矢穴底長辺 矢穴間隔 矢穴列長さ

1 花崗閃緑岩 55.1 60.1 97.9 1 5 10~11.1 - 6.5~8.7 5.8~6.9 10~11.8 97
2 花崗閃緑岩 73.6 33.5 121.5 1 0 - - - - - -

② 1 花崗閃緑岩 33 108 83.5 1 2 14.5 9.2～9.5 12 9.5 110.8
③ 1 花崗閃緑岩 38.5 90 59.5 1 2 10.6~11 10.8~11.4 6.5~7.5 9.2 78

1 花崗閃緑岩 65 79.5 (5.0) 1 2 12.8~13.4 8 7.8 5.8 79.5
2 花崗閃緑岩 79.6 75 (4.0) 1 2 12.3 6.5~7.8 9.5~9.7 4.8 75
花崗閃緑岩 列1:2 (7.0)~10.2 7.2~8.3 (4.0)~7.6
花崗閃緑岩 列2:2 (6.5)~9.0 8.2~9.1 (5.5)~5.8 8.6

石材上面
2(51.0) 91 42.5

矢穴
列数

石材大きさ(cm) 矢穴底大きさ(cm)
石質 矢穴数

①

④

⑤

残石
番号

石材
番号

1

表2　長久手市内残石計測表

石材上面
石材側面
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石され、江戸時代に矢穴技法を用いて割られた
石と考えられる。なお、名古屋城築城時にこの
地域の石材が運ばれたという伝承がある

（20）

。

④神明神社鳥居基礎石（図 19、表 2- ④）
位置：長久手市神門前 13
立地：神明神社の一の鳥居の基礎として使用

されている。
　岩石特徴：斑晶 2㎝程度の長石を含む。
　考察：神明神社は文献資料では『寛文覚書』
に登場する。鳥居には「寛文二年壬寅二月吉日」
という銘がある。このことから鳥居基礎石は寛
文 2 年（1662）に設置されたことがわかる。矢
穴形状から鳥居基礎石は 16 世紀末～ 17 世紀初

に採取されたと考えられるため、寛文 2 年当時、
残石として放置されていた石材を鳥居基礎とし
て再利用したと考えられる。

⑤公園西駅ロータリー残石（図 20、表 2- ⑤）
位置：長久手市石場
立地：リニモ公園西駅及び駅周辺の開発時に

出土した石材をロータリーに集積させている。
そのうちの 1 石が⑤である。
　岩石特徴：斑晶 2㎝程度の長石を含む。
　考察：公園西駅が開業した平成 17 年（2005）
頃に現在の位置へ設置されたと考えられる。

⑤は長久手市石場にて造成工事を行った際に
際に出土した石の一つである。⑤を含む一部の
石が公園西駅ロータリーに移設され、残りは駅
に隣接する 2 号調整池内に移設された。
　出土地点の石場は香流川に面した谷に位置し
ている。石場という地名は採石場や集積場を想
起させるが、現在は宅地化しており、詳細は不
明である。（高橋）

11　おわりに
　江戸時代に開発された石丁場は、発端が築城
であっても質の良い石材が採掘できる場所は掘
削が続けられるため、当初の姿は留めない。現
在遺跡として見られるのは採掘し尽くされた最
終段階の姿である。名古屋城の石丁場は各所に

図 19　神明神社鳥居基礎石

図 18　助六 1号墳墳丘上残石

図 20　公園西駅ロータリー残石
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候補があるが、当時の姿とは異なっているため、
簡単には比定できない。
　今回、多角的な調査によって猪鼻堰跡残石群
を検討したが、集積場か水門用材かの結論を出
すことはできなかった。集積場とみると名古屋
城築城の実態を示す一例として評価でき、水門
用材であったとすると江戸時代の灌漑施設の築
造に名古屋城築城の残石を利用するような高度
な技術が用いられたといえる。いずれにせよ

（旧）猪鼻堰の重要性を確認するとともに、貴
重な土木資料が得られたことになる。今後も議
論を重ねたい。
　また、猪鼻堰跡残石群を対象にフォトグラメ
トリなどを活用したことで、有志だけの調査で
も多くの知見・成果が得られたと考えている。
名古屋城の採石地は未調査のものが多く、同様
の調査を継続することによって採石の実態が解
明されていくのを願っている。（服部）

謝辞
本稿の執筆にあたり、以下の方々からご助言ご
協力いただきました。末筆ながらお礼申し上げ
ます（敬称略・五十音順）。　高田祐一　津村
善博　中野光孝　森　勇一

注

（１）�長久手市生涯学習課所属。注のない執筆者は名古屋城調

査研究センター所属。

（２）愛知県埋蔵文化財調査研究センター所属。

（３）名古屋地学会会員。

（４）�本稿での「採石地」は一定の採石エリア（地域）のこと

を指し、「石丁場」と同義ではない。

（５）�篠島は奈良時代から三河国・志摩国・伊勢国と所属が何

度も変わっており、江戸時代初期は伊勢国であったと考

えられている。それが少なくとも江戸時代末期には尾張

国に変わり、現在まで至る。

（６）�「播磨」「摂津」「御影石」「赤目石」などと記載されてい

るが、判定基準は不明である。

（７）�「河戸（かうづ）」が文献資料に記載されているのは細川

家文書である（三月二十七日　忠利差出し長岡内膳宛て、

『綿考輯録』第四巻・出水叢書二一頁）。これが長年に渡っ

て「からつ」と誤読され、肥前唐津が採石地のひとつに

挙げられていたが、正しくは河戸である（後藤 2022）。

(８) 篠島を記した文献資料として『清正記』が参照され、

「清正も伊勢浦にて石をわらせ」内の「伊勢浦」が篠

島を指すとする（高田�1999）。ただし篠島には伊勢浦と

いう古地名はなく、確実な記載とは言い難い。

(９) 高田祐吉は名古屋城周辺の石に関連する地名などを収集

し、多くの採石地の候補を挙げているが（高田�1999）、

今回は省略した。この他に摂津なども採石地とされるこ

とがあるが、文献資料などへの記載は確認できていない。

（10）�小豆島は名古屋城の公儀普請に参加した大名の丁場があ

ることから、名古屋城の採石地とされることがあるが、

名古屋城に関連する文献資料には記載が出てこない。

（11）�『尾張名所図会』（図 3）には国立国会図書館デジタルコ

レクションを使用した。

（12）�『庄内川流域史』第 2 章第 1 節の記載より（建設省中部

地方建設局庄内川工事事務所 1982）。

（13）�『長久手の地名展－岩作編』平成 15 年度長久手町郷土資

料室特別展図録の記載より（長久手町教育委員会

2003）。

（14）�『長久手の地名展－上郷編』平成 15 年度長久手町郷土資

料室特別展図録の記載より（長久手町教育委員会

2003）。

（15）�木村有作「名古屋台地の水環境」を参照のこと（木村

1999）。

（16）�岩石の詳細については田口一男ほかの論文を参照のこと

（田口・佐藤・中野 2019）。

（17）�宝暦大修理にかかる積み直し範囲は、当時の史料を精査

した麓・加藤の研究（麓・加藤 2009）により明らかとなっ

ており、当該範囲の石垣は方形石材による布積みとなる。

石材は小牧市岩崎山産の花崗岩を多用する傾向にあり

（田口・佐藤・中野 2019）、本稿でもこの特徴を有する

石材で矢穴痕を計測した。
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（18）�参考までに平成 29 年（2017）より作成している石垣カ

ルテで付与した石垣番号を併記する。

（19）�これまでに名古屋城の刻印を全点調査したものはなく、

部分的に確認している高田祐吉、川地義郎の調査資料を

参照して刻印を確認した（大村・服部 2023）。このため、

確認できていない刻印は多数あり、今後残石群と同様の

刻印が新たに確認される可能性は十分ある。

（20）�『長久手町史』資料編 5 考古の記載より（長久手町

1997）。
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高さ 幅 長さ(控え) 矢穴口長辺 矢穴口短辺 深さ 矢穴底長辺 矢穴間隔 矢穴列長さ

1 6.0 3.0 4.6 3.0 ―
2 5.0 ― 4.5 3.5 7.0
3 6.0 ― 4.5 4.0 6.0
4 5.0 ― (4.5) 4.0 ―
1 4.5 ― 4.0 3.0 5.7
2 5.5 ― 4.0 2.5 6.5
3 4.0 ― 2.7 3.0 ―
1 3.5 ― 4.0 2.3 7.8
2 4.0 ― 2.0 3.0 7.5
3 4.5 ― 3.0 3.0 ―
1 (6.0) ― 10.0 (4.5) 6.0
2 (10.0) ― 10.0 5.0 4.0
3 (11.0) ― (8.5) (6.0) ―
1 (4.0) ― 5.5 2.0 6.0
2 ４ ― 5.0 3.0 6.0
3 5.0 ― 6.0 (3.0) 6.0
4 5.0 ― ― ― 6.5
5 4.0 ― ― ― ―
1 7.0 ― 3.5 4.0 6.5
2 5.0 ― 4.0 3.5 (8.0)
3 (5.5) ― 5.5 (3.5 ―

1 1 5.0 ― 5.5 3.5 ―
1 4.0 ― 4.5 2.5 5.0
2 3.5 ― 5.0 2.0 5.5
3 4.5 ― 3.5 2.5 ―
1 13.0 ― 7.5 7.0 4.0
2 ― ― 8.0 9.0 ―

1 1 5.5 ― 5.0 3.0 8.5
2 2 5.0 ― 5.0 3.0 ―
3 3 13.0 ― 9.0 8.0 15.0

1 4.0 ― 3.0 3.0 8.0
2 4.5 ― 4.0 3.0 8.0
3 4.0 ― 4.0 3.0 ―
1 4.0 ― 4.5 3.0 6.5
2 3.5 ― 3.0 2.5 (20.5)
3 4.0 ― 4.0 2.5 7.0
4 4.0 ― 4.0 2.5 ―
1 10.5 ― (5.0) 7.0 8.0
2 8.5 ― 8.0 7.0 ―
1 (5.0) ― (5.0) 10.5 5.5
2 10.0 ― 8.5 9.0 6.0
3 10.5 ― 10.0 6.0 5.0
4 15.0 ― 11.0 8.0 ―
1 11.0 ― 8.0 9.0 13.0
2 ― ― 9.0 ―
1 9.0 ― 5.5 7.0 12.0
2 7.0 ― 5.8 6.0 ―

LK3 花崗閃緑岩 50.0 111.0 36.0 1 1 (6.0) ― 4.5 (4.05) ― 111.0
1 4.5 ― 4.0 3.0 ―
2 6.5 ― 4.5 3.5 6.0
1 ― ― ― ―
1 2.0 ― 3.5 3.5 12.0
2 5.5 ― 3.5 3.0 9.5
3 5.5 ― 3.5 3.5 ―
1 11.0 3.0 7.5 ― 9.5
2 9.5 ― 7.0 3.0 ―

RD1 花崗閃緑岩 28.0 76.0 92.0 1 1 15.0 ― (12.0) 6.5 ― 28.0
1 1 12.5 (2.0) (2.0) (12.0)
2 2 5.0 ― 5.0 4.5 5.5
2 3 5.0 ― 8.0 ― ―

RD3 花崗閃緑岩 41.0 63.0 41.0 1 1 5.0 ― 6.0 2.0 ― 41.0
1 (12.0) ― 12.5 6.5 4.5
2 13.0 ― 11.0 8.0 5.0
3 11.0 ― 10.5 7.5 ―

2 1 15.5 ― 10.5 9.0 6.5 56.0
1 1 4.5 ― 4.5 3.0 3.0 50.0

1 5.0 ― 4.5 2.5 4.0 40.0
2 5.0 ― 6.5 3.0 4.0 ―
3 4.0 ― 4.5 2.5 3.5 ―
1 5.0 ― 3.5 3.0 ― 15.0
1 5.0 ― 5.0 4.0 9.0 62.0
2 5.5 ― 4.0 5.5 9.5 ―
3 5.0 ― 5.5 3.5 ― ―
1 6.5 ― 6.0 4.0 5.5 90.0
2 6.0 ― 6.0 3.5 5.0 ―
3 6.0 ― 6.0 4.0 7.0 ―
4 7.5 ― 6.0 4.5 5.0 ―
5 9.0 ― 6.5 4.0 5.0 ―
6 6.0 ― (4.5) (4.0) 4.5 ―
7 ― ― ― ― ― ―
1 (6.0) ― (4.5) (4.0) 7.0 (38.0)
2 5.0 ― 4.0 4.0 6.0 ―
3 6.5 ― 5.0 4.5 ― ―

66.0

―

―

9.0

―

64.0 56.0 104.2
64.0

82.5

32.0

37.0

―

66.0

95.0

69.0

98.5

―

RA2 1

RE1

1

2

RD2

RD4
1

RD5
2

花崗閃緑岩 73.0 90.0 54.0

40.0 50.0 54.0

LG1 1

LK1

LK2

1

2

3

1

RA1

1

2

LB1 1

LC1
2

LC2

LC3 

LF1 1

1

石材大きさ(cm) 矢穴底大きさ(cm)石材
番号

矢穴
番号

矢穴列
番号

石質

3

1

LA1

LA2

2

1

2

6.9

57.0

42.0

68.0

花崗閃緑岩

38.0 58.0 46.0

(47.0) 82.5 58.5

56.5 69.0 22.0

― 66.0 78.0

35.0 (42.0) 32.0

43.0 37.0 86.0

83.0 ― 34.0

51.0 52.0 100.0

59.0 ― 98.5

― ― ―

59.0 95.0 49.5

50.0 69.0 106.0

40.0 ― (50.0)

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

表３-1　猪鼻堰跡残石群　残石一覧 (1)表 3－1　猪鼻堰跡残石群　残石一覧（1）
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高さ 幅 長さ(控え) 矢穴口長辺 矢穴口短辺 深さ 矢穴底長辺 矢穴間隔 矢穴列長さ

1 (12.0) ― (10.0) 7.0 5.5 77.0
2 (12.5) ― (11.0) (7.5) ― ―
1 4.5 ― 5.0 3.5 6.0 60.0
2 5.0 ― 5.0 3.5 5.5 ―
3 ― ― ― ― ― ―

RE6 花崗閃緑岩 40.0 55.0 (55.0) 1 1 5.5 ― 5.5 4.0 ― 40.0
1 1 5.0 ― 5.5 4.0 ― 40.0

1 6.0 ― 6.0 4.5 4.5 41.0
2 5.5 ― 5.0 4.5 4.0 ―
1 5.5 ― 4.0 3.5 5.0 82.0
2 (5.5) ― 5.0 (4.0) (6.0) ―
3 4.5 ― 4.5 4.0 4.5 ―
4 5.0 ― 6.0 3.5 (5.0) ―

RF1 花崗閃緑岩 ― 49.1 72.6 1 1 10.0 ― 9.0 7.0 ― 59.0
RF2 花崗閃緑岩 ― 42.5 55.5 1 1 14.2 ― 11.5 7.3 ― 77.5

1 13.4 ― 10.6 10.5 9.0 ―
2 13.0 ― 10.5 8.5 ― ―
1 5.4 ― 5.5 3.0 6.0 64.0
2 4.5 ― 5.0 3.0 6.5 ―
3 7.0 ― 5.0 3.5 ― ―
1 10.5 ― 7.3 5.5 4.8 109.5
2 9.5 ― 6.8 4.8 5.5 ―
3 7.3 ― 9.5 5.0 ― ―
1 8.0 ― 9.5 4.0 4.0 ―
2 8.0 ― 9.5 2.5 (9.0) ―
3 8.0 ― 9.5 4.5 (9.5) ―
4 8.5 ― 11.0 6.0 8.0 ―
5 8.0 ― 10.5 5.0 ― ―
1 4.0 ― 4.7 2.0 5.7 78.5
2 4.4 ― 5.2 2.5 5.0 ―
3 4.7 ― 4.5 2.0 4.0 ―
4 5.0 ― 6.5 2.2 4.0 ―
5 (6.0) ― 6.0 3.0 ― ―
1 4.5 ― 4.0 2.5 8.0 94.5
2 4.0 ― 3.5 2.5 ― ―
3 4.0 ― 2.5 2.5 7.5 ―
4 4.5 ― 4.5 3.0 ― ―
5 5.0 ― 5.5 2.5 4.1 ―
6 5.0 ― 5.4 3.0 7.4 ―
7 4.3 ― 4.5 3.0 8.0 ―
8 4.0 ― 3.0 3.5 ― ―
1 ― ― ― ― 6.5 95.0
2 4.5 ― 3.0 ― 8.0 ―
3 4.0 ― 3.5 ― 2.5 ―
4 3.5 ― 3.5 ― 6.0 ―
5 5.5 ― 3.5 ― 6.0 ―
6 4.5 ― 2.5 ― (4.5) ―
7 ― ― ― ― (6.5) ―
8 (4.5) ― 3.5 ― 8.0 ―
9 5.0 ― 4.5 ― 2.5 ―
1 4.0 ― 4.5 3.0 6.0 ―
2 (3.5) ― 3.0 (3.5) (5.5) ―
3 (3.8) ― 4.5 (3.0) 8.5 ―
4 4.5 ― 4.5 3.5 6.3 ―
5 5.0 ― 5.0 3.0 4.0 ―
6 (4.0) ― 4.0 2.0 (4.0) ―
7 2.5 ― 3.0 2.0 6.0 ―
8 5.0 ― (5.0) 3.0 3.0 ―
9 4.0 ― 4.0 3.0 ― ―
1 (6.0) ― 6.0 3.0 (6.0) 118.0
2 5.5 ― 7.0 (2.5) (5.5) ―
3 (5.5) ― (5.0) 3.5 (6.5) ―
4 (5.5) ― (5.0) 3.5 (8.0) ―
5 (5.0) ― 4.0 3.5 ― ―
1 6.0 ― 2.0 2.5 2.1 98.5
2 4.5 ― 5.0 2.5 7.5 ―
3 4.0 ― 4.5 2.5 7.0 ―
4 5.0 ― 5.0 3.0 ― ―

33.0 98.5 43.0

23.0 95.0 30.0

48.0 118.0 53.0

77.5

54.0 78.5 56.0

26.0 94.5 29.5

矢穴
番号

石質
石材大きさ(cm) 矢穴底大きさ(cm)石材

番号
矢穴列
番号

1

1

RE4

RE5

RE7
2

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

60.0

RF10 1

RF3 1

1RF4

1

RF5

2

RF6

RF8

1

2

RF9 1

花崗閃緑岩

RE8 1

1

RF7 1

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

82.0 54.0 36.0

63.0 77.8

花崗閃緑岩

花崗閃緑岩

77.0 78.0 37.0

39.0 27.0

40.0 43.0 52.0

40.0

44.5 50.0

56.7 ―

表３-2　猪鼻堰跡残石群　残石一覧 (2)表 3－2　猪鼻堰跡残石群　残石一覧（2）
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名古屋城跡石垣における大名丁場間の矢穴形状比較　
─矢穴縦断面形状を中心に─

二橋　慶太郎

キーワード
石垣　矢穴　公儀普請　前田家　鍋島家

はじめに
　近世初頭の慶長～寛永期は、幕府の公儀普請
等を通じて、全国的に城郭石垣の構築が盛んに
おこなわれた。その石垣用材採石のために使用
されたのが矢穴技法である。慶長 15 年（1610）、
公儀普請により築造された名古屋城石垣も同様
の技法が多用されており、普請に参加した大名
家間の技術的特徴の検討が可能となっている。
　本稿ではこの点に着目し、城内 13 家分の石
垣に残る矢穴痕を計測、各家の矢穴縦断面形状
を比較した。これにより、各家の採石、加工技
術にかかる技術的特徴の一端を把握することを
目指した。

１　研究史の課題と本論の目的
　矢穴技法の技術的進展について、坂本は、肥
前名護屋城普請を通して矢穴技法が普及、徳川
期大坂城普請により技術の平準化が達成された
と指摘、その背景には徳川政権による普請組織
の管理、統制の強化があったとした（坂本
2019）。
　高田祐一は、これらの普請を担った各大名家
の矢穴形状を比較、その技術差を指摘するとと
もに、矢穴横断面形状の時期的変遷案を示した

（高田祐一 2019、2023）。　
　名古屋城跡における石垣に対する研究として
は、高田祐吉による石垣刻印に対する詳細な検
討があり、公儀普請に参加した各大名の丁場割
が検討可能となっている（高田祐吉 2013）。石
垣構築技術については、石川県金沢城調査研究
所による「金沢城石垣構築技術等比較研究事業」
により、金沢城跡の比較対象として主要大名家
の石垣が取り上げられ、その中で名古屋城跡も

報告されている（石川県金沢城調査研究所編
2012）。しかしながら、研究の主眼が隅角部の
形状、石材の積み方等、城郭における石積み技
術であったこともあり、矢穴の形状等、石材産
地における採石技術までは触れられていない。
　以上の通り、名古屋城跡石垣においては矢穴
等の採石、加工技術に対する検討がほとんどな
されてこなかった。しかしながら、名古屋城跡
は豊富な史資料、高田祐吉の研究により石垣と
施工した大名家を結びつけることが可能である
ため慶長後期における各家の採石、加工技術の
特徴を推し量ることができる。加えて、名古屋
城跡の築城時期は矢穴技法萌芽期（肥前名護屋
城）、確立期（徳川期大坂城）の間にあるため、
矢穴技法の平準化過程を探るうえでも重要であ
る。
　筆者はこうした視点に立ち、名古屋城跡石垣
における築城期採石、加工技術の一端を明らか
にするため、石垣に残る矢穴痕に対し三次元計
測を実施、基礎資料として矢穴縦横断面の形状
を示した。これに他遺跡との比較を加え、矢穴
形状の分類、機能差について検討した。その結
果、矢穴の大きさ（矢穴口長辺×深度）、矢穴
間隔について大名丁場ごとに差異が現れる可能
性を示したが、横断面を計測可能な未割矢穴

（1）

を
調査対象としたことによる資料数の不足によ
り、その傾向について十分把握できなかった（二
橋 2022）。
　そこで本稿では、前稿で示したように大名間
で差異の兆候が見られ、一定の資料数を確保で
きる矢穴縦断面、矢穴間隔について、城内大名
丁場ごとに計測を行った。これにより、慶長後
期における各家の採石技術の特色をより詳細に
把握し、近世における採石加工技術解明の一助
となることを目指す。
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２　研究の対象及び方法
　本稿は、名古屋城跡内に存在する築城期石垣
を調査対象とした。築城期石垣の定義は、打込
接、乱積み、布積み崩しで構築され、名古屋城
築城以降の石垣修理履歴をまとめた『名古屋城
石垣災害・補修一覧』（名古屋市教委他 2002）
に積み直し履歴が記載されていない石垣とし
た。この中から雑草等により表面が観察できな
い箇所、刻印等が皆無で担当大名を識別できな
い箇所を除いた、計 13 家分（図 8）の石垣で
矢穴痕の計測を行った。
　計測は大名丁場ごと同様の条件で行うため
に、石垣面の上面から下端へ至る約 100㎡の調
査エリアを設定し、築石表面に確認できる矢穴
痕をすべて計測した。具体的な調査範囲は図 9
～図 18 のとおりである。
　矢穴痕の計測部位は、矢穴痕 1 点ごとに矢穴
口長、深さ、矢穴底長辺とし、矢穴列となる場
合は矢穴同士の間隔（ピッチ）、矢穴列の長さ
も含めた（図 1）。実際の計測は、矢穴痕の多
くが手の届かない箇所にあるため、名古屋城調
査研究センターが作成した石垣の三次元計測モ

デルを Cloud Compare（ver2.12　alpha）にエ
クスポートし、同ソフトウェアの計測機能を用
い実施した。なお、各石垣の担当大名推定は、
高田祐吉 2013、「名古屋城町場請取絵図」を参
考とした。

３　調査の結果
　上記の方法による計測から得られた結果をも
とに、各大名丁場における矢穴形状の特色を述
べる。
（1）矢穴石の数、石材種
　グラフ 1 は、先述の各丁場調査範囲内におけ

花崗閃緑岩

花崗岩

花崗斑岩斑レイ岩

砂岩
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加藤嘉 ⿊⽥ 浅野 加藤清 蜂須賀 細川 前⽥ 池⽥ ⽥中 鍋島 ⼭内 ⽣駒 ⽑利

⽯
材
個
数

花崗閃緑岩 花崗岩 花崗斑岩 斑レイ岩 砂岩

グラフ 1　各大名丁場の矢穴石数と石材比率

図 1　矢穴の各部名称（森岡・藤川 2008）
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る矢穴石の数および石材種の内訳を示したもの
である。石垣表面の苔、雑草等により範囲内全
ての石材を目視できたわけではないが、平均し
て各家 100㎡以内で 45 石分の矢穴を有する石
材を確認した。ただし、田中、池田、鍋島家等
は 50 石を超えるのに対し、蜂須賀、山内家等は
30 石未満であり、丁場ごとに差異が確認される。
　石材種について、今回の調査範囲内では花崗
閃緑岩、花崗岩、砂岩の 3 種が主に確認された。
その比率は丁場ごとに差異があり、加藤家、黒
田家等の 9 家では花崗閃緑岩を多用、砂岩は客
体的であった。一方、鍋島家はその逆で砂岩を
多用、前田家は砂岩のみであった。
　このほか、細川家、田中家は花崗岩、浅野家
では花崗斑岩が多用されていた。

（2）矢穴痕の大きさ
　グラフ 3 ～グラフ 15 は、矢穴口長辺×高さ
によって示される矢穴痕の大きさを散布図とし
て示したものである。全体の傾向として、矢穴
口長辺は 8 ～ 14㎝、深さは 4㎝～ 10㎝に分布

するものが多い。
　丁場ごとに概観すると、前田丁場は矢穴口長
辺 6 ～ 11㎝、深さ 3 ～ 7㎝に大半が集中し、今
回の調査対象内ではもっとも小さい。加藤嘉丁
場もこれに類似する。これに次いで、加藤清、
鍋島、浅野、黒田、毛利の各丁場は矢穴口長辺
8 ～ 13㎝、深さ 4 ～ 9cm と一回り大型となる。
調査範囲内で最も大きさの分布域が広いのは細
川、池田、田中、蜂須賀、生駒丁場であり、矢
穴口長辺 8 ～ 16㎝、深さ 4 ～ 12㎝とばらつき
が大きく、大型の矢穴痕も含まれる。
　石材種矢穴痕の関係に目を向けると、蜂須賀
家、細川家の砂岩に穿たれた矢穴痕は花崗岩、
花崗閃緑岩の矢穴痕よりも小型の傾向があり、
砂岩のみで構成される前田家の分布に近い。し
かしながら、鍋島家では砂岩、花崗閃緑岩の間
に大きな形状差は見られなかった。

（3）矢穴間隔
　グラフ 2 は、各大名丁場の矢穴間隔を石材種
ごとに示したものである。

グラフ 2　各大名丁場の石材種ごとの矢穴感覚
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　最も矢穴間隔が広いのは前田家であり、矢穴
間隔 7㎝以上が 50％を占める。加藤嘉、加藤清、
池田家がこれに次ぎ、黒田、鍋島、山内、生駒
は上位 25％でも最大 5 ～ 7㎝程度であった。
　各丁場内における石材種ごとの矢穴間隔は、
サンプル数にばらつきがあるため正確な比較と
はならないものの、花崗閃緑岩等と砂岩の間で
大きな差異は見られなかった。

（4）小結
　以上、各大名丁場における石材種、矢穴の大
きさ、矢穴間隔について概観した。これらの観
点から各家の特質をまとめると下記のようにな
る。

① �小型矢穴（矢穴口長辺 8 ～ 12㎝、深さ 4 ～ 6
㎝）で矢穴間隔が極端に長いもの（平均 8㎝）。

前田家が相当。
② �小～中型矢穴 （矢穴口長辺 8 ～ 14㎝、深さ

4 ～ 10㎝）で、矢穴間隔が中程度のもの（平
均 6㎝）。加藤清家、加藤嘉家、池田家が相当。

③ �小～中型矢穴 （矢穴口長辺 8 ～ 14㎝、深さ
4 ～ 10㎝）で矢穴間隔が短いもの（平均 3㎝）。
山内家、浅野家、鍋島家、黒田家が相当。

④ �中～大型矢穴（矢穴口長辺 6 ～ 16㎝、深さ
4 ～ 12㎝）で矢穴間隔が短いもの（平均 3㎝）。
蜂須賀家、細川家、田中家、生駒家、毛利
家が相当。

　筆者は前稿において、矢穴口長辺 8 ～ 12㎝、
深さ 4 ～ 8㎝のⅠ-A 類、矢穴口長辺は同等で
深さが 8 ～ 12㎝のものをⅠ-B 類と設定、前者
を小型転石用、後者を大型石材の分割用と推定
し、砂岩に穿たれたⅠ -A 類の中には矢穴間隔

図 2　前田家の矢穴痕（上）・鍋島家の矢穴痕（下）（二橋 2022を一部改変）
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が 長 く な る も の が あ る と 推 定 し た（ 二 橋
2022）。今回の結果でも砂岩を多用する前田家
は①に、花崗岩を多用する細川家では④に当て
はまる傾向にあった。しかしながら、石材の材
質と上記の矢穴の在り方は必ずしもすべての丁
場で一致せず、前田家と同じく砂岩を多用する
鍋島丁場の場合は深さ 8㎝以上の矢穴も存在す
る。矢穴間隔も平均 3㎝と比較的狭い（図 2）。
　以上に示した同種の石材にも関わらず矢穴の
穿ち方に差異が現れる状況は、両家の技術的特
徴を反映したもの推定されるため、以下では前
田家、鍋島家の石垣に焦点を当て、差異が生じ
た背景を検討していく。

４　前田家、鍋島家における矢穴形状の差異
　先述の通り、前田家、鍋島家の石垣は、砂岩
を多用するという点で共通点がみられたが、矢
穴の大きさ、間隔には違いがみられた。こうし
た違いはどのように現存する石垣の現況に反映
されているのか、石垣表面の観察を通し考察す
る。

（1）名古屋城普請の経緯　－前田家と鍋島家－
　先述の通り、名古屋城石垣は 20 家の大名家
による公儀普請により構築された。請負坪数は
石高により決定されたが、前田家、鍋島家を含
む 11 家は石高より 3 割増の役高が課された。
前田家は参加大名中で最も石高が多かったた
め、役高 134 万石、坪数にして 5076 坪と 20 家
中最大の範囲が割り当てられた（及川 2022）。
実際の丁場は二之丸東側、南側の大部分のほか、
西之丸、御深井丸等に散在する。
　鍋島家の役高は、前田家と同じく石高に対し
3 割増で 46 万石、1770 坪であった。これは役
高が明かな 19 家中 4 番目の規模である。本丸
ほか、西之丸、御深井丸の水堀に面した石垣を
中心に担当した。

　前田家、鍋島家はともに広大な普請面積を担
当した主要大名であるが、前者が二之丸であっ
たのに対し、後者は将軍が訪れる本丸を含む等、
担当範囲には違いがみられた。

（2）両丁場における石垣の様相
　前田家、鍋島家の石垣について築石部を比較
すると、両者とも矢穴技法による割石で構成さ
れ、面の形状はともに不揃いではあるが大きさ
に大きな違いは見られない。
　ただし、その据え方には差異がみられる。名
古屋城跡における多くの石垣では、割面が石垣
の表面になるよう積み上げられるのが大半であ
るが、前田家では石材の自然面（図 3）を表面
に据えるものが目立つ。前田家、鍋島家の調査
範囲においてその位置を〇で示したのが図 4 で
ある。自然面を表面とする石材は鍋島家 18 石
に対し、前田家は 36 石と差異がみられた。
　名古屋城跡内の石垣においては、これら築石
の間には、隙間を埋めるため間詰石と呼ばれる
小型の石材を詰め込むのが一般的である。その
密度は、鍋島家は間詰石を隙間なく詰め込むの
に対し、前田家はところどころ隙間がみられる。
当初は存在した間詰石が抜け落ちた結果と考え
られるが、その一因として、築石が石垣内で安
定せず、ズレが生じたことが挙げられる。実際
に、築石部を見ると鍋島家は表面が平滑である
のに対し、前田家は築石面の向く方向が一定せ
ず凹凸がみられる（図 5）。
　以上に示した様相差の背景には様々な要因が
考えられるが、矢穴形状の点からは、石割り対
象石材の大きさの違いという視点を提示した
い。
　先行研究においては、天正～寛永期の石垣用
材採石に用いられた矢穴は、時期が下るにつれ
砕石の対象は大型化、それに合わせて矢穴の大
きさ、特に深さが増大することが知られている
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図 5　築石部表面の状況（左 : 前田家（135N石垣）・右 : 鍋島家（2230石垣））

図 3　築石部における自然面（左）・割面（右）（135N石垣）

図 4　自然面が残る築石の位置（左 : 前田家（135N石垣）・右 : 鍋島家（2230石垣））

1/80
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1/200
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（高田 2019）。すなわち、石材規模と矢穴の大
きさは相関関係にあり、慶長期築造の名古屋城
石垣においてもこれは同様と考えられる。
　この視点に立ち改めて両家の矢穴を概観する
と、前田家では小型で広い矢穴間隔でも分割可
能な小型の砂岩を採石対象としたため、割面に
余裕がなく、自然面も残さざるを得なかったの
ではないか。そうした石材は控え長も短く石垣
上でも安定性に欠けると考えられる。
　対して、鍋島家も同様の砂岩を用いるが、矢

穴の規模が若干大きく、矢穴間隔も狭い。緻密
な矢矢穴間隔で分割可能なより大型の砂岩を求
めたか、小型の砂岩であっても細かな分割を行
い多くの割面を作り出そうとした可能性がある。
自然面を面とする状況も前田家に対し少ない。

（3）予察　同時期における他城の状況
　上記に示した現象が他城でも共通するもので
あるか確認するため、名古屋城跡とほぼ同時期
に築造が行われた前田家金沢城跡、鍋島家佐賀

図 6　�左：金沢城辰巳櫓下南面 1140S2（滝川編 2012を一部改変）�
右：佐賀城天守台北西隅角部（市川 2012を一部改変）図 6　左 :金沢城辰巳櫓下南面 1140S2( 滝川編 2012 を一部改変 )

右：佐賀城天守台北西隅角部 (市川 2012 を一部改変 )

図 7　�左：俵大池南丁場跡石材（金沢城調査研究所編 2008を一部改変）�
右：川上石丁場 15番石材（高田 2019を一部改変）

1/120
5m0

1/60
2m0

図 7　左 :俵大池南丁場跡石材 (金沢城調査研究所編 2008 を一部改変 )

右：川上石丁場 15 番石材 (高田 2019 を一部改変 )
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城跡の各報告を参照した。
　金沢城石垣築造に利用された俵大池南丁場跡
では角閃石安山岩（戸室石）が採石された（金
沢城調査研究所編 2008）。石材の一面のみ割面
が存在する簡素なもので、穿たれた矢穴の間隔
は長い。金沢城跡も個々石材の凹凸が目立つ（図
7）（滝沢 2012）。　
　佐賀城採石に使用された川上石丁場では、花
崗岩が採石されるが矢穴間隔は緻密である（高
田 2023）。佐賀城天守台（図 6 右）も石垣表面
に凹凸は見られず、金沢城辰巳櫓下南面（図 6
左）とは様相が異なる。
　今回参照したのは各一例にすぎず、石材種も
異なる。そのため本稿で何らかの結論付けを行
うことはできないが、両城と名古屋城跡の石垣
の様相、矢穴の穿ち方は非常に似通っている点
のみ指摘しておきたい。他城他地域でも同様の
事例が確認できれば、慶長後半期における両家
の特色として捉えることも可能と考える。

小結
　以上、状況からの推察を多分に含むものでは
あるが、前田家、鍋島家の矢穴の穿ち方に差異
が生じた背景を検討した。前田家、鍋島家は砂
岩を多用した点で共通するが、矢穴の穿ち方、
石垣の状況の差異があり、その背景には採石対
象とした石材の規模の違いがあった可能性を示
した。そして、わずかな例ではあるが同時期他
城においても同様の傾向がみられた。他城でも
同様の傾向が見られれば、これら一連の様相は
各家の技術的特色として捉えることも可能であ
ろう。

おわりに
　本稿では、名古屋城跡石垣を対象に各大名家
の矢穴の穿ち方を検討した。矢穴の縦断面形状
形状自体には極端な差異は見られなかったが、

砂岩系石材では小型の矢穴を用い、花崗岩系の
石材では大型の矢穴を緻密に穿つ、といった矢
穴の穿ち方には各家とも共通の状況が見て取れ
た。先行研究における矢穴形状の理解から、石
材規模によって矢穴を使い分けているとみられ
る。これは、肥前名護屋城普請にはじまる矢穴
技法の平準化（坂本 2019）の結果と捉えるこ
とができそうである。
　しかしながら、前田家、鍋島家の事例に示し
たように、一部の大名家には同質の石材であっ
ても採石・加工技術に差異があり、その結果石
垣の仕上がりにも違いが生じた点を指摘した。
そして、名古屋城跡外においてもこうした現象
は見られることから、慶長後半期における両家
の技術的特色の一つと推定した。これまで、名
古屋城石垣と同時期他城における石積み方法に
かかる類似性は既に指摘されてきたところであ
るが（滝沢 2012、市川 2012）、石垣石材の形状
を規定する採石方法にも類似点がみられること
はほとんど言及されることがなかったため、今
後はこうした点も念頭に置いて調査、研究を継
続していく必要がある。
　本稿では 13 家の石垣丁場を調査したが、焦
点をあてられたのは前田、鍋島の 2 家のみであ
り、他家については調査結果を提示したにとど
まった。今後は同時期他城や各家の普請履歴等
を参照しつつ、名古屋城石垣の構築技術の形成
過程に迫っていく必要がある。加えてその技術
検討で最も重要となる採石場跡についても他城
の事例を参照するにとどまった。今後これらに
も調査の手を伸ばし、今回の考察に対し批判的
検討を行っていきたい。

注

（１）�石材に矢穴が穿たれた状態で放置されたもの。矢底が明

瞭に観察できる。
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図 9　本丸 021H( 加藤嘉 )

図 11　本丸 033H( 左：黒田　右：浅野 )

図 12　本丸 U61( 加藤清 )

図 10　本丸 022H( 黒田 )

1/300
10m0

図 9　本丸 021H（加藤嘉）

図 10　本丸 022H（黒田）

図 11　本丸 033H（左：黒田　右：浅野）

図 12　本丸U61（加藤清）
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図 13　本丸 125H( 蜂須賀 )

図 15　二之丸 135N ( 細川 )図 14　二之丸 135N ( 前田 )

図 16　二之丸 152N ( 池田 )

図 17　御深井丸 223O  ( 左：鍋島　右：田中 )

図 18　西之丸 265W ( 左：毛利　中：生駒　右：山内 )
1/300

10m0

図 13　本丸 125H（蜂須賀）

図 14　二之丸 135N（前田） 図 15　二之丸 135N（細川）

図 16　二之丸 152N（池田）

図 17　御深井丸 223O（左：鍋島　右：田中）

図 18　西之丸 265W（左：毛利　中：生駒　右：山内）
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